




এই বইটি ববদেশীদের জাপাদের োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্ার জে্য অধ্্যয়দের কেক্সে (ওয়াে্ক বুে) 

বি্সাদব প্রদ্নাত্তর ববে্যাদ্স তৈবর েরা িদয়দে। জাৈীয় পরীক্ায় আ্সা প্র্নদে প্রদ্নাত্তর (এেটি প্রদ্নর জে্য এেটি 

উত্তর) ববে্যাদ্স ্সিংদশাধ্ে / তৈবর েরা িদেও, েৈুে প্রবণৈার আদোদে, পরীক্ার পবরবধ্দে ব্যাপেভাদব 

অধ্্যয়ে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য কেৌশে অবেম্বে েরা িদয়দে। কমাে 713 টি প্র্ন রদয়দে। উপরন্তু, পৃথে 

োর্েসিিং পদয়ন্ট কপজ ক্সে আপ েদর, কেদে ্সিদজ কবাঝার জে্য বিত্র ও িাে্ক  বেদয় ব্যাে্যা প্রোে েরা িদয়দে।   

োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্া জাপাবে ভাষায় গ্রিণ েরা িয় ববধ্ায় পরীক্ার প্রদ্ন অভ্যস্ত িওয়ার 

উদদেদশ্য, প্রবৈটি ববষদয়র প্র্ন অেুবাে ো েদর, শুধ্ুমাত্র ব্যাে্যা বহুভাষায় প্রোে েরা িদয়দে।

এোড়াও, জাপাবে ্সিংস্করদণ, জাপাদের োর্্সসিিং কেয়ার ্সম্পদে্ক  বশক্া গ্রিণোরী ববদেশীর জে্য 

অবভব্যবতিদে ্সিজদবাধ্্য েরার জে্য, জাপাবে ভাষা ববদশষজ্ঞ েৈৃ্ক ে ব্যাে্যা ইৈ্যাবে প্রোে েরার মদৈা 

ৈত্ত্ববধ্াে ক�াগ েরা িদয়দে।

এই বইটি জাপাদের োর্্সসিিং কেয়ার অধ্্যয়েরৈ ববদেশীদের োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্ার প্রস্তুবৈ 

বি্সাদব ব্যবিার েরার পাশাপাবশ, জাপাদের োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েরার স্াে বা ৈাদের বেজ কেদশ োর্্সসিিং কেয়ার 

অেুশীেেোরীর োর্্সসিিং েক্ৈাদে আরও ্সমৃদ্ধ েরার জে্য ব্যবিার েরা িদব বদে প্রৈ্যাশা েরা িদছে৷

উদলেে্য ক�, এই বইটি স্াস্্য, শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রণােদয়র ভৈু্কবে প্রেল্প "োর্্সসিিং কেয়াদরর জে্য জাপাবে ভাষা 

কশোর ্সিায়ৈা প্রেল্প" ব্যবিার েদর তৈবর েরা িদয়দে।

জাপাে অ্যাদ্সাব্সদয়শে অফ ্সাটি্ক ফাইড কেয়ার ওয়াে্ক া্স্ক

ববদেশীদের জে্য োর্্সসিিং কেয়ার অধ্্যয়দের কেক্সে প�্কাদোিো েবমটি

ভূবমো



ভূবমো

এই বইটি ব্যবিার েরার পদ্ধবৈ

 মােব ম�্কাো এবিং স্াধ্ীেৈা    Q001●A001

 মােব ্সম্পে্ক  এবিং ক�াগাদ�াগ     Q005●A005

 ্সামাবজে কবাঝাপড়া     Q009●A009

 োর্্সসিিং কেয়াদরর কমৌবেে ববষয়    Q026●A026

 ক�াগাদ�াগ প্র�ুবতি    Q039●A039

 জীবে�াপদে ্সিায়ৈা প্রোেোরী প্র�ুবতি   Q049●A049

 োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়া    Q072●A072

 ববোশ এবিং বাধ্্কে্য উপেবধি েরা   Q081●A081

 স্ৃবৈভ্িংশ (বডদমেবশয়া) কবাঝা   Q092●A092

 ্সামাবজে কবাঝাপড়া   Q104●A104

 মে এবিং শরীদরর গঠে    Q117●A117

 বিবেৎ্সা ক্সবার জে্য �ত্ন    Q133●A133

্সূবিপত্র



"ববদেশীদের জে্য োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর জাৈীয় পরীক্ার প্র্ন ও উত্তর" িে জাপাদের োর্্সসিিং 

কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্ায় উত্তীণ্ক িওয়াদে েক্্য বি্সাদব কেয়া ববদেশীদের পরীক্ার প্রস্তুবৈর জে্য 

বশক্ার উপেরণ।

●প্র্ন (Q) এবিং উত্তর (A) এদে অপদরর ্সাদথ ্সঙ্গবৈপূণ্ক, এবিং ্সিদজ কশোর জে্য পৃষ্াগুবে ্সাবরবদ্ধ 

েরা িদয়দে (উোিরণ: Q001→A001)। [োর্েসিিং পদয়ন্ট] (G) G001 বি্সাদব প্রোে েরা িদয়দে। 

●এই বইটিদৈ, অৈীদৈর োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্ার প্র্নদে করফাদরন্স বি্সাদব বেদয়, এেটি 

প্রদ্নর জে্য এেটি উত্তদরর আোদর, কশোর ববষয়বস্তু (কো্স্ক) অেু্সাদর ্সাজাদো িদয়দে।

●প্রদ্নর উত্তর ○ (্সঠিে) বা × (ভুে) দ্ারা প্রের্শসিৈ িয়। উপরন্তু, প্রদ্ন বাে্যটি ্সঠিে িওয়া অথবা 

ভুে িওয়ার োরণ এবিং পবরপূরে ৈথ্য ইৈ্যাবে দ্ারা ব্যাে্যা প্রোে েরা িয়। 

●বেেু কোদ্স্কর কশদষ [োর্েসিিং পদয়ন্ট] প্রোে েরা িদয়দে। [োর্েসিিং পদয়ন্ট] বিত্র ও িাে্ক  ব্যবিার েদর, 

ক্সই কো্স্কটিদৈ মদে রােদৈ িাওয়ার ববষয়বস্তুদে কেদে ্সিদজ কবাঝার জে্য ্সিংবক্প্ত েদরদে। 

এই বইটি ব্যবিার েরার পদ্ধবৈ





人
に ん

間
げ ん

の 尊
そ ん

厳
げ ん

と 自
じ

立
り つ



Q 002

題
だい

問
もん

1 -
001 

作
さくせい

成した延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかくしょ

画書は、利
り

用
よう

者
しゃ

の意
い

向
こう

で
変
へんこう

更することができる。

1 -
002 

延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかくしょ

画書作
さくせい

成における本
ほんにん

人の意
い し

思確
かくにん

認の
ための話

はな

し合
あ

いは、一
いち

度
ど

だけ実
じっ

施
し

する。

1 -
003 

延
えんめい

命治
ち

療
りょう

に対
たい

する意
い し

思決
けってい

定の計
けいかく

画書
しょ

は、在
ざいたく

宅ではなく病
びょう

院
いん

での治
ち

療
りょう

を想
そうてい

定して作
さくせい

成する。

1 -
004 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が自
みずか

ら利
り

用
よう

するサービスを自
じ こ

己決
けってい

定できるよ
うに、必

ひつよう

要な情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する必
ひつよう

要がある。

1 -
005 

今
こん

後
ご

も自
じ

宅
たく

での生
せい

活
かつ

を継
けいぞく

続したいが、そのことに不
ふ

安
あん

があると話
はな

す
利

り

用
よう

者
しゃ

に、「施
し

設
せつ

に入
にゅう

居
きょ

することを考
かんが

えたらどうですか」と応
おうとう

答した。



Q 003

1 -
006 

歩
ある

くことが不
ふ

安
あん

と訴
うった

える消
しょう

極
きょく

的
てき

な利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

し、歩
ある

くように説
せっ

得
とく

す
る。

1 -
007 

エンパワメント（empowerment）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

のもっている力
ちから

に注
ちゅう

目
もく

し、その力
ちから

を引
ひ

き出
だ

していく考
かんが

え方
かた

である。

1 -
008 

アドボカシー（advocacy）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の意
い し

思を代
だいべん

弁することを
表
あらわ

す用
よう

語
ご

である。

1 -
009 

1960 年
ねんだい

代後
こうはん

半からアメリカで展
てんかい

開した自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

運
うん

動
どう

では、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の選
せんたく

択による自
じ こ

己決
けってい

定の尊
そん

重
ちょう

を主
しゅ

張
ちょう

している。

1 -
010 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

は、施
し

設
せつ

や病
びょう

院
いん

において実
じつげん

現される。

1 -
011 

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

では、利
り

用
よう

者
しゃ

自
みずか

らが自
じ

分
ぶん

の意
い し

思で行
こうどう

動するという意
い

欲
よく

をも
つことが大

たいせつ

切である。



Q 004

1 -
012 

利
り

用
よう

者
しゃ

が意
い

欲
よく

をもたない場
ば

合
あい

も、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

のために
サービスの利

り

用
よう

を強
つよ

く勧
すす

める。

1 -
013 

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

とは、「すべて自
じ

分
ぶん

でできるようにするための支
し

援
えん

」をいう。

1 -
014 

ノーマライゼーション（normalization）の理
り

念
ねん

は、すべての人
にんげん

間
が尊

そん

重
ちょう

され、ありのままの状
じょう

態
たい

で普
ふ

通
つう

に生
せい

活
かつ

していくことを目
め ざ

指す
ものである。

1 -
015 

認
にん

知
ち

症
しょう

高
こうれいしゃ

齢者には、安
あんぜん

全のため部
へ や

屋から出
で

られないように外
そと

から施
せ

錠
じょう

する。



人
に ん

間
げ ん

関
か ん

係
け い

と
コミュニケーション



Q 006

題
だい

問
もん

2 -
001 

他
た

者
しゃ

とのコミュニケーション場
ば

面
めん

での自
じ こ

己覚
かく

知
ち

は、自
じ こ

己の感
かん

情
じょう

の動
うご

きとその背
はいけい

景を洞
どうさつ

察することである。

2 -
002 

自
じ こ

己覚
かく

知
ち

とは、自
じ こ

己の価
か

値
ち

観
かん

を他
た

者
しゃ

に合
あ

わせることである。

2 -
003 

利
り

用
よう

者
しゃ

との信
しんらい

頼関
かんけい

係を構
こうちく

築するためには、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が話
はな

し手
て

に徹
てっ

するのがよい。

2 -
004 

浮
う

かない顔
かお

をしている利
り

用
よう

者
しゃ

に「自
じ

分
ぶん

の気
き も

持ちを我
が

慢
まん

しなくてもい
いですよ」と話

はな

しかけた。これはバイステック（Biestek, F.）の
７原

げんそく

則のうち、自
じ こ

己決
けってい

定の原
げんそく

則を指
さ

す。

2 -
005 

自
じ こ

己開
かい

示
じ

は、相
あい

手
て

に自
じ

分
ぶん

のことを良
よ

く思
おも

ってもらうために行
おこな

う。



Q 007

2 -
006 

自
じ こ

己開
かい

示
じ

を行
おこな

うことで、ジョハリの窓
まど

（Johari Window）の開
かいほう

放
された部

ぶ

分
ぶん

（open area）が広
ひろ

がる。

2 -
007 

バイステック（Biestek, F.）の７原
げんそく

則の 1 つである非
ひ

審
しん

判
ぱん

的
てき

態
たい

度
ど

とは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の価
か

値
ち

観
かん

で判
はんだん

断せずに利
り

用
よう

者
しゃ

とかかわることであ
る。

2 -
008 

バイステック（Biestek, F.）の７原
げんそく

則の 1 つである個
こ

別
べつ

化
か

とは、
利

り

用
よう

者
しゃ

を個
こ

人
じん

としてとらえることである。

2 -
009 

利
り

用
よう

者
しゃ

との関
かんけい

係を構
こうちく

築するため、利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

史
し

を尊
そん

重
ちょう

してコミュ
ニケーションをとるとよい。

2 -
010 

盲
もう

ろう者
しゃ

（目
め

と耳
みみ

の両
りょう

方
ほう

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

）のコミュニケーション方
ほうほう

法
として触

しょく

手
しゅ

話
わ

がある。

2 -
011 

利
り

用
よう

者
しゃ

の感
かん

情
じょう

に共
きょう

鳴
めい

して、同
どう

情
じょう

的
てき

にかかわることを、共
きょう

感
かん

的
てき

態
たい

度
ど

と
いう。



Q 008

2 -
012 

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

との間
あいだ

で筆
ひつだん

談を行
おこな

うときは、キーワードを活
かつ

用
よう

して内
ない

容
よう

を伝
でんたつ

達するとよい。

2 -
013 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS） で
人
じん

工
こう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

装
そう

着
ちゃく

により発
はっせい

声が困
こんなん

難な人
ひと

に用
もち

いるコミュニケーション
方
ほう

法
ほう

の 1 つとして、透
とうめい

明文
も

字
じ

盤
ばん

がある。

2 -
014 

筆
ひつだん

談は、中
ちゅう

途
と

失
しっ

聴
ちょう

者
しゃ

が用
もち

いることが多
おお

い。

2 -
015 

筆
ひつだん

談は、多
た

人
にん

数
ずう

での双
そうほうこう

方向コミュニケーションに有
ゆうこう

効である。



社
し ゃ

会
か い

の 理
り

解
か い



Q 010

題
だい

問
もん

3 -
001 

自
じ

分
ぶん

が生
う

まれ育
そだ

った家
か

族
ぞく

を、定
てい

位
い

家
か

族
ぞく

という。

3 -
002 

親
しんぞく

族とは、3 親
しんとう

等内
ない

の血
けつぞく

族、配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

、6 親
しんとう

等内
ない

の姻
いん

族
ぞく

をいう。

3 -
003 

家
か

族
ぞく

の機
き

能
のう

のうち衣
い

食
しょく

住
じゅう

などの生
せい

活
かつ

水
すい

準
じゅん

を維
い

持
じ

しようとする機
き

能
のう

は、生
せい

命
めい

維
い

持
じ

機
き

能
のう

である。

3 -
004 

子
こ

育
そだ

てにより子
こ

どもを社
しゃ

会
かい

化
か

する機
き

能
のう

は、パーソナリティの形
けいせい

成化
か

機
き

能
のう

である。

3 -
005 

家
か

族
ぞく

の機
き

能
のう

のうち介
かい

護
ご

が必
ひつよう

要な構
こうせいいん

成員を家
か

族
ぞく

で支
ささ

える機
き

能
のう

は、ケア
機

き

能
のう

である。
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3 -
006 

地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

は、すべての住
じゅう

民
みん

が支
ささ

え合
あ

い、自
じ

分
ぶん

らしく活
かつやく

躍できる
地

ち

域
いき

コミュニティの創
そう

出
しゅつ

を目
め ざ

指している。

3 -
007 

地
ち

域
いき

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

は、高
こう

齢
れい

者
しゃ

分
ぶん

野
や

の相
そう

談
だん

支
し

援
えん

体
たいせい

制の強
きょう

化
か

に特
とっ

化
か

している。

3 -
008 

特
とくてい

定非
ひ

営
えい

利
り

活
かつどう

動法
ほうじん

人（NPO 法
ほうじん

人）は、収
しゅう

益
えき

を上
あ

げることが禁
きん

じら
れている。

3 -
009 

認
にんてい

定特
とくてい

定非
ひ

営
えい

利
り

活
かつどう

動法
ほうじん

人は、税
ぜい

制
せい

上
じょう

の優
ゆうぐう

遇措
そ

置
ち

を受
う

けることができ
る。

3 -
010 

地
ち

域
いき

の機
き

能
のう

を高
たか

めるために、ソーシャルキャピタルは必
ひつよう

要である。

3 -
011 

エンパワメントの対
たい

象
しょう

には、地
ち

域
いき

が含
ふく

まれている。
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3 -
012 

「働
はたら

き方
かた

改
かいかく

革」の目
もくてき

的は、働
はたら

く人
ひとびと

々のニーズに応
おう

じた、多
た

様
よう

な働
はたら

き
方
かた

を選
せんたく

択できる社
しゃ

会
かい

の実
じつげん

現を図
はか

ることにある。

3 -
013 

ワーク・ライフ・バランスを実
じつげん

現するために、余
よ か

暇時
じ

間
かん

の有
ゆうこう

効な活
かつ

用
よう

が期
き

待
たい

されている。

3 -
014 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

の雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

の加
か

入
にゅう

率
りつ

は、正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

と非
ひ

正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

で差
さ

がみ
られる。

3 -
015 

日
に

本
ほん

の 65 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

の就
しゅう

業
ぎょう

率
りつ

は、2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）以
い

降
こう

減
げん

少
しょう

している。

3 -
016 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

の雇
こ

用
よう

状
じょう

況
きょう

は、非
ひ

正
せい

規
き

雇
こ

用
よう

の割
わりあい

合が全
ぜん

雇
こ

用
よう

者
しゃ

数
すう

の 3 分
ぶん

の 1 を上
うわまわ

回っている。

3 -
017 

現
げんざい

在の日
に

本
ほん

では、農
のうそん

村部
ぶ

の人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

（過
か

疎
そ

化
か

）が緩
かん

和
わ

されている。
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3 -
018 

都
と

市
し

部
ぶ

では中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

の空
くう

洞
どう

化
か

現
げん

象
しょう

が起
お

きている。

3 -
019 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける自
じ

助
じょ

は、公
こうてき

的扶
ふ

助
じょ

を利
り

用
よう

して、自
みずか

ら
生
せい

活
かつ

を維
い

持
じ

することをいう。

3 -
020 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける共
きょう

助
じょ

は、社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

制
せい

度
ど

に含
ふく

まれない。

3 -
021 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムにおける公
こうじょ

助は、自
じ

助
じょ

・互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

では対
たいおう

応
できない生

せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

等
とう

に対
たいおう

応する。

3 -
022 

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケアシステムを支
ささ

える互
ご

助
じょ

は、地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

向
こう

上
じょう

のための住
じゅう

民
みん

の支
ささ

え合
あ

いを目
め ざ

指している。

3 -
023 

社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

の対
たい

象
しょう

は、介
かい

護
ご

上
じょう

の課
か

題
だい

を抱
かか

えた人
ひとびと

々を含
ふく

んでいる。
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3 -
024 

社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

は、生
せい

活
かつ

の安
あんてい

定が損
そこ

なわれた人
ひとびと

々に対
たい

して、セーフティネッ
トとしての機

き

能
のう

を果
は

たしている。

3 -
025 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」において契
けいやく

約社
しゃいん

員は、育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

を
取
しゅとく

得できないと定
さだ

められている。

3 -
026 

介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

は、対
たい

象
しょう

家
か

族
ぞく

一
ひ と り

人につき連
れんぞく

続して取
しゅとく

得しなければならない
と定

さだ

められている。

3 -
027 

育
いく

児
じ

休
きゅう

業
ぎょう

は介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

よりも先
さき

に制
せい

度
ど

化
か

された。

3 -
028 

パートやアルバイトは、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

給
きゅう

付
ふ

の対
たい

象
しょう

である。

3 -
029 

労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

料
りょう

は、雇
こ

用
よう

主
ぬし

と労
ろうどうしゃ

働者がそれぞれ負
ふ

担
たん

する。
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3 -
030 

通
つうきん

勤途
と

上
じょう

の事
じ こ

故は、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の給
きゅう

付
ふ

対
たい

象
しょう

外
がい

である。

3 -
031 

従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

がいない自
じ

営
えい

業
ぎょう

者
しゃ

は、労
ろうどうしゃ

働者災
さいがい

害補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の保
ほ

険
けん

給
きゅう

付
ふ

の
対
たい

象
しょう

ではない。

3 -
032 

日
に

本
ほん

国
こく

憲
けんぽう

法第
だい

25 条
じょう

で定
さだ

められている権
けん

利
り

は、生
せいぞんけん

存権である。

3 -
033 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

第
だい

1 条
じょう

は、「福
ふく

祉
し

サービス利
り

用
よう

者
しゃ

の利
り

益
えき

の保
ほ ご

護及
およ

び地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

の推
すい

進
しん

を図
はか

る」ことを規
き

定
てい

している。

3 -
034 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

医
い

療
りょう

制
せい

度
ど

の財
ざいげん

源で、
最
もっと

も割
わりあい

合が大
おお

きいものは、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

である。

3 -
035 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

給
きゅう

付
ふ

費
ひ

の財
ざいげん

源では、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

の占
し

める割
わりあい

合が最
もっと

も大
おお

きい。
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3 -
036 

2015 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 27 年
ねん

度
ど

）以
い

降
こう

の生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

費
ひ

の財
ざいげん

源内
うちわけ

訳は、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

と税
ぜい

である。

3 -
037 

「人
じん

口
こう

推
すいけい

計」によれば、2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）以
い

降
こう

、総
そう

人
じん

口
こう

は減
げん

少
しょう

し続
つづ

けている。

3 -
038 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

第
だい

1 条
じょう

は高
こうれい

齢社
しゃ

会
かい

対
たいさく

策の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

や基
き

本
ほん

となる事
じ

項
こう

を
規

き

定
てい

している。

3 -
039 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

に契
けいやく

約制
せい

度
ど

が導
どう

入
にゅう

されたことにより、民
みんかん

間営
えい

利
り

企
き

業
ぎょう

が
サービス事

じ

業
ぎょう

者
しゃ

として参
さん

入
にゅう

できるようになった。

3 -
040 

2018 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 30 年
ねん

度
ど

）に創
そう

設
せつ

された共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの対
たい

象
しょう

と
なるサービスに、通

つうしょ

所介
かい

護
ご

（デイサービス）は含
ふく

まれる。

3 -
041 

2018 年
ねん

度
ど

（平
へいせい

成 30 年
ねん

度
ど

）に創
そう

設
せつ

された共
きょう

生
せい

型
がた

サービスの対
たい

象
しょう

と
なるサービスに、通

つうしょ

所リハビリテーションは含
ふく

まれる。
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3 -
042 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、介
かい

護
ご

医
い

療
りょう

院
いん

が
創
そう

設
せつ

された。

3 -
043 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たいおうがた

応型訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
044 

2015 年
ねん

（平
へいせい

成 27 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、在
ざいたく

宅医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

連
れんけい

携推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

の地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

への位
い ち

置づけが示
しめ

された。

3 -
045 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターに認
にん

知
ち

症
しょう

連
れんけい

携担
たんとうしゃ

当者が配
はい

置
ち

された。

3 -
046 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の第
だいいち

一号
ごう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

は、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

である。

3 -
047 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の第
だいいち

一号
ごう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

が徴
ちょうしゅう

収する。
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3 -
048 

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、「介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

」「包
ほう

括
かつ

的
てき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

」「任
にん

意
い

事
じ

業
ぎょう

」の 3 事
じ

業
ぎょう

に分
わ

けられるが、家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

は、
介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
049 

予
よ

防
ぼう

給
きゅう

付
ふ

は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
050 

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

のうち権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

事
じ

業
ぎょう

は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
051 

第
だいいち

一号
ごう

訪
ほうもん

問事
じ

業
ぎょう

（訪
ほうもん

問型
がた

サービス）は、介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そう

合
ごう

事
じ

業
ぎょう

に含
ふく

まれる。

3 -
052 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の利
り

用
よう

者
しゃ

の補
ほ

足
そく

給
きゅう

付
ふ

の支
し

給
きゅう

要
ようけん

件に資
し

産
さん

要
ようけん

件が加
くわ

わった。

3 -
053 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

における居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

サービス計
けい

画
かく

費
ひ

の自
じ

己
こ

負
ふ

担
たん

はない。
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3 -
054 

2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

改
かい

正
せい

に伴
ともな

い、一
いってい

定以
い

上
じょう

の所
しょ

得
とく

のある利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

して 3 割
わり

負
ふ

担
たん

が導
どう

入
にゅう

された。

3 -
055 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

のサービス事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の対
たいおう

応に不
ふ

満
まん

がある場
ば

合
あい

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

審
しん

査
さ

会
かい

に申
もう

し出
で

る。

3 -
056 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

における地
ち

域
いき

ケア会
かい

議
ぎ

は、個
こ

別
べつ

ケースの課
か

題
だい

分
ぶんせき

析等
とう

を
行
おこな

うことによる地
ち

域
いき

課
か

題
だい

の把
は

握
あく

を目
もくてき

的としている。

3 -
057 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

に関
かん

して厚
こうせい

生労
ろうどう

働大
だいじん

臣は、基
き

本
ほん

的
てき

な指
し

針
しん

を定
さだ

めなけれ
ばならない。

3 -
058 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

に関
かん

して市
し

町
ちょう

村
そん

による策
さくてい

定は、努
ど

力
りょく

義
ぎ む

務である。

3 -
059 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

と障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

は、計
けい

画
かく

期
き

間
かん

が同
おな

じである。
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3 -
060 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

計
けい

画
かく

において文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

活
かつどう

動・スポーツの振
しんこう

興についての
目
もく

標
ひょう

設
せってい

定をしなければならない。

3 -
061 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

（障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すいしん

進に関
かん

する
法
ほう

律
りつ

）」には「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
と

り扱
あつか

いの禁
きん

止
し

」と「合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮の提
てい

供
きょう

」が規
き

定
てい

されている。

3 -
062 

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

サービス（居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

）を利
り

用
よう

するには、居
きょ

住
じゅう

する市
し

町
ちょう

村
そん

の
相
そう

談
だん

窓
まどぐち

口に支
し

給
きゅう

申
しんせい

請をする。

3 -
063 

2012 年
ねん

（平
へいせい

成 24 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、放
ほう

課
か

後
ご

や休
きゅう

日
じつ

に児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

の活
かつどう

動を支
し

援
えん

する放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスが
創
そう

設
せつ

された。

3 -
064 

2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、
一
ひ と り

人暮
ぐ

らしを希
き

望
ぼう

する障
しょう

害
がい

者
しゃ

に対
たい

して、地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

を支
し

援
えん

する自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

援
えん

助
じょ

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
065 

2016 年
ねん

（平
へいせい

成 28 年
ねん

）の「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

により、就
しゅう

労
ろう

定
てい

着
ちゃく

支
し

援
えん

が創
そう

設
せつ

された。



Q 021

3 -
066 

重
じゅう

度
ど

訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

は、障
しょう

害
がい

支
し

援
えん

区
く

分
ぶん

4 以
い

上
じょう

の利
り

用
よう

者
しゃ

でなければ利
り

用
よう

で
きない。

3 -
067 

行
こう

動
どう

援
えん

護
ご

は、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

のための外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

サービスである。

3 -
068 

2012 年
ねん

（平
へいせい

成 24 年
ねん

）の「児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

」の改
かい

正
せい

により、医
い

療
りょう

的
てき

ケ
アを必

ひつよう

要とする障
しょう

害
がい

児
じ

への支
し

援
えん

として、医
い

療
りょう

型
がた

障
しょう

害
がい

児
じ

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

が創
そう

設
せつ

された。

3 -
069 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として精
せいしん

神保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

士
し

は、心
しん

理
り

検
けん

査
さ

を実
じっ

施
し

して精
せいしんめん

神面の判
はんてい

定を行
おこな

う。

3 -
070 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

士
し

は、手
しゅげい

芸や工
こうさく

作の作
さ

業
ぎょう

、
家

か

事
じ

の訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。

3 -
071 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

を支
し

援
えん

する専
せん

門
もん

職
しょく

として言
げん

語
ご

聴
ちょう

覚
かく

士
し

は、聴
ちょう

覚
かく

検
けん

査
さ

や言
げん

語
ご

訓
くん

練
れん

、嚥
えん

下
げ

訓
くん

練
れん

を行
おこな

う。
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3 -
072 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」における補
ほ

装
そう

具
ぐ

には、車
くるま

いすが含
ふく

まれる。

3 -
073 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」における補
ほ

装
そう

具
ぐ

には、手
て

すりが含
ふく

まれる。

3 -
074 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」により、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だんたい

体が設
せっ

置
ち

する協
きょう

議
ぎ

会
かい

の機
き

能
のう

として障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の策
さくてい

定が規
き

定
てい

されている。

3 -
075 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

及
およ

び社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

を総
そう

合
ごう

的
てき

に支
し

援
えん

するための法
ほう

律
りつ

）」により、市
し

町
ちょう

村
そん

の役
やくわり

割として自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

給
きゅう

付
ふ

と
地

ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

の実
じっ

施
し

が規
き

定
てい

されている。

3 -
076 

「2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の全
ぜんこく

国統
とうけい

計」によれば、成
せいねん

年後
こうけん

見制
せい

度
ど

の
補

ほ

助
じょ

、保
ほ さ

佐、後
こうけん

見のうち、最
もっと

も多
おお

い申
もうし

立
た

ては後
こうけん

見である。

3 -
077 

「2018 年
ねん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

）の全
ぜんこく

国統
とうけい

計」によれば、親
しんぞく

族以
い

外
がい

の後
こう

見
けん

人
にん

が約
やく

8 割
わり

を占
し

めている。
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3 -
078 

2015 年
ねん

（平
へいせい

成 27 年
ねん

）の「個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

保
ほ

護
ご

法
ほう

（個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の保
ほ ご

護に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」の改
かい

正
せい

では、不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

や偏
へんけん

見が生
しょう

じないように要
よう

配
はい

慮
りょ

個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

が規
き

定
てい

され、ここには心
しんしん

身の障
しょう

害
がい

が含
ふく

まれている。

3 -
079 

任
にん

意
い

後
こうけん

見制
せい

度
ど

では、候
こう

補
ほ

者
しゃ

のなかから家
か

庭
てい

裁
さいばん

判所
しょ

が成
せいねん

年後
こう

見
けん

人
にん

を選
せん

任
にん

する。

3 -
080 

虐
ぎゃく

待
たい

を受
う

けたと思
おも

われる障
しょう

害
がい

者
しゃ

を発
はっけん

見した場
ば

合
あい

は、速
すみ

やかに市
し

町
ちょう

村
そん

または都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

に通
つうほう

報しなければならない。

3 -
081 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほうじん

人は収
しゅう

益
えき

事
じ

業
ぎょう

を実
じっ

施
し

することができる。

3 -
082 

「消
しょう

費
ひ

者
しゃ

契
けいやくほう

約法」では契
けいやく

約した事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が不
ふ

当
とう

な勧
かんゆう

誘をした場
ば

合
あい

、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

は一
いち

度
ど

結
むす

んだ契
けいやく

約でも 5 年
ねん

以
い

内
ない

なら取
と

り消
け

すことができる。

3 -
083 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほうじん

人は、評
ひょう

議
ぎ

員
いん

会
かい

の設
せっ

置
ち

が任
にん

意
い

である。
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3 -
084 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

には、生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

の検
けん

査
さ

が含
ふく

まれる。

3 -
085 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

には、がん検
けんしん

診が含
ふく

まれる。

3 -
086 

特
とくてい

定健
けんこう

康診
しん

査
さ

の対
たい

象
しょう

は 75 歳
さい

以
い

上
じょう

の者
もの

である。

3 -
087 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、各
かく

居
きょ

住
じゅう

部
ぶ

分
ぶん

に台
だい

所
どころ

、水
すいせん

洗便
べんじょ

所、
収
しゅう

納
のう

設
せつ

備
び

、洗
せんめん

面設
せつ

備
び

及
およ

び浴
よくしつ

室の設
せっ

置
ち

が義
ぎ む

務づけられている。

3 -
088 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、食
しょく

事
じ

の提
てい

供
きょう

が義
ぎ む

務づけられてい
る。

3 -
089 

サービス付
つ

き高
こう

齢
れい

者
しゃ

向
む

け住
じゅう

宅
たく

では、入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

は必
ひつよう

要に応
おう

じて、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスの利
り

用
よう

ができる。
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3 -
090 

生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

法
ほう

は、生
せい

活
かつ

困
こん

窮
きゅう

者
しゃ

に対
たい

する自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

策
さく

を強
きょう

化
か

し
て、その自

じ

立
りつ

促
そくしん

進を図
はか

ることを目
もくてき

的としている。

3 -
091 

生
せい

活
かつ

保
ほ

護
ご

法
ほう

における補
ほ

足
そく

性
せい

の原
げん

理
り

とは、資
し

産
さん

・能
のう

力
りょく

等
とう

を活
かつよう

用したう
えで保

ほ ご

護を行
おこな

うことをいう。

3 -
092 

生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護は、世
せ

帯
たい

を単
たん

位
い

として実
じっ

施
し

される。

3 -
093 

年
ねんきん

金や稼
か

働
どう

収
しゅうにゅう

入のある高
こう

齢
れい

者
しゃ

は、すべて生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護の対
たい

象
しょう

にならない。

3 -
094 

生
せい

活
かつ

保
ほ ご

護制
せい

度
ど

における住
じゅう

宅
たく

扶
ふ

助
じょ

は、金
きんせん

銭給
きゅう

付
ふ

として家
や

賃
ちん

や住
じゅう

宅
たく

の修
しゅう

理
り

・維
い

持
じ

に必
ひつよう

要な費
ひ

用
よう

も対
たい

象
しょう

としている。





介
か い

護
ご

の 基
き

本
ほ ん
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題
だい

問
もん

4 -
001 

経
け い ざ い

済 連
れ ん け い

携 協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement） に 基
もと

づ く 介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

等
とう

の受
う

け入
い

れは、2008 年
ねん

度
ど

（平
へい

成
せい

20 年
ねん

度
ど

）から
始
はじ

まった。

4 -
002 

経
け い ざ い

済 連
れ ん け い

携 協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement） に 基
もと

づ く 介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

等
とう

の受
う

け入
い

れ施
し

設
せつ

の要
ようけん

件は、常
じょう

勤
きん

介
かい

護
ご

職
しょく

員
いん

の 4 割
わり

以
い

上
じょう

が介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

であることである。

4 -
003 

経
け い ざ い

済 連
れ ん け い

携 協
きょう

定
てい

（Economic Partnership Agreement） に 基
もと

づ く 介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

候
こう

補
ほ

者
しゃ

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

として介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

に従
じゅう

事
じ

する限
かぎ

り、日
に

本
ほん

に在
ざい

留
りゅう

できる。

4 -
004 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

44 条
じょう

の 2 では、「誠
せいじつ

実義
ぎ む

務」が規
き

定
てい

されている。

4 -
005 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

45 条
じょう

では、「信
しんよう

用失
しっつい

墜行
こう

為
い

の禁
きん

止
し

」
が規

き

定
てい

されている。
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4 -
006 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

第
だい

47 条
じょう

の 2 では、「資
し

質
しつ

向
こう

上
じょう

の責
せき

務
む

」
が規

き

定
てい

されている。

4 -
007 

介
かい

護
ご

に従
じゅう

事
じ

している者
もの

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

を名
な の

乗ることができる。

4 -
008 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

の業
ぎょう

として、介
かい

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する介
かい

護
ご

に関
かん

する指
し

導
どう

が含
ふく

まれ
る。

4 -
009 

禁
きん

錮
こ

以
い

上
じょう

の刑
けい

に処
しょ

せられ、その執
しっこう

行を終
お

わり、または執
しっこう

行を受
う

ける
ことがなくなった日

ひ

から起
き

算
さん

して 2 年
ねん

を経
けい

過
か

しない者
もの

は介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

となることができない。

4 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

の登
とうろく

録を取
と

り消
け

され、その取
とり

消
け

しの日
ひ

から起
き

算
さん

して
2 年

ねん

を経
けい

過
か

しない者
もの

は介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

となることができない。

4 -
011 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

は秘
ひ

密
みつ

保
ほ じ

持義
ぎ む

務に違
い

反
はん

をした場
ば

合
あい

、罰
ばっそく

則により 1 年
ねん

以
い

下
か

の懲
ちょう

役
えき

または 30 万
まん

円
えん

以
い

下
か

の罰
ばっきん

金に処
しょ

せられる。
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4 -
012 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

試
し

験
けん

に合
ごうかく

格した日
ひ

から、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

を名
な の

乗ることができ
る。

4 -
013 

利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せいかつ

活の質
しつ

（QOL）を高
たか

めるための介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の在
あ

り方
かた

と
して、どの利

り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

しても同
おな

じ方
ほうほう

法で介
かい

護
ご

をする。

4 -
014 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

する利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ こ

己決
けってい

定を促
うなが

すはたらきか
けが重

じゅう

要
よう

である。

4 -
015 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う自
じ

立
りつ

に向
む

けた支
し

援
えん

とは、他
た

者
しゃ

の支
し

援
えん

を受
う

けずに、
利

り

用
よう

者
しゃ

自
みずか

らの力
ちから

で生
せいかつ

活できる状
じょう

態
たい

にすることである。

4 -
016 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う自
じ

立
りつ

に向
む

けた支
し

援
えん

では、利
り

用
よう

者
しゃ

が介
かい

護
ご

を受
う

けてい
ることを理

り

由
ゆう

に社
しゃかい

会参
さん

加
か

の機
き

会
かい

が失
うしな

われることがないよう支
し

援
えん

する
ことである。

4 -
017 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

の
疾
しっぺい

病は「健
けんこう

康状
じょう

態
たい

」にあたる。



Q 030

4 -
018 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

がレ
クリエーションで歌

うた

の伴
ばんそう

奏をすることは、「参
さん

加
か

」にあたる。

4 -
019 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

として、利
り

用
よう

者
しゃ

の過
か

去
こ

の職
しょくぎょう

業は「個
こ

人
じん

因
いん

子
し

」にあたる。

4 -
020 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「車

くるま

いすを使
し

用
よう

して、美
び

術
じゅつ

館
かん

に行
い

く」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
021 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「ストレスが溜

た

まると、活
かつ

力
りょく

が低
てい

下
か

する」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
022 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の構
こうせい

成要
よう

素
そ

の組
く

み合
あ

わせとして、
「床

ゆかめん

面の性
せい

状
じょう

が柔
やわ

らかいと、バランスを崩
くず

す」ことは、環
かん

境
きょう

因
いん

子
し

と
心
しん

身
しん

機
き

能
のう

の関
かんれん

連を表
あらわ

している。

4 -
023 

「平
へい

成
せい

30 年
ねんばん

版高
こうれい

齢社
しゃかい

会白
はくしょ

書」（内
ないかく

閣府
ふ

）で示
しめ

された、65 歳
さい

以
い

上
じょう

の
者
もの

の家
か

庭
てい

内
ない

事
じ こ

故の発
はっせい

生割
わりあい

合が最
もっと

も高
たか

い場
ば

所
しょ

（屋
おくない

内）は居
きょしつ

室である。
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4 -
024 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
利

り

用
よう

者
しゃ

それぞれの要
よう

求
きゅう

には応
こた

えられないので、同
おな

じ日
にっ

課
か

で過
す

ごして
もらう。

4 -
025 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
利

り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集を行
おこな

う際
さい

に、現
げんざい

在よりも過
か こ

去の身
しんたいてき

体的・精
せいしんてき

神的状
じょう

態
たい

の把
は

握
あく

が優
ゆうせん

先される。

4 -
026 

認
にん

知
ち

症
しょう

対
たい

応
おう

型
がた

共
きょう

同
どう

生
せい

活
かつ

介
かい

護
ご

（認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

グループホーム）では、
入
にゅう

居
きょ

後
ご

も、利
り

用
よう

者
しゃ

のなじみのある人
ひと

や店
みせ

との関
かんけい

係を継
けいぞく

続していくた
めに必

ひつよう

要な支
し

援
えん

を行
おこな

うことが適
てきせつ

切である。

4 -
027 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、具
ぐ

体
たい

的
てき

な援
えんじょ

助目
もく

標
ひょう

および
援
えんじょ

助内
ないよう

容を記
き

載
さい

した訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を作
さくせい

成する。

4 -
028 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、判
はんだん

断能
のう

力
りょく

が十
じゅう

分
ぶん

でない人
ひと

に対
たい

して、日
にち

常
じょう

的
てき

な金
きんせん

銭管
かん

理
り

を行
おこな

う。

4 -
029 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

のサービス提
てい

供
きょう

責
せきにんしゃ

任者は、居
きょたく

宅サービス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

を招
しょう

集
しゅう

して、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

に規
き

定
てい

されるサービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

を主
しゅさい

催する。
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4 -
030 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

サービスのオペレーターは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

が担
にな

うことができる。

4 -
031 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

サービスは、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

の変
へん

化
か

に応
おう

じて、随
ずい

時
じ

訪
ほうもん

問サービスを利
り

用
よう

することができる。

4 -
032 

定
てい

期
き

巡
じゅん

回
かい

・随
ずい

時
じ

対
たい

応
おう

型
がた

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

看
かん

護
ご

は、要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

、要
よう

介
かい

護
ご

者
しゃ

のどち
らも利

り

用
よう

できる。

4 -
033 

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、長
ちょう

期
き

間
かん

の宿
しゅく

泊
はく

を目
もくてき

的としている。

4 -
034 

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

域
いき

でのサービス提
てい

供
きょう

を行
おこな

う。

4 -
035 

看
かん

護
ご

小
しょう

規
き

模
ぼ

多
た

機
き

能
のう

型
がた

居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

は、看
かん

護
ご

と介
かい

護
ご

を一
いったいてき

体的に提
てい

供
きょう

する。
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4 -
036 

短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

生
せいかつ

活介
かい

護
ご

の利
り

用
よう

者
しゃ

は、介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

への入
にゅう

所
しょ

の申
もう

し込
こ

みをした者
もの

に限
かぎ

られる。

4 -
037 

介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

総
そうごう

合事
じ

業
ぎょう

の介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

・生
せいかつ

活支
し

援
えん

サービス事
じ

業
ぎょう

の訪
ほうもん

問型
がた

サービスは、要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

および基
き

本
ほん

チェックリスト該
がいとうしゃ

当者
に対

たい

し、掃
そう

除
じ

、洗
せんたく

濯等
とう

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

上
じょう

の支
し

援
えん

を提
てい

供
きょう

するサービスであ
る。

4 -
038 

通
つうしょ

所介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

には、非
ひ

常
じょう

災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

計
けい

画
かく

の作
さくせい

成が定
さだ

められている。

4 -
039 

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、正
せいとう

当な理
り

由
ゆう

なくサービスの提
てい

供
きょう

を拒
こば

んではなら
ない。

4 -
040 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は、入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

の機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

するよう努
つと

めなけ
ればならない。

4 -
041 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、医
い し

師が中
ちゅう

心
しん

となる。
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4 -
042 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、民
みんせい

生委
い

員
いん

やボランティアも、多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携チームの一
いちいん

員である。

4 -
043 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における医
い

療
りょう

と介
かい

護
ご

の連
れんけい

携とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の体
たい

調
ちょう

不
ふ

良
りょう

時
じ

に医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を受
じゅしん

診させることをいう。

4 -
044 

介
かい

護
ご

実
じっせん

践における多
た

職
しょく

種
しゅ

連
れんけい

携では、利
り

用
よう

者
しゃ

のケアの方
ほうこうせい

向性に関
かん

する
情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

して、課
か

題
だい

の解
かいけつ

決に取
と

り組
く

む。

4 -
045 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、介
かい

護
ご

の技
ぎ

術
じゅつ

が伴
ともな

わなくても、利
り

用
よう

者
しゃ

の要
ようぼう

望を最
さい

優
ゆうせん

先に実
じっ

施
し

することは適
てきせつ

切である。

4 -
046 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、利
り

用
よう

者
しゃ

が求
もと

めた医
い

行
こう

為
い

を実
じっ

施
し

す
ることができる。

4 -
047 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の職
しょく

務
む

上
じょう

の倫
りん

理
り

として、利
り

用
よう

者
しゃ

のプライバシーに関
かん

する
情
じょう

報
ほう

を取
と

り扱
あつか

う際
さい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

に説
せつめい

明して同
どう

意
い

を得
え

る必
ひつよう

要
がある。



Q 035

4 -
048 

暴
ぼう

力
りょく

をふるう利
り

用
よう

者
しゃ

には自
じ

室
しつ

から出
で

られないようにする必
ひつよう

要があ
る。

4 -
049 

おむつ交
こうかん

換をスムーズに行
おこな

うために、利
り

用
よう

者
しゃ

の居
きょしつ

室（個
こ

室
しつ

）のドア
を開

あ

けておく。

4 -
050 

ベッドから転
てんらく

落した利
り

用
よう

者
しゃ

が「大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

」と言
い

ったが、医
い

療
りょう

関
かんけいしゃ

係者に
連
れん

絡
らく

し連
れんけい

携を行
おこな

った。

4 -
051 

利
り

用
よう

者
しゃ

から、入
にゅう

院
いん

しているほかの利
り

用
よう

者
しゃ

の病
びょうじょう

状を聞
き

かれたので話
はな

し
た。

4 -
052 

利
り

用
よう

者
しゃ

が車
くるま

いすから立
た

ち上
あ

がると危
き

険
けん

なため、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の判
はんだん

断で、
腰
こし

ベルトをつけた。

4 -
053 

意
い

識
しき

消
しょう

失
しつ

とけいれん発
ほっ

作
さ

を起
お

こした利
り

用
よう

者
しゃ

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を救
きゅうきゅう

急隊
たいいん

員に
提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつめい

明と同
どう

意
い

がなくとも提
てい

供
きょう

することができる。



Q 036

4 -
054 

指
し

定
てい

介
かい

護
ご

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が、サービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

に利
り

用
よう

者
しゃ

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

はあらかじめ利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

の同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
055 

施
し

設
せつ

の広
こうほう

報等
とう

に利
り

用
よう

者
しゃ

の顔
かお

写
じゃしん

真を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつ

明
めい

と同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
056 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

を転
てんきょ

居する場
ば

合
あい

、転
てん

居
きょ

先
さき

の施
し

設
せつ

の求
もと

めに応
おう

じて、利
り

用
よう

者
しゃ

の
個

こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

する場
ば

合
あい

でも、現
げんざい

在入
にゅう

所
しょ

している施
し

設
せつ

は、利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人や家
か

族
ぞく

への説
せつめい

明と同
どう

意
い

が必
ひつよう

要である。

4 -
057 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

における防
ぼうさい

災対
たいさく

策では、消
しょう

防
ぼう

法
ほう

において、年
ねん

1 回
かい

以
い

上
じょう

の消
しょう

火
か

・避
ひ

難
なん

訓
くんれん

練が義
ぎ む

務づけられている。

4 -
058 

災
さいがい

害対
たいさく

策基
き

本
ほん

法
ほう

に基
もと

づき、避
ひ

難
なん

行
こうどう

動要
よう

支
し

援
えん

者
しゃ

名
めい

簿
ぼ

の作
さくせい

成は市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に義
ぎ む

務づけられている。

4 -
059 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

で、MRSA（メチシリン耐
たいせい

性黄
おう

色
しょく

ブドウ球
きゅう

菌
きん

）の保
ほ

菌
きん

者
しゃ

が確
かくにん

認されたときは、入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

全
ぜんいん

員の保
ほ

菌
きん

の有
う む

無を調
しら

べる。
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4 -
060 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

で、MRSA（メチシリン耐
たいせい

性黄
おう

色
しょく

ブドウ球
きゅう

菌
きん

）の保
ほ

菌
きん

者
しゃ

が確
かくにん

認されたときは、保
ほ

菌
きん

者
しゃ

はレクリエーションへの参
さん

加
か

を制
せい

限
げん

する。

4 -
061 

介
かい

護
ご

老
ろうじん

人福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

は、感
かんせん

染対
たいさく

策のための委
い

員
いん

会
かい

を開
かいさい

催することが義
ぎ

務
む

づけられている。

4 -
062 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

の感
かんせん

染対
たいさく

策として、洗
せんめん

面所
じょ

のタオルは共
きょう

用
よう

にする。

4 -
063 

高
こうれいしゃ

齢者介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

の入
にゅう

所
しょ

者
しゃ

の健
けんこう

康状
じょう

態
たい

の異
い

常
じょう

を発
はっけん

見したら、すぐに医
い

師
し

や看
かん

護
ご

師
し

に報
ほうこく

告する。

4 -
064 

おむつ交
こうかん

換は、使
つか

い捨
す

て手
て

袋
ぶくろ

を着
ちゃく

用
よう

して行
おこな

うことが基
き

本
ほん

である。

4 -
065 

燃
も

え尽
つ

き症
しょう

候
こう

群
ぐん

（バーンアウト（burnout））の特
とく

徴
ちょう

として、無
む

気
き

力
りょく

感
かん

、疲
ひ

労
ろう

感
かん

や無
む

感
かん

動
どう

がみられる。



Q 038

4 -
066 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づく育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業期
き

間
かん

は、子
こ

が満
まん

3 歳
さい

になるまでである。

4 -
067 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅう

業
ぎょう

法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づき要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

にある家
か

族
ぞく

の
通
つういん

院の付
つき

添
そ

いをするときは、介
かい

護
ご

休
きゅう

暇
か

を取
しゅ

得
とく

できる。

4 -
068 

「育
いく

児
じ

・介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業法
ほう

（育
いく

児
じ

休
きゅうぎょう

業、介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業等
とう

育
いく

児
じ

又
また

は家
か

族
ぞく

介
かい

護
ご

を行
おこな

う労
ろうどうしゃ

働者の福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほうりつ

律）」に基
もと

づく介
かい

護
ご

休
きゅうぎょう

業とは、2 週
しゅう

間
かん

以
い

上
じょう

要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

が続
つづ

いている家
か

族
ぞく

を介
かい

護
ご

するためのものである。

4 -
069 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、労
ろうどうしゃ

働者数
すう

50 人
にん

以
い

上
じょう

の事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に義
ぎ む

務づけられている。

4 -
070 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、労
ろうどうしゃ

働者の
メンタルヘルス不

ふ

調
ちょう

の未
み

然
ぜん

防
ぼう

止
し

が主
おも

な目
もくてき

的である。

4 -
071 

「ストレスチェック制
せい

度
ど

」を用
もち

いたストレスチェックは、各
かく

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

で 1 年
ねん

に 1 度
ど

実
じっ

施
し

することが規
き

定
てい

されている。





コミュニケーション 技
ぎ

術
じ ゅ つ
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題
だい

問
もん

5 -
001 

直
ちょく

面
めん

化
か

の技
ぎ

法
ほう

とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の感
かん

情
じょう

と行
こうどう

動の矛
む

盾
じゅん

点
てん

を指
し

摘
てき

することで
ある。

5 -
002 

言
い

い換
か

えの技
ぎ

法
ほう

とは、相
あい

手
て

が話
はな

した内
ないよう

容を、整
せい

理
り

して伝
つた

えることで
ある。

5 -
003 

明
めい

確
かく

化
か

の技
ぎ

法
ほう

とは、相
あい

手
て

がまだ話
はな

していないこと、はっきりしてい
ないことや感

かん

情
じょう

を明
あき

らかにしていく技
ぎ

法
ほう

である。

5 -
004 

閉
と

ざされた質
しつもん

問とは、「はい」や「いいえ」だけで答
こた

えられる質
しつもん

問
である。

5 -
005 

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

は、考
かんが

え方
かた

を変
か

え
るように促

うなが

すことである。



Q 041

5 -
006 

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

は、意
い

欲
よく

低
てい

下
か

の背
はい

景
けい

を考
かんが

えることである。

5 -
007 

意
い

欲
よく

が低
てい

下
か

した人
ひと

とのコミュニケーションの基
き

本
ほん

において、自
じ こ

己
決
けってい

定してもらうことは避
さ

ける。

5 -
008 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とのコミュニケーションで、方
ほうこう

向を示
しめ

すときは「あ
ちら」「そちら」と表

ひょう

現
げん

する。

5 -
009 

傾
けい

聴
ちょう

とは、ただ話
はなし

を聞
き

くことである。

5 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

において、利
り

用
よう

者
しゃ

が話
はな

す内
ないよう

容を介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の
価

か

値
ち

観
かん

で判
はんだん

断する。

5 -
011 

共
きょう

感
かん

的
てき

な態
たい

度
ど

とは、相
あい

手
て

がもっている感
かん

情
じょう

を察
さっ

することをいう。



Q 042

5 -
012 

受
じゅよう

容とは、否
ひ

定
てい

的
てき

感
かん

情
じょう

を抑
よくあつ

圧することをいう。

5 -
013 

開
ひら

かれた質
しつもん

問をする目
もくてき

的には、初
しょたいめん

対面の利
り

用
よう

者
しゃ

と会
かい

話
わ

を始
はじ

めるとき
に緊

きん

張
ちょう

をほぐすきっかけをつくることがある。

5 -
014 

開
ひら

かれた質
しつもん

問をするときは、話
はな

す気
き

分
ぶん

になれず、口
くちかず

数が少
すく

ない利
り

用
よう

者
しゃ

とも会
かい

話
わ

を続
つづ

けることが大
たいせつ

切である。

5 -
015 

開
ひら

かれた質
しつもん

問は、漠
ばくぜん

然としていて伝
つた

わらない利
り

用
よう

者
しゃ

の考
かんが

えを明
めいかく

確に
することができる。

5 -
016 

閉
と

ざされた質
しつもん

問は、重
じゅう

度
ど

の認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）でコミュニケーショ
ン能

のう

力
りょく

が低
てい

下
か

している利
り

用
よう

者
しゃ

には負
ふ

担
たん

をかける。

5 -
017 

閉
と

ざされた質
しつもん

問はあまり話
はなし

をしなくてよいので、できるだけ活
かつよう

用す
る。



Q 043

5 -
018 

構
こう

音
おん

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、はっきりと発
はつおん

音するように促
うなが

す。

5 -
019 

感
かんかく

覚性
せい

失
しつ

語
ご

症
しょう

のある人
ひと

は、文
ぶんぽう

法の誤
あやま

りや意
い み

味のない言
こと

葉
ば

、自
じ

分
ぶん

で新
あたら

しい言
こと

葉
ば

をつくることが多
おお

い。

5 -
020 

運
うんどうせい

動性失
しつ

語
ご

症
しょう

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、絵
え

や写
しゃしん

真を活
かつよう

用したり、
閉

と

ざされた質
しつもん

問で質
しつもん

問する。

5 -
021 

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と話
はなし

をするときは、点
てん

字
じ

を用
もち

いる。

5 -
022 

老
ろうじんせい

人性難
なん

聴
ちょう

のある人
ひと

とのコミュニケーションでは、補
ほ

聴
ちょう

器
き

が有
ゆうこう

効で
ある。

5 -
023 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とのコミュニケーションでは、聴
ちょう

覚
かく

、触
しょっ

覚
かく

、嗅
きゅう

覚
かく

を活
かつよう

用する。
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5 -
024 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

がある人
ひと

と話
はなし

をするときは、声
こえ

の強
きょうじゃく

弱などの準
じゅん

言
げん

語
ご

の活
かつよう

用
は控

ひか

える。

5 -
025 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

においては、会
かい

話
わ

の話
わ

題
だい

を介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の関
かんしん

心
で展

てんかい

開する。

5 -
026 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が体
たいけん

験した客
きゃっ

観
かん

的
てき

事
じ

実
じつ

の把
は

握
あく

を
目
もくてき

的とする。

5 -
027 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う傾
けい

聴
ちょう

においては、利
り

用
よう

者
しゃ

が沈
ちんもく

黙する時
じ

間
かん

も大
たいせつ

切に
する。

5 -
028 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、時

とき

には沈
ちんもく

黙している時
じ

間
かん

を共
きょう

有
ゆう

する。

5 -
029 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、会

かい

話
わ

を促
うなが

す。
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5 -
030 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、気

き

晴
ば

らしに散
さん

歩
ぽ

に誘
さそ

う。

5 -
031 

抑
よく

うつ状
じょう

態
たい

（depressive state）の利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応
として、見

み

守
まも

っていることを伝
つた

える。

5 -
032 

叙
じょ

述
じゅつ

体
たい

とは、情
じょう

報
ほう

を項
こうもく

目別
べつ

に整
せい

理
り

するときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
033 

要
ようやく

約体
たい

とは、問
もんだい

題のポイントを明
めいかく

確にするときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
034 

説
せつめい

明体
たい

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の解
かい

釈
しゃく

を記
き

録
ろく

するときに用
もち

いる文
ぶんたい

体である。

5 -
035 

逐
ちく

語
ご

体
たい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

と介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の話
はなし

の内
ないよう

容をそのまま記
き

録
ろく

するとき
に用

もち

いる文
ぶんたい

体である。
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5 -
036 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、起
お

こった出
で

来
き

事
ごと

の事
じ

実
じつ

の結
けつろん

論か
ら報

ほうこく

告する。

5 -
037 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、予
よ

定
てい

より時
じ

間
かん

がかかる業
ぎょう

務
む

で
あっても、完

かん

了
りょう

後
ご

に報
ほうこく

告する。

5 -
038 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、起
お

こった事
じ

実
じつ

を抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な言
こと

葉
ば

で
報
ほうこく

告する。

5 -
039 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、指
し じ

示を受
う

けた業
ぎょう

務
む

の報
ほうこく

告は、指
し

示
じ

者
しゃ

に行
おこな

う。

5 -
040 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う報
ほうこく

告の留
りゅう

意
い

点
てん

は、自
じ

分
ぶん

の推
すいそく

測を、事
じ

実
じつ

であるとみ
なして伝

つた

えることである。

5 -
041 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告に関
かん

する口
こうとう

頭での報
ほうこく

告は、結
けつろん

論を述
の

べてから
事

じ こ

故に至
いた

った経
けい

過
か

を説
せつめい

明する。
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5 -
042 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこくしょ

告書は、管
かん

理
り

者
しゃ

以
い

外
がい

も閲
えつらん

覧できるようにしておく。

5 -
043 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告は、軽
けい

微
び

な事
じ こ

故の場
ば

合
あい

は、後
ご

日
じつ

報
ほうこく

告する。

5 -
044 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこく

告は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

としての判
はんだん

断を除
じょがい

外して報
ほうこく

告す
る。

5 -
045 

介
かい

護
ご

業
ぎょう

務
む

の事
じ こ

故報
ほうこくしょ

告書に記
き

録
ろく

する内
ないよう

容は、口
こうとう

頭での報
ほうこく

告も必
ひつよう

要であ
る。

5 -
046 

会
かい

議
ぎ

の目
もくてき

的は情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

することである。

5 -
047 

会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

するときは事
じ

前
ぜん

に資
し

料
りょう

に目
め

を通
とお

しておくことが望
のぞ

まし
い。
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5 -
048 

ケアカンファレンスは専
せんもん

門職
しょく

の意
い

見
けん

を中
ちゅう

心
しん

に、利
り

用
よう

者
しゃ

によりよいケ
アを提

てい

供
きょう

するために行
おこな

われる。

5 -
049 

スーパービジョンとはスーパーバイザーが、スーパーバイジーの専
せん

門
もん

職
しょく

としての能
のう

力
りょく

を高
たか

めるためにはたらきかけることである。

5 -
050 

ブレインストーミング（brainstorming）の原
げんそく

則の 1 つは、他
た

人
にん

の意
い

見
けん

を批
ひ

判
はん

することである。



生
せ い

活
か つ

支
し

援
え ん

技
ぎ

術
じ ゅ つ
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題
だい

問
もん

6 -
001 

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

は、意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

できる利
り

用
よう

者
しゃ

に限
かぎ

られる。

6 -
002 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、その人
ひと

らしい生
せい

活
かつ

よりも、心
しんしん

身の安
あんせい

静を重
じゅう

視
し

した生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

を実
じっせん

践する。

6 -
003 

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

は、その人
ひと

の成
せい

長
ちょう

、発
はったつ

達年
ねんれい

齢に焦
しょう

点
てん

をあてて実
じっせん

践を行
おこな

う。

6 -
004 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の「健
けんこう

康状
じょう

態
たい

」や「心
しんしん

身機
き

能
のう

・身
しんたい

体構
こうぞう

造」な
どにも着

ちゃく

目
もく

し、利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

ニーズを導
みちび

き出
だ

す。

6 -
005 

要
よう

介
かい

護
ご

状
じょう

態
たい

になったとしても、利
り

用
よう

者
しゃ

自
じ

身
しん

の強
つよ

さや今
いま

まで生
せい

活
かつ

して
きた経

けいけん

験を発
はっ

揮
き

することができるよう支
し

援
えん

する。
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6 -
006 

長
ながねん

年住
す

み慣
な

れた場
ば

所
しょ

に住
す

み続
つづ

けることは、高
こう

齢
れい

者
しゃ

にとって重
じゅう

要
よう

な意
い

味
み

をもっている。

6 -
007 

日
に

本
ほん

の伝
でんとうてき

統的な住
す

まいの特
とく

徴
ちょう

は、ベッドやいす、テーブルなどの家
か

具
ぐ

を床
ゆか

に置
お

いて生
せい

活
かつ

する様
ようしき

式である。

6 -
008 

身
しんたい

体機
き

能
のう

が低
てい

下
か

した人
ひと

の場
ば

合
あい

は、布
ふ

団
とん

での就
しゅう

寝
しん

を基
き

本
ほん

とする。

6 -
009 

起
き

居
きょ

が容
よう

易
い

な洋
ようしき

式便
べん

器
き

は、膝
ひざ

への負
ふ

担
たん

を軽
かる

くするよう座
ざ

面
めん

を低
ひく

くす
る。

6 -
010 

和
わ

洋
よう

折
せっ

衷
ちゅう

タイプの浴
よくそう

槽は、浴
よくそう

槽内
ない

で安
あんてい

定した姿
し

勢
せい

で肩
かた

まで浸
つ

かるこ
とができる。

6 -
011 

屋
おくない

内での転
てんとう

倒を防
ふせ

ぐための安
あん

全
ぜん

対
たいさく

策としては、コード類
るい

は生
せい

活
かつ

動
どうせん

線
上
じょう

に這
は

わせて置
お

く。
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6 -
012 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

は、布
ふ

団
とん

を強
つよ

く叩
たた

く。

6 -
013 

一
いっ

戸
こ

建
だ

て住
じゅう

宅
たく

に暮
く

らす利
り

用
よう

者
しゃ

の地
じ

震
しん

対
たいさく

策に関
かん

する訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホー
ムヘルパー）の助

じょげん

言として、家
か ぐ

具にはキャスターをつけるよう助
じょ

言
げん

する。

6 -
014 

一
いっ

戸
こ

建
だ

て住
じゅう

宅
たく

に暮
く

らす利
り

用
よう

者
しゃ

の地
じ

震
しん

対
たいさく

策に関
かん

する訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホー
ムヘルパー）の助

じょげん

言として、外
そと

への避
ひ

難
なん

経
けい

路
ろ

は、玄
げんかん

関の 1 方
ほうこう

向と
するよう助

じょげん

言する。

6 -
015 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

しトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、開
ひらき

き戸
ど

は自
じ

動
どう

ドアに変
へんこう

更できることを助
じょげん

言
する。

6 -
016 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

してトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、滑
すべ

りにくい床
ゆかざい

材に変
へんこう

更できることを助
じょげん

言
する。

6 -
017 

介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

の住
じゅう

宅
たく

改
かい

修
しゅう

を利
り

用
よう

してトイレを改
かい

修
しゅう

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が助
じょげん

言する内
ない

容
よう

として、現
げんざい

在使
し

用
よう

している洋
ようしき

式便
べん

器
き

に、洗
せん

浄
じょう

機
き

能
のう

を付
ふ か

加できることを助
じょげん

言する。
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6 -
018 

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン（universal design） の 7 原
げんそく

則 の 1 つ に、
「高

こう

齢
れい

者
しゃ

が優
ゆうせんてき

先的に利
り

用
よう

できる」がある。

6 -
019 

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン（universal design） の 7 原
げんそく

則 の 1 つ に、
「情

じょう

報
ほう

伝
でんたつ

達の手
しゅだん

段は一
ひと

つにまとめる」がある。

6 -
020 

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン（universal design） の 7 原
げんそく

則 の 1 つ に、
「誰

だれ

でも使
つか

える十
じゅう

分
ぶん

な大
おお

きさと広
ひろ

さ」がある。

6 -
021 

歩
ほ

行
こう

可
か

能
のう

な 脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration） の
高
こう

齢
れい

者
しゃ

の転
てんとう

倒予
よ

防
ぼう

に留
りゅう

意
い

した環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

では、弾
だん

力
りょく

性
せい

が高
たか

い床
ゆかざい

材を使
し

用
よう

する。

6 -
022 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

における居
きょしつ

室の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

で留
りゅう

意
い

すべき点
てん

は、利
り

用
よう

者
しゃ

が使
つか

い
慣

な

れた家
か ぐ

具が置
お

けるように配
はいりょ

慮することである。

6 -
023 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

支
し

援
えん

施
し

設
せつ

は、入
にゅう

浴
よく

、排
はいせつ

泄、食
しょく

事
じ

等
とう

の介
かい

護
ご

等
とう

を提
てい

供
きょう

する。
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6 -
024 

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

に伴
ともな

う、利
り

用
よう

者
しゃ

の心
しんしん

身の負
ふ

担
たん

軽
けいげん

減のための方
ほうさく

策として、施
し

設
せつ

の生
せい

活
かつ

時
じ

間
かん

に合
あ

わせてもらう。

6 -
025 

理
り

学
がく

療
りょう

法
ほう

士
し

は、身
しんたい

体に障
しょう

害
がい

がある利
り

用
よう

者
しゃ

の基
き

本
ほん

動
どう

作
さ

能
のう

力
りょく

などの評
ひょう

価
か

を行
おこな

う専
せん

門
もん

職
しょく

である。

6 -
026 

更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、手
しゅ

指
し

の細
こま

かな動
どう

作
さ

が難
むずか

しい利
り

用
よう

者
しゃ

には、マグネッ
ト式

しき

のボタンを勧
すす

める。

6 -
027 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の整
せいよう

容支
し

援
えん

の注
ちゅう

意
い

点
てん

として、目
め

やにを拭
ふ

き取
と

るときは、目
め

頭
がしら

から目
め

尻
じり

に向
む

かって拭
ふ

く。

6 -
028 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の整
せいよう

容支
し

援
えん

の注
ちゅう

意
い

点
てん

として、爪
つめ

を切
き

るときは、少
すこ

しずつ切
き

る。

6 -
029 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

への更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、必
ひつよう

要な衣
い

類
るい

をまと
めて渡

わた

す。
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6 -
030 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

への更
こう

衣
い

の介
かい

護
ご

では、隣
となり

で、洋
ようふく

服を着
き

る
動
どう

作
さ

を示
しめ

す。

6 -
031 

ベッドから車
くるま

いすへの移
い

乗
じょう

介
かい

護
ご

で、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が最
さいしょ

初に行
おこな

うことは、
移

い

乗
じょう

の目
もくてき

的を説
せつめい

明して同
どう

意
い

を得
え

ることである。

6 -
032 

両
りょう

下
か

肢
し

の筋
きん

力
りょく

低
てい

下
か

がある利
り

用
よう

者
しゃ

が、上
じょう

肢
し

を活
かつよう

用してベッドから車
くるま

い
すへ一

いち

部
ぶ

介
かいじょ

助で移
い

乗
じょう

するためには、スライディングボードが有
ゆうこう

効で
ある。

6 -
033 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が車
くるま

いすを使
し

用
よう

して外
がい

出
しゅつ

するときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が計
けい

画
かく

することとして、外
がい

出
しゅつ

先
さき

の経
けい

路
ろ

情
じょう

報
ほう

を集
あつ

める。

6 -
034 

生
せい

活
かつ

行
こう

為
い

には移
い

動
どう

を伴
ともな

うことから、生
せい

活
かつ

動
どうせん

線が必
ひつよう

要以
い

上
じょう

に長
なが

くなら
ないよう生

せい

活
かつ

空
くうかん

間をゾーニングする。

6 -
035 

ボディメカニクスでは、介
かい

護
ご

者
しゃ

の足
あし

を前
ぜん

後
ご

・左
さ

右
ゆう

に開
ひら

き支
し

持
じ

基
き

底
てい

面
めん

積
せき

を広
ひろ

くし、立
りつ

位
い

姿
し

勢
せい

の安
あんていせい

定性を高
たか

める。
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6 -
036 

麻
ま ひ

痺がある場
ば

合
あい

の利
り

用
よう

者
しゃ

の移
い

動
どう

介
かい

護
ご

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は健
けんそく

側に注
ちゅう

意
い

をはらう。

6 -
037 

移
い

動
どう

介
かい

護
ご

に必
ひつよう

要な物
ぶっぴん

品は、事
じ

前
ぜん

に準
じゅん

備
び

し点
てんけん

検しておく。

6 -
038 

右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が、手
て

すりを利
り

用
よう

して階
かいだん

段を昇
のぼ

るときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の左
ひだり

後
こうほう

方に立
た

つ。

6 -
039 

右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

が、手
て

すりを利
り

用
よう

して階
かいだん

段を降
お

りるときに、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の右
みぎ

前
ぜん

方
ぽう

に立
た

つ。

6 -
040 

ベッドで利
り

用
よう

者
しゃ

の上
じょう

半
はん

身
しん

を起
お

こす動
どう

作
さ

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は手
て

首
くび

の力
ちから

で持
も

ち上
あ

げる。

6 -
041 

関
かんせつ

節 リ ウ マ チ（rheumatoid arthritis） の 利
り

用
よう

者
しゃ

が、 歩
ほ

行
こう

時
じ

に 使
し

用
よう

する杖
つえ

としては、ロフストランドクラッチ（Lofstrand crutch
（前

ぜんわん

腕固
こ

定
てい

型
がた

杖
つえ

））が適
てき

している。
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6 -
042 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の立
た

ち上
あ

がりの介
かい

護
ご

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は利
り

用
よう

者
しゃ

の健
けん

側
そく

に立
た

つ。

6 -
043 

屋
おくがい

外での車
くるま

いすの介
かいじょ

助方
ほう

法
ほう

として、段
だん

差
さ

を下
さ

がるときは、後
うし

ろ向
む

き
で後

こうりん

輪から下
お

りる。

6 -
044 

屋
おくがい

外での車
くるま

いすの介
かいじょ

助方
ほう

法
ほう

として、急
きゅう

な下
くだ

り坂
ざか

では前
まえ

向
む

きで進
すす

む。

6 -
045 

呼
こ

吸
きゅう

が苦
くる

しいため「楽
らく

な姿
し

勢
せい

にしてほしい」と訴
うった

えている利
り

用
よう

者
しゃ

に
対
たい

して、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、仰
ぎょう

臥
が

位
い

にして休
やす

んでもらった。

6 -
046 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

への歩
ほ

行
こう

介
かいじょ

助では、介
かい

護
ご

者
しゃ

は利
り

用
よう

者
しゃ

の斜
なな

め半
はん

歩
ぽ

前
まえ

に立
た

ち
誘
ゆう

導
どう

する。

6 -
047 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

の利
り

用
よう

者
しゃ

を左
ひだり

側
そく

臥
が

位
い

にする場
ば

合
あい

の体
たい

位
い

変
へん

換
かん

は、介
かいじょ

助の説
せつめい

明を
したあと、肩

かた

と膝
ひざ

は同
どう

時
じ

に倒
たお

す。
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6 -
048 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の姿
し

勢
せい

反
はんしゃ

射障
しょう

害
がい

のある人
ひと

へ
の歩

ほ

行
こう

介
かいじょ

助では、曲
ま

がり角
かど

では勢
いきお

いをつけて曲
ま

がってもらうよう支
し

援
えん

する。

6 -
049 

脊
せきずい

髄損
そん

傷
しょう

の利
り

用
よう

者
しゃ

の移
い

動
どう

介
かい

護
ご

では、体
たいおん

温や血
けつあつ

圧の変
へんどう

動に留
りゅう

意
い

する。

6 -
050 

狭
きょう

心
しん

症
しょう

の持
じ

病
びょう

がある利
り

用
よう

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

では、発
ほっ

作
さ

に備
そな

えた薬
くすり

を携
けいこう

行
する。

6 -
051 

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

への移
い

乗
じょう

介
かい

護
ご

は、全
ぜんかいじょ

介助の場
ば

合
あい

が多
おお

く、介
かい

護
ご

者
しゃ

主
しゅどう

導
で支

し

援
えん

する。

6 -
052 

施
し

設
せつ

における介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

と他
た

職
しょく

種
しゅ

との連
れんけい

携として、寝
ね

たきりの利
り

用
よう

者
しゃ

の仙
せん

骨
こつ

部
ぶ

に発
ほっせき

赤を見
み

つけたときは、看
かん

護
ご

職
しょく

に相
そう

談
だん

する。

6 -
053 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

の身
しんたい

体機
き

能
のう

を補
ほ

完
かん

、代
だいたい

替し長
ちょう

期
き

に渡
わた

り継
けいぞく

続して使
し

用
よう

する補
ほ

装
そう

具
ぐ

の支
し

給
きゅう

は、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

に位
い ち

置づけられている。
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6 -
054 

BMI（体
たいかく

格指
し

数
すう

）の標
ひょうじゅん

準値
ち

は 22 とされている。

6 -
055 

行
ぎょう

事
じ

食
しょく

として、節
せつぶん

分ではおせち料
りょう

理
り

を準
じゅん

備
び

する。

6 -
056 

座
ざ い

位で食
しょく

事
じ

をする利
り

用
よう

者
しゃ

の姿
し

勢
せい

として、顎
あご

は上
あ

げてもらうようにす
る。

6 -
057 

誤
ご

嚥
えん

を防
ふせ

ぐために、食
しょく

前
ぜん

に嚥
えん

下
げ

体
たいそう

操を行
おこな

うことは有
ゆうこう

効である。

6 -
058 

食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

は、介
かい

護
ご

者
しゃ

のペースで行
おこな

う。

6 -
059 

食
しょく

事
じ

が終
お

わったら、口
こうくう

腔内
ない

の食
しょく

物
もつ

残
ざん

渣
さ

を確
かくにん

認する。
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6 -
060 

総
そう

義
ぎ

歯
し

の取
と

りはずしは、上
じょう

顎
がく

からはずし、下
か

顎
がく

から装
そう

着
ちゃく

する。

6 -
061 

骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

（osteoporosis）の予
よ

防
ぼう

には、ビタミン D（vitamin D）
の摂

せっしゅ

取を勧
すす

める。

6 -
062 

便
べん

秘
ぴ

の予
よ

防
ぼう

には、水
すいぶん

分摂
せっしゅ

取を控
ひか

えるよう勧
すす

める。

6 -
063 

逆
ぎゃく

流
りゅう

性
せい

食
しょく

道
どう

炎
えん

（reflux esophagitis）の予
よ

防
ぼう

として、食
しょく

後
ご

すぐに横
よこ

になるよう勧
すす

める。

6 -
064 

左
ひだり

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

では、利
り

用
よう

者
しゃ

の左
ひだり

側
がわ

に配
はいぜん

膳する。

6 -
065 

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

では、クロックポジションに従
したが

っ
て配

はいぜん

膳する。
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6 -
066 

半
はん

側
そく

空
くう

間
かん

無
む

視
し

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

として、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は適
てき

宜
ぎ

食
しょっ

器
き

の位
い ち

置を変
か

える。

6 -
067 

味
み

覚
かく

の低
てい

下
か

がある利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

しては、塩
えんぶん

分を増
ふ

やして味
あじ

付
つ

けを濃
こ

く
する。

6 -
068 

腸
ちょう

の蠕
ぜんどう

動運
うんどう

動の低
てい

下
か

に対
たい

しては、食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

の多
おお

い食
しょく

品
ひん

を取
と

り入
い

れる。

6 -
069 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の座
ざ い

位での食
しょく

事
じ

介
かい

護
ご

の留
りゅう

意
い

点
てん

としては、口
くち

の患
かんそく

側に
食
しょく

物
もつ

を入
い

れる。

6 -
070 

片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の食
しょく

事
じ

は、刻
きざ

み食
しょく

にする。

6 -
071 

人
じんこうとうせき

工透析をしている利
り

用
よう

者
しゃ

には生
なま

野
や

菜
さい

を勧
すす

める。
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6 -
072 

義
ぎ

歯
し

の取
とり

扱
あつか

いについて、上
じょう

顎
がく

用
よう

の総
そう

義
ぎ

歯
し

は、義
ぎ

歯
し

の後
こうほう

方を下
さ

げるよ
うにしてはずす。

6 -
073 

義
ぎ

歯
し

の取
とり

扱
あつか

いについて、保
ほ

管
かん

容
よう

器
き

に、義
ぎ

歯
し

の半
はんぶん

分がつかる程
てい

度
ど

の水
みず

を入
い

れて保
ほ

管
かん

する。

6 -
074 

ドライマウス（dry mouth）の予
よ

防
ぼう

として、柔
やわ

らかい食
しょく

物
もつ

を勧
すす

める。

6 -
075 

骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

（osteoporosis）の予
よ

防
ぼう

に必
ひつよう

要なビタミン K を多
おお

く含
ふく

む
食
しょく

品
ひん

は、牛
ぎゅうにゅう

乳である。

6 -
076 

心
しんぞう

臓機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

があり、抗
こう

凝
ぎょう

固
こ

薬
やく

（ワルファリン）を内
ないふく

服している利
り

用
よう

者
しゃ

は、納
なっとう

豆を摂
と

らないようにする。

6 -
077 

皮
ひ ふ

膚の乾
かんそう

燥が強
つよ

くなった高
こう

齢
れい

者
しゃ

の入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

では、アルカリ性
せい

の石
せっけん

鹸
で身

しんたい

体を洗
あら

う。
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6 -
078 

ベッド上
じょう

で行
おこな

う清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、背
はい

部
ぶ

は患
かんそく

側を下
した

にして拭
ふ

く。

6 -
079 

清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、両
りょう

下
か

肢
し

は末
まっ

梢
しょう

から中
ちゅう

枢
すう

に向
む

かって拭
ふ

く。

6 -
080 

清
せいしき

拭の介
かい

護
ご

として、皮
ひ ふ

膚についた水
すいぶん

分は最
さい

後
ご

にまとめて拭
ふ

く。

6 -
081 

ベッド上
じょう

で足
そくよく

浴を実
じっ

施
し

するときの留
りゅう

意
い

点
てん

として、ズボンを脱
ぬ

がせて、
下

か

肢
し

を露
ろ

出
しゅつ

する。

6 -
082 

ベッド上
じょう

で足
そくよく

浴を実
じっ

施
し

するときの留
りゅう

意
い

点
てん

として、洗
あら

う側
がわ

の足
そくかんせつ

関節を
保

ほ

持
じ

しながら洗
あら

う。

6 -
083 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、湯
ゆ

温
おん

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が直
ちょく

接
せつ

肌
はだ

で触
ふ

れて確
かくにん

認する。
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6 -
084 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、浴
よくそう

槽への出
で

入
はい

りにシャワーチェア
を用

もち

いるときは、浴
よくそう

槽と同
おな

じ高
たか

さに調
ちょう

整
せい

する。

6 -
085 

入
にゅう

浴
よく

介
かい

護
ご

に関
かん

する注
ちゅう

意
い

点
てん

として、片
かた

麻
ま

痺
ひ

の利
り

用
よう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は、健
けんそく

側か
ら浴

よくそう

槽に入
はい

る。

6 -
086 

血
けつえきとうせき

液透析を受
う

けている人
ひと

は、透
とう

析
せき

直
ちょく

後
ご

の入
にゅう

浴
よく

は避
さ

ける。

6 -
087 

胃
い

ろうを造
ぞうせつ

設している人
ひと

は、入
にゅう

浴
よく

を控
ひか

える。

6 -
088 

心
しんぞう

臓機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

がある人
ひと

は、半
はんしんよく

身浴にする。

6 -
089 

回
かい

腸
ちょう

ストーマを造
ぞうせつ

設している人
ひと

は、食
しょく

後
ご

1 時
じ

間
かん

以
い

内
ない

に入
にゅう

浴
よく

する。
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6 -
090 

排
はいせつ

泄メカニズムに基
もと

づく排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

において、腹
ふく

部
ぶ

マッサージは、下
か

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

、横
おうこう

行結
けっ

腸
ちょう

、上
じょう

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

の順
じゅん

に行
おこな

うことが有
ゆうこう

効である。

6 -
091 

排
はいせつ

泄メカニズムに基
もと

づく排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

において、便
べん

座
ざ

に座
すわ

って足
そくてい

底を床
ゆか

につけた前
ぜんけい

傾姿
し

勢
せい

は、腹
ふくあつ

圧を高
たか

めるために有
ゆうこう

効である。

6 -
092 

差
さ

し込
こ

み便
べん

器
き

による排
はいせつ

泄介
かい

護
ご

の方
ほう

法
ほう

として、使
し

用
よう

前
まえ

の便
べん

器
き

を温
あたた

めて
おく。

6 -
093 

女
じょせい

性の陰
いん

部
ぶ

清
せいしき

拭については、尿
にょう

道
どう

口
こう

から肛
こうもん

門に向
む

かって拭
ふ

き取
と

る。

6 -
094 

最
さいきん

近、尿
にょう

失
しっ

禁
きん

が頻
ひんかい

回にみられるので、すぐおむつを装
そう

着
ちゃく

し生
せい

活
かつ

して
もらった。

6 -
095 

男
だんせい

性がベッド上
じょう

で尿
にょう

器
き

を使
し

用
よう

する場
ば

合
あい

は、仰
ぎょう

臥
が

位
い

のほうが排
はい

尿
にょう

しや
すい。
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6 -
096 

おむつは汚
よご

れを内
うちがわ

側にして片
かた

づける。

6 -
097 

腸
ちょう

管
かん

出
しゅっ

血
けつ

性
せい

大
だい

腸
ちょう

炎
えん

で下
げ り

痢が続
つづ

いている利
り

用
よう

者
しゃ

のおむつ交
こうかん

換の留
りゅう

意
い

点
てん

は、汚
よご

れたおむつをビニール袋
ぶくろ

に入
い

れて、袋
ふくろ

の口
くち

を固
かた

く縛
しば

る。

6 -
098 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、カテーテルが折

お

れていないことを確
かくにん

認する。

6 -
099 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、採

さい

尿
にょう

バッグは膀
ぼうこう

胱と同
おな

じ高
たか

さに置
お

く。

6 -
100 

膀
ぼうこう

胱留
りゅう

置
ち

カテーテルを使
し

用
よう

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応と
して、尿

にょう

漏
も

れが起
お

きていたらカテーテルを抜
ばっきょ

去する。

6 -
101 

消
しょう

化
か

管
かん

ストーマを造
ぞうせつ

設している利
り

用
よう

者
しゃ

の生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

では、ラジオ体
たいそう

操
は控

ひか

えるよう助
じょげん

言する。



Q 067

6 -
102 

腎
じん

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

のある利
り

用
よう

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、1 日
にち

の尿
にょうりょう

量や透
とうせき

析による除
じょすい

水量
りょう

に
応
おう

じ、水
すい

分
ぶん

量
りょう

が決
き

められていることから、排
はい

尿
にょう

量
りょう

を把
は

握
あく

しておく。

6 -
103 

A さんは、料
りょう

理
り

が得
とく

意
い

で、普
ふ

段
だん

はエプロンを身
み

に着
つ

けて揚
あ

げ物
もの

料
りょう

理
り

をガスコンロでつくっている。このとき、防
ぼう

火
か

を意
い

識
しき

した調
ちょう

理
り

支
し

援
えん

では、袖
そでぐち

口を絞
しぼ

った衣
い

服
ふく

を着
き

てもらうよう支
し

援
えん

する。

6 -
104 

A さんは、料
りょう

理
り

が得
とく

意
い

で、普
ふ

段
だん

はエプロンを身
み

に着
つ

けて揚
あ

げ物
もの

料
りょう

理
り

をガスコンロでつくっている。このとき、防
ぼう

火
か

を意
い

識
しき

した調
ちょう

理
り

支
し

援
えん

では、火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

器
き

は床
ゆか

に近
ちか

い部
ぶ

分
ぶん

に設
せっ

置
ち

する。

6 -
105 

利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ

宅
たく

の清
せいそう

掃を行
おこな

うときの注
ちゅう

意
い

点
てん

として、畳
たたみ

は畳
たたみ

の目
め

に沿
そ

っ
て拭

ふ

く。

6 -
106 

利
り

用
よう

者
しゃ

の自
じ

宅
たく

の清
せいそう

掃を行
おこな

うときの注
ちゅう

意
い

点
てん

として、掃
そう

除
じ

は高
たか

い所
ところ

から
始
はじ

める。

6 -
107 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

として、掃
そう

除
じ

機
き

で吸
す

い取
と

る。
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6 -
108 

布
ふ

団
とん

についた、ダニの死
し

骸
がい

や花
か

粉
ふん

などのアレルゲンを除
じょきょ

去する方
ほう

法
ほう

として、表
ひょう

面
めん

を絞
しぼ

ったタオルで拭
ふ

く。

6 -
109 

眠
ねむ

れないと訴
うった

える高
こう

齢
れい

者
しゃ

に介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う助
じょげん

言として、夕
ゆう

食
しょく

後
ご

2
時

じ

間
かん

以
い

内
ない

に就
しゅう

寝
しん

するように勧
すす

める。

6 -
110 

安
あんみん

眠を促
うなが

す生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

として、就
しゅう

寝
しん

前
まえ

に、軽
かる

いストレッチを行
おこな

う。

6 -
111 

安
あんみん

眠を促
うなが

す生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

として、就
しゅう

寝
しん

前
まえ

に、カフェインを含
ふく

む飲
いん

料
りょう

を飲
の

むとよい。

6 -
112 

施
し

設
せつ

における安
あんみん

眠を促
うなが

すための環
かん

境
きょう

として、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

同
どう

士
し

の会
かい

話
わ

が響
ひび

かないようにする。

6 -
113 

概
がいじつ

日リズム（サーカディアンリズム（circadian rhythm））を回
かいふく

復
させるための介

かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、起
き

床
しょう

後
ご

はカーテンを開
あ

けて、
日
にっ

光
こう

を浴
あ

びるように勧
すす

める。
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6 -
114 

杖
つえ

歩
ほ

行
こう

している高
こう

齢
れい

者
しゃ

の寝
しんしつ

室の環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

では、足
あしもと

元灯
とう

を用
よう

意
い

する。

6 -
115 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）（ホーエン・ヤール重
じゅう

症
しょう

度
ど

分
ぶん

類
るい

ステージ 3）の高
こう

齢
れい

者
しゃ

の寝
しんしつ

室環
かん

境
きょう

では、ベッドは介
かい

護
ご

者
しゃ

に合
あ

わ
せた高

たか

さに設
せってい

定する。

6 -
116 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、服
ふく

用
よう

後
ご

30 分
ぷん

以
い

内
ない

に床
とこ

につくように促
うなが

した。

6 -
117 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、日
にっ

中
ちゅう

、
ふらつきがみられたので医

い し

師に伝
つた

えた。

6 -
118 

睡
すいみんやく

眠薬を服
ふくよう

用している高
こう

齢
れい

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、通
つう

常
じょう

の
量
りょう

では眠
ねむ

れないと言
い

われたので、追
つい

加
か

して飲
の

むように伝
つた

えた。

6 -
119 

昼
ちゅう

夜
や

逆
ぎゃく

転
てん

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、夕
ゆうがた

方に、散
さん

歩
ぽ

をするように促
うなが

す。
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6 -
120 

昼
ちゅう

夜
や

逆
ぎゃく

転
てん

している利
り

用
よう

者
しゃ

への介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の対
たいおう

応として、寝
ね

る直
ちょく

前
ぜん

に
熱
あつ

いお風
ふ ろ

呂に入
はい

るように促
うなが

す。

6 -
121 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応として、
終
しゅう

末
まつ

期
き

の介
かい

護
ご

方
ほうしん

針を伝
つた

え、意
い

思
し

確
かく

認
にん

を行
おこな

う。

6 -
122 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応では、本
ほん

人
にん

の意
い し

思よりも家
か

族
ぞく

の意
い

向
こう

を優
ゆうせん

先する。

6 -
123 

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

で最
さい

期
ご

まで過
す

ごすことを希
き

望
ぼう

する利
り

用
よう

者
しゃ

への対
たいおう

応として、
意

い

思
し

確
かく

認
にん

の合
ごう

意
い

内
ない

容
よう

は、文
ぶん

書
しょ

で共
きょう

有
ゆう

する。

6 -
124 

終
しゅう

末
まつ

期
き

にある利
り

用
よう

者
しゃ

を施
し

設
せつ

で看
み と

取る家
か

族
ぞく

への支
し

援
えん

として、家
か

族
ぞく

が利
り

用
よう

者
しゃ

のためにできることを提
ていあん

案する。

6 -
125 

終
しゅう

末
まつ

期
き

にある利
り

用
よう

者
しゃ

を施
し

設
せつ

で看
み と

取る家
か

族
ぞく

への支
し

援
えん

として、感
かん

情
じょう

を表
ひょう

出
しゅつ

しないように助
じょげん

言する。
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6 -
126 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

において介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う死
し

亡
ぼう

後
ご

の介
かい

護
ご

として、家
か

族
ぞく

に、
死

し

亡
ぼう

後
ご

の介
かい

護
ご

を一
いっしょ

緒に行
おこな

うかどうかを確
かくにん

認する。

6 -
127 

施
し

設
せつ

において、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の行
おこな

う死
し ご

後の処
しょ

置
ち

として、着
き

物
もの

の場
ば

合
あい

は
帯
おび

紐
ひも

を縦
たてむす

結びにする。

6 -
128 

施
し

設
せつ

において、死
し ご

後の処
しょ

置
ち

は、死
し ご

後 3 時
じ

間
かん

経
けい

過
か

してから行
おこな

う。





介
か い

護
ご

過
か

程
て い
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題
だい

問
もん

7 -
001 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もくてき

的は、利
り

用
よう

者
しゃ

の望
のぞ

んでいる、よりよい生
せい

活
かつ

を実
じつげん

現する
ことである。

7 -
002 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

にあたっては、抽
ちゅうしゅつ

出されたニーズを踏
ふ

まえて目
もく

標
ひょう

を
設
せっ

定
てい

する。

7 -
003 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の価
か

値
ち

観
かん

に沿
そ

って実
じっ

施
し

する。

7 -
004 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もくてき

的は、画
かくいつてき

一的に介
かい

護
ご

を実
じっせん

践することである。

7 -
005 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が理
り

想
そう

とする生
せい

活
かつ

の実
じつげん

現を目
め ざ

指す。
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7 -
006 

生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

の優
ゆうせん

先順
じゅん

位
い

を決
けってい

定する際
さい

、利
り

用
よう

者
しゃ

が要
ようぼう

望する頻
ひん

度
ど

の多
おお

いも
のから決

けってい

定する。

7 -
007 

アセスメント（assessment）では、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

の知
ち

識
しき

を活
かつよう

用して情
じょう

報
ほう

を解
かいしゃく

釈する。

7 -
008 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

におけるアセスメント（assessment）は、1 つの場
ば

面
めん

に
焦
しょう

点
てん

をあてた観
かんさつ

察を目
もくてき

的としている。

7 -
009 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、収
しゅうしゅう

集した情
じょう

報
ほう

を取
しゅしゃ

捨選
せんたく

択して記
き

録
ろく

する。

7 -
010 

利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集するにあたり、利
り

用
よう

者
しゃ

と介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

との信
しんらい

頼関
かん

係
けい

が築
きず

かれていることが重
じゅう

要
よう

である。

7 -
011 

利
り

用
よう

者
しゃ

の思
おも

いや考
かんが

えは、主
しゅかんてき

観的情
じょう

報
ほう

として扱
あつか

う。
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7 -
012 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、先
せん

入
にゅう

観
かん

をもって利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集する。

7 -
013 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が収
しゅうしゅう

集する情
じょう

報
ほう

には、主
しゅかんてき

観的情
じょう

報
ほう

と客
きゃっ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

がある。

7 -
014 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

のできないことを中
ちゅう

心
しん

に情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集を行
おこな

う。

7 -
015 

アセスメント（assessment）とは、利
り

用
よう

者
しゃ

の情
じょう

報
ほう

を収
しゅうしゅう

集すること
を含

ふく

む。

7 -
016 

年
ね ん れ い

齢、 性
せ い べ つ

別、 価
か

値
ち

観
かん

な ど は、ICF（International Classification 
of Functioning, Disability and Health： 国

こ く さ い

際 生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶ ん る い

類 ） モ
デルの構

こうせい

成要
よう

素
そ

の個
こ

人
じん

因
いん

子
し

に含
ふく

まれる。

7 -
017 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の五
ご

感
かん

による観
かんさつ

察は、情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集の手
しゅだん

段として適
てきせつ

切である。
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7 -
018 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

は、利
り

用
よう

者
しゃ

と話
はな

し合
あ

いながら設
せってい

定する。

7 -
019 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

を設
せってい

定する際
さい

、主
しゅ

語
ご

は利
り

用
よう

者
しゃ

で表
ひょう

現
げん

する。

7 -
020 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の目
もく

標
ひょう

設
せってい

定では、利
り

用
よう

者
しゃ

にもわかりやすい言
こと

葉
ば

を使
し

用
よう

する。

7 -
021 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

における長
ちょう

期
き

目
もく

標
ひょう

の期
き

間
かん

の目
め

安
やす

は、6 か月
げつ

から 1 年
ねん

程
てい

度
ど

である。

7 -
022 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

の生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

を明
めいかく

確にする段
だんかい

階では、個
こ

人
じん

因
いん

子
し

による課
か

題
だい

よ
りも環

かん

境
きょう

因
いん

子
し

による課
か

題
だい

を優
ゆうせん

先する。

7 -
023 

介
かい

護
ご

過
か

程
てい

における生
せい

活
かつ

課
か

題
だい

は、生
せい

活
かつ

上
じょう

の困
こん

難
なん

を発
はっせい

生させている原
げんいん

因
のことである。
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7 -
024 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を立
りつあん

案するにあたっては、安
あんぜん

全性
せい

よりも効
こう

果
か

を優
ゆうせん

先する。

7 -
025 

SOAP 方
ほうしき

式で記
き

録
ろく

する場
ば

合
あい

の P に該
がいとう

当するのは、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が行
おこな

う今
こん

後
ご

の介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

である。

7 -
026 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を立
りつあん

案する際
さい

、事
じ

前
ぜん

に利
り

用
よう

者
しゃ

に及
およ

ぼす影
えい

響
きょう

を予
よ

測
そく

する。

7 -
027 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

は、チームで介
かい

護
ご

方
ほう

法
ほう

の統
とういつ

一を図
はか

るために、具
ぐ

体
たい

的
てき

に記
き

述
じゅつ

する。

7 -
028 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の立
りつあん

案では、長
ちょう

期
き

目
もく

標
ひょう

と短
たん

期
き

目
もく

標
ひょう

を連
れんどう

動させる。

7 -
029 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を実
じっ

施
し

するときは、利
り

用
よう

者
しゃ

の反
はん

応
のう

や変
へん

化
か

を観
かんさつ

察する。
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7 -
030 

介
かい

護
ご

記
き

録
ろく

では、事
じ

実
じつ

をありのままに記
き

録
ろく

する。

7 -
031 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

を実
じっ

施
し

する際
さい

、利
り

用
よう

者
しゃ

の状
じょう

態
たい

に変
へん

化
か

があっても、計
けい

画
かく

どお
りに実

じっ

施
し

する。

7 -
032 

介
かい

護
ご

記
き

録
ろく

には、多
た

職
しょく

種
しゅ

とのかかわりについても記
き

録
ろく

する。

7 -
033 

介
かい

護
ご

計
けいかく

画の評
ひょう

価
か

の基
き

準
じゅん

は、目
もく

標
ひょう

設
せってい

定の段
だんかい

階で決
き

めておく。

7 -
034 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の評
ひょう

価
か

は利
り

用
よう

者
しゃ

本
ほんにん

人に伝
つた

える。

7 -
035 

介
かい

護
ご

計
けい

画
かく

の目
もく

標
ひょう

が達
たっせい

成された場
ば

合
あい

、利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

する介
かい

護
ご

過
か

程
てい

は終
しゅうりょう

了
する。
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7 -
036 

チームアプローチの実
じっせん

践において、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

やボランティアはチー
ムの一

いちいん

員である。

7 -
037 

介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

（ケアマネジャー）は、サービス担
たんとうしゃ

当者会
かい

議
ぎ

を開
かいさい

催
する。

7 -
038 

他
た

職
しょく

種
しゅ

と連
れんけい

携する際
さい

は、互
たが

いの職
しょく

域
いき

を理
り

解
かい

し、尊
そん

重
ちょう

し合
あ

いながら対
たい

等
とう

な関
かんけい

係を保
たも

つ。

7 -
039 

ケアカンファレンスの場
ば

は、職
しょく

員
いん

のスーパービジョンの機
き

会
かい

になり
得

う

る。

7 -
040 

ケアチームの中
ちゅう

心
しん

は、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

である。

7 -
041 

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

では、他
た

職
しょく

種
しゅ

との連
れんけい

携が義
ぎ む

務づけられ
ている。



Q 080

7 -
042 

チームアプローチの際
さい

には、グループダイナミクスを意
い

図
と

的
てき

に活
かつよう

用
することが必

ひつよう

要である。





発
は っ

達
た つ

と 老
ろ う

化
か

の 理
り

解
か い



Q 082

題
だい

問
もん

8 -
001 

生
せい

後
ご

2 か月
げつ

頃
ごろ

になると喃
なん

語
ご

を発
はっ

するようになる。

8 -
002 

1 歳
さい

3 か月
げつ

の子
こ

に起
お

こる現
げん

象
しょう

に社
しゃ

会
かい

的
てき

参
さん

照
しょう

がある。

8 -
003 

生
せい

後
ご

3 か月
げつ

頃
ごろ

、指
ゆび

を使
つか

って積
つ

み木
き

がつかめるようになる。

8 -
004 

生
せい

後
ご

6 か月
げつ

頃
ごろ

、つかまり立
だ

ちができるようになる。

8 -
005 

2 歳
さい

頃
ごろ

、二
に ご

語文
ぶん

を話
はな

すようになる。
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8 -
006 

3 歳
さい

頃
ごろ

、愛
あい

着
ちゃく

（アタッチメント（attachment））が形
けいせい

成され始
はじ

める。

8 -
007 

「高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

防
ぼう

止
し

法
ほう

（高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

の防
ぼう

止
し

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

の養
よう

護
ご

者
しゃ

に対
たい

する
支

し

援
えん

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

）」では、高
こう

齢
れい

者
しゃ

を 65 歳
さい

以
い

上
じょう

としている。

8 -
008 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の医
い

療
りょう

の確
かく

保
ほ

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

では、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

を 80 歳
さい

以
い

上
じょう

と
している。

8 -
009 

道
どう

路
ろ

交
こうつうほう

通法では、免
めん

許
きょ

証
しょう

の更
こうしん

新の特
とくれい

例がある高
こうれい

齢運
うんてんしゃ

転者を 60 歳
さい

以
い

上
じょう

としている。

8 -
010 

老
ろう

化
か

学
がくせつ

説のフリーラジカル説
せつ

では、加
か

齢
れい

による臓
ぞう

器
き

や器
き

官
かん

の萎
い

縮
しゅく

や
縮
しゅく

小
しょう

に対
たい

して、それを補
おぎな

う再
さいせい

生機
き

能
のう

が低
てい

下
か

することで老
ろう

化
か

が生
しょう

じる
と考

かんが

える。

8 -
011 

「つらい治
ち

療
りょう

を我
が

慢
まん

して受
う

けるので助
たす

けてほしいと願
ねが

う」ことはキュ
ブラー・ロス（Kübler-Ross, E.）が提

てい

唱
しょう

した死
し

の受
じゅよう

容過
か

程
てい

におけ
る「取

と

り引
ひ

き」にあてはまる。
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8 -
012 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

う嚥
えん

下
げ

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

の原
げんいん

因には、舌
ぜっこつ

骨の位
い ち

置の上
じょうしょう

昇がある。

8 -
013 

流
りゅう

動
どう

性
せい

知
ち

能
のう

は、加
か

齢
れい

とともに衰
おとろ

えやすい。

8 -
014 

騒
さわ

がしい場
ば

所
しょ

での作
さ

業
ぎょう

効
こうりつ

率は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

より高
こう

齢
れい

者
しゃ

が高
たか

い。

8 -
015 

エピソード記
き

憶
おく

は、加
か

齢
れい

による影
えい

響
きょう

を受
う

けない。

8 -
016 

加
か

齢
れい

により周
しゅう

辺
へん

視
し や

野は広
ひろ

くなる。

8 -
017 

加
か

齢
れい

により低
ひく

い音
おと

から聞
き

こえにくくなる。
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8 -
018 

加
か

齢
れい

により味
み

覚
かく

の感
かんじゅせい

受性は低
てい

下
か

する。

8 -
019 

加
か

齢
れい

により嗅
きゅう

覚
かく

は敏
びんかん

感になる。

8 -
020 

認
にん

知
ち

症
しょう

で尿
にょう

を漏
も

らすことを、腹
ふくあつせい

圧性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
021 

トイレまで我
が

慢
まん

できずに尿
にょう

を漏
も

らすことを、切
せっぱくせい

迫性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
022 

前
ぜんりつせん

立腺肥
ひ

大
だい

症
しょう

で尿
にょう

を漏
も

らすことを、機
き

能
のう

性
せい

尿
にょう

失
しっ

禁
きん

という。

8 -
023 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

が複
ふくすう

数の慢
まんせい

性疾
しっかん

患をもつことは、まれである。
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8 -
024 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

が服
ふくよう

用する薬
やくざい

剤の種
しゅるい

類は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

より少
すく

ない。

8 -
025 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

は内
ないふくやく

服薬の種
しゅるい

類が増
ふ

えると、薬
くすり

の副
ふく

作
さ

用
よう

は現
あらわ

れやすい。

8 -
026 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の高
こう

血
けつ

圧
あつ

症
しょう

（hypertension）の治
ち

療
りょう

目
もく

標
ひょう

は、若
じゃく

年
ねん

者
しゃ

と同
おな

じ
にする。

8 -
027 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の場
ば

合
あい

は、薬
やくざい

剤の効
こう

果
か

が強
つよ

く出
で

ることがある。

8 -
028 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い骨
こつ

密
みつ

度
ど

は上
じょうしょう

昇する。

8 -
029 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い唾
だ

液
えき

の分
ぶんぴつ

泌量
りょう

は増
ぞう

加
か

する。
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8 -
030 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い肺
はい

活
かつ

量
りょう

は増
ぞう

加
か

する。

8 -
031 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い貧
ひんけつ

血になりやすい。

8 -
032 

老
ろう

化
か

に伴
ともな

い皮
ひ ふ

膚の表
ひょう

面
めん

が湿
しつ

潤
じゅん

化
か

する。

8 -
033 

食
しょく

事
じ

のときにむせることは、嚥
えん

下
げ

障
しょう

害
がい

の 1 つである。

8 -
034 

心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）が進
しんこう

行したときに現
あらわ

れる息
いき

切
ぎ

れは、安
あんせい

静に
することで速

すみ

やかに治
おさ

まる。

8 -
035 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の 心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure） で は チ ア ノ ー ゼ（cyanosis） が
生
しょう

じやすい。
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8 -
036 

心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）による呼
こ

吸
きゅう

苦
く

は、座
ざ い

位より仰
ぎょう

臥
が

位
い

（背
はい

臥
が

位
い

）のほうが軽
けいげん

減する。

8 -
037 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の心
しん

不
ふ

全
ぜん

（heart failure）では下
か し

肢に限
げん

局
きょく

した浮
ふ

腫
しゅ

が生
しょう

じる。

8 -
038 

褥
じょく

瘡
そう

の原
げんいん

因には長
ちょう

時
じ

間
かん

による圧
あっぱく

迫がある。

8 -
039 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

による褥
じょく

瘡
そう

の好
こう

発
はつ

部
ぶ

位
い

には腸
ちょう

骨
こつ

部
ぶ

がある。

8 -
040 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

には良
りょう

質
しつ

なたんぱく質
しつ

の摂
せっしゅ

取を推
すい

奨
しょう

する。

8 -
041 

1 日
にち

に 1 回
かい

、排
はいべん

便がない状
じょう

態
たい

を便
べん

秘
ぴ

という。
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8 -
042 

病
びょう

気
き

が原
げんいん

因で便
べん

秘
ぴ

になることがある。

8 -
043 

腹
ふっきん

筋の筋
きん

力
りょく

低
てい

下
か

で便
べん

秘
ぴ

になることがある。

8 -
044 

薬
やくざい

剤が原
げんいん

因で便
べん

秘
ぴ

になることはない。

8 -
045 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、便
べん

秘
ぴ

には下
げ

剤
ざい

を優
ゆうせん

先して処
しょほう

方する。

8 -
046 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は歩
ほ

行
こう

を控
ひか

える。

8 -
047 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は正
せい

座
ざ

で座
すわ

る。
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8 -
048 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は膝
ひざ

を冷
ひ

やす。

8 -
049 

変
へんけいせい

形性膝
しつ

関
かん

節
せつ

症
しょう

（knee osteoarthritis）の場
ば

合
あい

は杖
つえ

の使
し

用
よう

を推
すい

奨
しょう

する。

8 -
050 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

の姿
し

勢
せい

は後
こうくつ

屈しや
すい。

8 -
051 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

の歩
ほ

行
こう

は大
おおまた

股にな
る。

8 -
052 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の場
ば

合
あい

、血
けつあつ

圧は上
じょうしょう

昇する。

8 -
053 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の利
り

用
よう

者
しゃ

は無
む

表
ひょう

情
じょう

になるこ
とがある。
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8 -
054 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の肺
はいえん

炎ではインフルエンザ（influenza）に合
がっぺい

併することは
まれである。

8 -
055 

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の肺
はいえん

炎では初
しょ

期
き

から高
こうねつ

熱がでる。

8 -
056 

甲
こう

状
じょう

腺
せん

機
き

能
のう

低
てい

下
か

症
しょう

（hypothyroidism）の症
しょうじょう

状として、浮
ふ

腫
しゅ

がある。

8 -
057 

保
ほ

健
けん

師
し

は薬
くすり

の処
しょほうせん

方箋を交
こう

付
ふ

できる。

8 -
058 

訪
ほうもん

問介
かい

護
ご

員
いん

（ホームヘルパー）は居
きょ

宅
たく

サービス計
けい

画
かく

を立
りつあん

案する。





認
に ん

知
ち

症
し ょ う

の 理
り

解
か い
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題
だい

問
もん

9 -
001 

キットウッド（Kitwood, T.）が提
てい

唱
しょう

したパーソン・センタード・
ケアは、認

にん

知
ち

症
しょう

という症
しょうじょう

状を中
ちゅう

心
しん

とするのではなく、「人
ひと

」を中
ちゅう

心
しん

として認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

を理
り

解
かい

するべきであるという考
かんが

え方
かた

である。

9 -
002 

「平
へい

成
せい

29 年
ねんばん

版高
こうれい

齢社
しゃかい

会白
はくしょ

書」（内
ない

閣
かく

府
ふ

）によると、2025 年
ねん

（令
れい

和
わ

7 年
ねん

）には、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の数
かず

は、約
やく

400 万
まんにん

人前
ぜん

後
ご

になると推
すいけい

計さ
れている。

9 -
003 

地
ち

域
いき

密
みっ

着
ちゃく

型
がた

サービスは、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

や中
ちゅう

重
じゅう

度
ど

の要
よう

介
かい

護
ご

高
こうれいしゃ

齢者ができ
る限

かぎ

り住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

での生
せいかつ

活が継
けいぞく

続できるように、市
し

町
ちょう

村
そん

が事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の指
し

定
てい

や指
し

導
どう

・監
かんとく

督を行
おこな

う。

9 -
004 

「新
しん

オレンジプラン」では、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の意
い し

思が尊
そん

重
ちょう

され、できる
限
かぎ

り住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で自
じ

分
ぶん

らしい暮
く

らしを継
けいぞく

続できるように 7 つ
の柱

はしら

が示
しめ

された。

9 -
005 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）によって判
はんだん

断能
のう

力
りょく

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

になった人
ひと

を保
ほ ご

護
する制

せい

度
ど

として成
せいねん

年後
こうけん

見制
せい

度
ど

がある。
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9 -
006 

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

とは、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の自
じ

立
りつ

した生
せいかつ

活を支
し

援
えん

する
制
せい

度
ど

である。

9 -
007 

認
にん

知
ち

症
しょう

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

推
すいしんいん

進員は、都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

ごとに、地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括支
し

援
えん

センター
や認

にん

知
ち

症
しょう

疾
しっかん

患医
い

療
りょう

センター等
とう

に配
はい

置
ち

される。

9 -
008 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の中
ちゅう

核
かく

症
しょうじょう

状とは、多
た

少
しょう

の差
さ

はあるものの、認
にん

知
ち

症
しょう

になると誰
だれ

にでも認
みと

められる中
ちゅう

心
しん

となる症
しょうじょう

状である。

9 -
009 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）による物
ものわす

忘れは、忘
わす

れてしまったということ
を自

じ

覚
かく

していることが多
おお

い。

9 -
010 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

う物
ものわす

忘れは、体
たいけん

験の一
いち

部
ぶ

を忘
わす

れるという傾
けいこう

向がみられる。

9 -
011 

運
うんどう

動機
き

能
のう

は損
そこ

なわれていないのに、目
もくてき

的に沿
そ

った適
てきせつ

切な行
こうどう

動がとれ
なくなることを失

しつにん

認という。
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9 -
012 

実
じっこう

行機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

とは、計
けいかく

画を立
た

て実
じっこう

行することができなくなることを
いう。

9 -
013 

見
けんとうしき

当識障
しょう

害
がい

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の中
ちゅう

核
かく

症
しょうじょう

状の 1 つである。

9 -
014 

構
こうおん

音器
き

官
かん

や聴
ちょう

覚
かく

に障
しょう

害
がい

がないのに、言
げん

語
ご

機
き

能
のう

としての話
はな

す・聞
き

く・
書

か

く・読
よ

む機
き

能
のう

が選
せんたくてき

択的に失
うしな

われる状
じょう

態
たい

を失
しつにん

認という。

9 -
015 

REM 睡
すいみん

眠行
こうどう

動障
しょう

害
がい

とは、夜
よ

中
なか

に夢
ゆめ

を見
み

て反
はんのう

応して大
おおごえ

声を出
だ

したり、
立

た

ち上
あ

がったりする行
こうどう

動のことをいう。

9 -
016 

記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

が進
しんこう

行すると、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の失
しっぱい

敗も認
にんしき

識しなくなる。

9 -
017 

せん妄
もう

（delirium）とは、意
い

識
しき

の混
こんだく

濁した状
じょう

態
たい

であり、発
はっ

症
しょう

が急
きゅう

激
げき

であることが特
とく

徴
ちょう

である。
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9 -
018 

うつ状
じょう

態
たい

とは、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

み、自
じ

分
ぶん

は生
い

きている価
か ち

値がないとい
う悲

ひ

哀
あい

を感
かん

じている状
じょう

態
たい

である。

9 -
019 

ア ル ツ ハ イ マ ー 型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia of the Alzheimer's type）
の発

はっ

症
しょう

時
じ き

期は明
めいかく

確ではなく、ゆっくり進
しんこう

行する。

9 -
020 

ア ル ツ ハ イ マ ー 型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia of the Alzheimer's type）
では、比

ひ

較
かく

的
てき

、記
き

憶
おく

力
りょく

は良
りょう

好
こう

な状
じょう

態
たい

が保
たも

たれている。

9 -
021 

血
けっかんせい

管性認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）とは、脳
のう

の血
けつえき

液の流
なが

れが障
しょう

害
がい

されて起
お

きる脳
のう

血
けっかん

管障
しょう

害
がい

を基
き

盤
ばん

とした認
にん

知
ち

症
しょう

である。

9 -
022 

血
けっかんせい

管性認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）は、運
うんどう

動障
しょう

害
がい

を伴
ともな

うことは
少
すく

ない。

9 -
023 

レ ビ ー 小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia with Lewy bodies） は、 幻
げん

視
し

体
たい

験
けん

や転
てんとう

倒を繰
く

り返
かえ

しやすくなる。
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9 -
024 

レ ビ ー 小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia with Lewy bodies） で は、 症
しょうじょう

状
の日

にちないへんどう

内変動は少
すく

ない。

9 -
025 

前
ぜんとう

頭側
そくとう

頭型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（frontotemporal dementia）では、人
じんかく

格変
へん

化
か

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

な症
しょうじょう

状である。

9 -
026 

前
ぜんとう

頭側
そくとう

頭型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

（frontotemporal dementia）の特
とく

徴
ちょう

の 1 つと
して、常

じょう

同
どう

行
こうどう

動がある。

9 -
027 

ク ロ イ ツ フ ェ ル ト・ ヤ コ ブ 病
びょう

（Creutzfeldt-Jakob disease） は、
急
きゅう

速
そく

に進
しんこう

行する認
にん

知
ち

症
しょう

の原
げんいん

因疾
しっかん

患である。

9 -
028 

慢
ま ん せ い

性 硬
こ う ま く

膜 下
か

血
け っ し ゅ

腫（chronic subdural hematoma） は、 治
ち

療
りょう

に よ
り血

けっしゅ

腫を取
と

り除
のぞ

くと認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょうじょう

状がなくなる。

9 -
029 

正
せい

常
じょう

圧
あつ

水
すい

頭
とう

症
しょう

（normal pressure hydrocephalus） で は、 歩
ほ

行
こう

障
しょう

害
がい

が認
みと

められる。
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9 -
030 

甲
こう

状
じょう

腺
せん

機
き

能
のう

低
てい

下
か

症
しょう

（hypothyroidism）の症
しょうじょう

状では、物
ものわす

忘れがみら
れる。

9 -
031 

若
じゃく

年
ねん

性
せい

認
にん

知
ち

症
しょう

とは、40 歳
さい

未
み

満
まん

で発
はっ

症
しょう

した認
にん

知
ち

症
しょう

のことをいい、原
げん

因
いん

疾
しっかん

患を問
と

わない。

9 -
032 

老
ろう

年
ねん

期
き

認
にん

知
ち

症
しょう

に比
くら

べ、若
じゃく

年
ねん

性
せい

認
にん

知
ち

症
しょう

は進
しんこう

行が速
はや

い。

9 -
033 

HDS-R や MMSE は、認
にん

知
ち

症
しょう

のスクリーニングテストとして使
し

用
よう

さ
れている。

9 -
034 

軽
けい

度
ど

の認
にん

知
ち

症
しょう

においては、IADL（手
しゅだんてき

段的日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

動
どう

作
さ

）のアセス
メントが有

ゆうこう

効である。

9 -
035 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の薬
やくぶつ

物療
りょう

法
ほう

は、病
びょう

気
き

の進
しんこう

行を完
かんぜん

全に止
と

めるこ
とができる。
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9 -
036 

ドネペジル塩
えんさんえん

酸塩は、アルツハイマー型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

やレビー小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょうじょう

状進
しんこう

行を抑
よくせい

制する。

9 -
037 

認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

の考
かんが

え方
かた

には、健
けんこうてき

康的な人
ひと

も含
ふく

めたポピュレーションア
プローチと、疾

しっかん

患を発
はっ

症
しょう

しやすいリスクの高
たか

い人
ひと

を対
たい

象
しょう

としたハイ
リスクアプローチがある。

9 -
038 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の前
ぜんだんかい

段階である軽
けい

度
ど

認
にん

知
ち

障
しょう

害
がい

（MCI）群
ぐん

を対
たい

象
しょう

に、認
にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

を目
もくてき

的とした回
かいそうほう

想法などの脳
のう

活
かっせい

性リハビリテー
ションが行

おこな

われている。

9 -
039 

感
かん

情
じょう

失
しっきん

禁とは、感
かん

情
じょう

を失
うしな

ってしまった状
じょう

態
たい

のことをいう。

9 -
040 

幻
げんかく

覚とは、現
げんじつ

実にはないものを見
み

たり聞
き

いたりする症
しょうじょう

状である。

9 -
041 

妄
もうそう

想とは、論
ろん

理
り

的
てき

に誤
あやま

っていることを直
ちょっ

感
かん

的
てき

に確
かくしん

信して思
おも

い込
こ

む状
じょう

態
たい

をいう。
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9 -
042 

夕
ゆう

暮
ぐ

れ症
しょう

候
こう

群
ぐん

とは、夕
ゆうがた

方頃
ごろ

になると落
お

ち着
つ

かなくなる症
しょうじょう

状を現
あらわ

す。

9 -
043 

常
じょう

同
どう

行
こうどう

動 は、 同
おな

じ 動
どう

作
さ

を 繰
く

り 返
かえ

す こ と を い い、 血
け っ か ん せ い

管 性 認
にん

知
ち

症
しょう

（vascular dementia）に特
とく

徴
ちょう

的
てき

な症
しょうじょう

状である。

9 -
044 

異
い

食
しょく

とは、食
しょく

物
もつ

でない物
もの

を口
くち

に入
い

れたり、食
た

べたりすることをいう。

9 -
045 

不
ふ

潔
けつ

行
こう

為
い

とは、汚
よご

れた衣
い

類
るい

やおむつを隠
かく

す行
こう

為
い

などをいう。

9 -
046 

収
しゅうしゅう

集癖
へき

とは、ある物
もの

を繰
く

り返
かえ

し買
か

ったり拾
ひろ

ったりする行
こう

為
い

をいう。

9 -
047 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）には、親
した

しい人
ひと

がわからなくなる症
しょうじょう

状がある。
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9 -
048 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）は、認
にん

知
ち

症
しょう

の進
しん

行
こう

により生
しょう

じるものである。

9 -
049 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）を抑
よくせい

制・禁
きん

止
し

す
ることは、不

ふ

安
あん

感
かん

を助
じょ

長
ちょう

させるため避
さ

けたほうがよい。

9 -
050 

不
ふ

安
あん

は、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）の 1 つ
であり、同

どう

時
じ

に多
おお

くの BPSD に共
きょう

通
つう

する背
はいけい

景要
よういん

因となる。

9 -
051 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の自
じ

尊
そん

心
しん

を大
たいせつ

切にして、その人
ひと

の主
しゅかんてき

観的
な世

せ

界
かい

観
かん

をそのままに受
う

け入
い

れようとする受
じゅようてき

容的態
たい

度
ど

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の
人
ひと

に安
あんしんかん

心感を与
あた

える。

9 -
052 

叱
しっせき

責、否
ひ

定
てい

などの対
たいおう

応は、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

が混
こんらん

乱してい
るときには有

ゆうこう

効である。

9 -
053 

失
しっぱい

敗したことやできなくなったことを責
せ

めると混
こんらん

乱がひどくなるこ
とが多

おお

い。
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9 -
054 

認
にん

知
ち

機
き

能
のう

の低
てい

下
か

により、どのような場
ば

所
しょ

にいても周
しゅう

囲
い

からの影
えい

響
きょう

を
受

う

けないため、環
かん

境
きょう

への配
はいりょ

慮は必
ひつよう

要ない。

9 -
055 

リロケーションダメージとは、環
かん

境
きょう

が変
へん

化
か

することから生
しょう

じる混
こんらん

乱
のことである。

9 -
056 

介
かい

護
ご

者
しゃ

や 周
しゅう

囲
い

の 人
ひと

と の 信
し ん ら い

頼 で き る 関
かん

係
けい

の 形
けい

成
せい

は、 認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の行
こうどう

動・心
しん

理
り

症
しょうじょう

状（BPSD）を軽
けいげん

減させる効
こう

果
か

がある。

9 -
057 

地
ち

域
いき

ケア会
かい

議
ぎ

は、地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括ケアシステムの実
じつげん

現のために設
もう

けられた
もので、都

と

道
どう

府
ふ

県
けん

に置
お

かれる。

9 -
058 

地
ち

域
いき

包
ほうかつ

括支
し

援
えん

センターには、社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

士
し

、保
ほ

健
けん

師
し

、主
しゅにん

任介
かい

護
ご

支
し

援
えん

専
せん

門
もん

員
いん

という 3 つの専
せんもん

門職
しょく

が配
はい

置
ち

される。

9 -
059 

認
にん

知
ち

症
しょう

カフェは、インフォーマルサービスである。
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9 -
060 

介
かい

護
ご

教
きょう

室
しつ

は、身
しんたい

体介
かい

護
ご

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

ぶ場
ば

であるため、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の家
か

族
ぞく

にも有
ゆうこう

効である。

9 -
061 

認
にん

知
ち

症
しょう

サポーターとは、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）に対
たい

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

をもって、地
ち

域
いき

や職
しょく

域
いき

で認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

や家
か

族
ぞく

を手
て

助
だす

けする専
せんもん

門職
しょく

であ
る。

9 -
062 

認
にん

知
ち

症
しょう

初
しょ

期
き

集
しゅうちゅう

中支
し

援
えん

チームとは、初
しょ

期
き

の支
し

援
えん

を包
ほうかつてき

括的・集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

に行
おこな

い、自
じ

立
りつ

生
せいかつ

活のサポートを行
おこな

うチームのことである。

9 -
063 

認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の家
か

族
ぞく

は、認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

の生
せいかつ

活上
じょう

の混
こんらん

乱に
巻

ま

き込
こ

まれ、介
かい

護
ご

うつに陥
おちい

ることがある。

9 -
064 

レスパイトケアは、認
にん

知
ち

症
しょう

（dementia）の人
ひと

の家
か

族
ぞく

にとって有
ゆうこう

効
である。

9 -
065 

レスパイトケアには、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

サービスを利
り

用
よう

する以
い

外
がい

にも、家
か

族
ぞく

会
かい

等
とう

に参
さん

加
か

し、同
おな

じ境
きょう

遇
ぐう

の人
ひと

と語
かた

り合
あ

い、励
はげ

まし合
あ

うことも含
ふく

まれ
る。



障
し ょ う

害
が い

の 理
り

解
か い
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題
だい

問
もん

10 -
001 

I C I D H （ I n t e r n a t i o n a l  C l a s s i f i c a t i o n  o f  I m p a i r m e n t s , 
Disabilities and Handicaps： 国

こ く さ い

際 障
しょう

害
がい

分
ぶ ん る い

類 ） で は、 能
のう

力
りょく

障
しょう

害
がい

に
より経

けい

済
ざい

的
てき

不
ふ

利
り

益
えき

が起
お

きるととらえている。

10 -
002 

ICF（International Classification of Functioning, Disability 
and Health：国

こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

）の社
しゃかい

会モデルは、障
しょう

害
がい

を個
こ

人
じん

の
問
もんだい

題ととらえている。

10 -
003 

「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

（障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すいしん

進に関
かん

する
法
ほうりつ

律）」は、共
きょう

生
せい

社
しゃかい

会の実
じつげん

現を目
め ざ

指している。

10 -
004 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かいしょう

消支
し

援
えん

地
ち

域
いき

協
きょう

議
ぎ

会
かい

は、国
くに

、地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だんたい

体で組
そ

織
しき

される。

10 -
005 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

は、合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮の提
てい

供
きょう

に努
つと

めなければならない。
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10 -
006 

合
ごう

理
り

的
てき

配
はいりょ

慮は、すべての障
しょう

害
がい

者
しゃ

に同
おな

じ配
はいりょ

慮をすることである。

10 -
007 

バンク - ミケルセン（Bank-Mikkelsen, N.）は、ノーマライゼーショ
ン（normalization）の理

り

念
ねん

を 8 つの原
げん

理
り

にまとめた。

10 -
008 

ノーマライゼーション（normalization）の理
り

念
ねん

に沿
そ

うと、障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

の成
せい

果
か

目
もく

標
ひょう

は、地
ち

域
いき

生
せいかつ

活から福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

の設
せってい

定が望
のぞ

ましい。

10 -
009 

ソーシャルインクルージョン（social inclusion）とは、共
とも

に生
い

き
支
ささ

え合
あ

うことである。

10 -
010 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

の役
やくわり

割は、利
り

用
よう

者
しゃ

自
じ

身
しん

で生
せいかつ

活課
か

題
だい

を解
かいけつ

決するよう支
し

援
えん

す
ることである。

10 -
011 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

は、利
り

用
よう

者
しゃ

のできないことに着
ちゃく

目
もく

して支
し

援
えん

する。
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10 -
012 

アドボカシーは、社
しゃかい

会的
てき

立
たち

場
ば

の弱
よわ

い人
ひと

の権
けん

利
り

を守
まも

ることである。

10 -
013 

世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

関
かん

（WHO）によるリハビリテーションの定
てい

義
ぎ

で、「利
き

き手
て

交
こうかん

換」は医
い

学
がく

的
てき

リハビリテーションに該
がいとう

当する。

10 -
014 

世
せ

界
かい

保
ほ

健
けん

機
き

関
かん

（WHO）によるリハビリテーションの定
てい

義
ぎ

で、「職
しょく

業
ぎょう

上
じょう

の援
えんじょ

助」は社
しゃかいてき

会的リハビリテーションに該
がいとう

当する。

10 -
015 

脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、
運
うん

動
どう

失
しっ

調
ちょう

である。

10 -
016 

脊
せき

髄
ずい

小
しょう

脳
のう

変
へん

性
せい

症
しょう

（spinocerebellar degeneration） の 初
しょ

期
き

に は、
車
くるま

いすの使
し

用
よう

が適
てき

している。

10 -
017 

脳
のう

性
せい

麻
ま

痺
ひ

（cerebral palsy）は、妊
にん

娠
しん

中
ちゅう

から生
せい

後
ご

4 週
しゅう

までに脳
のう

が
損
そん

傷
しょう

を受
う

けた障
しょう

害
がい

である。
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10 -
018 

脳
のうせい

性麻
ま ひ

痺（cerebral palsy）は、痙
けい

直
ちょく

型
がた

や不
ふ

随
ずい

意
い

運
うんどうがた

動型（アテトー
ゼ型

がた

）などの分
ぶんるい

類がある。

10 -
019 

腰
ようずい

髄損
そん

傷
しょう

の障
しょう

害
がい

に、四
し し

肢麻
ま ひ

痺がある。

10 -
020 

頸
けいずい

髄損
そん

傷
しょう

は、気
き

温
おん

が上
あ

がると、うつ熱
ねつ

になる。

10 -
021 

脳
のうけっかん

血管障
しょう

害
がい

は、右
う

脳
のう

が障
しょう

害
がい

されると言
げん

語
ご

障
しょう

害
がい

がみられる。

10 -
022 

左
ひだり

空
くうかん

間無
む し

視がある場
ば

合
あい

、利
り

用
よう

者
しゃ

の右
みぎがわ

側から声
こえ

をかける。

10 -
023 

緑
りょく

内
ない

障
しょう

の主
おも

な症
しょうじょう

状に、夜
や

盲
もう

がある。
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10 -
024 

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

性
せい

網
もうまく

膜 症
しょう

（diabetic retinopathy） で は、 眼
がんあつ

圧 が 上
じょうしょう

昇 し て
視

し

神
しん

経
けい

が圧
あっぱく

迫される。

10 -
025 

網
もうまく

膜色
しき

素
そ

変
へん

性
せい

症
しょう

（retinitis pigmentosa）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、視
し や

野狭
きょう

窄
さく

がある。

10 -
026 

白
はく

杖
じょう

は、視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

がからだを支
ささ

えるために使
つか

う。

10 -
027 

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の外
がい

出
しゅつ

支
し

援
えん

に同
どうこう

行援
えん

護
ご

がある。

10 -
028 

伝
でん

音
おん

性
せい

難
なん

聴
ちょう

は、内
ない

耳
じ

から聴
ちょう

神
しんけい

経の支
し

障
しょう

で起
お

こる。

10 -
029 

点
てん

字
じ

は、聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

のコミュニケーションに使
つか

われる。
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10 -
030 

ウェルニッケ失
しつ

語
ご

は、話
はなし

の内
ないよう

容を理
り

解
かい

できるが発
はつ

語
ご

が困
こんなん

難である。

10 -
031 

会
かい

話
わ

補
ほ

助
じょ

装
そう

置
ち

に、トーキングエイドがある。

10 -
032 

狭
きょう

心
しん

症
しょう

は、強
つよ

い胸
きょう

痛
つう

が 30 分
ぷん

以
い

上
じょう

続
つづ

く。

10 -
033 

ペースメーカーを装
そう

着
ちゃく

している利
り

用
よう

者
しゃ

は、電
でん

磁
じ

波
は

の影
えい

響
きょう

を避
さ

ける。

10 -
034 

慢
まんせい

性閉
へいそくせい

塞性肺
はい

疾
しっかん

患（COPD）の主
おも

な原
げんいん

因は、喫
きつえん

煙である。

10 -
035 

パルスオキシメーターは、上
じょう

腕
わん

部
ぶ

で計
けいそく

測する。
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10 -
036 

慢
まんせい

性腎
じん

不
ふ

全
ぜん

が悪
あっ

化
か

すると、尿
にょう

毒
どく

症
しょう

を引
ひ

き起
お

こす。

10 -
037 

慢
まんせい

性腎
じん

不
ふ

全
ぜん

は、塩
えんぶん

分を制
せいげん

限する。

10 -
038 

血
けつえき

液透
とうせき

析は、シャントを造
ぞうせつ

設する。

10 -
039 

大
だい

腸
ちょう

がんは、上
じょう

行
こう

結
けっ

腸
ちょう

に多
おお

く発
はっせい

生する。

10 -
040 

S 状
じょう

結
けっ

腸
ちょう

ストーマから排
はいせつ

泄される便
べん

の性
せい

状
じょう

は、主
おも

に水
すいようべん

様便である。

10 -
041 

クローン病
びょう

（Crohn disease）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、腹
ふくつう

痛や下
げ り

痢がある。
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10 -
042 

中
ちゅう

心
しん

静
じょうみゃく

脈栄
えいよう

養法
ほう

の補
ほ

液
えき

は、前
ぜんわん

腕部
ぶ

の静
じょうみゃく

脈から行
おこな

われる。

10 -
043 

ヒト免
めんえき

疫不
ふ

全
ぜん

ウイルス（HIV）による免
めんえき

疫機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

は、日
ひ

和
より

見
み

感
かんせん

染
を引

ひ

き起
お

こす。

10 -
044 

肝
かんこうへん

硬変の主
おも

な症
しょうじょう

状に、黄
おうだん

疸、腹
ふくすい

水がある。

10 -
045 

肝
かんぞう

臓の機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

では、飲
いんしゅ

酒を制
せいげん

限する。

10 -
046 

ア ル コ ー ル 依
い

存
ぞん

症
しょう

（alcohol dependence） は、 心
しんいん

因 性
せい

精
せいしん

神 障
しょう

害
がい

に分
ぶんるい

類される。

10 -
047 

統
とうごう

合失
しっ

調
ちょう

症
しょう

（schizophrenia）の主
おも

な症
しょうじょう

状に、妄
もうそう

想がある。
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10 -
048 

高
こう　じ　のう

次脳機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

（higher brain dysfunction）で感
かん

情
じょう

のコントロー
ル低

てい

下
か

は、記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

に含
ふく

まれる。

10 -
049 

重
じゅうしょう

症心
しんしん

身障
しょう

害
がい

の原
げんいん

因に、分
ぶんべん

娩時
じ

の異
い

常
じょう

がある。

10 -
050 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

は、てんかん（epilepsy）の合
がっぺい

併率
りつ

が高
たか

い。

10 -
051 

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

は、医
い し

師が交
こう

付
ふ

する。

10 -
052 

自
じ

閉
へい

症
しょう

（autism）の特
とくせい

性は、読
よ

む、書
か

く、計
けいさん

算することが苦
にが

手
て

である。

10 -
053 

注
ちゅう

意
い

欠
けっ

陥
かん

多
た

動
どう

性
せい

障
しょう

害
がい

（ADHD）のある人
ひと

には、一
いち

度
ど

に多
おお

くの指
し じ

示
を与

あた

える。
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10 -
054 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS） は、
免
めんえきしっかん

疫疾患である。

10 -
055 

筋
きん

萎
い

縮
しゅく

性
せい

側
そく

索
さく

硬
こう

化
か

症
しょう

（amyotrophic lateral sclerosis：ALS） は、
視

し

力
りょく

や聴
ちょうりょく

力が保
たも

たれる。

10 -
056 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、対
つい

麻
ま

痺
ひ

である。

10 -
057 

パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）の症
しょうじょう

状の進
しん

行
こう

度
ど

は、ホーエ
ン・ヤールの重

じゅう

症
しょう

度
ど

分
ぶんるい

類を用
もち

いる。

10 -
058 

悪
あ く せ い

性 関
か ん せ つ

節 リ ウ マ チ（malignant rheumatoid arthritis） は、 言
げん

語
ご

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

がみられる。

10 -
059 

悪
あく

性
せい

関
かん

節
せつ

リ ウ マ チ（malignant rheumatoid arthritis） の 人
ひと

が 使
し

用
よう

するドアの取
と

っ手
て

は、丸
まる

いものが適
てき

している。
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10 -
060 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）は、デュシェンヌ型
がた

が
多
おお

い。

10 -
061 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）の主
おも

な症
しょうじょう

状は、手
しゅ

指
し

関
かん

節
せつ

のこわばりである。

10 -
062 

筋
きん

ジストロフィー（muscular dystrophy）の利
り

用
よう

者
しゃ

は、重
じゅう

度
ど

訪
ほう

問
もん

介
かい

護
ご

を利
り

用
よう

して電
でんどう

動車
くるま

いすで外
がい

出
しゅつ

することができる。

10 -
063 

上
うえ

田
だ

敏
さとし

による障
しょう

害
がい

受
じゅよう

容のステージ理
り

論
ろん

の 5 つの心
しん

理
り

過
か

程
てい

のうち、
最
さいしょ

初の段
だんかい

階はショック期
き

である。

10 -
064 

上
うえ

田
だ

敏
さとし

による障
しょう

害
がい

受
じゅよう

容のステージ理
り

論
ろん

の 5 つの心
しん

理
り

過
か

程
てい

のうち、
否

ひ

定
てい

期
き

は現
げんじつ

実をとらえる支
し

援
えん

を行
おこな

う。

10 -
065 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の「退
たいこう

行」は、認
みと

めたくない欲
よっ

求
きゅう

をこころの中
なか

に抑
おさ

え込
こ

も
うとする状

じょう

態
たい

をいう。
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10 -
066 

未
み

就
しゅう

学
がく

の子
こ

どもの発
はったつ

達に遅
おく

れがある場
ば

合
あい

、児
じ

童
どう

発
はったつ

達支
し

援
えん

センターに
相
そうだん

談する。

10 -
067 

職
しょく

場
ば

適
てきおう

応援
えんじょしゃ

助者（ジョブコーチ）は、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の特
とくせい

性に応
おう

じた就
しゅう

労
ろう

の
支

し

援
えん

をする。

10 -
068 

民
みんせい

生委
い

員
いん

は、制
せい

度
ど

化
か

された地
ち

域
いき

の社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

の 1 つである。

10 -
069 

相
そうだん

談支
し

援
えん

専
せんもんいん

門員は、サービス等
とう

利
り

用
よう

計
けいかく

画を作
さくせい

成する。





こころとからだの
しくみ
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題
だい

問
もん

11 -
001 

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説の承
しょう

認
にん

欲
よっ

求
きゅう

とは、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の向
こう

上
じょう

を示
しめ

すことである。

11 -
002 

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説の生
せい

理
り

的
てき

欲
よっ

求
きゅう

とは、自
じ

分
ぶん

の
遺

い

伝
でん

子
し

の継
けいぞく

続を示
しめ

すことである。

11 -
003 

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説で、生
せいめい

命を脅
おびや

かされないこ
とは最

さい

上
じょう

層
そう

の欲
よっ

求
きゅう

である。

11 -
004 

マズロー（Maslow, A.）の欲
よっ

求
きゅう

階
かいそうせつ

層説で、他
た

者
しゃ

からの賞
しょう

賛
さん

を受
う

け
たいというのは承

しょう

認
にん

欲
よっ

求
きゅう

である。

11 -
005 

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
自

じ

分
ぶん

の過
か こ

去に対
たい

して自
じ

責
せき

の念
ねん

を抱
いだ

くことは、円
えん

熟
じゅく

型
がた

に分
ぶんるい

類される。
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11 -
006 

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
若
わか

いときの積
せっ

極
きょく

的
てき

な活
かつどう

動を維
い じ

持することは、依
い

存
ぞん

型
がた

に分
ぶんるい

類される。

11 -
007 

ライチャード（Reichard, S.）による老
ろう

年
ねん

期
き

の性
せいかく

格類
るいけい

型において、
年
とし

をとることをありのままに受
う

け入
い

れていくことは、円
えん

熟
じゅく

型
がた

に分
ぶんるい

類
される。

11 -
008 

短
たん

期
き

記
き

憶
おく

とは、数
すうじつかん

日間保
ほ じ

持される記
き

憶
おく

である。

11 -
009 

記
き

憶
おく

には、記
き

銘
めい

・保
ほ じ

持・想
そう

起
き

の 3 つの過
か

程
てい

がある。

11 -
010 

意
い み

味記
き

憶
おく

には、日
ひ

付
づけ

や物
もの

の名
めい

称
しょう

などがある。

11 -
011 

観
かんさつ

察学
がく

習
しゅう

とは、自
じ

分
ぶん

の行
こうどう

動を反
はんせい

省する学
がく

習
しゅう

である。
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11 -
012 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の分
ぶんるい

類において、抑
よくあつ

圧とは体
たいけん

験を無
む

意
い

識
しき

のうちに忘
わす

れよう
とすることをいう。

11 -
013 

適
てきおう

応機
き

制
せい

の分
ぶんるい

類において、合
ごう

理
り

化
か

とは自
じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

と正
せいはんたい

反対の行
こうどう

動で
本
ほんとう

当の自
じ

分
ぶん

を隠
かく

そうとすることである。

11 -
014 

末
まっ

梢
しょう

動
どう

脈
みゃく

には、血
けつえき

液の逆
ぎゃく

流
りゅう

を予
よ

防
ぼう

するための弁
べん

がある。

11 -
015 

動
どう

脈
みゃく

は、体
たい

表
ひょう

から拍
はくどう

動に触
ふ

れることができる。

11 -
016 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、頭
とう

頂
ちょう

葉
よう

は意
い し

思決
けってい

定を遂
すいこう

行する役
やくわり

割が
ある。

11 -
017 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、側
そくとうよう

頭葉は聴
ちょう

覚
かく

や記
き

憶
おく

に関
かん

する役
やくわり

割が
ある。
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11 -
018 

大
だいのう

脳の機
き

能
のう

局
きょく

在
ざい

の部
ぶ い

位として、後
こうとうよう

頭葉は視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

の認
にんしき

識の役
やくわり

割があ
る。

11 -
019 

大
だいのう

脳辺
へん

縁
えん

系
けい

には、記
き

憶
おく

に関
かん

する機
き

能
のう

がある。

11 -
020 

肝
かんぞう

臓は、グリコーゲン（glycogen）の貯
ちょぞう

蔵をする。

11 -
021 

膀
ぼうこう

胱は、尿
にょう

を濃
のう

縮
しゅく

するはたらきをもつ。

11 -
022 

小
しょう

脳
のう

には、呼
こ

吸
きゅう

中
ちゅう

枢
すう

がある。

11 -
023 

膵
すいぞう

臓は、インスリン（insulin）分
ぶんぴつ

泌を行
おこな

う。
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11 -
024 

心
しんぞう

臓は、ガス交
こうかん

換を行
おこな

う。

11 -
025 

唾
だ

液
えき

が多
おお

いと、口
こう

臭
しゅう

の原
げんいん

因となる。

11 -
026 

口
こう

臭
しゅう

は、他
た

者
しゃ

との交
こう

流
りゅう

を避
さ

ける原
げんいん

因となることがある。

11 -
027 

副
ふくこうかん

交感神
しんけい

経は、唾
だ

液
えき

分
ぶんぴつ

泌を抑
よくせい

制する。

11 -
028 

耳
じ

下
か

腺
せん

の導
どうかん

管は、口
こうくう

腔底
てい

に開
かいこう

口する。

11 -
029 

唾
だ

液
えき

には、抗
こうきん

菌作
さ

用
よう

がある。
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11 -
030 

舌
ぜっ

下
か

腺
せん

は、小
しょう

唾
だ

液
えき

腺
せん

である。

11 -
031 

さじ状
じょう

爪
づめ

がみられた場
ば

合
あい

、鉄
てつけつぼうせいひんけつ

欠乏性貧血（iron deficiency anemia）
が疑

うたが

われる。

11 -
032 

ばち状
じょう

指
ゆび

がみられた場
ば

合
あい

、栄
えいよう

養障
しょう

害
がい

が疑
うたが

われる。

11 -
033 

巻
ま

き爪
づめ

は、心
しんしっかん

疾患でみられる。

11 -
034 

良
りょう

肢
し

位
い

とは、ADL（Activities of Daily Living：日
にち

常
じょう

生
せいかつ

活動
どう

作
さ

）に
最
もっと

も支
し

障
しょう

が少
すく

ない姿
し

勢
せい

である。

11 -
035 

つま先
さき

が下
した

を向
む

いた姿
し

勢
せい

は良
りょう

肢
し

位
い

である。
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11 -
036 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、日
にっこう

光を避
さ

ける。

11 -
037 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、ビタミン E（vitamin E）の摂
せっしゅ

取をする。

11 -
038 

骨
ほね

を強
きょう

化
か

するためには、適
てき

度
ど

な運
うんどう

動をする。

11 -
039 

高
こうれいしゃ

齢者の骨
こっせつ

折（fracture）で、転
てんとう

倒によって生
しょう

じることが最
もっと

も多
おお

い
のは大

だいたいこつ

腿骨頸
けい

部
ぶ

骨
こっせつ

折（femoral neck fracture）である。

11 -
040 

大
だいたいこつ

腿骨頸
けい

部
ぶ

を骨
こっせつ

折（fracture）した直
ちょく

後
ご

は無
む

症
しょう

状
じょう

である。

11 -
041 

たんぱく質
しつ

は、身
しんたい

体を構
こうせい

成する主
しゅよう

要成
せいぶん

分である。
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11 -
042 

糖
とうしつ

質は、脂
し

溶
よう

性
せい

ビタミンの吸
きゅうしゅう

収を助
たす

ける。

11 -
043 

脂
し

質
しつ

は、ホルモンの原
げん

料
りょう

となる。

11 -
044 

ビタミン C は、水
すいようせい

溶性ビタミンである。

11 -
045 

無
む

機
き

質
しつ

（ミネラル（mineral））は、体
たいない

内でつくることができる。

11 -
046 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、先
せんこう

行期
き

は唾
だ

液
えき

分
ぶんぴつ

泌が増
ぞう

加
か

する。

11 -
047 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、準
じゅん

備
び

期
き

は嚥
えん

下
げ

性
せい

無
む

呼
こ

吸
きゅう

がみられる。
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11 -
048 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、口
こうくう

腔期
き

は喉
こうとう

頭が閉
へい

鎖
さ

する。

11 -
049 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、咽
いんとう

頭期
き

は食
しょっ

塊
かい

を形
けいせい

成する。

11 -
050 

摂
せっ

食
しょく

・嚥
えん

下
げ

のプロセスにおいて、食
しょく

道
どう

期
き

は随
ずい

意
い

的
てき

な運
うんどう

動である。　

11 -
051 

S 状
じょう

結
けっ

腸
ちょう

は、大
だい

腸
ちょう

の一
いち

部
ぶ

である。

11 -
052 

空
くう

腸
ちょう

は、小
しょうちょう

腸の一
いち

部
ぶ

である。

11 -
053 

脱
だっすい

水に伴
ともな

う症
しょうじょう

状には、活
かつどうせい

動性の低
てい

下
か

がみられる。
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11 -
054 

脱
だっすい

水に伴
ともな

う症
しょうじょう

状には、皮
ひ ふ

膚の湿
しつ

潤
じゅん

がみられる。

11 -
055 

胃
い

ろうに使
し

用
よう

しているカテーテルは、交
こうかん

換不
ふ

要
よう

である。

11 -
056 

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

でインスリン療
りょう

法
ほう

を受
う

けている場
ば

合
あい

には、低
ていけっとう

血糖症
しょうじょう

状に注
ちゅう

意
い

する。

11 -
057 

38 ～ 41℃の湯
ゆ

温
おん

での入
にゅう

浴
よく

は、消
しょう

化
か

機
き

能
のう

を亢
こうしん

進させる。

11 -
058 

感
かんせん

染を起
お

こしていない皮
ひ ふ

膚の創
そう

傷
しょう

治
ち ゆ

癒を促
うなが

す方
ほうほう

法には、乾
かんそう

燥がある。

11 -
059 

皮
ひ ふ

膚の表
ひょう

面
めん

は、弱
じゃく

酸
さん

性
せい

に保
たも

たれている。
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11 -
060 

家
か

庭
てい

内
ない

での不
ふ

慮
りょ

の事
じ こ

故のうち、入
にゅう

浴
よく

での事
じ こ

故は少
すく

ない。

11 -
061 

帯
たい

状
じょう

疱
ほうしん

疹（herpes zoster）は、強
つよ

いかゆみがある疾
しっかん

患である。

11 -
062 

疥
かいせん

癬（scabies）は、ほかの人
ひと

に感
かんせん

染しない皮
ひ ふ

膚疾
しっかん

患である。

11 -
063 

浴
よくそう

槽からの立
た

ち上
あ

がりは、ゆっくり行
おこな

う。

11 -
064 

心
しんぞう

臓に疾
しっかん

患のある人
ひと

には、半
はんしんよく

身浴を勧
すす

める。

11 -
065 

食
しょく

後
ご

、すぐに入
にゅう

浴
よく

を勧
すす

める。
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11 -
066 

入
にゅう

浴
よく

後
ご

、水
すいぶん

分摂
せっしゅ

取は控
ひか

える。

11 -
067 

皮
ひ ふ

膚の乾
かんそう

燥に伴
ともな

うかゆみがある場
ば

合
あい

は、利
り

用
よう

者
しゃ

の爪
つめ

は短
みじか

く切
き

る。

11 -
068 

正
せい

常
じょう

な尿
にょう

は、排
はい

尿
にょう

直
ちょく

後
ご

はアンモニア臭
しゅう

がする。

11 -
069 

仰
ぎょう

臥
が

位
い

は、排
はいべん

便しやすい姿
し

勢
せい

である。

11 -
070 

交
こうかん

感神
しんけい

経は、直
ちょくちょう

腸の蠕
ぜんどう

動運
うんどう

動を促
そくしん

進させる。

11 -
071 

食
しょく

事
じ

をとると、便
べん

意
い

はおさまる。
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11 -
072 

息
いき

を吐
は

きながら腹
ふくあつ

圧を低
てい

下
か

させると、排
はいべん

便は促
うなが

される。

11 -
073 

排
はいべん

便時
じ

には、外
がい

肛
こうもん

門括
かつやくきん

約筋を意
い

識
しき

的
てき

に弛
し

緩
かん

させる。

11 -
074 

弛
し

緩
かん

性
せい

便
べん

秘
ぴ

の原
げんいん

因には、食
しょく

物
もつ

繊
せん

維
い

の摂
せっしゅ

取不
ぶ

足
そく

がある。

11 -
075 

直
ちょくちょう

腸性
せい

便
べん

秘
ぴ

の原
げんいん

因には、排
はいべん

便を我
が

慢
まん

する習
しゅう

慣
かん

が関
かんけい

係する。

11 -
076 

寝
ね

たきりになると、下
げ り

痢になりやすい。

11 -
077 

麻
ま

薬
やく

性
せい

鎮
ちん

痛
つう

剤
ざい

の使
し

用
よう

中
ちゅう

は、便
べん

秘
ぴ

になりやすい。　
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11 -
078 

機
き

能
のう

性
せい

尿
にょう

失
しっ

禁
きん

は、認
にん

知
ち

症
しょう

のある利
り

用
よう

者
しゃ

が見
けん

当
とう

識
しき

障
しょう

害
がい

などにより生
しょう

じ
る。

11 -
079 

腹
ふくあつせい

圧性尿
にょう

失
しっ

禁
きん

は、くしゃみなどで生
しょう

じる失
しっきん

禁である。

11 -
080 

膀
ぼうこう

胱炎
えん

（cystitis）では、排
はい

尿
にょう

時
じ

痛
つう

が起
お

こりやすい。

11 -
081 

加
か

齢
れい

に伴
ともな

い、睡
すいみん

眠時
じ

間
かん

は長
なが

くなる。

11 -
082 

運
うんどう

動は、体
たいない

内時
ど

計
けい

を 1 日
にち

24 時
じ

間
かん

の周
しゅう

期
き

に修
しゅう

正
せい

する最
もっと

も強
きょう

力
りょく

な因
いん

子
し

となる。

11 -
083 

レ ス ト レ ス レ ッ グ ス 症
しょう

候
こう

群
ぐん

（restless legs syndrome） は、 下
か し

肢
を安

あんせい

静にすることで症
しょうじょう

状が軽
けいかい

快する。
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11 -
084 

不
ふ

眠
みん

症
しょう

（insomnia）のうち、睡
すいみん

眠の時
じ

間
かん

は十
じゅう

分
ぶん

にとれているが、ぐっ
すり眠

ねむ

れた感
かん

じがしない状
じょう

態
たい

を熟
じゅく

眠
みん

障
しょう

害
がい

という。

11 -
085 

臨
りん

終
じゅう

期
き

の身
しんたい

体の様
よう

子
す

として、浮
ふ

腫
しゅ

の出
しゅつ

現
げん

は少
すく

ない。

11 -
086 

死
し

亡
ぼう

直
ちょく

前
ぜん

にみられる身
しんたい

体の変
へん

化
か

として、下
か

顎
がく

呼
こ

吸
きゅう

の出
しゅつ

現
げん

がある。

11 -
087 

キューブラー・ロス（Kübler-Ross, E.）が提
てい

唱
しょう

した心
しん

理
り

過
か

程
てい

の 5
つの段

だんかい

階として、第
だい

1 段
だんかい

階は怒
いか

りである。



医
い

療
り ょ う

的
て き

ケア
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題
だい

問
もん

12 -
001 

2011 年
ねん

（平
へいせい

成 23 年
ねん

）に社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

士
し

及
およ

び介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

法
ほう

が改
かい

正
せい

され、
介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

は、病
びょう

院
いん

で喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

を実
じっ

施
し

できるようになった。

12 -
002 

介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

が医
い し

師の指
し じ

示の下
もと

で行
おこな

う喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

のうち、鼻
び

腔
くう

内
ない

吸
きゅう

引
いん

の
チューブ挿

そう

入
にゅう

範
はん

囲
い

は咽
いんとう

頭手
て

前
まえ

までである。

12 -
003 

事
じ こ

故寸
すんぜん

前の危
き

険
けん

な状
じょうきょう

況が発
はっせい

生したが、処
しょ

置
ち

や治
ち

療
りょう

は行
おこな

わなかった程
てい

度
ど

の出
で

来
き

事
ごと

も記
き

録
ろく

に残
のこ

す。

12 -
004 

スタンダードプリコーション（標
ひょうじゅん

準予
よ

防
ぼう

策
さく

）において、唾
だ

液
えき

は感
かん

染
せん

する危
き

険
けん

性
せい

のあるものとして取
と

り扱
あつか

う。

12 -
005 

経
けい

鼻
び

経
けいかん

管栄
えいよう

養に使
し

用
よう

した物
ぶっぴん

品は、消
しょう

毒
どく

用
よう

エタノールに浸
つ

けて消
しょう

毒
どく

す
ることが望

のぞ

ましい。



Q 135

12 -
006 

パルスオキシメータは、静
じょう

脈
みゃく

血
けつ

で酸
さん

素
そ

飽
ほう

和
わ

度
ど

を測
そくてい

定することができ
る。

12 -
007 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

を必
ひつよう

要とする利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

する生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

として、室
しつない

内の湿
しつ

度
ど

を 30％以
い か

下に保
たも

つ。

12 -
008 

鼻
び

腔
くう

内
ない

の吸
きゅう

引
いん

物
ぶつ

に血
けつえき

液が少
しょうりょう

量混
ま

じっていたので、吸
きゅう

引
いん

圧
あつ

を弱
よわ

くして
再
さい

度
ど

吸
きゅう

引
いん

をした。

12 -
009 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

が必
ひつよう

要な利
り

用
よう

者
しゃ

に対
たい

して、入
にゅう

浴
よく

ケアの前
ぜん

後
ご

に吸
きゅう

引
いん

を行
おこな

う。

12 -
010 

喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

の排
はいえき

液が、吸
きゅう

引
いん

びんの 70 ～ 80％になる前
まえ

に廃
はい

棄
き

する。

12 -
011 

口
こうくう

腔内
ない

・鼻
び

腔
くう

内
ない

の喀
かくたん

痰吸
きゅう

引
いん

で使
し

用
よう

した吸
きゅう

引
いん

チューブ内
うちがわ

側の洗
せん

浄
じょう

には、
水
すい

道
どう

水
すい

を使
し

用
よう

する。



Q 136

12 -
012 

1 回
かい

の吸
きゅう

引
いん

で痰
たん

が取
と

り切
き

れなかったため、呼
こ

吸
きゅう

が落
お

ち着
つ

いたことを
確
かくにん

認して、再
さい

度
ど

吸
きゅう

引
いん

を行
おこな

った。

12 -
013 

経
けいかんえいよう

管栄養の実
じっ

施
し

時
じ

に、冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に保
ほ

管
かん

していた栄
えいようざい

養剤を指
し じ

示どおりの
温
おん

度
ど

にせずにそのまま注
ちゅうにゅう

入すると、低
ていけっとう

血糖を引
ひ

き起
お

こす。

12 -
014 

経
けいかんえいよう

管栄養の対
たい

象
しょう

である利
り

用
よう

者
しゃ

は、口
こうくう

腔ケアは必
ひつよう

要ない。

12 -
015 

経
けいかん

管栄
えいよう

養中
ちゅう

にしゃっくりがあった場
ば

合
あい

は、ただちに注
ちゅうにゅう

入を中
ちゅう

止
し

する。

12 -
016 

イルリガートル（注
ちゅうにゅう

入ボトル）を用
もち

いた経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養は、半
はん

固
こ

形
けい

化
か

栄
えい

養
よう

剤
ざい

を用
もち

いる。

12 -
017 

経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養のイルリガートル（注
ちゅうにゅう

入ボトル）は、利
り

用
よう

者
しゃ

の胃
い

から
栄
えい

養
よう

剤
ざい

の液
えきめん

面までが約
やく

50cm の高
たか

さになるようにする。



Q 137

12 -
018 

経
けい

鼻
び

経
けいかんえいよう

管栄養を行
おこな

っている利
り

用
よう

者
しゃ

の栄
えいよう

養チューブが 10cm 抜
ぬ

けて
いたので、介

かい

護
ご

福
ふく

祉
し

職
しょく

が抜
ぬ

けた部
ぶ

分
ぶん

を元
もと

に戻
もど

した。

12 -
019 

気
き

管
かん

カニューレ内
ない

の吸
きゅう

引
いん

は、吸
きゅう

引
いん

圧
あつ

をかけない状
じょう

態
たい

で吸
きゅう

引
いん

チューブ
を挿

そう

入
にゅう

する。





মানব মর্্যাদা এবং স্াধীনতা



A 002

উ�র / ব্যাখ্যা

1 -
001 

○○

জীবে রক্াোরী (োইফ ্সাদপাে্ক ) বিবেৎ্সার জে্য ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর পবরেল্পো, ব্যবিার-

োরী ব্যবতির োবখিৈ জীবে�াপে অজ্ক দের জে্য, ঐ ব্যবতি বেদজর বেব্কািে এবিং ব্সদ্ধান্ত 

গ্রিণ েরার উপর বভবত্ত েদর তৈবর েরা িয়। ৈাই, ব্যবতির অবভপ্রায়দে গুরুত্ব প্রোে েদর, 

পবরবৈ্ক ে েরা ্সম্ভব। 

1 -
002 

×
ঐ ব্যবতির অবভপ্রায়, ক্সই ্সময়োর শারীবরে ও মােব্সে অবস্া, পাবরপাবশ্্কে পবরদব-

কশর পবরবৈ্ক ে ইৈ্যাবের উপর বেভ্ক র েদর পবরবর্ৈসিৈ িদৈ পাদর। ক্সই োরদণ, অবভপ্রায় 

বেবচিৈ েরার আদোিো, প্রদয়াজে অেু্সাদর পুেরাবৃবত্ত েরা উবিৈ। 

1 -
003 

×
জীবে রক্াোরী (োইফ ্সাদপাে্ক ) বিবেৎ্সার জে্য ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর পবরেল্পো, বাবড় ও 

িা্সপাৈাদের উভয় স্াদেই বিবেৎ্সা গ্রিণ েরাদে েল্পো েদর তৈবর েরা িয়। বিবেৎ্সার 

মাধ্্যদম ব্যবতিগৈ পবরবৈ্ক েদে শুধ্ুমাত্র অেুমাে েরা েয়, ব্যবতির িারপাদশর পবরদবদশর 

বেদেও মদোবেদবশ েদর, ক্সই পবরদবদশর উন্নৈ েরার েষৃ্টিভবঙ্গর প্রদয়াজে রদয়দে। 

1 -
004 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির আরও ভাে োর্্সসিিং কেয়ার পবরদষবা বেব্কািে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েৈৃ্ক ে ক্সই ব্যবতিদে প্রদয়াজেীয় ৈথ্য প্রোে েরার প্রদয়াজে 

রদয়দে। 

1 -
005 

×
ব্যবতিটি ভববষ্যদৈও বেদজর বাবড়দৈ জীবে�াপে েরদৈ ইছুেে। এমে ব্যবতিদে প্রবৈষ্া-

কে ভর্ৈসি িওয়ার ্সুপাবরশ েরা ঠিে েয়। বাবড়দৈ জীবে�াপে েরার অবভপ্রায়দে ্সম্াে 

েদর, ব্যবতির উদদ্দগর ববষয় ্সম্পদে্ক  কশাোর প্রদয়াজে রদয়দে।  



A 003

1 -
006 

×
বুবঝদয় রাজী েরাদো, স্াধ্ীেৈার েষৃ্টিদোণ কথদে �থা�থ েয়। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র 

জে্য, ব্যবতির উদদ্গদে উপেবধি েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতি বেদজর শবতি ্সম্পদে্ক  ্সদিৈে 

িদয় োজ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

1 -
007 

○○

ক্মৈায়ে বেদৈ, অবধ্োর েবঘিৈ িওয়া বা বেপীবড়ৈ িওয়ার পবরবস্বৈদৈ থাো ব্য-

বিারোরী ব্যবতি বেজ কথদে ক্সই পবরবস্বৈ োটিদয় উঠার ক্মৈা অজ্ক ে েরদৈ ্সক্ম 

িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরাদে কবাঝায়।

1 -
008 

○○

অ্যাডদভাদেব্স বা ওোেবৈ, প্রবৈবেবধ্ত্ব েরা বা ব্যবিারোরী ব্যবতির অবধ্োদরর জে্য 

ওোেবৈ েরার অদথ্ক ব্যবহৃৈ িদয়, বেদজর অবভপ্রায় প্রোশ েরা েঠিে এমে ব্যবিার-

োরী ব্যবতির অবভপ্রায়দে প্রবৈবেবধ্ত্ব েরা কবাঝায়।

1 -
009 

○○

ইবডিদপদডিন্ট বেবভিং মুভদমদন্টর (IL মুভদমন্ট) কক্দত্র, স্াধ্ীেভাদব জীবে�াপে েরা িে 

"ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ বা তেেবদিে জীবে�াপদের জে্য অদে্যর উপর বেভ্ক রৈা হ্া্স েরার জে্য, 

বেদজর ্সদন্তাষজেে পেদদির উপর বভবত্ত েদর বেদজর জীবে পবরিােো েরা।" 

1 -
010 

×
প্রবৈবন্ী ব্যবতির স্াধ্ীে জীবে�াপে শুধ্ুমাত্র ্সুববধ্া বা কফব্সবেটি এবিং িা্সপাৈাে 

বেদয় অজ্ক ে েরা �ায় ো। ব্যবতির ্সদন্তাষজেে পেদদির উপর বভবত্ত েদর, �ৈো ্সম্ভব 

স্ােীয় েবমউবেটির মদধ্্য অজ্ক ে েরা উবিৈ।  

1 -
011 

○○

আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরার কক্দত্র, ক্সই ব্যবতির বেজ কথদে বেদজর ইছো 

অেু�ায়ী োজ েরাো গুরুত্বপূণ্ক। ক্সইজে্য, "বেজ কথদে ্সবরিয়ভাদব িোিে েরার" 

অবভপ্রায় থাোো অপবরিা�্ক।  



A 004

1 -
012 

×
ব্যবিারোরী ব্যবতির অবভপ্রায় ো থাোর পবরবস্বৈদৈ কজারপূব্কে স্াধ্ীেৈা অজ্ক ে 

েরাদো �ায়। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র জে্য, ব্যবিারোরীর অবভপ্রায় ো থাোর (অেুপ্রা-

বণৈ ো িওয়া) পেভূবমদে উপেবধি েদর, ্সবরিয়ভাদব জীবে �াপে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য, ঐ ব্যবতিদে অেুপ্রাবণৈ েরার প্রদয়াজে রদয়দে।  

1 -
013 

×
আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরা অথ্ক, অদে্যর ্সািা�্য গ্রিণ েরা োড়াই ্সববেেুই 

ঐ ব্যবতি বেদজদে বেদয় েরাদো েয় বরিং ঐ ব্যবতি বেদজ েরদৈ ্সক্ম ববষয় ঐ ব্যবতিদে 

বেদয় েরাদো অব্যািৈ করদে, বেদজর জীবে বেদজই পবরিােো েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরা। 

1 -
014 

○○

েরমাোইদজশদের ধ্ারণাটি বাস্তবায়ে েরার জে্য, জীবে�াপদে অভ্যস্ত এোো, জী-

বে�াপদে অভ্যস্ত বাবড়দৈ স্াভাববে জীবে�াপে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা 

প্রোে অব্যািৈ রাো প্রদয়াজে।

1 -
015 

×
রুদম ৈাো কেওয়া, বেদজর ইছোয় েরা োজদে ্সীমাবদ্ধ েরা িয় ববধ্ায় ম�্কাোদে 

অবজ্ঞার মদৈা এেটি োজ।



মানব সম্পর্্য  এবং যোর্াগাযোর্াগ



A 006

2 -
001 

○○

উোিরণস্রূপ, অে্য ব্যবতির ্সাদথ ক�াগাদ�াগ েরার ্সময়, করিাধ্াববিৈ কবাধ্ েরদে, ক্স 

্সম্পদে্ক  ্সদিৈে িদয়, ৈার বপেদের োরণদে বস্তুবেষ্ভাদব ববদলেষণ েরাো আত্ম-্সদি-

ৈেৈা বি্সাদব গুরুত্বপূণ্ক।

2 -
002 

×
আত্ম্সদিৈেৈা িে, বেদজর েম্ক, মূে্যদবাধ্, েু্সিংস্কার, পূব্ক ধ্ারণা, ব্যবতিত্ব ইৈ্যাবেদে 

বস্তুবেষ্ভাদব বেদজ ববদলেষণ েরা। 

2 -
003 

×
আস্ার ্সম্পে্ক  (্সিােুভূবৈপূণ্ক ্সম্পে্ক ) গদড় কৈাোর জে্য, প্রাথবমে প�্কাদয়, ব্যাে-ি্যা-

কেে বফডব্যাে প্রোে েরা, ্সম্বৈ জাবেদয় মাথা োড়াদোর মদৈা ্সিােুভূবৈ প্রোশ 

েরার ্সময় ব্যবিারোরী ব্যবতির কশ্রাৈায় পবরণৈ িওয়া গুরুত্বপূণ্ক।

2 -
004 

×
ববদয়্সদেদের ৭টি েীবৈর মদধ্্য "বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরার েীবৈর" পবরবদৈ্ক  "ইছোেৃ-

ৈভাদব আদবগ প্রোশ েরার" ববষয়বস্তু বেদে্ক শ েদর। ব্যবিারোরী ব্যবতি স্াধ্ীেভাদব 

ৈাদের আদবগ প্রোশ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ইছোেৃৈভাদব ্সম্পৃতি িওয়া গুরুত্বপূণ্ক 

( G001 কেেুে)। 

2 -
005 

×
"বেদজই প্রোশ েরা" িে ব্যবতির বেদজর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ ৈথ্য ব্যবতির বেদজর ইছোয় 

অে্য ব্যবতিদে অববিৈ েরা।

উ�র / ব্যাখ্যা



A 007

2 -
006 

○○

কজািাবরর জাোো িে, আত্ম-উপেবধিদে ্সমৃদ্ধ েদর, ক�াগাদ�াগ ্সিজৈর েরার জে্য 

বিন্তা েরার এেটি উপায়। ক�াগাদ�াগ েরার ্সময়, এদে অপদরর োদে বেদজদে প্রোশ 

েদর "মুতি েরা অিংশদে" ধ্ীদর ধ্ীদর প্র্সাবরৈ েরার ্সময় ববশ্াদ্সর ্সম্পে্ক  গদড় কৈাো 

( G001 কেেুে)। 

2 -
007 

○○

"ববিারিীে মদোভাব" িে বেদজর মূে্যদবাদধ্র উপর বভবত্ত েদর এেৈরফাভাদব অদে্যর 

্সমাদোিো ো েরা, বদ্ধ মে ো বেদয় ব্যবিারোরী ্সাদথ ্সম্পৃতি িওয়া 

( G001 কেেুে)।

2 -
008 

○○

"ব্যবতিেরণ" িে ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ব্যবতি বি্সাদব ববদবিো েরা এবিং প্রবৈটি ব্যবিা-

রোরীর জে্য ্সদব্কাত্তম ্সিায়ৈা পদ্ধবৈ অেু্সন্াে েদর, অবভন্ন ্সিায়ৈা পদ্ধবৈ প্রদয়াগ 

ো েরা ( G001 কেেুে)।

2 -
009 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ ্সম্পে্ক  গদড় ৈুেদৈ, ব্যবিারোরী ব্যবতি ৈার জীবে জদুড় 

কোে ববষয়টিদে গুরুত্ব বেদয় এদ্সদে, কোে ব্যবতিদে মূে্য বেদয়দে ইৈ্যাবের মদৈা 

জীবদের ইবৈিা্সদে ্সম্াে েরা ভাে। 

2 -
010 

○○

"স্পদশ্কর ইশারা বা আঙুদের ভাষা" োড়াও "আঙুদের করেইে" োমে ক�াগাদ�াগ পদ্ধবৈও 

রদয়দে। ববধ্র মােুষ বাইদর কথদে ৈথ্য কপদৈ ৈাদের স্পশ্ক অেুভূবৈর উপর বেভ্ক র েদর। 

2 -
011 

×
"্সিােুভূবৈপূণ্ক মদোভাব" িে ব্যবিারোরী ব্যবতির অেুভূবৈ ক্সই ব্যবতির অবস্াে কথদে 

উপেবধি েদর ্সম্পৃতি িওয়া।



A 008

2 -
012 

○○

বেবেৈ বাৈ্ক ার ক�াগাদ�াদগর কক্দত্র, েীর্্ক বাে্য বেদে অববিৈ েরার িাইদৈ ডায়াগ্রাম, 

েবব এবিং েীওয়াড্ক  ব্যবিার েদর ববষয়বস্তু কবাঝাদো ভাদো।

2 -
013 

○○

কেট্াদলেবজয়ায় আরিান্ত িওয়া এবিং েথা বেদৈ অ্সুববধ্া িওয়া ব্যবতির জে্য ক�াগা-

ক�াদগর পদ্ধবৈ বি্সাদব, ট্ান্সপাদরন্ট েবমউবেদেশে কবাড্ক  োড়াও, গুরুৈরভাদব প্রবৈব-

ন্ী ব্যবতির জে্য ক�াগাদ�াদগর �ন্ত্র রদয়দে। ্সামাে্য েড়ািড়া েরার কক্দত্রও বিেদ�াগ্য 

েদথাপেথে ্সিায়ৈা েরার �ন্ত্রও ব্যবিার েরা �ায়। 

2 -
014 

○○

বেবেৈ বাৈ্ক ার কক্দত্র কোে েৈুে ববদশষ বশক্ণীয় েক্ৈার প্রদয়াজে িয় ো ববধ্ায় 

্সম্প্রবৈ শ্রবণশবতি িারাদো কপাস্ট-বেঙ্গয়ুাে ববধ্র ব্যবতির ্সাদথ ক�াগাদ�াদগর মাধ্্যম 

বিদ্সদব ো�্কের।

2 -
015 

×
বেবেৈ বাৈ্ক া, এে জদের ্সাদথ আদরেজদের বদ্পাবক্ে ক�াগাদ�াদগর কক্দত্র এেটি 

ো�্কের উপায়। বতৃিৈা ইৈ্যাবের কক্দত্র, ববপুে ্সিংে্যে শ্রবণ-প্রবৈবন্ী মােুদষর োদে 

ৈথ্য কপৌঁঁদে কেওয়ার জে্য "্সারািংশ কেো" (েবম্পউোর ইৈ্যাবে ব্যবিার েদর েণ্ঠস্রদে 

কেক্সদে পবরবৈ্ক ে েদর ব্রিদে প্রদজক্ট বা প্রবক্প্ত েরা) ো�্কের িদয় থাদে। 



লা�ন�ং পেয়�

■ববযো়েসযোেযোর্র ৭টি নীবত

ব্যবতিেরণ
প্রবৈটি ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ব্যবতি বি্সাদব ববদবিো েদর ্সিায়ৈার ্সবদিদয় 

উপ�ুতি পদ্ধবৈ বাস্তবায়ে েরার কিষ্া েরা।

ইছোেৃৈভাদব আদবগ 

প্রোশ েরা

ব্যবিারোরী ব্যবতি স্াধ্ীেভাদব ৈাদের আদবগ প্রোশ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য ্সম্পৃতি িওয়া। 

বেয়বন্ত্রৈ আদবগময় 

্সম্পৃতিৈা

্সিায়ৈা প্রোেোরী ব্যবতির বেদজর আদবগ বেয়ন্ত্রণ েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতি-

কে ইছোেৃৈভাদব ্সাড়া প্রোে েরা।

গ্রিণ েরা
ব্যবিারোরী ব্যবতির মদোভাব এবিং আিরণদে, ক�মেটি আদে ঠিে কৈমবে 

গ্রিণ েরা। 

ববিারিীে মদোভাব ব্যবিারোরী ব্যবতিদে এেৈরফাভাদব ্সমাদোিো বা ববিার েরা উবিৈ েয়। 

বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরা
ব্যবিারোরী ব্যবতির বেদজর ব্সদ্ধাদন্তর উপর বভবত্ত েদর ্সম্স্যা ্সমাধ্াদের বেে 

বেধ্্কারণ েরা। 

কগাপেীয়ৈা রক্া ব্যবিারোরী ব্যবতির োে কথদে জােদৈ পারা কগাপে ববষয় ফঁা্স ো েরা। 

■যো�াহাবরর �ানালা

① উন্মুক্ত র্রা অংশ ② ব্াইন্ড স্পযোের অংশ

④ অ�ানা অংশ③ লমুবর্যো়ে যোেলা অংশ

বেদজ জােদৈ পারা

অ
ে্যরা জ

ােদৈ পারা
অ

ে্যরা জ
ােদৈ ো পারা

বেদজ জােদৈ ো পারা

G 001





সামাব�র্ যোবাঝাপড়া



A 010

উ�র / ব্যাখ্যা

3 -
001 

○○

বেদজ বশশু বি্সাদব জন্ম গ্রিণ েদর, কবদড় ওঠা পবরবারদে স্াভাববে বা জন্মগৈ পবরবার 

বো িয়। উপরন্তু, বেদজর ইছোয় জীবে্সঙ্গী কবদে বেদয়, েৈুেভাদব গঠিৈ িওয়া পবরবা-

রদে প্রবৈষ্ঠিৈ পবরবার বা বিংশবৃবদ্ধর পবরবার বো িয়।  

3 -
002 

×
আত্মীয় বেদৈ ষষ্ বডগ্রী বা মাত্রার জন্ম্সূদত্র আত্মীয়ৈার মদধ্্য রতি ্সম্পেীমী য় আত্মীয়, 

স্ামী/স্তী, এবিং ৈৃৈীয় বডগ্রী বা মাত্রার জন্ম্সূদত্র আত্মীয়ৈার মদধ্্য বববাদির ্সূদত্রর 

আত্মীয়দে কবাঝায়। বববাদির ্সূদত্রর আত্মীয় বেদৈ বেদজর স্ামী / স্তীর রতি ্সম্পেীমী য় 

আত্মীয় বা বেদজর রতি ্সম্পেীমী য় আত্মীদয়র স্ামী / স্তীদে কবাঝায়। 

3 -
003 

×
জীবেদে ্সিায়ৈাোরী ফািংশে বেদৈ এেজে ব্যবতির কবঁদি থাোর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ 

কু্ধ্া এবিং ক�ৌে আোঙ্কার ৈৃবপ্ত, বেরাপত্তা অজ্ক দের ফািংশেদে কবাঝায়। 

3 -
004 

○○

পাদ্স্কাোবেটি ফািংশেদে গঠেমূেে ফািংশে এবিং বস্বৈশীে ফািংশদে কশ্রণীবদ্ধ েরা 

িয়। বস্বৈশীে ফািংশে বেদৈ শুধ্ুমাত্র পবরবার েৈৃ্ক ে কশয়ার েরা বিত্তববদোেদের 

ফািংশেদে কবাঝায়। 

3 -
005 

○○

কেয়ার ফািংশে িে, োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়াজে রদয়দে এমে ্সে্স্যদে পবরবার েৈৃ্ক ে 

্সমথ্কে েরার ফািংশদের পাশাপাবশ পবরি�্কাোরী বা এে্সাদথ ব্সবা্সোরী পবরবার 

এদে অপরদে মােব্সে এবিং ্সামাবজেভাদব ্সমথ্কে েরার ফািংশে।



A 011

3 -
006 

○○

"আঞ্চবেে অন্তভু্কবতিমূেে ্সমাজ" েম জন্মিার এবিং েীর্্কায়ুর ্সম্স্যা বা উলেম্বভাদব 

ববভতি ্সামাবজে বেরাপত্তা ব্যবস্া প�্কাদোিো েদর, ্সব স্ােীয় বাব্সদিা ৈাদের ভূবমো 

পােে েদর, এদে অপরদে ্সমথ্কে েরার ্সময় বেদজর মদৈা েদর ্সবরিয় থােদৈ ্সক্ম 

স্ােীয় েবমউবেটি গঠে েরাদে েক্্য বি্সাদব বেদয়দে।

3 -
007 

×
"আঞ্চবেে অন্তভু্কবতিমূেে ্সমাদজর" পরামশ্ক ্সিায়ৈা ব্যবস্া বয়স্ক ব্যবতির জে্য ববদশ-

ষাবয়ৈ েয়। প্রবৈটি উবদেষ্ ব্যবতির কক্দত্রর উপর বেভ্ক র েরা ্সিায়ৈাদে অবৈরিমোরী 

ব্যাপে পরামশ্ক ্সিায়ৈা ব্যবস্া গঠে েরার প্রদয়াজে রদয়দে।  

3 -
008 

×
বের্েসিষ্ অোভজেে ্সিংগঠে িে, বের্েসিষ্ অোভজেে ্সিংগঠে প্রবৈ্ক ে আইদের 

মাধ্্যদম বেধ্্কাবরৈ এেটি ্সিংগঠে, �ার মূে উদদেশ্য িে বের্েসিষ্ অোভজেে ো�্করিম 

পবরিােো েরা িদেও, অথ্ক উপাজ্ক ে েরার কক্দত্র কোে বববধ্বেদষধ্ কেই।

3 -
009 

○○

প্রৈ্যবয়ৈ বের্েসিষ্ অোভজেে ্সিংগঠদের মদধ্্য বের্েসিষ্ মােেণ্ড পূরণোরী ্সিংগঠেদে 

ক�াগ্য েৈৃ্ক পক্ (বপ্রদফেিার / ্সরোর মদোেীৈ শির) েৈৃ্ক ে স্ীেৃৈ ্সিংগঠে বো িয়। 

প্রৈ্যবয়ৈ বের্েসিষ্ অোভজেে ্সিংগঠদের কক্দত্র োেোরী পক্, োেগ্রিণোরী পক্, 

উভদয়র জে্য ে্যাক্স ্সুববধ্া গ্রিণ েরা ্সম্ভব। 

3 -
010 

○○

ক্সা্স্যাে ে্যাবপোে বেদৈ, ্সমাজ এবিং স্ােীয় েবমউবেটির মদধ্্য ব্যবতিগৈ ্সিংদ�াগ, 

্সামাবজে কেেওয়াে্ক , োগবরে অিংশগ্রিণ এবিং ক্সটি কথদে উদূ্ৈ পারস্পবরে ্সুববধ্া-
োে ও ববশ্া্সদ�াগ্যৈার বেয়মদে কবাঝায়। এোড়াও, ক্সা্স্যাে ে্যাবপোদের প্রিার, স্া-

কস্্যর উন্নবৈ এবিং মৃৈু্যিার হ্া্সদেও প্রভাববৈ েদর বদে প্রমাবণৈ িদয়দে। 

3 -
011 

○○

ক্মৈায়ে িে, মূেৈ উবদেষ্ ব্যবতির শবতিদে কেদে বৃবদ্ধ েরাদে েক্্য বি্সাদব কেয়া 

এেটি ধ্ারণা। ্সাম্প্রবৈে বেরগুবেদৈ, পবরবার বা ্সিংগঠে, অঞ্চদের দ্রুৈ ো�্কোবর-

ৈার দ্রুৈ অবেবৈর প্রবৈবরিয়ায়, েক্্য বি্সাদব কগাষ্ঠী এবিং স্ােীয় বাব্সদিাদেরও অন্ত-

ভু্কতি েরদে। 
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3 -
012 

○○

োদজর িি্ক ার ্সিংস্কার ্সম্পর্েসিৈ আইে (োদজর িি্ক ার ্সিংস্কাদরর প্রিাদরর জে্য ্সম্পর্েসিৈ 

আইদের উন্নবৈ ্সম্পর্েসিৈ আইে), বববভন্ন ধ্রদণর োদজর িি্ক া বেব্কািে েরদৈ ্সক্ম 

্সমাজ, েীর্্ক োদজর ্সময় ্সিংদশাধ্ে, েম্ক্সিংস্াদের অবস্া বের্বসিদশদষ ে্যা�্য আিরণ 

বেবচিৈ েরা ইৈ্যাবের বাস্তবায়দের উদদেদশ্য প্রণয়ে েরা িদয়বেে।

3 -
013 

○○

"ওয়াে্ক  োইফ ব্যাোন্স" বেদৈ োজ ও জীবদের ভার্সাম্যদে কবাঝায়। শুধ্ু োজ েয়, 

েমীমী দের শারীবরে ও মােব্সে স্াস্্য বা জীবে�াত্রার পবরবৈ্ক দের ্সাদথ ্সামঞ্জ্স্য করদে, 

অব্সর ্সমদয়র েক্ ব্যবিারও গুরুত্বপূণ্ক িদয় উদঠদে। 

3 -
014 

○○

জাপাদে, েম্ক্সিংস্াে বীমা বা েমীমী র জে্য প্রদ�াজ্য অে্যাে্য বববভন্ন ব্যবস্ায় বেয়বমৈ 

েমীমী র অিংশগ্রিদণর িার অবেয়বমৈ েমীমী র ৈুেোয় অদেে কববশ। 

3 -
015 

×
2019 ্সাদের "শ্রম শবতির জবরপ" (পবর্সিংে্যাে বু্যদরা, অভ্যন্তরীণ ববষয় ও ক�াগাদ�াগ 

মন্ত্রোেয়) অেু্সাদর, 2011 ্সাে কথদে 65 বের বা ৈার কববশ বয়্সী ব্যবতির েম্ক্সিংস্া-

কের িার বৃবদ্ধ পাদছে।

3 -
016 

○○

2019 ্সাদের "শ্রম শবতির জবরপ" (পবর্সিংে্যাে বু্যদরা, অভ্যন্তরীণ ববষয় ও ক�াগাদ�াগ 

মন্ত্রোেয়) অেু্সাদর, অবেয়বমৈ েম্ক্সিংস্াদের অেুপাৈ 38.2%, �া কমাে েমীমী র 

্সিংে্যার এে-ৈৃৈীয়ািংদশরও কববশ। এ োড়া েণ্ডোেীে েমীমী র অেুপাৈ, অবেয়বমৈ 

েমীমী র ্সিংে্যার 70% েেে েদর আদে। 

3 -
017 

×
কমাে জে্সিংে্যার ৈুেোয় েম জেবহুে এোোর জে্সিংে্যার অেুপাদৈর পবরবৈ্ক ে 

কেেদে কবাঝা �ায় ক�, জে্সিংে্যার ্সম্স্যা কেো বেদৈ শুরু েরা 1960 ্সাদে 21.8%, 2015 

্সাদে 8.6% এ হ্া্স পাওয়া অব্যািৈ কথদে, প্রশবমৈ িদছে ো (2018 ্সাদের ্সিংস্করণ "েম 

জে্সিংে্যার ববরুদদ্ধ ব্যবস্ার বৈ্ক মাে অবস্া" অভ্যন্তরীণ ববষয়ে ও ক�াগাদ�াগ মন্ত্রণােয়)।
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3 -
018 

○○

আবা্সে, বশল্প, বাবণবজ্য, ব্যব্সা, জেদ্সবা ইৈ্যাবের মদৈা শিদরর ফািংশে বা ো�্কোবরৈা কমােরা-

ইদজশদের ববোদশর ্সাদথ শিরৈবেদৈ ্সদর �াওয়ার মাধ্্যদম, ে্যাবভদেশে কফদোদমোর (কডাোে 

কফদোদমো) র্েো র্েদে ("জবমদে বর্দর ্সাম্প্রবৈে পবরবস্বৈ ্সম্পদে্ক " জাৈীয় স্াবেে পবরেল্পো 

এবিং আঞ্চবেে েীবৈ বু্যদরা, ভূবম, অবোঠাদমা, পবরবিে ও প�্কেে মন্ত্রণােয় (জেু 2018))। 

3 -
019 

×
্সমববিৈ েবমউবেটি কেয়ার ব্সদস্টদম বেদজদে ্সিায়ৈা েরার অথ্ক িে, ্সরোবর ্সিায়ৈা 

ব্যবিার ো েদর বেদজর োজ বেদজ েদর, বেজ কথদে স্াস্্য ্সিংরক্ণ (ক্সেফ কেয়ার) 

বা বাজাদরর পবরদষবা রিয় েদর, স্াধ্ীেভাদব জীবে�াপে েরা। ্সরোবর ্সািা�্য ব্যবিার 

েরা িে ্সরোবর ্সিায়ৈা ( G002 কেেুে)।  

3 -
020 

×
্সমববিৈ েবমউবেটি কেয়ার ব্সদস্টদম পারস্পবরে ্সিায়ৈা, ্সরোবর ্সিায়ৈার পাশাপাবশ ্সামাবজে বেরাপত্তা ব্য-

বস্ার মদধ্্যও অন্তভু্কতি। ্সামাবজে বেরাপত্তা ব্যবস্া, ্সামাবজে েে্যাণ ্সিায়ৈা ব্যবস্া (্সরোবর ্সিায়ৈা) এবিং 

্সামাবজে বীমা ব্যবস্া (পারস্পবরে ্সিায়ৈা) বেদয় গঠিৈ িয় এবিং পারস্পবরে ্সিায়ৈার ্সামাবজে বীমা ব্যবস্া, 

বপ্রবময়ামদে ৈিববদের প্রধ্াে উৎ্স বি্সাদব বেদয় পারস্পবরে ্সিায়ৈার রূপ গ্রিণ েদর ( G002 কেেুে)।  

3 -
021 

○○

্সরোবর ্সিায়ৈার মাধ্্যদম, বেদজদে ্সিায়ৈা েরা / পারস্পবরে ্সিায়ৈা / প্রবৈদবশীদের মদধ্্য ্সিায়ৈা েরার কক্দত্র কমাোদবো 

েরা ্সম্ভব েয়, এমে োবরদ্র ইৈ্যাবের জে্য ্সরোবর ব্যদয় প্রদয়াজেীয় জীবদের বেরাপত্তা প্রোে েরা িয়। প্রবৈদবশীদের মদধ্্য 

্সিায়ৈা বেদৈ, প্রবৈদবশীদের মদধ্্য পারস্পবরে ্সিদ�াবগৈা বা কস্ছোদ্সবদের মদধ্্য পারস্পবরে ্সিায়ৈার মদৈা অোেুষ্াবেে 

পারস্পবরে ্সিায়ৈাদে কবাঝায়। পারস্পবরে ্সিায়ৈা িে ্সামাবজে বীমার মদৈা প্রাবৈষ্াবেেীেৃৈ পারস্পবরে ্সািা�্য।  

3 -
022 

○○

প্রবৈদবশীদের মদধ্্য ্সিায়ৈা িে প্রবৈদবশীদের মদধ্্য পারস্পবরে ্সিদ�াবগৈা এবিং এমে 

এেটি কস্ছোদ্সবী েম্কোণ্ড �ার ব্যয় প্রাবৈষ্াবেেভাদব বিে েরা িয় ো। 

3 -
023 

○○

্সামাবজে বেরাপত্তা, োর্্সসিিং কেয়ার ্সম্পর্েসিৈ ্সম্স্যার ্সম্ুেীে ব্যবতি োড়াও োবরদ্র্য, 

অ্সুস্ৈা, কবোরত্ব, বশশু োেে-পােে, োর্্সসিিং কেয়ার ইৈ্যাবের মদৈা জীবদের ্সম্স্যার 

্সম্ুেীে ব্যবতিদে েক্্য বি্সাদব বেদয় থাদে। 
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3 -
024 

○○

্সামাবজে বেরাপত্তা, ক্সফটি কেে (বেরাপত্তা কবষ্েী) বিদ্সদব োজ েদর। ইোবেিং পারস্প-

বরে ্সিায়ৈার উপর বভবত্ত েদর, বৈে-স্তরীয় বেরাপত্তা কবষ্েী েক্্য বি্সাদব করদে, প্রথম 

স্তদর েম্ক্সিংস্াে (শ্রম) বীমা, ্সামাবজে বীমা, বদ্ৈীয় স্তদর েবরদদ্রর জে্য ্সিায়ৈা ব্যবস্া 

এবিং ৈৃৈীয় স্তদর ্সরোবর ্সিায়ৈা (্সামাবজে বেরাপত্তা) ব্যবস্া ববে্যমাে রদয়দে।  

3 -
025 

×
এেজে িুবতিবদ্ধ েম্কিারী িদেও, বেদয়াগেৈ্ক া েৈৃ্ক ে 1 বের বা ৈার কববশ ্সময়োদের 

জে্য বেদয়াগপ্রাপ্ত িদে, প্রবৈপাবেৈ িওয়া বশশু কেড় বের বয়দ্স কপৌঁঁোদো প�্কন্ত, শ্রম 

িুবতির কময়াে কশষ ো িওয়া ব্যবতি মাৈৃত্বোেীে েুটি গ্রিণ েরদৈ পারদব। েম্ক্সিংস্াে 

বীমা আইদের বভবত্তদৈ মাৈৃত্বোেীে েুটির ্সুববধ্া প্রোে েরা িয়। 

3 -
026 

×
জােুয়ারী 2017 ্সাে কথদে, োর্্সসিিং কেয়ার েুটির েদক্্যর পবরবাদরর প্রবৈ ্সেদ্স্যর জে্য 

বৈেবাদর ্সীমাবদ্ধ েরা িদয়দে এবিং ভাগ েদর কমাে 93 বেে প�্কন্ত েুটি গ্রিণ েরা ্সম্ভব। 

েদক্্যর পবরবাদরর ্সে্স্যরা িদেে স্ামী/স্তী, বাবা-মা, ্সন্তাে, স্ামী / স্তীর বাবা-মা, োো-

োবে, ভাইদবাে ও োবৈ-োৈবে এবিং আোোভাদব ব্সবা্স েরা পবরবাদরর ্সে্স্যরাও ক�াগ্য। 

3 -
027 

○○

মাৈৃত্বোেীে েুটি, 1991 ্সাদে মাৈৃত্বোেীে েুটি ্সম্পর্েসিৈ আইে বি্সাদব প্রণীৈ 

িদয়বেে। 1995 ্সাদে োর্্সসিিং কেয়ার েুটি �ুতি েদর, বশশুর �ত্ন /োর্্সসিিং কেয়ার েুটি ্সিং-

রিান্ত আইে (মাৈৃত্বোেীে েুটি েুটি বা োর্্সসিিং কেয়ার েুটির মদৈা বশশু �ত্ন বা পবরবা-

করর �দত্ন বেদয়াবজৈ েমীমী দের েে্যাণ ্সিংরিান্ত আইে) প্রণয়ে েরা িদয়বেে।  

3 -
028 

○○

োম বা িােবরর ধ্রে বের্বসিদশদষ,মজবুর গ্রিণ েরা ্সেে ব্যবতি, শ্রবমদের েরু্্কেোজবেৈ 

ক্বৈপূরণ বীমা ব্যবস্ার অধ্ীদে বীমা ্সুববধ্া গ্রিণ েরার জে্য ক�াগ্য ব্যবতি বি্সাদব 

ববদববিৈ িয়।

3 -
029 

×
োজ ্সম্পর্েসিৈ আর্াদৈর জে্য ক্বৈপূরদণর োয়বদ্ধৈা ্সার্বসিেভাদব বেদয়াগেৈ্ক ার 

রদয়দে ববধ্ায়, বেদয়াগেৈ্ক াদে ্সেে ব্যয় বিে েরদৈ িয়। 
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3 -
030 

×
শ্রবমদের েরু্্কেোজবেৈ ক্বৈপূরণ বীমার ্সুববধ্া, েম্করৈ অবস্ায় বা �াৈায়াদৈর ্সময় 

কোদো েদু�্কাগ বা েরু্্কেোর োরদণ শ্রবমদের অ্সুস্ৈা, আর্াৈ, অক্মৈা বা মৃৈু্যর কক্দত্র 

প্রোে েরা িয় ববধ্ায়, �াৈায়াদৈর ্সময় েরু্্কেোর কক্দত্রও এটি প্রদ�াজ্য। উপরন্তু, োদজর 

্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ মােব্সে িাদপর োরদণ মােব্সে অ্সুেও বীমা ্সুববধ্ার আওৈায় পদড়। 

3 -
031 

○○

শ্রবমদের েরু্্কেোজবেৈ ক্বৈপূরণ বীমা ব্যবস্া, শ্রবমদের জে্য এেটি বেরাপত্তা ব্যবস্া 

িওয়ায় বীমা ্সুববধ্ার আওৈায় পদড় ো। এই োরদণ, ববদশষ ্সে্স্যৈার ব্যবস্া আদে 

এবিং কোে ও মাঝাবর ব্যব্সার মাবেে, এেে বপৈামাৈা এবিং অে্যাে্য স্-বে�ুতি ব্যবতি-

কে েক্্য বি্সাদব কেয়া িদয়দে। 

3 -
032 

○○

্সিংববধ্াদের ধ্ারা 25, উপ-ধ্ারা 1 এ, "্সেে োগবরদের এেটি েূ্যেৈম মাদের ্সুস্ ও 

্সিংসৃ্কবৈময় জীবদের অবধ্োর রদয়দে।" উপ-ধ্ারা 2 এ "রাষ্ট্রদে জীবদের ্সেে কক্দত্র 

্সামাবজে েে্যাণ, ্সামাবজে বেরাপত্তা এবিং জেস্াদস্্যর উন্নবৈ ও প্রিাদরর জে্য প্রদিষ্া 

িাোদৈ িদব।" মদম্ক কবঁদি থাোর অবধ্োর বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে।

3 -
033 

○○

্সামাবজে েে্যাণ আইে িে, প্রশা্সবেে রায় বভবত্তে ব্যবস্া কথদে িুবতি ব্যবস্ায় রূপান্তরদে 

েক্্য বি্সাদব কেয়া ্সামাবজে েে্যাদণর কমৌবেে োঠাদমাগৈ ্সিংস্কাদরর অিংশ বি্সাদব, 2000 

্সাদে প্রাতিে ্সমাজেম্ক আইে কথদে েৈুে োমেরণ এবিং ্সিংদশাধ্ে েরা আইে। ্সমাজেে্যাণ 

্সম্পর্েসিৈ আইদে েে্যাণমূেে পবরদষবার ্সাধ্ারণ কমৌবেে ববষয়গুবে বেধ্্কারণ েরা িদয়দে।  

3 -
034 

×
75 বা ৈার কববশ বয়্সী বয়স্ক মােুদষর জে্য বীমা বপ্রবময়াদমর আর্থসিে উৎদ্সর অেুপাৈ 

িে, ্সরোবর ৈিববে প্রায় 50% (কেশ: বপ্রদফেিার: কপৌঁর্সভা = 4:1:1), অবৈ বৃদ্ধ ব্যবতি 

োড়া অে্য ব্যবতির জে্য বীমা বপ্রবময়াম প্রায় 40%, অবৈ বৃদ্ধ ব্যবতি প্রায় 10% এবিং অবৈ 

বৃদ্ধ ব্যবতির অেুপাৈ কু্দ্রৈম। 

3 -
035 

○○

্সামাবজে বেরাপত্তা ্সুববধ্ার ব্যয় বেদৈ, এে বেদর োগবরেদে প্রোে েরা ্সামাবজে 

বেরাপত্তা ব্যবস্ার ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ কমাে অথ্ক এবিং পবরদষবার পবরমাণদে কবাঝায়। 2017 

্সাদের ্সামাবজে বেরাপত্তা ্সুববধ্ার ব্যদয়র আর্থসিে উৎ্স বি্সাদব ্সামাবজে বীমা বপ্রবম-

য়াম 50.0%, ের (্সরোবর ৈিববে) 35.3%, এবিং অে্যাে্য আয় 14.7% বেে ।  
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3 -
036 

×
্সামাবজে বেরাপত্তার ভৈু্কবে ্সম্পূণ্কভাদব ের দ্ারা অথ্কায়ে েরা িয়। করেেডাউদের 

বি্সাদব, জাৈীয় ্সরোর বৈে-িৈুথ্কািংশ, বাস্তবায়েোরী ্সিংস্া বি্সাদব স্ােীয় ্সরোর 

(বপ্রদফেিার, শির, বা েে্যাণ অবফ্স প্রবৈষ্া েরা শির ও গ্রাম) এে-িৈুথ্কািংদশর ব্য-

য়ভার বিে েদর।  

3 -
037 

○○

2020 ্সাদের কমাে জে্সিংে্যা (আেুমাবেে) িে 125.88 বমবেয়ে জে এবিং আদগর 

বেদরর ৈুেোয় 290,000 জে (0.23%) হ্া্স কপদয়, 2011 ্সাে কথদে োো 9 বের ধ্দর 

হ্া্স পাদছে।

3 -
038 

×
োর্্সসিিং কেয়ার বীমা আইদের 1 ধ্ারায়, "োর্্সসিিং কেয়ার প্রদয়াজে ব্যবতিদের ম�্কাো অকু্ন্ন 

করদে,ৈাদের ্সামথ্ক্য অেু�ায়ী স্াধ্ীে তেেবদিে জীবে পবরিােো েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য, বীমা ্সুববধ্া প্রোে েরা িয়।" মদম্ক বেধ্ারণ েরা িদয়দে। 

3 -
039 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার পবরদষবা প্রশা্সবেে রায় বভবত্তে ব্যবস্া কথদে িুবতি ব্যবস্ায় পবরবর্ৈসিৈ 

িদয়, ব্যবিারোরী ব্যবতি কেব্রিে পবরদষবা এবিং কব্সরোরী বাবণবজ্যে প্রবৈষ্াে ্সি েী-

র্্কদময়ােী �ত্ন পবরদষবা প্রোেোরীদের মদধ্্য প্রবৈদ�াবগৈার েীবৈও িােু েরা িদয়দে। 

3 -
040 

○○

্সমববিৈ পবরদষবা িে, োর্্সসিিং কেয়ার বীমা পবরদষবা এবিং প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য 

েে্যাণ পবরদষবার উভয় ক্সবার জে্য এেই ব্যব্সা প্রবৈষ্াে েৈৃ্ক ে প্রোে েরা পবরদষবা। 

কিাম কিল্প ্সার্ভসি্স, কড ্সার্ভসি্স, শে্ক  কস্ট'র বৈে ধ্রদের পবরদষবা রদয়দে।  

3 -
041 

×
ববিরাগৈ করাগীদের পুেব্কা্সে িে এেটি োর্্সসিিং কেয়ার বীমার পবরদষবা এবিং প্রবৈবন্ী 

ব্যবতিদের জে্য েে্যাণ পবরদষবায় অন্তভু্কতি েয় ববধ্ায় ্সমববিৈ পবরদষবার কক্দত্র প্র-

ক�াজ্য েয়৷
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3 -
042 

○○

োর্্সসিিং কেয়াদরর জে্য বিবেৎ্সা কে্রি িে, কমবডদেে ও োর্্সসিিং কেয়াদরর জে্য স্াস্্যদ্সবা কেদ্রির পবরবদৈ্ক  েৈুেভাদব প্র-

বৈষ্ঠিৈ এেটি োর্্সসিিং কেয়ার বীমা ্সুববধ্া। প্রবৈবেে োর্্সসিিং কেয়ার প্রদয়াজে এমে ব্যবতিদের েক্্য বি্সাদব বেদয়, আদরাগ্য 

োদভর জে্য ব্যবস্াপো, োর্্সসিিং কেয়ার, বিবেৎ্সা ব্যবস্াপোর অধ্ীদে োর্্সসিিং কেয়ার / ো�্কেরী প্রবশক্ণ োড়াও অে্যা-

ে্য প্রদয়াজেীয় বিবেৎ্সা ক্সবা বা তেেবদিে জীবদের �ত্ন প্রোে েরার জে্য এেটি ্সুববধ্া বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে।  

3 -
043 

×
বেয়বমৈ েিে প্রোে / প্রদয়াজে অেু্সাদর বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার, 2012 

্সাদের ্সিংদশাধ্দের মাধ্দম প্রবৈষ্ঠিৈ এেটি অঞ্চে বভবত্তে পবরদষবা। মােব্সে এবিং 

শারীবরে অবস্ার উপর বেভ্ক র েদর, বেদে 24 র্ন্টা, বেদর 365 বেে প্রদয়াজেীয় ক্সবা, 

েমেীয়ৈার ্সাদথ প্রোে েরার জে্য এেটি পবরদষবা।  

3 -
044 

○○

বাবড়দৈ বিবেৎ্সা / োর্্সসিিং কেয়াদরর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ প্রিার প্রেল্প, 2015 ্সাদের ্সিংদশা-

ধ্দের মাধ্্যদম, আঞ্চবেে ্সিায়ৈা প্রেল্প বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। এই প্রেল্পটি, 

বাবড়দৈ বিবেৎ্সা প্রোে এবিং োর্্সসিিং কেয়ার পবরদষবাদে ্সমববিৈ ব্যবস্া বি্সাদব গদড় 

কৈাোদে েক্্য বি্সাদব বেদয়দে। 

3 -
045 

×
বডদমেবশয়ার জে্য ্সিদ�াবগৈার োবয়দত্ব থাো ব্যবতিদে, 2009 ্সাদের োর্্সসিিং কেয়ার 

বীমা আইদের ্সিংদশাধ্দের মাধ্্যদম, আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা কেদ্রি বেদয়াগ োদের 

ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরা িদয়দে। উদদেশ্য িে বডদমেবশয়া করাগ বিবেৎ্সা কেদ্রির ্সাদথ ্সি-

ক�াবগৈা েরা।  

3 -
046 

○○

প্রাথবমে বীমােৃৈ ব্যবতির প্রদয়াজেীয় ক�াগ্যৈা িে কপৌঁর্সভা এোোর মদধ্্য ব্সবা্স েরা 

ও বয়্স 65 বা ৈার কববশ িওয়া। োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়াজে বা ্সিায়ৈার প্রদয়াজে রদয়দে 

বদে প্রৈ্যবয়ৈ িদে, োর্্সসিিং কেয়ার ্সুববধ্া গ্রিণ েরা ক�দৈ পাদর। মাধ্্যবমে বীমােৃৈ ব্যবতির 

প্রদয়াজেীয় ক�াগ্যৈা িে, বয়্স 40 বেদরর কববশ িওয়া ও বিবেৎ্সা বীমার গ্রািে িওয়া।  

3 -
047 

×
োর্্সসিিং কেয়ার বীমা ব্যবস্ার প্রাথবমে বীমােৃৈ ব্যবতির বীমার বপ্রবময়াম, বীমাোরী 

কপৌঁর্সভা ্সিংগ্রি েদর থাদে। মাধ্্যবমে বীমােৃৈ ব্যবতির বীমার বপ্রবময়াম, বিবেৎ্সা 

বীমাোরী েৈৃ্ক ে বিবেৎ্সা বীমা বপ্রবময়াদমর ্সাদথ ্সিংগ্রি েরা িয়।  
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3 -
048 

×
পাবরবাবরে োর্্সসিিং কেয়ার ্সিায়ৈা প্রেল্প এর মদধ্্য কস্ছোদ্সবী প্রেদল্পর অন্তভু্কতি। কস্ছো-

ক্সবী প্রেল্প িে, স্ােীয় এোোর অবস্া অেু�ায়ী কপৌঁর্সভা েৈৃ্ক ে স্াধ্ীেভাদব বাস্তবায়ে 

েরা প্রেল্প। পাবরবাবরে োর্্সসিিং কেয়ার ্সিায়ৈা প্রেদল্পর মদধ্্য পাবরবাবরে োর্্সসিিং কেয়ার 

ক্া্স বা বডদমেবশয়ায় আরিান্ত বৃদ্ধ ব্যবতিদে প�্কদবক্ণ েরার প্রেল্প ইৈ্যাবে রদয়দে।   

3 -
049 

×
প্রবৈদরাদধ্র ্সুববধ্া, োর্্সসিিং কেয়ার ্সুববধ্ার মদৈাই এেইভাদব, োর্্সসিিং কেয়ার বীমা ব্যবস্ার বীমা 

্সুববধ্ার অন্তভু্কতি। োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / তেেবদিে জীবেদে ্সিায়ৈা েরার ্সার্বসিে প্রেল্প, 2014 

্সাদের োর্্সসিিং কেয়ার বীমা আইদের ্সিংদশাধ্দের মাধ্্যদম, োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / জীবেদে ্সিায়ৈা 

েরা ক্সবার প্রেল্প, (প্রাথবমে প্রেল্প) এবিং ্সাধ্ারণ োর্্সসিিং কেয়ার প্রেল্প বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ েরা িদয়দে।  

3 -
050 

×
অবধ্োদরর জে্য ওোেবৈ েরা প্রেল্প, ব্যাপে ্সিায়ৈা প্রেদল্পর অন্তভু্কতি। ব্যাপে 

্সিায়ৈা প্রেল্প, আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা কেদ্রির পবরিােো েরা প্রেল্প, এবিংb্সা-

মাবজে বেরাপত্তা বৃবদ্ধ েরার জে্য প্রেল্প বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়।  

3 -
051 

○○

প্রাথবমে বাবড়দৈ �াওয়ার প্রেল্প (বভবজে োইপ ্সার্ভসি্স), োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / তেেবদিে জীবেদে 

্সিায়ৈা েরার ্সার্বসিে প্রেদল্পর মদধ্্য োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / জীবেদে ্সিায়ৈা েরা ক্সবার প্রে-

কল্পর (প্রাথবমে প্রেল্প) অন্তভু্কতি। এোড়াও, প্রাথবমে ভ্াম্যমাে প্রেল্প (ভ্াম্যমাে পবরদষবা), প্রাথবমে 

জীবেদে ্সিায়ৈা েরার প্রেল্প, প্রাথবমে োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ ্সিায়ৈা প্রেল্প অন্তভু্কতি রদয়দে। 

3 -
052 

×
আগস্ট 2015 ্সাে কথদে , ্সম্পূরে ্সুববধ্ার অথ্ক প্রোদের প্রদয়াজেীয়ৈার ্সাদথ ্সম্পদের প্রদয়াজেীয়ৈা 

ক�াগ েরা িদয়দে। ্সম্পূরে ্সুববধ্া িে, োর্্সসিিং কেয়ার েে্যাণ ্সুববধ্া ব্যবিারোরী ব্যবতির োে্য ও জী-

বে�াত্রার ব্যয় ইৈ্যাবে, আদয়র স্তর অেু�ায়ী বেধ্্কাবরৈ ব্যয়ভার বিদের ্সীমা অবৈরিম েরদে, োর্্সসিিং 

কেয়ার বীমার বেধ্্কাবরৈ মােেদণ্ডর পবরমাদণর ্সাদথ পাথ্কদে্যর পবরমাদের অথ্ক প্রোে েরার ব্যবস্া। 

3 -
053 

○○

আবাব্সে োর্্সসিিং কেয়ার পবরদষবা পবরেল্পোর ব্যয়, োর্্সসিিং কেয়ার বীমা প্রবৈষ্ার পর 

কথদে, োর্্সসিিং কেয়ার বীমা ্সুববধ্ার মাধ্্যদম ্সম্পূণ্ক পবরমাণ ব্যব্সায়ীদে প্রোে েরা িয়। 
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3 -
054 

○○

আগস্ট 2018 ্সাে কথদে, ্সবরিয় েমীমী র আয় (প্রবৈ বের 3.4 বমবেয়ে ইদয়ে বা ৈার 

কববশ) থােদে, কোদপদমন্ট বা বেদজ প্রোে েরা অদথ্কর পবরমাণ 30% িদব। আয় 2.8 

বমবেয়ে ইদয়ে বা ৈার কববশ এবিং 3.4 বমবেয়ে ইদয়দের েম িদে, 20% ব্যয় বিে েরদৈ 

িদব। 

3 -
055 

×
ক্সবামূেে ব্যব্সা প্রবৈষ্াদের ব্যবস্া গ্রিণ বা ্সাড়া প্রোদে অ্সন্তুষ্ িদে, প্রথদম, ব্যব্সা প্রবৈষ্াদের অবভদ�াদগ 
্সাড়া প্রোেোরী প্রবৈবেবধ্র ্সাদথ েথা বো। পরামশ্ক েদর ্সম্স্যা ্সমাধ্াে েরদৈ ো পারদে, কপৌঁর্সভার 
োবয়দত্ব থাো ব্যবতি, কফডাদরশে অফ ে্যাশোে কিেথ ইনু্স্যদরন্স অগ্কাোইদজশদের োর্্সসিিং কেয়ার ্সার্ভসিদ্সর 
অবভদ�াগ েবমশদের ্সাদথ পরামশ্ক েরা। োর্্সসিিং কেয়ার বীমার পরীক্ণ েবমটি িে, োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়া-
জদের প্রৈ্যয়ে বা বীমা ্সুববধ্া ইৈ্যাবে ্সম্পর্েসিৈ অবভদ�াদগর ্সাড়া প্রোদের জে্য এেটি ্সিংস্া।  

3 -
056 

○○

আঞ্চবেে কেয়ার বমটিিং এর উদদেশ্য িে, স্ৈন্ত্র কক্দত্রর ্সিায়ৈার ববষয়বস্তু ববদবিোর মাধ্্যদম, 
① স্ােীয় োর্্সসিিং কেয়াদরর ্সিায়ৈার জে্য ববদশষদজ্ঞর আইবে েীবৈর উপর বভবত্ত েদর বয়স্ক ব্যবতির 
আত্মবেভ্ক রৈার ্সিায়ৈায় অবোে রাো �ত্ন ব্যবস্াপোর জে্য ্সমথ্কে, ② বয়স্ক ব্যবতি প্রেৃৈ পবর-
বস্বৈ উপেবধি েরদৈ এবিং ্সম্স্যা ্সমাধ্াে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা 
কেেওয়াে্ক  বেম্কাণ, ③ স্ৈন্ত্র কক্দত্রর ্সম্স্যা ববদলেষণ েদর আঞ্চবেে ্সম্স্যা উপেবধি েরা। 

3 -
057 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদের (প্রবৈবন্ী ব্যবতির তেেবদিে ও ্সামাবজে 
জীবদের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈার জে্য আইে) 87 ধ্ারা "কমৌবেে বেদে্ক বশো" এর 1 উপ-ধ্ারায়, "স্াস্্য, 
শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রী েৈৃ্ক ে, প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য েে্যাণ পবরদষবা বা পরামশ্ক ্সিায়ৈা, (্সিংবক্প্ত) স্া-
বেম্বী িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা ্সুববধ্া বা স্ােীয় এোোর জীবেদে ্সিায়ৈা েরার প্রেদল্পর ্সুষু্ বাস্তবায়ে 
বেবচিৈ েরার জে্য কমৌবেে বেদে্ক বশো (কমৌবেে বেদে্ক বশো) বেধ্্কারণ েরা িদব" মদম্ক বস্র েরা িদয়দে। 

3 -
058 

×
কপৌঁর্সভা (স্ােীয় েৈৃ্ক পক্) এবিং বপ্রদফেিার উভদয়র জে্য প্রবৈবন্ী ব্যবতির েে্যাণ পবরেল্পো তৈবর 

েরা এেটি বাধ্্যবাধ্েৈা। স্ােীয় েৈৃ্ক পদক্র জে্য প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা 

আইদের (প্রবৈবন্ী ব্যবতির তেেবদিে ও ্সামাবজে জীবদের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈার জে্য আইে) 88 

অেুদছেদে, বপ্রদফেিাদরর জে্য এেই আইদের 89 অেুদছেদে কমৌবেে বেদে্ক শো প্রোে েরা িদয়দে।  

3 -
059 

○○

স্ােীয় েৈৃ্ক পক্ ও বপ্রদফেিাদরর প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য েে্যাণ পবরেল্পোদে প্রবৈবন্ী বশশুদের জে্য 

স্ােীয় েৈৃ্ক পক্ (কপৌঁর্সভা) / বপ্রদফেিাদরর েে্যাণ পবরেল্পোর ্সাদথ এেীভূৈ েদর তৈবর েরা �াদব মদম্ক 

বেধ্্কারণ েরা িদয়দে (প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদের (প্রবৈবন্ী ব্যবতির তেেবদিে ও 

্সামাবজে জীবদের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈার জে্য আইে) 88 ধ্ারা 6 উপ-ধ্ারা এবিং 89 ধ্ারা 4 উপ-ধ্ারা)। 
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3 -
060 

○○

্সািংসৃ্কবৈে ও তশবল্পে েম্কোণ্ড ও কেোধ্ুোর প্রিাদরর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ েক্্য, প্রবৈবন্ী 

ব্যবতির জে্য কমৌবেে আইদের বভবত্তদৈ প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য কমৌবেে পবরেল্পোয় 

বেধ্্কারণ েরা িয়। 

3 -
061 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতির তবষম্য েরূ েরা আইে অেু�ায়ী, অন্তভু্কবতিমূেে ্সমাজ উপেবধি 

েরার েদক্্য, তবষম্য েরূীেরদণর প্রিাদরর কমৌবেে ববষয় বি্সাদব প্রশা্সবেে ্সিংস্া এবিং 

বববজদে্স অপাদরেদরর বাধ্্যবাধ্েৈা বেধ্্কারণ েদর। 

3 -
062 

○○

কপৌঁর্সভায় অথ্কপ্রোদের জে্য আদবেে েরার পর প্রবািটি "প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য ্সিায়ৈার কশ্রণী ববভাদগর প্রৈ্য-

য়ে → মদোেীৈ বের্েসিষ্ পরামশ্ক ্সিায়ৈা অবফদ্সর পরামশ্ক ্সিায়ৈা ববদশষজ্ঞ েৈৃ্ক ে পবরদষবা ইৈ্যাবে ব্যবিাদরর 
পবরেল্পো তৈবর েরা এবিং কপৌঁর্সভাদৈ জমা কেওয়া → অথ্কপ্রোদের ব্সদ্ধান্ত → পবরদষবা োবয়দত্ব থাো ব্যবতির 
্সভা → পবরদষবা ইৈ্যাবে ব্যবিাদরর পবরেল্পো তৈবর েরা → পবরদষবা ব্যবিার শুরু েরা" অেু�ায়ী িদয় থাদে। 

3 -
063 

×
আফোর সু্কে কড ্সার্ভসি্স, এবপ্রে, 2012 ্সাদে "বশশুর জে্য েে্যাণ আইে" এর ্সিংদশাধ্-

কের মাধ্্যদম প্রবৈষ্া েরা িদয়বেে। বেডিারগাদে্ক ে এবিং ববশ্ববে্যােয় ব্যৈীৈ অে্য সু্কদে 

পড়া প্রবৈবন্ী বশশুর জে্য, সু্কদের পদর এবিং েুটির বেদে জীবদের েক্ৈা উন্নৈ েরার 

জে্য প্রবশক্ণ বা ্সমাদজর ্সাদথ বমথব্রিয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরার এেটি পবরদষবা।  

3 -
064 

○○

স্াধ্ীে জীবে�াপদের জে্য ্সিায়ৈা, প্রবশক্ণ ইৈ্যাবের জে্য এেটি ্সুববধ্া বি্সাদব স্াপে েরা 

িদয়দে। এোেী বা্স েরদৈ িাওয়া প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য, বেয়বমৈ েিে প্রোে েদর পবরেশ্কে 

বা প্রদয়াজদে ্সিায়ৈার মাধ্্যদম, স্ােীয় এোোর জীবে ্সিজভাদব পবরিােো েরার জে্য 

পরামশ্ক, উপদেশ ইৈ্যাবে প্রোে েরা িয়। ব্যবিাদরর ্সময়োে েীবৈগৈভাদব এে বের।   

3 -
065 

○○

েম্ক্সিংস্াে ধ্দর রাোর জে্য ্সিায়ৈা, প্রবশক্ণ ইৈ্যাবের জে্য এেটি ্সুববধ্া বি্সাদব স্াপে েরা িদয়দে। 

কপশা (েম্ক্সিংস্াে) পবরবৈ্ক ে েরার জে্য ্সিায়ৈা ইৈ্যাবের মাধ্্যদম ্সাধ্ারণ িােবরদৈ স্াোন্তবরৈ িওয়া 

প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য, েম্ক্সিংস্াদের ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ জীবদের ্সম্স্যা কমাোদবোর েরার জে্য, ব্যব্সা 

প্রবৈষ্াে বা পবরবাদরর ্সাদথ ক�াগাদ�াগ এবিং ্সমবিয় েরা। ব্যবিাদরর ্সময়োে েীবৈগৈভাদব 3 বের।   



A 021

3 -
066 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য ্সিায়ৈার কশ্রণীববভাগদে 1 কথদে 6 কৈ ববভতি েরা �ায়। উপর-

ন্তু, কশ্রণীববভাগ 5 বা ৈার িাইদৈ কববশ ো িদে, আদরাগ্য োদভর জে্য োর্্সসিিং কেয়ার, 

কশ্রণীববভাগ 6 ো িদে, গুরুৈর প্রবৈবন্ী ব্যবতি ইৈ্যাবের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈা, ব্যবিার 

েরা �াদব ো।  

3 -
067 

○○

বরিয়ােোদপর জে্য ্সিায়ৈা িে, প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য ্সিায়ৈার কশ্রণীববভাগ 3 বা 

ৈার কববশ িওয়া বুবদ্ধবৃবত্তেভাদব অক্ম ব্যবতি বা মােব্সেভাদব অ্সুস্ ব্যবতিদে েক্্য 

বি্সাদব বেদয়, বরিয়ােোদপর কক্দত্র উদলেেদ�াগ্য অ্সুববধ্ার ্সম্ুেীে িওয়ার কক্দত্র, ঐ 

ব্যবতির ববপে এড়াদৈ ্সিায়ৈা ও িোিে েরা ্সম্পর্েসিৈ এেটি পবরদষবা। 

3 -
068 

○○

প্রবৈবন্ী বশশুর জে্য বিবেৎ্সা ্সুববধ্া, 2012 ্সাদে "বশশুর জে্য েে্যাণ আইে" 

এর ্সিংদশাধ্দের মাধ্্যদম প্রবৈষ্া েরা িদয়বেে। বুবদ্ধ প্রবৈবন্ী বা শারীবরে প্রবৈবন্ী 

বশশুদে ভর্ৈসি েদর, ্সুরক্া, তেেবদিে জীবদের বেদে্ক বশো, জ্ঞাে এবিং েক্ৈা ্সম্পর্েসিৈ 

বশক্া ও বিবেত্্সা প্রোে েরার ্সুববধ্া বা ফ্যাব্সবেটি।  

3 -
069 

×
মােব্সে করাদগর ্সামাবজে েমীমী , এেজে কপশাোর বি্সাদব মােব্সেভাদব অ্সুস্ ব্যবতির 

জে্য তেেবদিে জীবদের প্রবশক্ণ বা ্সিায়ৈা প্রোে,্সামাবজে অিংশগ্রিণদে ্সিায়ৈা 

েরা বা পাবরপাবশ্্কেৈার ্সাদথ ্সমবিয় েরার োজ েদর থাদেে। মেস্তাবত্ত্বে পরীক্া বা 

মেস্তাবত্ত্বে মূে্যায়ে েরা কপশাোরদে বক্বেোে ্সাইদোেবজস্ট ইৈ্যাবে বে িয়। 

3 -
070 

○○

িস্তবশল্প ও োরুবশদল্পর োজ, গৃিস্াবের োদজর প্রবশক্ণ প্রোেোরী কপশাোরদে 

অেুদপশোে কথরাবপস্ট বো িয়। অে্যবেদে, ব্যায়াম কথরাবপ বা ৈাপ ববে্ুযৎ ইৈ্যাবের 

মাধ্্যদম বফবজওদথরাবপ ব্যবিার েদর স্াধ্ীেভাদব তেেবদিে জীবে�াপে েরদৈ ্সক্ম 

িওয়ার জে্য বরিয়ামূেে প্রবশক্ণ প্রোেোরী কপশাোরদে বফবজওদথরাবপস্ট বো িয়।  

3 -
071 

○○

বস্পি কথরাবপস্ট িে, ভাষার বরিয়ােোপ, শ্রবণ বরিয়ােোপ, গেঃধ্রে বরিয়ােোপ 

ইৈ্যাবের ব্যাবধ্র জে্য, পরীক্া, প্রবশক্ণ ও বেদে্ক শো প্রোেোরী এেজে পুেব্কা্সে 

ববদশষজ্ঞ। 
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3 -
072 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদের 5 ধ্ারা 25 উপ-ধ্ারায়, ্সিায়ে 

্সরঞ্জামদে "েৃবত্রম অঙ্গ, বন্েী, হুইেদিয়ার এবিং স্াস্্য ও েে্যাণ মন্ত্রী েৈৃ্ক ে বের্েসিষ্ 

েরা বস্তু" বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
073 

×
ধ্রার ি্যাদডিে বা ি্যাডি করে, প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদের 

পবরবদৈ্ক , তেেবদিে জীবে�াপদের জে্য প্র�ুবতিগৈ ্সিায়ৈা প্রেদল্প, বাবড়দৈ জীবে�াপদের 

কক্দত্র িোিদের ্সিায়ৈার ্সরঞ্জাদমর জে্য বাবড়র ্সিংস্কার ব্যদয় অন্তভু্কতি েরা িয়। ঢােু 

পথ, ্সরেীেৃৈ বাথোব, কবডদ্সার প্রবৈদরাদধ্র ্সরঞ্জাম ইৈ্যাবেও এেই প্রেদল্পর অন্তভু্কতি। 

3 -
074 

×
প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য েে্যাণ পবরেল্পো কপৌঁর্সভা এবিং বপ্রদফেিার েৈৃ্ক ে প্রণয়ে েরা িয়। পবরষদের 

োজদে "স্ােীয় এোো বা অঞ্চদের প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য ্সিায়ৈা ব্যবস্ার ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ ববষয় 

্সম্পদে্ক  ৈথ্য ভাগ েদর, ্সিংবলেষ্ ্সিংস্ার মদধ্্য র্বেষ্ ্সিদ�াবগৈা েরার পাশাপাবশ অঞ্চদের প্রেৃৈ পবর-

বস্বৈ অেু্সাদর এেটি ব্যবস্ার উন্নবৈ ্সাধ্ে েরা ্সম্পদে্ক  আদোিো েরা।" বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে।  

3 -
075 

○○

প্রবৈবন্ী বশশু ও ব্যবতি স্াধ্ীেভাদব তেেবদিে জীবে�াপে বা ্সামাবজে জীবে�াপে পবরিােো েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য, জীবদের বাস্তব অবস্া উপেবধি েরার মাধ্্যদম, েম্ক্সিংস্াে বা বশক্ার ্সম্পদে্ক র ্সাদথ ্সিদ�াবগৈা েদর, "স্াব-

েম্বী িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা ্সুববধ্া" এবিং কপৌঁর্সভার কমৌবেেৈা ও কেৌশদের উপর বভবত্ত েদর "আঞ্চবেে জীবে�া-

পদের জে্য ্সিায়ৈা প্রেল্প" ব্যাপেভাদব এবিং পদ্ধবৈগৈভাদব পবরিােো েরাদে েৈ্ক ব্য বি্সাদব বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
076 

○○

2018 ্সাদের জাৈীয় পবর্সিংে্যাে অেু্সাদর, প্রাপ্তবয়স্কদের অবভভাবেত্ব ব্যবস্ার 

অধ্ীদে অবভভাবেত্ব 76.6% েেে েদর আদে, �া বেো ্সবদিদয় ্সাধ্ারণ ধ্রদের 

অবভদ�াগ।

3 -
077 

○○

আত্মীয় োড়া অে্য অবভভাবেদের অেুপাৈ 80%। করেেডাউদের বি্সাদব ববিার 

ববভাগীয় ্রিীদভোর (37.7%), আইেজীবী (29.2%), এবিং ্সমাজ ক্সবী (17.3%)। 

আত্মীয় অবভভাবদের অেুপাৈ িে প্রায় 20% এবিং বশশুদের ্সদব্কাচ্চ 52.0% অেুপা-

কৈর জে্য ববদবিো েরা িয়।  
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3 -
078 

○○

2015 ্সাদের "ব্যবতিগৈ ৈথ্য ্সুরক্া আইে" এর ্সিংদশাধ্দে ্সিংদবেেশীে ব্যবতিগৈ ৈদথ্যর 

মদধ্্য, ব্যবতির জাবৈ, ধ্ম্ক, ্সামাবজে অবস্াে, বিবেৎ্সার ইবৈিা্স এবিং অপরাধ্মূেে 

ইবৈিা্স োড়াও, শারীবরে অক্মৈা, বুবদ্ধবৃবত্তে অক্মৈা, মােব্সে অক্মৈা (উন্নয়ে-

মূেে অক্মৈা ্সি) ইৈ্যাবের মদৈা মােব্সে ও শারীবরে ব্যাবধ্ও অন্তভু্কতি রদয়দে।

3 -
079 

×
কস্ছোেৃৈ অবভভাবেত্ব ব্যবস্া িে, এমে এেটি ব্যবস্া ক�োদে ্সিংবলেষ্ ব্যবতির ব্সদ্ধান্ত কেওয়ার ক্মৈা হ্া্স 

পাওয়ার আদগ, কস্ছোেৃৈ অবভভাবে বা ্সিায়ৈার ববষয়বস্তু বা পাবরশ্রবমে আদগই বেধ্্কারণ েরা িয়। এেটি 

্সাধ্ারণ বেয়ম বি্সাদব, কোোবর অবফদ্স কোোবর েবেদের মাধ্্যদম িুবতি ্সম্পােে েরা িয়। পাবরবাবরে আোেৈ 

কস্ছোেৃৈ অবভভাবদের ৈত্ত্বাবধ্াদের জে্য কস্ছোেৃৈ অবভভাবদের জে্য ্সুপারভাইজার বেদয়াগ েদর থাদে।   

3 -
080 

○○

বে�্কাৈে প্রবৈদরাধ্ ্সিংরিান্ত আইে প্রবৈবন্ী, বয়স্ক, বশশু, স্ামী / স্তী; এই িার ধ্রদণর 

ব্যবতির প্রবৈটির জে্য প্রণীৈ িদয়দে। বরদপাে্ক  েরা ্সম্পদে্ক ও েৈ্ক ব্য, বরদপাটি্ক িং েরার 

প্রদিষ্ার বাধ্্যবাধ্েৈা, কোটিশ েরার বাধ্্যবাধ্েৈা এবিং বাধ্্যবাধ্েৈার মৈ পাথ্কে্য 

রদয়দে। 

3 -
081 

○○

্সমাজ েে্যাণমূেে প্রবৈষ্াে োভজেে প্রেল্প পবরিােো েরদৈ পারদেও ব্যব্সা 

কথদে অর্জসিৈ আয় এই প্রবৈষ্াে েৈৃ্ক ে পবরিাবেৈ ্সামাবজে েে্যাণমূেে প্রেদল্পর 

জে্য ব্যবিার েরা িদব অথবা পাববেে ইউটিবেটির ব্যবস্াপোর জে্য প্রদ�াজ্য িদব 

বদে ববদবিো েরা িয়। 

3 -
082 

○○

কভাতিা িুবতি আইে (2000 ্সাদে প্রণীৈ) িে, অেুবিৈ অেুদরাদধ্র মাধ্্যদম কভাতিার ভুে 

শোতিেরণ, ববভ্াবন্ত ইৈ্যাবের মদৈা অবস্ায় স্াক্বরৈ িুবতি বাবৈে েরার শৈ্ক  প্রোে 

েরা এেটি আইে। বাবৈে েরার অবধ্োর প্রদয়াদগর ্সময়োে বেবচিৈ েরদৈ ্সক্ম 

িওয়ার ্সময় কথদে এে বের, িুবতি স্াক্দরর ৈাবরে কথদে 5 বের বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
083 

×
্সমাজেে্যাণ আইদের 36 ধ্ারা (প্রবৈষ্াে প্রবৈষ্া) অেু�ায়ী ্সমাজ েে্যাণমূেে প্রবৈ-

ষ্ােদে অবশ্যই োউবন্সের, োউবন্সের কবাড্ক , ে্যা্সপাে, পবরিােো পষ্কে এবিং বেরীক্ে 

বেদয়াগ প্রোে েরদৈ িদব। োউবন্সের কবাড্ক , োউবন্সেরদের ্সমবিদয় গঠিৈ এেটি েদে-

বজয়াে ববড এবিং েদপ্কাদরে ব্যবস্াপোর গুরুত্বপূণ্ক ববষদয় ব্সদ্ধান্ত গ্রিণোরী এেটি ্সিংস্া।  
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3 -
084 

○○

বের্েসিষ্ স্াস্্য পরীক্া, জীবেধ্ারা ্সম্পর্েসিৈ করাগ প্রবৈদরাদধ্র েষৃ্টিদোণ কথদে, কমোববেে 
ব্সদড্াম (বভ্সারাে ফ্যাে ব্সদড্াম) উপর মদোবেদবশ েরা এেটি পরীক্া ববধ্ায়, জীবেধ্া-
রা ্সম্পর্েসিৈ করাদগর জে্য পরীক্াও এর অন্তভু্কতি। বের্েসিষ্ স্াস্্য পরীক্ার ফেস্রূপ, " জী-
বেধ্ারা ্সম্পর্েসিৈ করাদগ আরিান্ত িওয়ার উচ্চ ঝঁুবেদৈ থােদেও প্রবৈদরাদধ্র ো�্কোবরৈা 
প্রৈ্যাশা েরা �ায় এমে ব্যবতিদে" েক্্য বি্সাদব বেদয় বের্েসিষ্ স্াস্্য বেদে্ক শো প্রোে েরা িয়। 

3 -
085 

×
বের্েসিষ্ স্াস্্য পরীক্া, জীবেধ্ারা ্সম্পর্েসিৈ করাগ (িাে্ক  অ্যাোে, করেইে কট্াে, ডায়াদব-

টি্স) প্রবৈদরাধ্ েরার জে্য কমোববেে ব্সদড্াম (বভ্সারাে ফ্যাে ব্সদড্াম) এর উপর 

মদোবেদবশ েরা এেটি পরীক্া ববধ্ায়, ে্যান্সাদরর পরীক্া কমৌবেে পরীক্ায় অন্তভু্কতি 

েয়।

3 -
086 

×
40 বা ৈার কববশ এবিং 75 এর েম বয়্সী বিবেৎ্সা বীমার গ্রািেরা বের্েসিষ্ স্াস্্য পরীক্ার 

ক�াগ্য ব্যবতি বি্সাদব ববদববিৈ িয়।

3 -
087 

×
"ভূবম, অবোঠাদমা, পবরবিে ও প�্কেে মন্ত্রণােয় / স্াস্্য, শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রোেয় ্সম্প-
র্েসিৈ বয়স্কদের বা্সস্াদের বস্বৈশীেৈা বেবচিৈ েরার জে্য আইে প্রদয়াদগর জে্য অধ্্যা-
কেদশ" প্রবৈটি ব্সবাদ্সর স্াদে (েীবৈগৈভাদব 25 m²) রান্নার্র, ফ্াশ েয়দেে, কস্টাদরজ 
্সুববধ্া, ওয়াশদবব্সে ্সুববধ্া এবিং বাথরুম প্রবৈষ্া বেধ্্কারণ েরা িদেও, রান্নার্র, কস্টাদরজ 
্সুববধ্া এবিং বাথরুম ক�ৌথভাদব ব্যবিারও ্সম্ভব বদে উদলেে েরা িদয়দে (ধ্ারা 8 এবিং 9)।

3 -
088 

×
বয়স্কদের পবরদষবা�ুতি আবা্সদের জে্য বাধ্্যৈামূেে পবরদষবার মদধ্্য পবরবস্বৈ উপ-

েবধির পবরদষবা এবিং জীবে�াপদের জে্য পরামশ্ক পবরদষবা অন্তভু্কতি থােদেও, োে্য 

পবরদষবা বাধ্্যৈামূেে েয় (বয়স্ক োগবরদের আবা্সে আইে (বয়স্কদের আবা্সদের 

বস্বৈশীেৈা বেবচিৈ েরা ্সম্পর্েসিৈ আইে) ধ্ারা 11)।

3 -
089 

○○

বয়স্কদের পবরদষবা�ুতি আবা্সদের জে্য পবরদষবা, পবরবস্বৈ উপেবধির পবরদষবা এবিং 

জীবে�াপদের জে্য পরামশ্ক পবরদষবা িওয়ার োরদণ, ব্সবা্সোরীর প্রদয়াজে অেু�ায়ী 

ভ্াম্যমাে োর্্সসিিং কেয়ার বা বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদরর মদৈা োর্্সসিিং কেয়ার 

বীমার পবরদষবার ব্যবিার অেুদমােে েরা িদয়দে।
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3 -
090 

○○

েবরদদ্রর আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরা আইদের 1 ধ্ারায় "েবরদদ্রর আত্মবেভ্ক র-

ৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরার ব্যবস্া গ্রিণ েরার মাধ্্যদম েবরদদ্রর আত্মবেভ্ক রৈাদে ত্বরা-

ববিৈ েরাদে েক্্য বি্সাদব কেয়া।" মদম্ক বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
091 

○○

্সরোবর ্সিায়ৈা আইদের 4 ধ্ারায় "পবরপূরেৈার েীবৈ" এর মাধ্্যদম, জীবে�াত্রার 

েূ্যেৈম মাে বজায় রােদৈ আদবেেোরীর ্সম্পে, ক্মৈা ইৈ্যাবে োদজ োগাদোদে 

প্রদয়াজেীয়ৈা বি্সাদব বেধ্্কারণ েদর, ৈার পবরপূরে বি্সাদব ্সুরক্া প্রোে েরা উবিৈ 

মদম্ক বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
092 

○○

্সরোবর ্সিায়ৈা আইদের 10 ধ্ারায়, "্সুরক্া, পবরবারদে ইউবেে বি্সাদব বেদয় প্রোে 

েরা" মদম্ক পাবরবাবরে ববভবতির েীবৈ বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

3 -
093 

×
োজ েদর আয় েরা ব্যবতির আয় এবিং ্সম্পে জীবে�াত্রার েূ্যেৈম েরি কমোদৈ ো 

পারদে, জীবে�াত্রার েূ্যেৈম মাদের বেরাপত্তার েীবৈ অেু�ায়ী, ঐ ব্যবতি ্সামাবজে 

বেরাপত্তা গ্রিণ েরদৈ পাদরে। 

3 -
094 

○○

্সামাবজে বেরাপত্তার, জীববোর জে্য ্সিায়ৈা কথদে শুরু েদর, বশক্াগৈ ্সিায়ৈা, আবা্সে ্সিায়ৈা, বিবেৎ্সা ্সিায়ৈা, 

োর্্সসিিং কেয়ার ্সিায়ৈা, মাৈৃত্বোেীে ্সিায়ৈা, কপশাগৈ ্সিায়ৈা, অদন্ত্যষ্টিবরিয়ার জে্য ্সিায়ৈা; এই আে ধ্রদের 

্সিায়ৈা রদয়দে। ্সুববধ্া প্রোদের পদ্ধবৈ বি্সাদব আর্থসিে ্সুববধ্া প্রোে ও পণ্য প্রোে রদয়দে, আবা্সে ্সিায়ৈা বি্সাদব 

আর্থসিে ্সুববধ্া প্রোে রদয়দে এবিং ভাড়া প্রোে বা বাবড় কমরামৈ / রক্ণাদবক্দণর জে্য প্রদয়াজেীয় ব্যয়ও বেব্কাি েরা িয়।  



লা�ন�ং পেয়�

■সামাব�র্ বনরাপত্ার ধরন

ধ্রে
্সুববধ্া প্রোদের 

পদ্ধবৈ (েীবৈ)
প্রধ্াে ববষয়বস্তু

জীববোর 
জে্য ্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

োে্য ও পােীদয়র েরি, কপাশাদের েরি, ইউটিবেটি ববে ইৈ্যাবের মদৈা 
তেেবদিে জীবে�াত্রার ব্যদয়র কমৌবেে ব্যয়

বশক্াগৈ 
্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

সু্কদের মধ্্যাহ্নদভাদজর বফ, সু্কে পবরবিে বফ, বশক্া উপেরদণর বফ 
ইৈ্যাবের মদৈা বাধ্্যৈামূেে বশক্ার জে্য প্রদয়াজেীয় েরি

আবা্সে 
্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

ভাড়ােৃৈ বাবড় / বা্সার ভাড়া,বাবড়র রক্ণাদবক্ণ েরি ইৈ্যাবে

বিবেৎ্সা 
্সিায়ৈা

পণ্য প্রোে
েূ্যেৈম জীবে�াপদের জে্য প্রদয়াজেীয় কমবডদেে পরীক্া, ওষুধ্, বি-
বেৎ্সার উপেরণ ইৈ্যাবে।

োর্্সসিিং কেয়ার 
্সিায়ৈা

পণ্য প্রোে
েূ্যেৈম জীবে�াপদের জে্য প্রদয়াজেীয় আবাব্সে োর্্সসিিং কেয়ার, োর্্সসিিং 
কেয়ার প্রবৈদরাধ্, েে্যাণমূেে ্সরঞ্জাম, বাবড়র ্সিংস্কার ইৈ্যাবে।

মাৈৃত্বোেীে 
্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

বমডওয়াইফাবর এবিং প্র্সদবর জে্য প্রদয়াজেীয় বের্েসিষ্ পবরমাদণর েরি, 
ইৈ্যাবে

কপশাগৈ 
্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

োদজর ক্মৈার উন্নবৈর জে্য প্রদয়াজেীয় কপশাগৈ ব্যয়, েক্ৈা অজ্ক -
কের ব্যয় ইৈ্যাবে।

অদন্ত্যষ্টিবরিয়ার 
জে্য ্সিায়ৈা

আর্থসিে 
্সুববধ্া

মৃৈ ব্যবতির কপাস্টমদে্ক ম পরীক্া, পবরবিে, অদন্ত্যষ্টিবরিয়ার জে্য ব্যয়

■সমববিত র্বমউবনটি যোর়্োর বসযোটেম বর্?

্সমববিৈ েবমউবেটি কেয়ার ব্সদস্টম িে, বিবেৎ্সা ক্সবা, োর্্সসিিং কেয়ার, প্রবৈদরাধ্মূেে োর্্সসিিং কেয়ার, 

আবা্সে এবিং জীবে�াপদের জে্য ্সিায়ৈার মদৈা পবরদষবা রিমাগৈ প্রোে েদর, ব্সবাদ্স অভ্যস্ত 

এোোয় আত্মবেভ্ক রশীে তেেবদিে জীবে�াপে পবরিােোর উদদেদশ্য তৈবর এেটি ব্যবস্া।

্সমববিৈ েবমউবেটি কেয়ার ব্সদস্টদমর ধ্ারণা বি্সাদব, বেদজদে ্সিায়ৈা েরা, প্রবৈদবশীদের মদধ্্য 

্সিায়ৈা, পারস্পবরে ্সিায়ৈা এবিং ্সরোবর ্সািাদ�্যর ধ্ারণা উদৃ্ধৈ েরা িদয়দে। 

G 002



নার্সসিং যোর়্োযোরর যোমৌবলর্ ববষ়ে
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উ�র / ব্যাখ্যা

4 -
001 

○○

2008 ্সাদে ইদদিাদেবশয়া, 2009 ্সাদে বফবেপাইে, 2014 ্সাদে বভদয়ৈোদমর ্সাদথ 

অথ্কনেবৈে অিংশীোবরত্ব িুবতির (EPA) উপর বভবত্ত েদর োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার প্রাথীমী -

কের গ্রিণ শুরু েরা িদয়দে।

4 -
002 

○○

অথ্কনেবৈে অিংশীোবরত্ব িুবতির (EPA) উপর বভবত্ত েদর, গ্রিণ েরার ্সুববধ্ার প্রদয়া-

জবেয়ৈা িে, পূণ্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র 40% এর িাইদৈ কববশ েমীমী দে োর্্সসিিং 

কেয়ার ওয়াে্ক ার িদৈ িদব।

4 -
003 

○○

অথ্কনেবৈে অিংশীোবরত্ব িুবতির (EPA) উপর বভবত্ত েদর, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার প্রাথীমী  

বি্সাদব 4 বের প�্কন্ত, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর পরীক্া উত্তীণ্ক িওয়ার কক্দত্র, োর্্সসিিং 

কেয়ার ওয়াে্ক ার বিদ্সদব োর্্সসিিং কেয়ার োদজ বেদয়াবজৈ থাোোেীে ্সময় প�্কন্ত 

জাপাদে ব্সবা্স েরা �াদব।

4 -
004 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ারদে, ব্যবতির ম�্কাো বজায় করদে, আত্মবেভ্ক রশীে তেেবদিে জীবে 

পবরিােো েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য, ্সব্কো ক্সই ব্যবতির অবস্াদে েঁাবড়দয় ববশ্স্তৈার 

্সাদথ োবয়ত্ব পােে েরদৈ িদব। 

4 -
005 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার, এমে কোদো োদজ েরদবে ো �া োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর 

ববশ্া্সদ�াগ্যৈা েষ্ েরদৈ পাদর। 
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4 -
006 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ারদে োর্্সসিিং কেয়ার ইৈ্যাবে ্সম্পর্েসিৈ জ্ঞাে এবিং েক্ৈা উন্নৈ 

েরার জে্য প্রদিষ্া িাোদৈ িদব। 

4 -
007 

×
্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইে অেু�ায়ী, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার পরীক্ায় উত্তী-

ণ্ক িদৈ িদব এবিং ৈার োম, জন্ম ৈাবরে ইৈ্যাবের মদৈা বেধ্্কাবরৈ ববষয় োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার 

করবজস্ট্রিদৈ বেববন্ৈ থােদৈ িদব। উপরন্তু, "োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার েে এমে ব্যবতি অবশ্যই োর্্সসিিং 

কেয়ার ওয়াে্ক ার োম ব্যবিার েরদৈ পারদব ো" মদম্ক ববধ্াে রদয়দে (োদমর এেদিটিয়া অবধ্োর)। 

4 -
008 

○○

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইে অেু�ায়ী, "(আদগর বাে্য বাে কেওয়া 

িদয়দে) এবিং ক্সই ব্যবতি এবিং পবরি�্কাোরীর বেেে োর্্সসিিং কেয়াদরর বেদে্ক বশো প্রোে 

েরাদে োজ বি্সাদব কেয়া ব্যবতিদে কবাঝায়" ( G003 কেেুে)।

4 -
009 

○○

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদের "অদ�াগ্যৈার বভবত্তদৈ" বেধ্্কারণ েরা 

িদয়দে।

4 -
010 

○○

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদের "অদ�াগ্যৈার বভবত্তদৈ" বেধ্্কারণ েরা 

িদয়দে।

4 -
011 

○○

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইে অেু�ায়ী, ''োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার �ু-

বতি্সঙ্গৈ োরণ ব্যৈীৈ, ক্সই োজ ্সম্পর্েসিৈ জােদৈ পারা ব্যবতির কগাপেীয়ৈা প্রোশ 

েরদব ো। োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর োজ ৈ্যাগ েরার পদরও এটি প্রদ�াজ্য িদব।" মদম্ক 

বেধ্্কারণ েরা আদে এবিং েঘিদের জে্য জবরমাোর ববধ্ায় রদয়দে। 
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4 -
012 

×
োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার পরীক্ায় উত্তীণ্ক িওয়া ব্যবতি োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার িওয়ার 

ক�াগ্যৈা অজ্ক ে েরদেও, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদর পবরণৈ িওয়ার জে্য োম, জন্ম 

ৈাবরে ও এবিং স্াস্্য, শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রণােদয়র অধ্্যাদেশ দ্ারা বের্েসিষ্ েরা অে্যাে্য 

ববষয় োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার করবজস্ট্রিদৈ বেববন্ৈ িদৈ িদব। 

4 -
013 

×
প্রবৈটি ব্যবিারোরী ব্যবতির পবরবস্বৈ এবিং অবভপ্রায় বভন্নৈর িদয় থাদে ববধ্ায়, ব্যবিা-

রোরী ব্যবতির িাবিো অেু�ায়ী জীবদের মাে (QOL) ববদবিো েদর, প্রবৈটি ব্যবিারো-

রী ব্যবতিদে োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েরা প্রদয়াজে। 

4 -
014 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির বেদজর োবয়ত্ব বা ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর ক্মৈা েম বদে ববদববিৈ িদেও, 

ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাড়া প্রোে বা তেেবদিে পবরবস্বৈ, অবভপ্রায় বা প্রৈ্যাশা উপেবধি 

েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির ম�্কাো রক্া েদর বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরার বেদে পবরিাবেৈ 

েরার ্সিায়ৈা প্রোে েরার প্রদয়াজে রদয়দে। 

4 -
015 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র েৈৃ্ক ে প্রোে েরা আত্মবেভ্ক রৈার জে্য ্সিায়ৈার কক্দত্র, ব্যবিারোরী ব্যবতির অবভ-

প্রায়দে ্সম্াে েদর বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরাদে উৎ্সাবিৈ েরার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরা। আত্মবেভ্ক র-

ৈা বেদৈ, কোে বেেু ্সম্পদে্ক  ব্সদ্ধান্ত বা বেদজর জীবে ্সম্পদে্ক  বেদজ ব্সদ্ধান্ত কেওয়ার আত্ম্সিংেদল্পর 

অবধ্োর, বেদজর গ্রিণ েরা ববিার / ব্সদ্ধাদন্তর জে্য োবয়ত্ব কেওয়ার স্-ব্যবস্াপোর েক্ৈাদে কবাঝায়।  

4 -
016 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র েৈৃ্ক ে প্রোে েরা আত্মবেভ্ক রৈার জে্য ্সিায়ৈার কক্দত্র, ব্যব-

িারোরী ব্যবতির প্রৈ্যাবশৈ জীবে বা অে্যদের ্সাদথ ্সম্পে্ক , ্সামাবজে অিংশগ্রিদণর 

্সুদ�াগ বাধ্াগ্রস্ত ো িওয়ার ববষয়টি বেবচিৈ েদর ্সিায়ৈা প্রোে েরা। 

4 -
017 

○○

অ্সুস্ৈা, করাগ বা আর্াৈ, ICF এর গঠেোরী উপাোদের "স্াদস্্যর অবস্ার " ্সাদথ 

্সম্পর্েসিৈ।



A 030

4 -
018 

○○

ববদোেদে অিংশগ্রিণ এেটি ্সামাবজে ভূবমো এবিং ICF এর গঠেোরী উপাোদের 'অিং-

শগ্রিদণর " ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।

4 -
019 

○○

ব্যবতির জীবদের ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ অৈীৈ কপশা জীবদের ইবৈিা্স ICF এর গঠেোরী 

উপাোদের 'ব্যবতিগৈ োরদণর " ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।

4 -
020 

×
ICF এর গঠেোরী উপাোদের কক্দত্র, "হুইেদিয়ার ব্যবিার েদর" িে "পবরদবশগৈ ফ্যা-

ক্টর বা োরদণর" মদধ্্য বস্তুগৈ পবরবস্বৈ, "�ােরু্দর �াওয়া" িে "েম্কোণ্ড" বা 'অিংশগ্র-

িদণর " ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।

4 -
021 

×
ICF এর গঠেোরী উপাোদের কক্দত্র, "কট্্স বা িাপ বৃবদ্ধ পাওয়া" িে "স্াদস্্যর অবস্া", 

"জীবেীশবতি হ্া্স পাওয়া" িে "মােব্সে ও শারীবরে ো�্কোবরৈার" ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।

4 -
022 

○○

ICF এর গঠেোরী উপাোদের কক্দত্র, "কমদঝর পৃদষ্র কোমেৈা" িে "পবরদবশগৈ 

ফ্যাক্টর বা োরণ", "ভার্সাম্য িাবরদয় কফো" িে "মােব্সে ও শারীবরে ো�্কোবরৈার" 

্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।

4 -
023 

○○

রিমােু্সাদর বাবড়র অভ্যন্তদর েরু্্কেো র্োর িার ্সবিাইদৈ কববশ এমে স্াে িে "বেবভিং 

রুম" এর পদর "স্সসিবড়", "রান্নার্র / ডাইবেিং রুম", "প্রদবশদ্ার" এবিং "মুে কধ্ায়ার কবব্সে"। 
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4 -
024 

×
বডদমেবশয়ার জে্য এে্সাদথ ব্সবাদ্সর োর্্সসিিং কেয়ার িে, এে্সাদথ ব্সবা্স েদর, 

র্দরায়া পবরদবশ এবিং স্ােীয় বাব্সদিাদের ্সাদথ বমথব্রিয়ার অধ্ীদে, ্সামথ্ক্য অেু�ায়ী 

স্াধ্ীে তেেবদিে জীবে পবরিােো েরদৈ ্সক্ম েরার জে্য প্রোে েরা োর্্সসিিং কেয়ার। 

প্রবৈটি ব্যবিারোরী ব্যবতির অবস্া অেু�ায়ী তেেবদিে রুটিে পাঠাদৈ ্সিায়ৈা েরা িয়।  

4 -
025 

×
ব্যবিারোরী ব্যবতির ৈথ্য ্সিংগ্রি েরার ্সময়, অৈীৈ কথদে বৈ্ক মাে প�্কন্ত ৈাদের জীবে 

ইবৈিা্স , ৈাদের শারীবরে ও মােব্সে অবস্া এবিং ইছো ্সার্বসিেভাদব উপেবধি েরা 

প্রদয়াজে। 

4 -
026 

○○

বডদমেবশয়ার জে্য এে্সাদথ ব্সবাদ্সর োর্্সসিিং কেয়াদরর কক্দত্র, স্ােীয় ো�্করিদম অিং-

শগ্রিদণর ্সুদ�াগ প্রোে ইৈ্যাবের মাধ্্যদম,পবরবিৈ মােুষ এবিং কোোদের ্সাদথ ্সম্পে্ক  

অব্যািৈ রােদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরা বাঞ্ছেীয়। 

4 -
027 

○○

ক্সবা প্রোদের োবয়দত্ব থাো ব্যবতি, কিাম ্সার্ভসি্স লে্যাে অেু�ায়ী বাবড়দৈ েীর্্কোেীে 

োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পো প্রস্তুৈ েদর। ্সিায়ৈার ্সুবের্েসিষ্ বেে ও েক্্য স্পষ্ েদর, 

োবয়দত্ব থাো বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদরর েমীমী  ইৈ্যাবের োম, প্রোে েরা পবর-

কষবার বের্েসিষ্ ববষয়বস্তু, প্রদয়াজেীয় ্সময়, ্সময়্সূিী ইৈ্যাবে বণ্কো েরা। 

4 -
028 

×
ক্সবা প্রোদের োবয়দত্ব থাো ব্যবতি, বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পো প্রস্তুৈ েদর। অপ�্কাপ্ত ববিা-

রবুবদ্ধ ্সম্পন্ন ব্যবতির (বডদমেবশয়ায় আরিান্ত বয়স্ক ব্যবতি, বুবদ্ধবৃবত্তেভাদব অক্ম ব্যবতি, মােব্সেভাদব অ্সুস্ 

ব্যবতি ইৈ্যাবের মদধ্্য অপ�্কাপ্ত ববিারবুবদ্ধ ্সম্পন্ন ব্যবতি) জে্য, প্রবৈবেদের আর্থসিে ব্যবস্াপোর োবয়দত্ব, প্রাপ্ত-

বয়স্কদের অবভভাবেত্ব ব্যবস্া এবিং তেেবদিে জীবদের আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরা প্রেল্প রদয়দে। 

4 -
029 

×
ক্সবা প্রোদের েৈ্ক দব্য থাো ব্যবতির োদজর মদধ্্য, বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদরর ব্যবিার ্সামঞ্জ্স্য বা 

ব্যবিারোরী ব্যবতির অবস্া কবাঝা এবিং বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদরর েমীমী  (কিাম কিল্পার) জে্য প্র�-ু

বতিগৈ বেদে্ক বশো ইৈ্যাবে অন্তভু্কতি। বাবড়দৈ ক্সবা প্রোেোরী ্সিংস্াদে আমন্ত্রণ জাবেদয়, ক্সবা প্রোেোরী 

্সিংস্ার ্সভার আদয়াজে েরা িে োর্্সসিিং কেয়ারদে ্সিায়ৈাোরী ববদশষদজ্ঞর (কেয়ার ম্যাদেজার) োজ 
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4 -
030 

○○

বেয়বমৈ েিে প্রোে / প্রদয়াজে অেু্সাদর বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার ্সার্ভসিদ্সর 

অপাদরেরদে অবশ্যই ো্স্ক বা োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক াদরর মদৈা কপশাোর িদৈ িদব। ব্যব-

িারোরী বা পবরবার েৈৃ্ক ে অববিৈ েরা িদে, পরামশ্ক ্সিায়ৈা বা পবরেশ্কে ইৈ্যাবের 

প্রদয়াজেীয়ৈা বেধ্্কারণ েদর, িাবিো অেু�ায়ী পবরদষবার জে্য ্সাড়া প্রোে েরা িয়।  

4 -
031 

○○

বেয়বমৈ েিে প্রোে / প্রদয়াজে অেু্সাদর বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার ্সার্ভসি্স, 

োর্্সসিিং কেয়ার প্রদয়াজে এমে ব্যবতির গৃিজীবেদে 24 র্ন্টা ্সিায়ৈা েরার ব্যবস্া বি্সাদব 

প্রবৈষ্া েরা িদয়দে। বেয়বমৈ পবরেশ্কে োড়াও, ব্যবিারোরী ব্যবতি েৈৃ্ক ে অববিৈ েরা 

িদে পবরদষবা প্রোে েরা িয়।  

4 -
032 

×
বেয়বমৈ েিে প্রোে / প্রদয়াজে অেু্সাদর বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার, োর্্সসিিং 

কেয়ার প্রদয়াজে এমে ব্যবতির গৃিজীবেদে 24 র্ন্টা ্সিায়ৈা েরার ব্যবস্া বি্সাদব প্র-

বৈষ্া েরা িদয়দে। ্সিায়ৈা প্রদয়াজে এমে ব্যবতি উবদেষ্ েয়।  

4 -
033 

×
কোে পবর্সদরর বববভন্ন বরিয়ােোদপর আবাব্সে োর্্সসিিং কেয়ার িে, "�াৈায়াদৈর" উপর মদোবেদবশে েদর, 

প্রদয়াজে অেু্সাদর "পবরেশ্কে" বা "অবস্াে" েরাদে এেবত্রৈ েদর প্রোে েরা পবরদষবা। োর্্সসিিং কেয়ার 

প্রদয়াজে এমে ব্যবতির পবরবস্বৈ ও ইছোর উপর বেভ্ক র েদর, মাঝাবরভাদব অক্ম িদেও, ব্সবাদ্স অভ্যস্ 

অঞ্চদে ব্সবা্স িাবেদয় ক�দৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরাদে েক্্য বি্সাদব কেয়া িদয়দে।  

4 -
034 

×
কোে পবর্সদরর বববভন্ন বরিয়ােোদপর আবাব্সে োর্্সসিিং কেয়ার িে, কপৌঁর্সভা েৈৃ্ক ে 

মদোেীৈ এেটি অঞ্চে বভবত্তে পবরদষবা এবিং েীবৈগৈভাদব, শুধ্ুমাত্র কপৌঁর্সভার বাব্স-

দিারা পবরদষবাটি ব্যবিার েরদৈ পাদরে। 

4 -
035 

○○

োর্্সসিিং ও কোে পবর্সদরর বববভন্ন বরিয়ােোদপর আবাব্সে োর্্সসিিং কেয়ার োর্্সসিিং ও োর্্সসিিং কেয়ারদে ্সমববিৈ পদ্ধ-

বৈদৈ প্রোে েদর। িা্সপাৈাে ৈ্যাগ েরার পরপরই বাবড়দৈ জীবে�াপদে ্সিদজ পবরবৈ্ক ে, োর্মসিোে ে্যান্সাদরর 

মদৈা জীবদের কশষ ্সময়োে, বিবেৎ্সাধ্ীে অবস্ার অবেবচিৈ ্সময়োদে বাবড়দৈ জীবে�াপদে অব্যািৈ রাো 

প্রদয়াজে, পাবরবাবরে অব্সদরর �ত্ন, পরামদশ্কর মাধ্্যদম কবাঝা হ্া্স েরা প্রদয়াজে এমে ব্যবতিদে ্সিায়ৈা েরা।  
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4 -
036 

×
স্ল্পদময়াদে ভর্ৈসি িওয়ার মাধ্্যদম তেবেে জীবদের েীর্্কদময়ােী োর্্সসিিং কেয়ার িে, বয়স্কদের 

জে্য োর্্সসিিং কেয়ার েে্যাণ ্সুববধ্ার জে্য আদবেে েরা বা ো েরা বের্বসিদশদষ, োর্্সসিিং কেয়ার 

প্রদয়াজে এমে ব্যবতি ব্যবিার েরদৈ ্সক্ম এেটি কিাম ্সার্ভসি্স। ৈদব, ্সুববধ্া পবরদষবার ব্যব-

িারোরী, অঞ্চে বভবত্তে পবরদষবার এেটি অিংদশর ্সাদথ এে্সাদথ ব্যবিার েরদৈ পারদব ো।  

4 -
037 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / তেেবদিে জীবেদে ্সিায়ৈা েরার ্সার্বসিে প্রেদল্পর োর্্সসিিং 

কেয়ার প্রবৈদরাধ্ / জীবেদে ্সিায়ৈা েরা ক্সবার প্রেদল্পর ক�াগ্য ব্যবতি িে, ্সিায়ৈা 

প্রদয়াজে বদে স্ীেৃৈ ব্যবতি ও কমৌবেে কিেবেদস্টর ক�াগ্য ব্যবতি (প্রেদল্পর উবদেষ্ ব্যবতি) 

বি্সাদব ববদববিৈ ব্যবতি। 

4 -
038 

○○

(বেধ্্কাবরৈ) ভ্াম্যমাে োর্্সসিিং কেয়ার ব্যব্সা প্রবৈষ্াে ইৈ্যাবে পবরিােোর মােেদণ্ড, 

জরুবর েদু�্কাগ কমাোদবোর জে্য ব্যবস্া গ্রিণ বেধ্্কারণ েরা িদয়দে৷ জরুরী েদু�্কাগ পবর-

েল্পো তৈবর তৈরী েরা বা ্সিংবলেষ্ েৈৃ্ক পদক্র োদে বরদপাে্ক  েরা এবিং ্সিদ�াবগৈা ব্য-

বস্ার উন্নয়ে, স্াোন্তর ও উদ্ধার মিড়া বাস্তবায়দের মদৈা ব্যবস্া গ্রিণ েরা প্রদয়াজে। 

4 -
039 

○○

(বেধ্্কাবরৈ) বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়ার ব্যব্সা 

প্রবৈষ্াে ইৈ্যাবে পবরিােোর মােেদণ্ড, প্রোে েরদৈ অস্ীোর েরা বেবষদ্ধ েরা িদয়দে। 

মদে রােদবে ক�, পবরদষবা প্রোে প্রৈ্যাে্যাে েরার ্সম্ভাব্য �ুবতি্সঙ্গৈ োরণ বি্সাদব, 

বেয়বমৈ ব্যব্সার জে্য পবরেশ্কে এোোর বাইদর থাো বা গ্রিদণর ক্মৈা অবৈরিম েরা।  

4 -
040 

○○

ভর্ৈসি িওয়ার মাধ্্যদম প্রোে েরা পবরদষবা িদেও, ভর্ৈসি িওয়া ব্যবতির বাইদর �াওয়ার 

্সুদ�াগ ্সবরিয়ভাদব ্সুরবক্ৈ েরার জে্য প্রদিষ্া িাোদো উবিৈ। 

4 -
041 

×
োর্্সসিিং কেয়ার অেুশীেদের বববভন্ন কপশাোদরর ্সিদ�াবগৈার কক্দত্র, বববভন্ন অবস্াদে 

থাো মােুদষর, ্সমাে অবস্াদে কথদে ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ্সিায়ৈা েরা বাঞ্ছেীয়। 
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4 -
042 

○○

বববভন্ন কপশাোদরর ্সিদ�াবগৈার েদে শুধ্ু ববদশষজ্ঞই েয়, েে্যাণ েমীমী , কস্ছোদ্সবে, 

পবরবার এবিং স্ােীয় বাব্সদিারাও বববভন্ন কপশাোদরর ্সিদ�াবগৈার েদের অিংশ িদয় 

্সিায়ৈা প্রোে েরদব।

4 -
043 

×
োর্্সসিিং কেয়ার অেুশীেদের কক্দত্র বিবেৎ্সা ক্সবা এবিং োর্্সসিিং কেয়াদরর ্সিদ�াবগৈা, 

শুধ্ুমাত্র ব্যবিারোরী ব্যবতি অ্সুস্ িওয়ার কক্দত্র েয়, তেবেে বভবত্তদৈ ব্যবিারোরী ব্য-

বতির জীবদের জে্য ্সাধ্ারণ ্সমথ্কদের জে্য ্সিদ�াবগৈা প্রোে েরা। 

4 -
044 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার অেুশীেে েরার কক্দত্র বববভন্ন কপশার ্সিদ�াবগৈায়, ব্যবিারোরী ব্যবতি 

ও পাবরবাবরে োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র পাশাপাবশ �দত্নর বেে বেদে্ক শো ্সম্পর্েসিৈ ৈথ্য 

কশয়ার েদর, জীবদের ্সম্স্যার ্সমাধ্াে বা জীবদের মাে (QOL) উন্নৈ েরার জে্য 

প্রদিষ্া িাোদো িয়। 

4 -
045 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী দে অবশ্যই বেরাপে, উপ�ুতি এবিং বস্তুবেষ্ �ত্ন প্রোে েরদৈ িদব। 

ব্যবিারোরী ব্যবতি েৈৃ্ক ে অেুদরাধ্ েরা িদেও োর্্সসিিং প্র�ুবতির ্সাদথ অ্সঙ্গবৈপূণ্ক োজ 

েরা, কপশাোর বি্সাদব অনেবৈে বদে ববদববিৈ িয়।  

4 -
046 

×
এেটি ্সাধ্ারণ বেয়ম বি্সাদব, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র বিবেৎ্সার িি্ক া েরার অেুমবৈ কেই। 

বিবেৎ্সা ক্সবার বের্েসিষ্ বেেু বিবেৎ্সাববে্যার অেুশীেদের জে্য (স্পুোম ্সােশে এবিং 

টিউদব োওয়াদো) প্রবশক্ণ ্সম্পন্নোরী োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  বের্েসিষ্ বেেু শদৈ্ক র অধ্ীদে 

এবিং ডাতিাদরর বেদে্ক শ অেু�ায়ী অেুশীেে েরদৈ পারদব।  

4 -
047 

○○

জাপাে অ্যাদ্সাব্সদয়শে অফ ্সাটি্ক ফাইড কেয়ার ওয়াে্ক াদ্স্কর তেবৈেৈার জে্য 

েীবৈমাো "কগাপেীয়ৈা রক্া েরা" এবিং ্সমাজ ক্সবী ও োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদের 

"কগাপেীয়ৈার বাধ্্যবাধ্েৈার " েথা বিন্তা েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতি বা ৈার পবরবারদে 

ব্যাে্যা প্রোে েরা এবিং ৈাদের ্সম্বৈ গ্রিণ েরা প্রদয়াজে। 
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4 -
048 

×
ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ৈার েক্ কথদে কবর িদৈ ো কেওয়া শারীবরে বে�্কাৈে বি্সাদব 

ববদববিৈ িয়। ম�্কাোপূণ্ক োদজর অেুপ�ুতি।  

4 -
049 

×
মেৈ্যাদগ ্সিায়ৈা েরার কক্দত্র, ব্যবিারোরী ব্যবতির কগাপেীয়ৈা বা েজ্ার অেুভূবৈ 

ববদবিো েরা প্রদয়াজে এবিং েরজা কোো অবস্ায় ্সিায়ৈা প্রোে েরা উবিৈ েয়।

4 -
050 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতি �বে "ঠিে আদে" বেদেও িাড় ভাঙার ্সম্ভাবোর োরদণ, োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী  বেদজ ব্সদ্ধান্ত ো বেদয়, ো্স্ক বা উপবস্ৈ বিবেৎ্সদের মদৈা বিবেৎ্সা েমীমী র 

্সাদথ ্সিদ�াবগৈা েরা প্রদয়াজে। 

4 -
051 

×
্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদের , "কগাপেীয়ৈা বজায় রাোর বাধ্্যবা-

ধ্েৈায়" ''�ুবতি্সঙ্গৈ োরণ ব্যৈীৈ, ক্সই োজ ্সম্পর্েসিৈ জােদৈ পারা ব্যবতির কগাপেী-

য়ৈা প্রোশ ো েরা" মদম্ক বেধ্্কারণ েরা িদয়দে।

4 -
052 

×
ব্যবিারোরী ব্যবতির হুইেদিয়াদরর ্সাদথ কোমর কবল্ট ্সিং�ুতি েদর ঐ ব্যবতির িোিে ্সীবমৈ 

েরা শারীবরে ্সিং�ম বি্সাদব গণ্য েরা িয় ববধ্ায় ৈা েরা উবিৈ েয়। অবেবা�্ক জরুরী পবর-

বস্বৈদৈ, শারীবরে ্সিং�দমর ববষয়বস্তু, উদদেশ্য, ্সময়, ্সময়োে ইৈ্যাবে ব্যবতি এবিং পবরবার-

কে ্সম্পূণ্করূদপ ব্যাে্যা েদর কবাঝাদোর প্রদয়াজে রদয়দে এবিং করেড্ক  তৈবর েরা বাধ্্যৈামূেে।  

4 -
053 

○○

ব্যবতিগৈ ৈথ্য পবরিােোোরী বববজদে্স অপাদরেদরর, ্সিংবলেষ্ ব্যবতির পূব্ক ্সম্বৈ 

োড়া ব্যবতিগৈ ৈথ্য ৈৃৈীয় পক্দে প্রোে েরা উবিৈ েয়। ৈদব, মােুদষর জীবে, কেি 

বা ্সম্পবত্তর ্সুরক্ার জে্য প্রদয়াজে িদে এবিং ব্যবতির ্সম্বৈ পাওয়া েঠিে িদে প্রোে 

েরা ক�দৈ পাদর।  



A 036

4 -
054 

○○

ব্যবতিগৈ ৈথ্য পবরিােোোরী বববজদে্স অপাদরেদরর, ্সিংবলেষ্ ব্যবতির পূব্ক ্সম্বৈ োড়া 

ব্যবতিগৈ ৈথ্য ৈৃৈীয় পক্দে প্রোে েরা উবিৈ েয়। ক্সবা প্রোেোরী ্সিংস্ার ্সভায় 

ব্যবিারোরী ব্যবতির ব্যবতিগৈ ৈথ্য ব্যবিার েরার ্সময়, ব্যবতি বা পবরবাদরর ্সে্স্যদের 

বেেে ব্যবিাদরর উদদেশ্য আদগ কথদেই উদলেে েদর ৈাদের ্সম্বৈ কেওয়া প্রদয়াজে।  

4 -
055 

○○

ব্যবতিগৈ ৈদথ্যর মদধ্্য েবথ, ড্রবয়িং, ইদেদট্াম্যাগদেটিে করেড্ক  অন্তভু্কতি এবিং মুদের 

েবব ব্যবতিদে শোতি েরার ব্যবতিগৈ কডো ববধ্ায়, ব্যবতি বা পবরবাদরর ্সে্স্যদের বেেে 

ব্যবিাদরর উদদেশ্য আদগ কথদেই উদলেে েদর ৈাদের ্সম্বৈ কেওয়া প্রদয়াজে। 

4 -
056 

○○

েৈুে ঠিোোর ্সুববধ্া কথদে ব্যবিারোরী ব্যবতির ব্যবতিগৈ ৈদথ্যর জে্য অেুদরাধ্ েরা 

িদে, ব্যবতি বা পবরবাদরর ্সে্স্যদের বেেে ব্যবিাদরর উদদেশ্য আদগ কথদেই উদলেে েদর 

ৈাদের ্সম্বৈ কেওয়া প্রদয়াজে।

4 -
057 

×
ফায়ার ্সার্ভসি্স আইদে বেদর অন্তৈ েবুার অবনি বেব্কাপণ ও স্াোন্তরদণর মিড়া পবরিা-

েো েরা বাধ্্যৈামূেে। 

4 -
058 

○○

স্াোন্তদরর জে্য ্সিায়ৈা প্রদয়াজে এমে ব্যবতির ৈাবেো তৈবর েদর, স্াোন্তদরর জে্য 

্সিায়ৈা ইৈ্যাবের ্সাদথ ্সিংবলেষ্ ব্যবতির বেেে প্রোে েরা কপৌঁর্সভার কময়রদের জে্য 

বাধ্্যৈামূেে। 

4 -
059 

×
ভর্ৈসি িওয়া ্সেে ব্যবতি জীবাণু বিেোরী বেো ৈা কিে েরার েরোর কেই শুধ্ুমাত্র 

জীবাণু বিে েরা স্াদস্্যর উপর প্রায় কোে প্রভাব কফদে ো।  



A 037

4 -
060 

×
জীবাণু বিেোরী ব্যবিারোরী ব্যবতির ববদোেেমূেে ো�্কেোদপ অিংশগ্রিণ ্সীমাবদ্ধ 

েরার পবরবদৈ্ক  ৈাদের স্াদস্্যর জে্য প�্কদবক্ণ েরা উবিৈ। 

4 -
061 

○○

্সিংরিমণ বেয়ন্ত্রদণর জে্য েবমটি গঠে েদর, প্রবৈ বৈে মাদ্স অন্তৈ এেবার আদয়াজে 

েদর, ৈার ফোফে ্সম্পদে্ক  োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  বা অে্যাে্য েমীমী দে পুখিােুপুখিভাদব 

অববিৈ েরা বাধ্্যৈামূেে।

4 -
062 

×
কৈায়াদে কশয়ার েরা ্সিংরিমদণর উৎ্স িদৈ পাদর ববধ্ায় ৈা েরা উবিৈ েয়।

4 -
063 

○○

ভর্ৈসি িওয়া ব্যবতির স্াদস্্যর অবস্ার কোদো অস্াভাববেৈা েক্্য েরা কগদে, ডাতিার 

এবিং ো্স্কদের মদৈা বিবেৎ্সা েমীমী দের অববিৈ েরা। 

4 -
064 

○○

মেমূদত্র ব্যােদেবরয়া থাদে ববধ্ায়, ্সিংরিামে করাগ প্রবৈদরাদধ্র ব্যবস্া বি্সাদব প্রবৈটি 

ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য, বড্সদপাদজবে (ব্যবিাদরর পর কফদে কেওয়া ) গ্াভ্স পবরধ্াে 

েদর পবরিােো েরা উবিৈ। উপরন্তু, োর্্সসিিং কেয়ার পবরিােোর আদগ এবিং পদর িাৈ 

ধ্ুদয় বেদৈ িয়। 

4 -
065 

○○

অব্সাে, ক্াবন্ত এবিং উো্সীেৈা বাে্কআউদের েক্ণ। 



A 038

4 -
066 

×
েীবৈগৈভাদব, মাৈৃত্বোেীে েুটির ্সময়োে োেে-পােে েরা বশশুর বয়্স (জন্মবে-

কের আদগর বেে) 1 বেদর কপৌঁঁোদো প�্কন্ত। উপরন্তু, শুধ্ুমাত্র েম্ক্সিংস্াে অব্যািৈ রাোর 

জে্য ববদশষভাদব প্রদয়াজেীয় বদে মদে েরা িদে, মাৈৃত্বোেীে েুটির ্সময়োে 1বের 

এবিং 6 মা্স বয়্স প�্কন্ত (পুেরায় বৃবদ্ধ েদর 2 বের বয়্স প�্কন্ত) বৃবদ্ধ েরা ক�দৈ পাদর ।  

4 -
067 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েুটি, োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়াজে এমে পবরবস্বৈদৈ থাো উবদেষ্ পবরবাদরর োর্্সসিিং 

কেয়ার / অে্যাে্য �ত্ন কেওয়ার ্সময় বেদর 5 বেে প�্কন্ত, েইু বা ৈদৈাবধ্ে োর্্সসিিং কেয়াদরর 

উবদেষ্ ব্যবতি থােদে ্সব্কাবধ্ে 10 বেে প�্কন্ত পাওয়া ক�দৈ পাদর। উদলেে্য ক�, আইেটি ্সিংদশাধ্ে 

েরার ফদে, জােুয়ারী, 2021 ্সাে কথদে র্ন্টার বভবত্তদৈ োর্্সসিিং কেয়ার েুটি কেওয়া ্সম্ভব।  

4 -
068 

○○

েইু ্সপ্তাি বা ৈার কববশ ্সময় ধ্দর োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়াজে এমে পবরবাদরর োর্্সসিিং 

কেয়ার কক্দত্র, পবরবাদরর প্রবৈটি ্সেদ্স্যর জে্য বৈেবার প�্কন্ত কমাে 93 বেে প�্কন্ত েুটি 

বেবস্তদৈ কেওয়া ্সম্ভব।

4 -
069 

○○

50 বা ৈার কববশ েমীমী দে বেদয়াবজৈ েরা বববজদে্স অপাদরের কট্্স কিে পবরিােো 

েরদৈ বাধ্্য এবিং অে্যাে্য বববজদে্স অপাদরেদরর আন্তবরে প্রদিষ্া িাোদোর বাধ্্য-

বাধ্েৈা রদয়দে।

4 -
070 

○○

কট্্স কিে, "প্রাথবমে প�্কাদয়র প্রবৈদরাদধ্র" কক্দত্র মােব্সে স্াস্্য ্সম্স্যা আদগ কথদে প্রবৈদরা-

কধ্র উদদেদশ্য পবরিােো েরা িয়। উদলেে্য ক�,"মাধ্্যবমে প�্কাদয়র প্রবৈদরাদধ্র" কক্দত্র প্রাথবমে 

প�্কাদয় মােব্সে স্াস্্য ্সম্স্যা ্সোতি েদর, �থা�থ ব্যবস্া গ্রিণ েরা িয়। "ৈৃৈীয় প�্কাদয়র প্রবৈ-

করাদধ্র" েক্্য িে মােব্সে স্াস্্য ্সম্স্যায় আরিান্ত েমীমী দে োদজ বফদর ক�দৈ ্সািা�্য েরা।  

4 -
071 

○○

কট্্স কিে পবরিােো েরার বাধ্্যবাধ্েৈা রদয়দে এমে ব্যব্সা প্রবৈষ্াদে, বেদর এেবার 

্সমস্ত েমীমী র জে্য কট্্স কিে পবরিােো েরা বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। উদলেে্য ক�,এে 

বেদরর িাইদৈ েম ্সমদয়র জে্য িুবতিবদ্ধ েমীমী  বা বেয়বমৈ েমীমী র বেয়বমৈ োদজর 

্সমদয়র বৈে-িৈুথ্কািংদশর েম োজ েরা েণ্ডোেীে েমীমী  অব্যািবৈপ্রাপ্ত।। 



লা�ন�ং পেয়�

■নার্সসিং যোর়্োর ও়োর্্য াযোরর সংজ্া

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদে,"োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার" বেদৈ ধ্ারা 42, উপ-ধ্ারা 1 

এর অধ্ীদে বেববন্ৈ িওয়ার পর, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার োম ব্যবিার েদর, ববদশষ জ্ঞাে এবিং প্র�ুবতি 

বিে েদর, তেেবদিে জীবে পবরিােো েরদৈ অ্সুববধ্া িয় এমে ব্যবতির শারীবরে ও মােব্সে অবস্া 

অেু�ায়ী োর্্সসিিং কেয়ার (স্পুোম ্সােশে এবিং ক্সই ব্যবতির অে্যাে্য তেেবদিে জীবে�াপদের জে্য প্রদয়া-

জেীয় বরিয়ােোদপর, ডাতিাদরর বেদে্ক দশ ্সম্পােে েরা (স্াস্্য, শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রণােদয়র অধ্্যাদেশ 

দ্ারা বের্েসিষ্ েরা ববষদয় ্সীমাবদ্ধ এর পদর "স্পুোম ্সােশে ইৈ্যাবে" বি্সাদব উদলেে েরা িদয়দে। ) ববষয় 

অন্তভু্কতি। ) প্রোে েরার পাশাপাবশ ক্সই ব্যবতি এবিং পবরি�্কাোরীর বেেে োর্্সসিিং কেয়াদরর বেদে্ক বশো 

প্রোে েরাদে (এেে কথদে "োর্্সসিিং কেয়ার ইৈ্যাবে" বি্সাদব উদলেে েরা িদয়দে) োজ বি্সাদব কেয়া ব্য-

বতিদে কবাঝায়" মদম্ক বেধ্্কারণ েরা িদয়দে। 

G 003



ক�াগাদ�াগ প্র�ুবতি



A 040

উ�র / ব্যাখ্যা

5 -
001 

○○

অে্য পদক্র মুদোমুবে িওয়ার কেৌশে িে, অে্য পদক্র েথার অবমে অ্সঙ্গবৈ, েথা 

ও োদজর অ্সঙ্গবৈ বেদে্ক শ েদর, ক্সই প্রবৈপক্দে ৈাদের ্সম্স্যা ্সম্পদে্ক  ্সদিৈে েরার 

এেটি কেৌশে ( G004 কেেুে)। 

5 -
002 

×
শব্ান্তদর প্রোশ েরার কেৌশে িে, অে্য পদক্ েৈৃ্ক ে বো শব্দে অে্য শব্ বেদয় 

প্রবৈস্াপে েদর, অে্য েথায় প্রোশ েরার এেটি কেৌশে। অে্য ব্যবতির বো েথার 

ববষয়বস্তু, ্সিংগঠিৈ েদর ক�াগাদ�াগ েরা িে ্সিংবক্প্তেরদণর এেটি কেৌশে 

( G004 কেেুে)। 

5 -
003 

○○

স্পষ্টীেরদণর কেৌশে িে, অে্য পদক্র বিন্তা েরার ববষয় বা অেুভব েরার ববষয় 

েথা বেদয় প্রোশ েদর, অে্য পদক্দে ৈার বিন্তাভাবো বা অেুভূবৈদে ্সিংগঠিৈ েরদৈ 

্সক্ম েদর কৈাোর এেটি কেৌশে ( G004 কেেুে)। 

5 -
004 

○○

বন্ প্র্ন, কমাের ভাষার প্রবৈবন্েৈার মদৈা ভােভাদব েথা বেদৈ ো পারা ব্যবতির জে্য 

ব্যবহৃৈ িয়। শুধ্ুমাত্র "িঁ্যা" বা "ো" বেদয় উত্তর প্রোে েরা �ায় এমে প্র্ন বজজ্ঞা্সা েদর, 

্সিদজ ক�াগাদ�াগ েরা �ায়। 

5 -
005 

×
ক্সই ব্যবিারোরী ব্যবতির অেুপ্রাবণৈ িওয়া হ্া্স পাওয়ার োরণ জাো ো থাোর োরদণ, 

বিন্তা েরার পদ্ধবৈ পবরবৈ্ক ে েরার পবরবদৈ্ক  প্রথমৈ, অেুপ্রাবণৈ িওয়া হ্া্স পাওয়ার 

োরদণর বেদে মদোদ�াগ কেওয়া গুরুত্বপূণ্ক।



A 041

5 -
006 

○○

অেুদপ্ররণা হ্াদ্সর বববভন্ন কপ্রক্াপে এবিং োরণ রদয়দে ববধ্ায় পবরবস্বৈ ববদবিো েরা 

গুরুত্বপূণ্ক। ক�মে, আত্মীয় বা র্বেষ্ বনু্ মারা �াওয়া, বাধ্্কে্য বা অ্সুস্ৈা ববষণ্েৈার 

োরণ িদৈ পাদর।  

5 -
007 

×
অেুপ্রাবণৈ িওয়া হ্া্স পাওয়ার অবস্ায়ও ক্সই ব্যবতির পেদি এবিং ব্সদ্ধান্তদে ্সম্াে 

েরা গুরুত্বপূণ্ক। বেদজ ব্সদ্ধান্ত কেওয়ার জে্য ্সিায়ৈা েরা, অেুদপ্ররণা বাবড়দয় কৈাোর 

্সুদ�াগ প্রোে েদর।  

5 -
008 

×
েষৃ্টি প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য, "ঐ বেদে" "এই বেদে" বদে বেেবেদে্ক শো প্রোে েরা 

িদেও, বুঝা েঠিে িদৈ পাদর ববধ্ায় "ডাে", "বাম", "্সামদে" ইৈ্যাবের মদৈা শব্ বেদয় 

বের্েসিষ্ভাদব েথা বো গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
009 

○○

মদোদ�াগ বেদয় কশাোর অথ্ক, শুধ্ুমাত্র কশাো েয়, অে্য পদক্র প্রবৈ �দথষ্ মদোদ�াগ 

বেদয়, েথার আড়াদে েুবেদয় থাো অেুভূবৈ ও ভাবোদে কবাঝার জে্য কশাো। োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী র জে্য ব্যবিারোরী ব্যবতির বো েথা মদোদ�াগ ্সিোদর কশাোর মদোভাব 

থাো গুরুত্বপূণ্ক।  

5 -
010 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির েথার ববষয়বস্তু বেদজর মূে্যদবাধ্ বেদয় ববিার 

েরার পবরবদৈ্ক , েথার ববষয়বস্তু ক�মেটি আদে ঠিে কৈমেভাদব গ্রিণ েদর, ব্যবিারোরী 

ব্যবতির অবস্াে কথদে কবাঝার কিষ্া েরার মদোভাব থাো গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
011 

×
্সিােুভূবৈশীে মদোভাব িে, ্সবরিয়ভাদব অে্য পদক্র অেুভূবৈ বা বিন্তা কশয়ার েরা। 

অে্য পদক্র অেুভূবৈ অেুধ্াবে েরা িে মদোদ�াগ বেদয় কশাোর মদোভাব। োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী র, ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য েথায় প্রোশ েরা অ্সম্ভব অেুভূবৈ অেুধ্াবে 

েরার মাধ্্যদম ব্যবিারোরী ব্যবতির েথা কশাো গুরুত্বপূণ্ক।   
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5 -
012 

×
এমেবে কেবৈবািে আদবগও েমে ো েদর ক�মেটি আদে ঠিে কৈমেভাদব গ্রিণ েরাই 

গ্রিণদ�াগ্যৈা। কেবৈবািে আদবগ েমে েরা িদে, ব্যবিারোরী ব্যবতি হৃেয় েুদে বেদৈ 

পাদর ো ববধ্ায় োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র জে্য ক�মেটি আদে ঠিে কৈমেভাদব গ্রিণ েরার 

মদোভাব কেোদো গুরুত্বপূণ্ক।  

5 -
013 

×
প্রথমবার ্সাক্াৈ েরা ব্যবতির ্সাদথ েথা বোর ্সময়, বেদজও বা অে্য পক্ও এদে অপরদে েুব 

ভােভাদব জাদে ো ববধ্ায়, িঠাৎ েদথাপেথদের ্সারমদম্ক প্রদবশ েরদে, অে্য পক্ আত্মরক্া 

েদর োভ্ক া্স িদয় পড়ায় েদথাপেথে িাবেদয় �াওয়া েঠিে িদয় পদড়। তেেবদিে জীবদের তেবমবত্তে 

র্েো কথদে েথা বো শুরু েরদে, স্াছেদি্যমূেে পবরদবদশ েদথাপেথে পবরিােো েরা �ায়। 

5 -
014 

×
েথা বোর কমজাদজ কেই এমে ব্যবতির বেেে, কোো প্র্ন বেদয় েথা িাবেদয় কগদে, বড় 

ধ্রদণর কবাঝার োরণ িদয় েঁাড়ায় ববধ্ায়, ঐ ব্যবতির পবরবস্বৈ অেু�ায়ী জবড়ৈ িওয়া 

গুরুত্বপূণ্ক।

5 -
015 

○○

কোো প্র্ন ব্যবিার েরার মাধ্্যদম, বেদজদে স্পষ্ভাদব প্রোশ েরদৈ ো পারা ব্যবতির 

জে্য বেদৈ িাওয়া ববষয় ্সিংবক্প্ত েরা, স্পষ্ েরা ্সিজ িদয় উদঠ।

5 -
016 

×
বন্ প্র্ন িে "িঁ্যা" বা "ো" বেদয় উত্তর প্রোে েরা �ায় এমে প্র্ন। ক�াগাদ�াদগর েক্ৈা 

হ্া্স পাওয়া বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য বদ্ধ প্র্ন বেদয় কমাোদবো 

েরা বাঞ্ছেীয়। কোো প্রদ্নর কক্দত্র অথ্ক বুঝদৈ ো পারা, উত্তর বেদৈ বগদয় ্সম্স্যায় 

পড়ার মদৈা ববভ্াবন্ত বা অস্বস্ত কবাদধ্র োরণ িদৈ পাদর।  

5 -
017 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েৈৃ্ক ে েরা প্রদ্নর কক্দত্র, ব্যবতির অবস্া ও অেুভূবৈর োোোবে 

বগদয়, কোো এবিং বন্ প্র্ন ্সঠিেভাদব ব্যবিার েরা গুরুত্বপূণ্ক। 
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5 -
018 

×
স্পষ্ভাদব েথা বেদৈ ো পারা বড্সারবরিয়া বা উচ্চারণমূেে ব্যাবধ্দৈ আরিান্ত ব্যবতিদে 

স্পষ্ভাদব েথা বেদৈ উৎ্সাবিৈ েরা ক্সই ব্যবতির জে্য েষ্ের িদয় েঁাড়ায়। ক�াগাদ�াগ 

েরার ্সময়, ব্যবিারোরী ব্যবতির শুদে কবাঝার কিষ্া েরার মদোভাব থাো গুরুত্বপূণ্ক, 

�া ব্যবিারোরীদের অেুপ্রাবণৈ েদর।  

5 -
019 

○○

্সিংদবেেশীে অ্যাদফব্সয়া বা বােদরাদধ্র ব্যাবধ্দৈ আরিান্ত ব্যবতির বেবেৈ এবিং েথ্য 

ভাষা বুঝদৈ অ্সুববধ্া িয়। এই োরদণ, ব্যােরণগৈ ভুে বা অদেে অথ্কিীে শব্ থাদে 

এবিং বেদজ েৈুে শব্ তৈবর েরার প্রবণৈা থাদে। 

5 -
020 

○○

কমাের অ্যাদফব্সয়া বা বােদরাদধ্র ব্যাবধ্দৈ আরিান্ত ব্যবতি ভাদোভাদব েথা বেদৈ ো 

পারদেও েথা বুঝদৈ ্সক্ম িদয় থাদে। এই োরদণ,"িঁ্যা" বা "ো" বেদয় উত্তর প্রোে েরা 

বদ্ধ প্র্ন বা েষৃ্টিশবতি কথদে গ্রিে েরা ৈথ্য ব্যবিার েরা ো�্কের িদয় থাদে। 

5 -
021 

×
শ্রবণ প্রবৈবন্েৈা আদে এমে ব্যবতির কেেদৈ পায় ববধ্ায়, করেইদের (অন্দের স্পষ্ক দ্ারা 

পড়ার জে্য মুদ্রে পদ্ধবৈ) প্রদয়াজে কেই। ো�্কেরী মাধ্্যদমর মদধ্্য ইশারা বা আঙুদের 

ভাষা বা বেবেৈ বাৈ্ক া, উবতি পড়া ইৈ্যাবে রদয়দে।  

5 -
022 

○○

শুেদৈ অ্সুববধ্া িয় এমে ব্যবতিদে আরও ভাদোভাদব শব্ শুেদৈ ্সািা�্য েরার জে্য 

শ্রবদণর �ন্ত্র ব্যবিার েরা িয়৷ ৈদব, েণ্ঠস্র োড়া অে্য শব্ও শুো �ায় ববধ্ায়, ব্যবিার 

েরার ্সময়, ঐ ব্যবতির জে্য উপ�ুতি এেটি ব্যবিার েরা িয়৷  

5 -
023 

○○

েষৃ্টি প্রবৈবন্ী ব্যবতি, োে বা িামড়া, োে, ইৈ্যাবে কথদে গ্রিণ েরা ৈথ্য ব্যবিার েদর, 

পাবরপাবশ্্কে অবস্া ববিার েদর থাদে। ববপরীৈভাদব, েষৃ্টি প্রবৈবন্ী ব্যবতির িারপাদশ 

েন্ঠস্র উঁিু েরা িদে ৈথ্য করাধ্ েরা িয় ববধ্ায় ্সৈে্ক ৈা অবেম্বদের প্রদয়াজে রদয়দে।  
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5 -
024 

×
আধ্া-ভাষা বেদৈ শব্ উচ্চারদণর ্সময় শদব্র শবতি ও েবু্কেৈা বা স্রধ্ববের উত্াে-

পৈে, তের্্ক্য ইৈ্যাবের মদৈা শদব্র স্রদে কবাঝায়। আধ্া-ভাষায় শদব্র বাইদর কপ্ররণ 

েরা বববভন্ন বাৈ্ক া রদয়দে ববধ্ায়, েষৃ্টি প্রবৈবন্ী ব্যবতির ্সাদথ ক�াগাদ�াগ েরার কক্দত্র 

ইছোেৃৈভাদব ব্যবিার েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
025 

×
আদোিোর ববষয়দে ব্যবিারোরী ব্যবতির বেদৈ িাওয়া ববষয় বা শুেদৈ িাওয়া 

ববষদয়র উপর কে্রিীভূৈ েরা। ক্সটি েরার মাধ্্যদম, ব্যবিারোরী ব্যবতির উদদ্গ বা 

আেদদির মদৈা আদবগ বা ্সম্স্যায় কভাগা ববষয়বস্তুর োোোবে �াওয়া �ায়।  

5 -
026 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র মদোদ�াগ বেদয় কশাোর উদদেশ্য িে, ব্যবিারোরী ব্যবতির অেুভূবৈ 

বা বিন্তাভাবো কশাো ও কবাঝা। ব্যবিারোরী ব্যবতির েথার মদধ্্য বববভন্ন উপাোে রদয়দে 

এবিং ৈার মদধ্্য অবদজক্টিভ ফ্যাক্টও (উদদেশ্যগৈ ্সৈ্য) অন্তভু্কতি থােদেও প্রথমৈ, 

ব্যবিারোরী ব্যবতির অেুভূবৈদে গুরুত্ব বেদয়, কবাঝার কিষ্া েরা জরুরী।  

5 -
027 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ েথা বোর ্সময় ব্যবিারোরী ব্যবতির েীরব িদয় থাোর ্সময় িে, 

ব্যবিারোরী ব্যবতির স্াধ্ীেভাদব বিন্তা েরা, বববভন্ন ধ্ারণার ্সিংবক্প্ত েরা এেটি েশৃ্যপে । 

ব্যবিারোরী ব্যবতির গবৈর ্সাদথ ৈাে বমবেদয়, ক্সই ্সময়টি এে্সাদথ োোদোর মাধ্্যদম, ব্যবিারোরী 

ব্যবতিদে স্াধ্ীেভাদব েথা বোর বা বেদজদে প্রোশ েরার ্সুদ�াগ প্রোে েরা গুরুত্বপূণ্ক।  

5 -
028 

○○

িৈাশাগ্রস্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির েীরব থাোর ্সময় থােদেও ক্সই েীরবৈার অথ্ক আদে। 

ক্সই ব্যবতির েীরব থাোর েথা বিন্তা েদর অধ্ীর ো িদয়, োদে কেদে বেদয় মেস্তাবত্ত্বে 

কবাঝা েরূ েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
029 

×
িৈাশাগ্রস্ত অবস্ায় থাো ব্যবিারোরী ব্যবতি কোদো বেেুদৈ অেুপ্রাবণৈ ো িদয় এবিং 

ববরতি কবাধ্ েরা ইৈ্যাবের মদৈা পবরবস্বৈ পবরেবক্ৈ িয়। েদথাপেথেদে উৎ্সাবিৈ 

েরা কবাঝা বি্সাদব অেুভূৈ িয় ববধ্ায় শান্তভাদব প�্কদবক্ণ েরা গুরুত্বপূণ্ক। 
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5 -
030 

×
িৈাশাগ্রস্ত অবস্ায় থাো ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ্সবরিয়ভাদব বেেু ্সুপাবরশ ো েদর, 

মােব্সে এবিং শারীবরে ববশ্রাদমর জে্য ্সময় বেবচিৈ েদর, প�্কদবক্ে েরা গুরুত্বপূণ্ক।

5 -
031 

○○

িৈাশাগ্রস্ত অবস্ায় থাো ব্যবিারোরী ব্যবতিদে প�্কদবক্ে েরার েথা অববিৈ েরা, 

ব্যবিারোরী ব্যবতিদে বেরাপত্তা এবিং মােব্সে শাবন্তর অেুভূবৈ প্রোে েদর ববধ্ায় োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী র জে্য ৈা েরা গুরুত্বপূণ্ক।

5 -
032 

×
আে্যাে তশেী িে, ্সিংর্টিৈ র্েোদে হুবহু করেড্ক  েরার জে্য ব্যবহৃৈ কেোর তশেী। 

ৈথ্যদে উপ-ধ্ারা অেু্সাদর ্সিংগঠিৈ েদর করেড্ক  েরার কেোর তশেী িে ্সার্সিংদক্প 

তশেী ( G004 কেেুে)।  

5 -
033 

○○

্সার্সিংদক্প তশেী, করেদড্ক র বাে্য েীর্্ক িওয়ার োরদণ, মূে ববষয় কবাঝা েঠিে িদয় 

পড়াদে পবরিার েরার উদদেদশ্য ব্যবহৃৈ িয়। অগ্রগবৈ, েীর্্ক িেমাে কে্স করেড্ক  

ইৈ্যাবের জে্য ব্যবহৃৈ িয় ( G004 কেেুে)। 

5 -
034 

○○

ব্যাে্যার তশেী, ্সিংর্টিৈ বববভন্ন র্েোর অথ্ক ববদলেষণ বা ব্যাে্যা বণ্কো েরদৈ ব্যবহৃৈ 

িয় ( G004 কেেুে)।

5 -
035 

○○

আক্বরে তশেী, পবরবৈ্ক ে োড়াই ব্যবিারোরী ব্যবতি এবিং োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  মদধ্্য 

বমথব্রিয়াদে করেড্ক  েরা বস্তু । মাথা োড়াদো এবিং িাব্সও করেড্ক  েরা িয় 

( G004 কেেুে)।  
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5 -
036 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  দ্ারা তৈবর বরদপাে্ক , েীবৈগৈভাদব প্রথদম র্ো র্েোর বাস্তব উপ্সিংিার 

বেদয় বরদপাে্ক  েরা িয়। 

5 -
037 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েৈৃ্ক ে বরদপাে্ক  তৈবর েরদৈ পবরেবল্পৈ ্সমদয়র িাইদৈ কববশ ্সমদয়র 

প্রদয়াজে িদেও, ব্যবিারোরী ব্যবতির পবরবস্বৈ ও অগ্রাবধ্োদরর ববষয়গুবের পবরবৈ্ক ে 

িদৈ পাদর ববধ্ায়, প্রদয়াজে অেু্সাদর প্রবৈবার বরদপাে্ক  েরা িয়। 

5 -
038 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েৈৃ্ক ে তৈবর েরা বরদপাদে্ক র কক্দত্র, বরদপাে্ক  েরা অে্য পদক্র জে্য 

বরদপাদে্ক র ববষয়বস্তু ভুে বুঝা বা বেদজর মদৈা েদর গ্রিণ ো েরার জে্য, বরদপাদে্ক র 

ববষয়বস্তুদে ্সুবের্েসিষ্ ভাষায় প্রোশ েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
039 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েৈৃ্ক ে তৈবর েরা বরদপাে্ক  বেদে্ক শো প্রোেোরী ব্যবতি এবিং োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী র মদধ্্য বববেময় েরা িয় ববধ্ায়, বেদে্ক শো পাওয়া ্সম্পর্েসিৈ োদজর বরদপাে্ক , 

অবশ্যই বেদে্ক শো প্রোেোরী ব্যবতির বেেে বরদপাে্ক  েরা এবিং পবরবস্বৈ বেবচিৈ েরা 

গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
040 

×
বেদজর অেুমাে ্সৈ্য র্েো কথদে বভন্নৈর িদয় থাদে ববধ্ায়, ্সৈ্য র্েো ও অেুমােদে 

স্পষ্ভাদব আোো েদর বরদপাে্ক  েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
041 

○○

কমৌবেে প্রবৈদবেদে, প্রথদম উপ্সিংিার অববিৈ েরার পর, ্সুশৃখিে অেুরিদম অগ্রগবৈ 

বরদপাে্ক  েরা িয়। েরু্্কেোর বরদপাদে্ক র জে্য অববেদম্ব ব্যবস্া গ্রিদণর বেেু র্েো আদে 

ববধ্ায়, অগ্রগবৈ বরদপাে্ক  েরদৈ ্সময় োদগ এবিং ্সাড়া প্রোে েরার কক্দত্র অ্সুববধ্া 

িদৈ পাদর। 
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5 -
042 

○○

েরু্্কেোর বরদপাে্ক  ্সিংরক্ণ েরার পাশাপাবশ, এেই েরু্্কেো �াদৈ ো র্দে ক্সজে্য পুদরা 

েদের ্সাদথ কশয়ার েরাও গুরুত্বপূণ্ক েক্্য বি্সাদব ববদববিৈ িয়। ক্সই প্রবৈদবেে পাওয়ার 

পর েেটি, কেে েরু্্কেোটি র্দেবেে এবিং েরু্্কেোর জে্য ্সাড়া প্রোে েরা �থা�থ বেে 

বেো, ক্স ্সম্পদে্ক  জােদৈ পারদব। 

5 -
043 

×
েরু্্কেোর বরদপাদে্ক র কক্দত্র, এমেবে কগৌঁণ ববষয়ও, গুরুৈর েরু্্কেোর োরণ িদৈ পাদর। 

েরু্্কেোর দ্রুৈ বরদপাে্ক  েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

5 -
044 

×
েরু্্কেো র্োর ্সময় েরণীয় ববষয় োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র ব্সদ্ধাদন্তর ্সাদথ জবড়ৈ ববধ্ায়, 

ৈাই এে্সাদথ বরদপাে্ক  েরা িয়।

5 -
045 

○○

েরু্্কেোর প্রবৈদবেে করেড্ক  েরার পাশাপাবশ এেই ্সাদথ কমৌবেে প্রবৈদবেে তৈবর েরার 

মাধ্্যদম, ক্সই ্সময়োর আবিদে অববিৈ েরা, পবরবস্বৈ উপেবধি েরা ্সিজ েদর 

কৈাদে।

5 -
046 

○○

ৈথ্য আোে-প্রোদের পাশাপাবশ ্সভা িে, ্সম্স্যা ্সমাধ্াদেরও এেটি স্াে। 

5 -
047 

○○

্সভা ্সুষু্ভাদব পবরিােো েরার জে্য, উপরন্তু, বেদজর মৈামৈ বেদয় অিংশগ্রিণ েরদৈ 

্সক্ম িওয়ার জে্য আদগ কথদে ডেুদমদন্টর উপর কিাে বুোদো িয়। 
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5 -
048 

×
কেয়ার েেফাদরন্স ব্যবিারোরী ব্যবতি বা ক্সই পবরবাদরর অবভপ্রায় ও ইছোর উপর বভবত্ত 

েদর, আদরা ভাে োর্্সসিিং কেয়ার প্রোদের জে্য আদয়াজে েরা িয়।

5 -
049 

○○

্সুপারভাইজার, বশক্া গ্রিণোরীর জ্ঞাে বা প্র�ুবতি, েক্ৈা উন্নৈ েরাদে েক্্য বি্সাদব 

বেদয় োজ েদর।

5 -
050 

×
করেইেস্টর্মসিিং এ অদে্যর মৈামদৈর ্সমাদোিো েরা িয় ো। ্সমাদোিো ো েরার মাধ্্যদম 

বববভন্ন মৈামৈ স্াধ্ীেভাদব প্রোশ েরা �ায়। 



■োউদন্সবেিং এর কেৌশে

প্র�ুবতি ববষয়বস্তু

মুদোমুবে িওয়া
অে্য পদক্র েথার অবমে অ্সঙ্গবৈ, েথা ও োদজর অ্সঙ্গবৈ বেদে্ক শ েরার এেটি 

কেৌশে। 

্সার্সিংদক্প এ প�্কন্ত শুো ববষয় ্সিংবক্প্ত েদর ক্সই ব্যবতিদে অববিৈ েরার এেটি কেৌশে।

পুেরাবৃবত্ত অে্য পদক্র েথা হুবহু পুেরাবৃবত্ত েরার কেৌশে। 

শব্ান্তদর প্রোশ েরা
অে্য পদক্র েৈৃ্ক ে বো শব্দে অে্য শব্ বেদয় প্রবৈস্াপে েদর, অে্য েথায় প্রোশ 

েরার এেটি কেৌশে। 

প্রবৈফেে
অে্য পক্ েৈৃ্ক ে বো শব্ বা অঙ্গভবঙ্গর মদৈা অ-কমৌবেে অবভব্যবতি গ্রিণ েদর, অে্য 

পক্দে অববিৈ েরার কেৌশে। 

কফাো্স েরা
অে্য পদক্র বেদৈ িাওয়া ববষয়বস্তুর উপর কফাো্স বা মদোবেদবশ েদর, েথার বেে 

বেদে্ক শো প্রোে েরার এেটি কেৌশে। 

প্র্ন অে্য পদক্র েথা অথ্কবি েরা, অথ্ক উদ্ধাদরর কেৌশে। 

স্পষ্টীেরণ অে্য পদক্র ো বো েথা, অস্পষ্ ববষয় বা অেুভূবৈ স্পষ্ েরার কেৌশে। 

■করের্ডসিিংদয়র তশেী

করের্ডসিিংদয়র তশেী ববষয়বস্তু

আে্যাে তশেী ্সিংর্টিৈ র্েোদে হুবহু করেড্ক  েরার জে্য ব্যবহৃৈ কেোর তশেী।

্সার্সিংদক্প তশেী ৈথ্যদে উপ-ধ্ারা অেু্সাদর ্সিংগঠিৈ েদর করেড্ক  েরার কেোর তশেী।

ব্যাে্যার তশেী র্েোর অথ্ক ববদলেষণ বা ব্যাে্যা বণ্কো েরদৈ ব্যবহৃৈ কেোর তশেী। 

আক্বরে তশেী অে্য পদক্র ্সাদথ বমথব্রিয়া হুবহু করেড্ক  েরার ্সময় ব্যবহৃৈ কেোর তশেী। 

লা�ন�ং পেয়�

G 004





জীবে�াপদে ্সিায়ৈা প্রোেোরী 
প্র�ুবতি
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উ�র / ব্যাখ্যা

6 -
001 

×
আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরার উবদেষ্ ব্যবতি, শুধ্ুমাত্র বেদজর অবভপ্রায় প্রোশ 

েরদৈ ্সক্ম ব্যবিারোরী ব্যবতির মদধ্্য ্সীমাবদ্ধ েয়। বেদজর অবভপ্রায় প্রোশ েরদৈ 

্সক্ম েয় এমে ব্যবিারোরী ব্যবতির জীবদের িাবিো ্সম্পদে্ক , ্সুপ্ত ্সম্ভাবো কবর েদর 

এদে প্রবৈবেবধ্ত্ব েরা (অ্যাডদভাদেব্স) োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র গুরুত্বপূণ্ক োজ।  

6 -
002 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র, ঐ ব্যবতির জীবে�াপদের অভ্যা্স বা মূে্যদবাধ্দে ্সম্াে জাবেদয়, 

ম�্কাোর ্সাদথ োজ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা েরা েরোর। 

6 -
003 

○○

ক্সই ব্যবতির ববোশ, উন্নয়েমূেে বয়দ্সর উপর মদোবেদবশ েরার পাশাপাবশ, ব্যবতির 

বিন্তাধ্ারা, মূে্যদবাধ্, পেদি, আত্ম্সম্াে গদড় কৈাোর জে্য প্রা্সবঙ্গে জীবে ইবৈিা্স 

(োইফ বিদস্টাবর) উপেবধি েদর, জীবেদে ্সিায়ৈা েরা অেুশীেে েরা প্রদয়াজে।

6 -
004 

○○

"স্াদস্্যর অবস্া" এবিং "মােব্সে ও শারীবরে ো�্কোবরৈা / শারীবরে গঠে" োড়াও, 

"েম্কোণ্ড" "অিংশগ্রিণ" এর প্রবৈটি জীবদের ফািংশদের ্সাদথ ক�াগ েদর, "পবরদবশগৈ 

োরণ" এবিং "ব্যবতিগৈ োরণ" এর মদৈা ব্যােগ্রাউডি ফ্যাক্টদরর উপর কজার বেদয় 

ব্যবিারোরীর জীবদের িাবিো আিরণ েরা।

6 -
005 

○○

মােুষ অবদিৈেভাদব শবতিশােী িদেও, বববভন্ন োরদণ ক্সই শবতি প্রেশ্কে েরদৈ ্সক্ম 

োও িদৈ পাদর। ক্সই শবতি প্রেশ্কে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র 

্সিায়ৈা েরার প্রদয়াজে রদয়দে। 



A 051

6 -
006 

○○

অদেে বের ধ্দর জীবে�াপদে অভ্যস্ত এোোয় ব্সবা্স েরা অব্যািৈ রাো, বয়স্কদের 

জে্য পূব্কপুরুষদের দ্ারা বের্মসিৈ মােুদষর মদধ্্য ্সম্পে্ক  বা অঞ্চে অবধ্গ্রিদের ্সুববধ্া 

গ্রিণ েদর জীবেদে ্সমৃদ্ধ েরদৈ ্সিায়ৈা েদর।

6 -
007 

×
জাপাদের ঐবৈি্যবািী জাপাবে ধ্ঁাদির জীবেধ্ারা কক্দত্র কমদঝদৈ ব্সার স্টাইে ববে্যমাে 

থােদেও, ্সাম্প্রবৈে বেরগুবেদৈ ইউদরাপ, আদমবরো কথদে প্রবর্ৈসিৈ পবচিমা ধ্ঁাদির 

জীবেধ্ারা ্সাদথ বমবশ্রৈ িওয়া ্সারগ্রািী স্টাইে ববে্যমাে আদে। 

6 -
008 

×
কমদঝ কথদে উদঠ েঁাড়াদো গবৈবববধ্ বা জাপাবে স্টাইদের ববোো উপদর বা বেদি োমাদো 

েঠিে িদয় েঁাড়ায় ববধ্ায়, মূেৈ ববোোয় র্ুমাদৈ �াওয়া। ববোো তৈবর বা পবরি�্কাোরীর 

পাশাপাবশ হুইেদিয়ার কর্ারাদোর জে্য জায়গা ্সুরবক্ৈ েরাও গুরুত্বপূণ্ক। 

6 -
009 

×
পাচিাৈ্য-তশেীর েয়দেদের আ্সদের পৃষ্টি বেিু েরদে ব্সার ্সময় বা েঁাড়াদোর ্সময় 

িঁােুদৈ িাপ পদড়, ৈাই আ্সেটি ্সামাে্য উঁিু েরা িয়। উপরন্তু, শীৈোদে বিে শে করাধ্ 

েরার জে্য বিটিিং ব্সদস্টম ইেস্টে েরা প্রদয়াজে। 

6 -
010 

○○

বাথোদব প্রদবশ বা বাথোব কথদে কবর িওয়ার জে্য স্াোন্তদরর কবাড্ক , ি্যাডি করইে, 

বপেোদো করাধ্ েরার জে্য ম্যাে ইৈ্যাবে স্াপে েরাও গুরুত্বপূণ্ক।

6 -
011 

×
র্দরর আ্সা-�াওয়া পদথর উপর েড্ক  জাৈীয় বস্তু স্াপে েরা িদে, ্সিদজ পাদয় আেদে, 

পৈদের োরণ িওয়ার ্সম্ভাবো রদয়দে। েদড্ক র উপর ঢােো ্সিং�ুতি েরা িদেও কিঁািে 

োওয়ার ্সম্ভাবো আদে ববধ্ায় �ৈো ্সম্ভব র্দরর কোদণ কবঁদধ্ রাোর মদৈা বেরাপত্তা 

ব্যবস্া গ্রিণ েরা। 
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6 -
012 

×
জাপাবে স্টাইদের ববোো কজাদর আর্াৈ েরদে, উদল্টা েীদের মৃৈদেি বা পরাগ েবড়দয় 

পদড়, ববোোর োপড় ক্বৈগ্রস্ত িদয় ধ্ুদো ্সিদজই কববরদয় আদ্স ববধ্ায়, ভ্যােুয়াম 

বক্োর বেদয় শুদষ কেওয়ার প্রদয়াজে রদয়দে। 

6 -
013 

×
আ্সবাবপদত্র োস্টার ্সিং�ুতি েরার পবরবদৈ্ক , আ্সবাবপত্র আবদ্ধ েরা েে-বলিপ ম্যাে বা 

পৈে করাধ্ েরার বার ্সিং�ুতি েরার পরামশ্ক কেওয়া িয়। োস্টার ্সিং�ুতি আ্সবাবপদত্র 

স্টপার ্সিং�ুতি েদর, ভূবমেদম্পর োরদণ উদল্ট �াওয়া এবিং পৈদের ববরুদদ্ধ ব্যবস্া গ্রিণ 

েরা িয়। 

6 -
014 

×
বাইদর �াওয়ার জে্য েমপদক্ েটুি পাোদোর পথ ্সুরবক্ৈ েরা িয়। ভূবমেদম্পর 

োরদণ পৈেশীে বস্তু, পৈে, ভবে োৈ িদয় পড়ার োরদণ পাোদোর পথ অবরুদ্ধ িদৈ 

পাদর। আদগ কথদে পাোদোর পথ বা বেরাপে স্াে ইৈ্যাবের জে্য গৃিীৈ ব্যবস্া বেবচিৈ 

েরা িয়।   

6 -
015 

×
স্য়িংবরিয় েরজার পবরবদৈ্ক  লিাইবডিং েরজা বেদয় েরজা প্রবৈস্াপে েরা োর্্সসিিং কেয়ার 

বীমার েক্্যবস্তু বি্সাদব ববদববিৈ িয়। কডার েব, লিাইবডিং েরজার বগয়ার স্াপে, েরজা 

অপ্সারণ, েরজা প্রবৈস্াপদের ্সাদথ কেয়াে বা বপোর কমরামদৈর মদৈা োদজর ববষয় 

অন্তভু্কতি।  

6 -
016 

○○

বপেোদো করাধ্ েরদৈ এবিং িোিদের ্সুববধ্াদথ্ক কমদঝ বা ওয়ােওদয়র উপাোে 

পবরবৈ্ক ে েরা �ায়। বেবভিং রুম বা বাথরুদমর কমদঝ পবরবৈ্ক ে েরা, কমদঝর উপাোে 

পবরবৈ্ক ে েরার োরদণ কব্স কমরামৈ এবিং শবতিশােীেরণ, পা রাোর জায়গা প্রস্তুবৈ 

রাোর মদৈা ববষয়বস্তুও অন্তভু্কতি রদয়দে। 

6 -
017 

×
বৈ্ক মাদে ব্যবহৃৈ েয়দেদে ওয়াবশিং ফািংশে ক�াগ েরা �ায় ো। জাপাবে ধ্ঁাদির পাবে বেদয় 

কধ্ায়া েয়দেেদে প্রবৈস্াপে পাচিাৈ্য ধ্ঁাদির েয়দেদের ্সাদথ প্রবৈস্াপে েরা এবিং েয়দেে 

প্রবৈস্াপদের ্সাদথ কমদঝর উপাোে পবরবৈ্ক ে েরার ববষয়বস্তু অন্তভু্কতি রদয়দে। বেম্কাদণর 

প্রদয়াজে কেই এমে ব্সার েয়দেে ব্সে ,পাবে বেদয় কধ্ায়া ্সম্পর্েসিৈ বেম্কাণ অন্তভু্কতি েয়৷  
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6 -
018 

×
বয়স্ক ব্যবতিদের অগ্রাবধ্োর ো বেদয় ক� কেউ ্সমােভাদব ব্যবিার েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

েথা বিন্তা েরা িয়। ইউবেভা্স্কাে বডজাইেদে, ক� কেউ ব্যবিার েরদৈ ্সক্ম িওয়ার 

জে্য তৈবর েরা এবিং ্সিজেভ্য িওয়া, ক� কেউ এেই পদ্ধবৈদৈ ব্যবিার েরদৈ ্সক্ম 

িওয়া ে্যায়্সঙ্গৈ বস্তু িওয়া মদম্ক বেধ্্কারণ েরা িয়।  

6 -
019 

×
ক�াগাদ�াদগর মাধ্্যমদে এেটিদৈ এেবত্রৈ ো েদর, প্রদয়াজেীয় ৈথ্য ্সিদজই উপেবধি 

েরদৈ ্সক্ম িওয়াদে কবাঝায় । ব্যবিারোরী ব্যবতির েষৃ্টিশবতি এবিং শ্রবণশবতির মদৈা 

্সিংদবেেশীে ক্মৈা বের্বসিদশদষ, গুরুত্বপূণ্ক ৈথ্য প�্কাপ্তভাদব অববিৈ েরার জে্য েবব, 

অক্র এবিং স্পদশ্কর মদৈা বববভন্ন পদ্ধবৈ এে্সাদথ ব্যবিার েরা িয়  

6 -
020 

○○

্সেে শারীবরে তববশষ্্য, ভবঙ্গ, িেেভঙ্গীর ব্যবতির জে্য, অ্যাদক্স্স ্সিজ েদর, ্সিদজ 

পবরিােো েরার স্াে বা আোর প্রোে েরা িয়। গুরুত্বপূণ্ক বজবে্সদে ্সিদজ েশৃ্যমাে 

েদর এবিং কপৌঁঁোদো ্সিজ েদর, উপরন্তু ্সিায়ে বডভাই্স বা পবরি�্কেমীমী র জে্য �দথষ্ 

জায়গা ্সুরবক্ৈ েরা। 

6 -
021 

×
বস্পদোদ্সদরদবোর বডদজোদরশে িে এেটি স্ায়ববে করাগ �ার প্রধ্াে উপ্সগ্ক িে 

অ্যাোবক্সয়া এবিং বেদির অদঙ্গর অ্যাোবক্সয়ার োরদণ িোদফরার ব্যার্াৈ, বড্সাথ্কবরয়া, 

উপদরর অদঙ্গর অ্যাোবক্সয়ার োরদণ পারবেে্সদের উপ্সগ্ক কেো কেয়। উচ্চ বস্বৈস্াপেৈার 

কমদঝর উপাোে েেমে েদর, কিঁািে োওয়ার োরণ িদৈ পাদর ববধ্ায় উপ�ুতি েয়  

6 -
022 

○○

বা্সস্াে পবরবৈ্ক দের োরদণ প্রবৈেূে প্রভাদবর (বরদোদেশে কডদমজ) ঝঁুবে এবড়দয় 

িদে, ক�োদেই ব্সবা্স েরা কিাে ো কেে বেদজর র্দর বেরাপে কবাধ্ েরা গুরুত্বপূণ্ক।

6 -
023 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য ্সিায়ৈা ্সুববধ্া িে, প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদের 

(প্রবৈবন্ী ব্যবতির তেেবদিে ও ্সামাবজে জীবদের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈার জে্য আইে) বভবত্তদৈ এেটি 

োর্্সসিিং কেয়ার ্সুববধ্া এবিং এটি প্রবৈবন্ী ্সিায়ৈা কশ্রণীববভাগ 4 বা ৈার কববশর (50 বের বা ৈার 

কববশ বয়্সীদের জে্য প্রবৈবন্ী ্সিায়ৈা কশ্রণীববভাগ 3 বা ৈার কববশ) প্রবৈবন্ী ব্যবতির কক্দত্র প্রদ�াজ্য। 
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6 -
024 

×
জীবে�াপে েরা মূে ব্যবতি িে ব্যবিারোরী ব্যবতি এবিং ইছো, রুবি, মূে্যদবাধ্ ইৈ্যাবে 

উপেবধি েদর বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরদৈ ্সিায়ৈা েরা প্রদয়াজে। 

6 -
025 

○○

বফবজওদথরাবপস্ট ্সুববধ্া বা বাবড়দৈ জীবে�াপদের কক্দত্র তেেবদিে জীবদের ো�্কেোপ 

ববদলেষণ এবিং মূে্যায়ে েদর। েরূেশীমী  জীবে �াপে েরার জে্য, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  

্সাদথ ্সিদ�াবগৈা েদর ্সমথ্কে েরা িয়।  

6 -
026 

○○

আঙুদের ্সূক্ষ্ম েড়ািড়া েঠিে িওয়ার কক্দত্র কোে কবাৈাম ্সম্স্যার ্সৃষ্টি েদর। ৈাই, 

িুম্বে োইপ িদয় থাদে।  

6 -
027 

○○

্সিংরিমণ করাধ্ েরদৈ, কিাদের কভৈদরর কোণ কথদে কিাদের পাশ্ীমী য় কোদণর বেদে কমাো 

িয়। গরম পাবেদৈ বভবজদয় গজ বেদয় মুেদে িামড়ার কোদো ক্বৈ িয় ো।  

6 -
028 

○○

বয়স্ক মােুদষর েে ভঙ্গরু িদয় থাদে ববধ্ায় বড় েদর ো কেদে কোে কোে েদর োেদৈ িয়। 

6 -
029 

×
বেব্কািী োদ�্ক র্ােবৈর কক্দত্র, পদ্ধবৈ ্সম্পদে্ক  বিন্তা েদর ্সম্পােে েরা েঠিে িদয় থাদে। 

এই োরদণ, পবরধ্াে েরার রিম অেু�ায়ী এেটি এেটি িস্তান্তর েরার জে্য ্সিায়ৈা 

েরা িয়। 
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6 -
030 

○○

বেব্কািী োদ�্ক র্ােবৈর কক্দত্র, শুধ্ুমাত্র ভাষার মাধ্্যদম ব্যাে্যা েরা িদে কবাঝা েঠিে 

িদৈ পাদর। এই োরদণ, অঙ্গভবঙ্গর মদৈা বরিয়ার ্সাদথ কেোদো িদে কবাঝা ্সিজ িয়। 

6 -
031 

○○

স্াোন্তর / েড়ািড়া েরার ববষদয় ব্সদ্ধান্ত কেওয়া ব্যবতির জে্য বের্েসিষ্ েরা এেটি ববষয়। 

বেদজর শবতি বেদয় িোিে েরা েঠিে িদে বা বেদজর ইছো প্রোশ েরা েঠিে িদেও, 

ক্সই ব্যবতির অবভপ্রায় উপেবধি েদর, উদদেশ্য ও েম্ক ্সম্পদে্ক  ব্যাে্যা প্রোে েদর ্সম্বৈ 

গ্রিণ েরা গুরুত্বপূণ্ক।  

6 -
032 

×
উভয় বেদির অদঙ্গর কপশী শবতি হ্া্স পাওয়ার কক্দত্র, উপদরর অদঙ্গর শবতি ব্যবিার 

েদর, লিাইবডিং কবাড্ক  ব্যবিার েরার মাধ্্যদম ববোো কথদে হুইেদিয়াদর বেরাপদে স্াোন্তর 

েরাদে আিংবশেভাদব ্সিায়ৈা েরা ্সম্ভব িয়। আদরা বেরাপে েরদৈ কবড্সাইদড ি্যাডি 

করইে স্াপে েরা ো�্কের িদয় থাদে।  

6 -
033 

○○

প্রথমৈ, ব্যবিারোরী ব্যবতির র্দরর বাইদর �াওয়ার িাবিোর ধ্রে উপেবধি েরার 

মাধ্্যদম, বাইদর �াওয়ার পবরেল্পো তৈবর েরা িয়। বাইদর �াওয়ার উদদেশ্য বা ইছো, 

মােব্সে এবিং শারীবরে অবস্া, হুইেদিয়ার ব্যবিাদরর পবরদবশ ইৈ্যাবের মদৈা ৈথ্য 

্সিংগ্রি েরার পদর, মূে ব্যবতির ্সাদথ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরা িয়। 

6 -
034 

○○

কজাবেিং িে জীবদের েম্কোদণ্ডর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ ববষয়দে, োোোবে বেদয় আ্সা বা 

্সাজাদোর প্রবরিয়া। 

6 -
035 

○○

ববড কমোবেদক্স কমদঝ দ্ারা ্সমর্থসিৈ শরীদরর অিংশদে প্রশস্ত েদর, শরীরদে বস্বৈশীে 

েদর, অবভেষ্ক কেদ্রির েড়ািড়া বস্বৈশীে েরা িয়। উপরন্তু, মাটির ্সাদথ ক�াগাদ�াদগর 

পৃষ্, র্ষ্কণপৃদষ্র এোো বৃবদ্ধ পাওয়ার োরদণ ব্যবিারোরী ব্যবতির শরীরদে বস্বৈশীে 

েরার ো�্কোবরৈাও রদয়দে। 
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6 -
036 

×
পক্ার্াৈগ্রস্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির আরিান্ত বা অ্সুস্ বেদে, গবৈর পক্ার্াৈ বা ্সিংদবেেশীে 

পক্ার্াৈ ববে্যমাে কথদে, বেদজ কথদে ঠিেমদৈা েড়ািড়া েরদৈ ো পারা, ব্যথা বা অ্সাড়ৈা 

অেুভব েরা েঠিে িদৈ পাদর। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  আরিান্ত বা অ্সুস্ বেদের অবস্া কবাঝার 

পর অবস্াে, গবৈবববধ্, অবৈবাবিৈ ্সমদয়র বেদে মদোদ�াগ প্রোে েদর। 

6 -
037 

○○

আগাম প্রস্তুবৈর মাধ্্যদম পবরদবশ ও স্াে প্রস্তুৈ েদর এবিং বেরাপে োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে 

েরা ্সম্ভব িয়। েরু্্কেো করাদধ্ আদগ কথদে বজবে্সপত্র পরীক্া বা ্সমবিয় েরারও 

প্রদয়াজে রদয়দে।  

6 -
038 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির ডােবেদের বপেদে েঁাবড়দয় থাদে। আরিান্ত 

বেদে শবতি ো থাোর োরদণ, আরিান্ত বেদের বপেদে বেদে পদড় �াওয়ার ঝঁুবে কববশ 

থাদে। ক্সজে্য আরিান্ত বেদে (ডাে বপেদে) অবস্াে েদর, ডাে িাৈদে ্সমথ্কে েদর, 

এে বেদের িাৈ কোমদরর উপর করদে শরীরদে ্সমথ্কে েরা িয়।   

6 -
039 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির অ্সুস্ বেদের ্সামদে অবস্াে েদর। ডাে িাৈদে 

্সমথ্কে েদর, এে বেদের িাৈ কোমদরর উপর করদে শরীরদে ্সমথ্কে েরা িয়। আরিান্ত 

বেেদে ্সমথ্কে েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির ভার্সাম্য বস্বৈশীে েরা ক�দৈ পাদর।   

6 -
040 

×
শুধ্ুমাত্র েবজির কক্দত্র পবরি�্কাোরী, ব্যবিারোরী ব্যবতি উভদয়রই জে্য কবাঝা িদয় 

েঁাড়ায়। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  কমদঝ দ্ারা ্সমর্থসিৈ শরীদরর অিংশদে প্রশস্ত েদর,অবভেষ্ক 

কেদ্রির অবস্াে বেিু েদর। ব্যবিারোরী ব্যবতির অবভেষ্ক কেদ্রির োোোবে এদ্স, 

আদরা বড় কপশী গ্রুপ ব্যবিার েদর শরীদরর উপদরর অিংশ উদত্তাবেৈ েরা িয়।   

6 -
041 

×
েফট্্যাডি ক্াি বগ্রপ এবিং বাহুর েটুি পদয়দন্ট বেদয় শরীদরর ওজেদে ্সমথ্কে েদর ববধ্ায়, 

আঙুে ও েবজিদৈ ্সম্স্যা কথদে, শুধ্ুমাত্র বগ্রপ বেদয় শরীরদে ্সমথ্কে েরা েঠিে িওয়া 

ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য ব্যবহৃৈ িয়।
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6 -
042 

×
পবরি�্কাোরী ব্যবিারোরী ব্যবতির আরিান্ত বেদে েঁাবড়দয়, বাম বেদে পড়া �াওয়া করাধ্ 

েদর। উদঠ েঁাড়াদো কথদে পরবৈীমী  পেদক্দপ �াওয়ার জে্য ্সুস্ বেেটি ব্যবিার েরা। 

িোিে েরার বেদে মুে র্ুবরদয় ্সোতি েরার মাধ্্যদম, উদদ্গ েমাদৈও ্সািা�্য েদর   

6 -
043 

○○

্সামদের বেে বেদয় োমদে ব্যবিারোরী ব্যবতি ্সামদের বেদে ঝঁুদে পদড়, অবস্বৈশীে 

িদয় ওদঠ। ভদয়র অেুভূবৈ প্রোে েদর ববধ্ায়, বপেে বেে বেদয় বেদি োমা। পবরি�্কাোরীও 

ৈার িঁােু বঁাবেদয় কোমর বেিু েদর, ধ্াদপর োদে কথদে ড্রাইভ হুইে শান্তভাদব বেদি 

োমায়।   

6 -
044 

×
োড়া বেদির বেদে অবশ্যই বপেদের বেে বেদয় এবগদয় �াওয়া। ্সামদের বেে বেদয় এবগদয় 

কগদে, ব্যবিারোরী ব্যবতি ্সামদের বেদে ঝঁুদে পদড়, অবস্বৈশীে িদয় ওদঠ। োড়া ঢােু 

পদথ গবৈ বৃবদ্ধ পায় ববধ্ায় ভয় পাইদয় ো কেবার ব্যাপাদর ্সৈে্ক ৈা অবেম্বে েরা।  

6 -
045 

×
শ্া্স বেদৈ েষ্ িদে, বিৎ িদয় কশায়ার িাইদৈ অদথ্কাপবেে অবস্াে ভাদো িদয় থাদে। 

6 -
046 

○○

বেরাপদে পথ প্রেশ্কে েরদৈ বৈ�্কেভাদব অদধ্্কে ধ্াপ এবগদয় েঁাড়াদো। িঁাোর গবৈ েষৃ্টি 

প্রবৈবন্ী ব্যবতির গবৈর ্সাদথ বমবেদয় বেদয়, ্সব্কো েইু জদের িওড়াই মাথায় করদে পথ 

প্রেশ্কে েরা।  

6 -
047 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির িঁােু, েঁাদধ্র রিদম বেিু েরার মাধ্্যদম, উপদরর 

অঙ্গ স্াভাববেভাদবই কর্াদর ববধ্ায়, ্সামাে্য শবতি বেদয় পাদশ কশায়াদোর োর্্সসিিং কেয়ার 

প্রোে েরা ্সম্ভব িয়। কোমর ্সমথ্কে েরার মাধ্্যদম পাদশ কশায়াদোর ্সময় র্ো 

েটিদেশীয় এোোর কমািড়াদো হ্া্স েরা �ায়।  
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6 -
048 

×
পারবেে্সন্স করাদগ কপাসু্টরাে বরদফ্দক্সর প্রবৈবন্েৈার োরদণ িঁাোিো অবস্বৈশীে 

িয় ববধ্ায়, কোদণ কজারাদোভাদব র্ুরাদে ভার্সাম্য িাবরদয় পদড় �াওয়ার ঝঁুবে বৃবদ্ধ পায়।

6 -
049 

○○

্সুষুম্াোণ্ড বা কমরুরজ্দুৈ (স্পাইোে েড্ক ) আর্াৈ প্রাপ্ত ব্যবিারোরী ব্যবতি েীর্্ক ্সময় 

এেই ভবঙ্গদৈ থােদে, ্সিদজই অদথ্কাস্ট্যাটিে িাইদপাদেেশে এবিং কপ্র্সার আে্সার 

(কবডদ্সার) িওয়ার ্সম্ভাবো থাদে। উপরন্তু, ৈাপ বেয়ন্ত্রে বা থাদম্কাদরগুদেেবর ফািংশেও 

ক্বৈগ্রস্ত িয় ববধ্ায় অবস্াে পবরবৈ্ক ে, িাপ মুতি েরা, কপাশাে ্সমবিয় ইৈ্যাবে েরা িয়। 

6 -
050 

○○

এেবজো বা েণ্ঠোেীর প্রোদির বেণ্কদয়র উবদ্ধষ্ ব্যবিারোরী ব্যবতির সেসিিুবের ্সময় 

ব্যবিাদরর উদদেদশ্য, বজহ্ার েীদি রাো োইদট্ে ে্যাবদেে বা ক্রে বেধ্্কারণ েরা িয়। বাইদর 

থাোর ্সময় সেসিিুবে কেো কেয়ার ্সমদয়ও, দ্রুৈ ব্যবস্া গ্রিণ েরা উদদেদশ্য পবরি�্কাোরী 

বিে েরদে বেো ৈা বেবচিৈ েরা।  

6 -
051 

×
্সম্পূণ্ক ্সিায়ৈা েরার কক্দত্রও ্সমথ্কে েরদে েঁাড়াদো অবস্াদে থাো বা অল্প ্সমদয়র 

জে্যও েঁাড়াদো অবস্াদে থােদৈ পাদর। পবরি�্কাোরীর উদে্যাদগ েয়, ব্যবিারোরী 

ব্যবতির জে্য উপ�ুতি েে্যাণমূেে ্সরঞ্জাম ব্যবিার ইৈ্যাবে ্সম্পদে্ক  অবভপ্রায় বেবচিৈ 

েদর ্সিায়ৈা েরা। 

6 -
052 

○○

্স্যারিাে অঞ্চে কপ্র্সার আে্সাদরর (কবডদ্সার) জে্য পেদদির ্সাইে, আববষৃ্ৈ িদে 

বিবেৎ্সা ক্সবার কপশাোরদে অববিৈ েরা। উপরন্তু, কপ্র্সার আে্সাদরর (কবডদ্সার) 

োরণ পরীক্া েদর, অে্যাে্য কপশাোদরর ্সাদথ ্সিদ�াবগৈার মাধ্্যদম ব্যবস্া গ্রিণ েরা।  

6 -
053 

×
প্রবৈবন্ী ব্যবতিদের জে্য পবরদষবা এবিং ্সিায়ৈা আইদে (প্রবৈবন্ী ব্যবতির তেেবদিে ও ্সামাবজে 

জীবদের জে্য ব্যাপে ্সিায়ৈার জে্য আইে) স্াপে েরা িদয়দে। শারীবরে প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য 

্সিায়ে বডভাই্স বি্সাদব, েৃবত্রম অঙ্গ, বন্েী, ব্সার অবস্াে ধ্দর রাোর �ন্ত্র, ওয়াোর, িঁাোর ্সিায়ৈা 

েরা োঠি (এেে োঠি োড়া), গুরুৈরভাদব প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য ক�াগাদ�াদগর �ন্ত্র রদয়দে।  



A 059

6 -
054 

×
BMI উচ্চৈা এবিং ওজে কথদে পবরমাপ েরা িয়। স্ট্যাডিাড্ক  মাদের �ৈ োোোবে �াওয়া 

�ায়, অ্সুস্ িওয়ার ঝঁুবে ৈৈ েম িয়। 

055 

×
ওদ্সবি িে েববদষ্কর ্সময় োওয়া এেটি উে�াপদের োবার। ্সাধ্ারণ উোিরণ বি্সাদব 

ক্সে্সুবুদে ইদিামাবে ইৈ্যাবে রদয়দে। 

6 -
056 

×
বিবুে িােোভাদব োোর ভবঙ্গ গ্রিণ েরা। মাথা বপেদে োৈ েরদে োে্যোেী এবিং 

েণ্ঠোেী ক্সাজা িদয় বগদয়, োে্য আরও ্সিদজ ফু্সফুদ্স কপৌঁঁোদোর ্সুদ�াগ পায় ববধ্ায় 

অ্যা্সবপদরশে বেউদমাবেয়ার োরণ িয় ( G005 কেেুে)। 

6 -
057 

○○

বজহ্ার েড়ািড়া বা োো গ্রবথি উদেীবপৈ েদর, গেঃধ্রদের প্রবৈবৈীমী  বরিয়া বা বরদফ্ক্স 

র্ো ্সিজৈর েরা িয়। োবার ্সিদজ বগদে কফোর জে্য, ভােভাদব বিববদয়, ্সিদজ 

বগদে কফো োবাদরর বপদণ্ড পবরণৈ েরা গুরুত্বপূণ্ক ববধ্ায়, োওয়ার আদগ বগদে কফোর 

ব্যায়াম েরা ো�্কের িদয় থাদে। 

6 -
058 

×
মূে ব্যবতির ইছোর েথা শুদে, ব্যবিারোরী ব্যবতি ৈার বেজস্ গবৈ অেু�ায়ী োওয়ার 

গ্রিণ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সুদ�াগ প্রোে েরা। বিবাদোর ্সময় অ্সৈে্ক ভাদব েথা 

বেদে, বিবাদো বা বগেদৈ মদোবেদবশ েরদৈ ো পারার োরদণ আেবস্েভাদব বগদে 

কফোর র্েো র্েদৈ পাদর। 

6 -
059 

○○

মুদের মদধ্্য োবার অববশষ্ থাো অবস্ায় েঁাৈ রোশ েরা বা গাগ্কে েরার িদে 

আেবস্েভাদব বগদে কফোর ঝঁুবে থাদে। কিবমদলেবজয়ায় আরিান্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির 

জে্য, আরিান্ত বেদের মুদের বভৈর �ত্ন ্সিোদর পরীক্া েরার প্রদয়াজে রদয়দে। 



A 060

6 -
060 

×
্সম্পূণ্ক েেে েঁাৈ, উপদরর এবিং েীদির কিায়াদের ্সমস্ত অিংশ কঢদে কফোর জে্য তৈবর 

েরা িয় এবিং েঁাদৈর মাবড়র তলেবমিে বঝবলেদৈ কশাষণ েদর ব্যবিার েরা িয়। পবরধ্াে 

েরার ্সময়, প্রথদম বড় আয়ৈদের উপদরর কিায়াদে পবরধ্াে েবরদয়, কোে েীদির 

কিায়াে কথদে প্রথদম ্সবরদয় কফেদে পবরধ্াে েরা বা কোো েঠিে িয় ো। 

6 -
061 

○○

িাদড়র র্েত্ব হ্া্স পাওয়া করাধ্ েরদৈ, বভোবমে D, ে্যােব্সয়াম, বভোবমে K ইৈ্যাবে িাড় 

গঠদে ্সািা�্য েদর এমে পুষ্টি ্সবরিয়ভাদব গ্রিণ েরদৈ কিষ্া েরা। 

6 -
062 

×
কোষ্োঠিে্য প্রবৈদরাধ্ েরার জে্য িাইদড্রশে বা পাবে ক�াগ েরা গুরুত্বপূণ্ক। প�্কাপ্ত 

পবরমাদণ পাবে গ্রিণ ো েরা িদে, মে শতি িদয়, অদন্ত্রর মধ্্য বেদয় িোিে েরা েঠিে 

িদব। এোড়াও, কোষ্োঠিে্য প্রবৈদরাধ্ েরদৈ, পুষ্টিের ফাইবার (মে েরম েরদৈ এবিং 

কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট ্সবরিয় েরদৈ োজ েদর) গ্রিণ েরা িয়।  

6 -
063 

×
োওয়ার পরপরই শুদয় পড়দে, পােস্েীর অ্যাব্সড উপদর উদঠ (অ্যাব্সড বরফ্াক্স) ্সিজ 

িয় ববধ্ায়, বরফ্াক্স এদ্সাফ্যাগাইটি্স িওয়া ্সিজ িদয় থাদে। গৃিীৈ োদে্যর পচিাৎপ্রবাি 

(ব্যােদফ্া ) করাধ্ েরদৈ, োওয়ার প্রায় 30 বমবেে উপদরর শরীর ক্সাজা রাো।  

6 -
064 

×
কিবমদস্পবশয়াে কেগদেদক্ট আরিান্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য, বাম বেদে মদোদ�াগ 

কেওয়া েঠিে িদয় থাদে। বাম বেে উদপক্া েরা বৃবদ্ধ পায় ববধ্ায়, োে্যাবে ডােবেদে 

পবরদবশে েরা িয়। 

6 -
065 

×
ক্ে পবজশে িে, েষৃ্টি প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য োবার গ্রিণ েরার ্সময়, কেববদে রাো 

োবাদরর অবস্াে ্সম্পদে্ক  কবাঝা েঠিে িদয় থাদে ববধ্ায়, বেদজর এবিং বস্তুর অবস্াে 

উপেবধি েরার জে্য, র্বড়র ডায়াদের অবস্াে ব্যবিার েদর ব্যাে্যা প্রোে েরার এেটি 

পদ্ধবৈ।
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6 -
066 

○○

কিবমদস্পবশয়াে কেগদেক্ট থােদে, কেেদৈ থাো স্াদের অদধ্্কে উদপক্া (অ্যাগদোব্সয়া) 

েরা িয়। ক্সজে্য, ব্যবিারোরী ব্যবতি থাো-বা্সে রাোর জায়গা ো কজদে, োবার 

অববশষ্ রাো বা েবড়দয় বেদৈ পাদর। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  েথা বদে বা োবাদরর অবস্াে 

পবরবৈ্ক ে েদর, োওয়া ্সিজ েরার জে্য োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েদর।   

6 -
067 

×
শুধ্ু েবণ ক�াগ েদর স্াে বৃবদ্ধ েরা উপ�ুতি েয়। স্াে অেুভূবৈ িারাদোর বববভন্ন োরণ 

রদয়দে এবিং স্াে অেুভূবৈ িারাদোর োরণ এদ্স্সদমন্ট েরা প্রদয়াজে। 

6 -
068 

○○

পুষ্টিের ফাইবাদরর মদধ্্য অদ্রবণীয় ফাইবার এবিং দ্রবণীয় োে্য ফাইবার অন্তভু্কতি 

রদয়দে। পুষ্টিের ফাইবার আঠাদো িওয়ায়, কপদে ধ্ীদর ধ্ীদর িোিে েদর, আদ্র্কৈা 

কশাষণ েদর প্র্সাবরৈ িয় ববধ্ায় কপবরস্টােটিে মুভদমদন্ট োজ েদর।  

6 -
069 

×
কিবমদলেবজয়ায় আরিান্ত ব্যবতির জে্য, ্সুস্ বেদে োবার প্রোে েরা িয়। অ্সুস্ বেদের 

কিদয় ্সুস্ বেে বেদয় বিবাদো ্সিজ িদয় থাদে। বিবাদোর গবৈর ্সাদথ ৈাে বমবেদয়, প্রবৈ 

োমড় বা কঢাদে বগদে কফো বেবচিৈ েরার পর, পরবৈীমী  োবার মুদে বদয় আো।   

6 -
070 

×
োো োবার িে স্াভাববে োবারদে ্সূক্ষ্মভাদব োো বস্তু। োো িয় ববধ্ায়, মুদের 

বভৈর উদল্টপাদল্ট বগদয়, মুে গহ্র বা গেদেদশ অববশষ্ কথদে ্সিদজই আেবস্েভাদব 

বগদে কফোর োরণ িদৈ পাদর। 

6 -
071 

×
েৃবত্রম ডায়াোইব্স্স পবরিােো েরা ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য, বেডবের ো�্কোবরৈার 

উপর কবাঝা েমাদৈ পোব্সয়াম এবিং পাবে ্সীমাবদ্ধ েরার প্রদয়াজে রদয়দে। েঁািা 

্সববজদৈ প্রিুর পোবশয়াম থাদে ববধ্ায়, এটি কথদে ববরৈ থাো বা রান্নার জে্য কেৌশে 

অবেম্বে েরদৈ িয়। 
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6 -
072 

○○

উপদরর কিায়াদের জে্য ্সম্পূণ্ক েেে েঁাৈ বপেদের বেদে োবমদে আেদে অপ্সারণ 

েরা ্সিজ িয়। 

6 -
073 

×
শুেদো েঁাৈ ্সিদজই কভদঙ �ায় ববধ্ায়, ্সম্পূণ্ক েেে েঁাৈ বভবজদয় রাোর জে্য পাবে 

ভর্ৈসি পাদত্র ্সিংরক্ণ েরা িয়। 

6 -
074 

×
ড্রাই মাউথ িে মুে গহ্র শুবেদয় �াবার মদৈা এেটি অবস্া। বয়স্ক মােুদষর কক্দত্র েম 

োো উৎপন্ন িদয়, মুে গহ্র ্সিদজই শুবেদয় �ায়। েরম োবার েম বিবাদো িয় ববধ্ায় 

োোর বেঃ্সরণ উদেীবপৈ িয় ো।  

6 -
075 

×
েদুধ্ প্রিুর পবরমাদণ ে্যােব্সয়াম রদয়দে এবিং কশাষণ িারও উচ্চ িদয় থাদে ববধ্ায়, 

অস্টিওপদরাব্স্স প্রবৈদরাদধ্র জে্য এেটি ো�্কের োে্য িদেও, বভোবমে K এর পবরমাণ 

েুব কববশ থাদে ো। ্সবুজ ও িেুে শাে্সববজ এবিং োত্ত বা পবেদরর মদৈা গঁাজাদো 

োবাদর প্রিুর পবরমাদণ বভোবমে K রদয়দে। 

6 -
076 

○○

অ্যান্টিদক্াটিিং ড্রাগ (ওয়ারফাবরে) গ্রিণ েরার ্সময়, োত্ত োওয়ার ফদে ক্সটির 

ো�্কোবরৈা হ্া্স পায় ববধ্ায় গ্রিণ ো েরা।

6 -
077 

×
ক্ারত্ব ত্বদে প্রবেভাদব জ্াোৈে েদর ববধ্ায়, িােো অদলের ্সাবাে বেদয় ধ্ুদয় কফো।
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6 -
078 

×
আরিান্ত বেে শরীরদে ্সমথ্কে েরদৈ পাদর ো ববধ্ায় আর্াদৈর োরণ িদৈ পাদর। 

ক্সজে্য ্সুস্ বেেটি েীদির বেদে রাো। 

6 -
079 

○○

বেদির অদঙ্গর কক্দত্র, কগাড়াবেদে েীদি কথদে ্সমথ্কে েদর, রতি ্সঞ্চােে ত্বরাববিৈ েরা 

বাইদরর প্রান্ত (কপবরদফবর) কথদে কেদ্রির বেদে কমাো।

6 -
080 

×
শরীরদে ঠাণ্ডা িওয়া কথদে বঁািাদৈ, প্রবৈবার কমাোর পরপরই, শুেদো কৈায়াদে বেদয় 

কমাো �াদৈ কোদো আদ্র্কৈা ো থাদে।

6 -
081 

×
প্যান্টদে শুেদো রােদৈ কিমটি িঁােু প�্কন্ত উঠিদয় বেদয়, ত্বদের উন্মুতি িওয়া েূ্যেৈম 

েরা।

6 -
082 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির উপর কবাঝা হ্া্স েরদৈ, কগাড়াবে ধ্দর করদে ধ্ুদয় কফো। 

6 -
083 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির পুদড় �াওয়া করাধ্ েরদৈ, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র অবশ্যই পাবের 

ৈাপমাত্রা পরীক্া েরার পর, ব্যবিারোরী ব্যবতিদে পরীক্া েরদৈ কেওয়া। 



A 064

6 -
084 

○○

বাথোব এবিং ঝরো কিয়াদরর উচ্চৈা বমবেদয় বেদে স্াোন্তর েরা ্সিজ িয়।

6 -
085 

○○

্সুস্ বেে কথদে বাথোদব প্রদবশ েদর কেি ভবঙ্গ বস্র রাো। উপরন্তু, গরম পাবের ৈাপমাত্রাও 

পরীক্া েরা �ায়। 

6 -
086 

○○

রদতির ডায়াোইব্সদ্সর োরদণ রতিোেীগুদো প্র্সাবরৈ িদৈ পাদর ও রতিিাপ েদম ক�দৈ 

পাদর ববধ্ায় রদতির ডায়াোইব্স্স পরপরই কগা্সে েরাদো এবড়দয় িো।

6 -
087 

×
গ্যাদট্াস্টবম স্াপে েরা ব্যবতিরাও কগা্সে েরদৈ পাদরে। গ্যাস্ট্রিে বফসু্টোর িারপাদশর 

জায়গা পবরষ্ার রােদৈ ্সাবাে বেদয় ভাদো েদর ধ্ুদয় শুবেদয় কেওয়া গুরুত্বপূণ্ক। 

6 -
088 

○○

হৃৎবপদডির উপর কবাঝা েমাদৈ, গরম পাবের পবরমাণ হৃৎবপদডির বেদি রাোর জে্য 

পাবের পবরমাণ ্সমবিয় েরা।

6 -
089 

×
োবাদরর পদর, অদন্ত্রর েড়ািড়া ্সবরিয় ্সবরিয় িদয় ওদঠ মে কবর িওয়ার ্সম্ভাবো থাদে 

ববধ্ায়, োওয়ার পর ১ র্ণ্া কগা্সে েরাদো কথদে ববরৈ থাো। 
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6 -
090 

×
আদরািী কোেে, ট্ান্সভা্স্ক কোেে, অবদরািী কোেদের রিদম কপদের ম্যাদ্সজ েরা িদে, 

অদন্ত্রর কপবরস্টােটিে মুভদমদন্টর ্সবরিয়েরণ, গ্যা্স বেগ্কমে / মেৈ্যাগ ত্বরাববিৈ িয়। 

6 -
091 

○○

পাদয়র ৈো কমদঝদৈ রােদে িাপ কেত্তয়া (কট্বেিং) ্সিজ িয়। এ োড়া ্সামদের বেদে 

ঝঁুদে ব্সার ভবঙ্গ করদক্টাোে (মেদ্ার) কোণ সূ্ে কোদণ পবরণৈ িয় ববধ্ায়, মেৈ্যাগ 

েরা ্সিজ িয়। 

6 -
092 

○○

কবডপ্যাে ব্যবিার েরার ্সময়, বেৈদম্ব ঠাণ্ডা ো োগার জে্য পায়োোর পাত্র গরম রাো।

6 -
093 

○○

ববপরীৈ বেদে পবরিােো েরদে, মেদ্ার এোোর ব্যােদেবরয়াম কোোই মূত্রোবের 

বেদদ্রর ্সাদথ কেদগ থাোর োরদণ, মূত্রোেীর ্সিংরিমণ র্োদৈ পাদর।।

6 -
094 

×
র্ে র্ে মূত্রৈ্যাদগর োরদণ, অববেদম্ব ডায়াপার পবরধ্াে েরাদো উপ�ুতি েয়। মেৈ্যাগ 

েজ্ার ্সাদথ ্সিংবলেষ্, ৈাই আত্ম্সম্াদের েথা ববদবিো েরার প্রদয়াজে রদয়দে। 

মেৈ্যাগ েদম্কর স্াধ্ীেৈা, মেৈ্যাদগর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ অক্মৈার মাত্রা, জীবে�াত্রার 

অভ্যা্স বা ্সুববধ্ার অবস্ার উপর বভবত্ত েদর ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরা।   

6 -
095 

×
পুরুদষর কক্দত্র, বেঙ্গটি মূত্রাধ্াদর প্রদবশ েবরদয় ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ধ্দর রােদৈ বো। 

পাদশ কশায়া অবস্ায়, কপদের িাপ ও মূত্রোেীর আেৃবৈর োরদণ, বিৎ িদয় কশায়া কথদে 

প্রস্াব েরা ্সিজ িয়। 
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6 -
096 

○○

মেমূত্র দ্ারা ব্যবিারোরী ব্যবতির িামড়া এবিং র্ুদমর োপড় কোিংরা িওয়ার ্সম্ভাবো 

রদয়দে। ডায়াপার বভৈদরর বেদে গুটিদয় মেমূত্র েবড়দয় ো পড়ার ব্যাপাদর ্সৈে্ক ৈা 

অবেম্বে েরা। ডায়াপাদরর গঠে ও ধ্রে বুদঝ েষূণ করাধ্ েরার কিষ্া েরা।  

6 -
097 

○○

্সিংরিমদণর ঝঁুবে কববশ থাোর োরদণ, লোস্টিদের ব্যাদগর মুে শতিভাদব বন্ েদর 

্সিংরিমদণর উৎদ্স পবরণৈ ো িওয়ার জে্য প্রবরিয়াজাৈ েরা। 

6 -
098 

○○

ভাঙ্গা ে্যাদথোদরর োরদণ প্রস্াব ঝদর পড়া এবিং বরফ্াক্স বা ববপরীৈ মুদে প্রবাবিৈ 

িওয়ার ্সম্ভাবো আদে ববধ্ায় পরীক্া েরা গুরুত্বপূণ্ক। কোদো অস্াভাববেৈা কেো 

বেদে, বিবেৎ্সা ক্সবার কপশাোদরর ্সাদথ ক�াগাদ�াগ েরা। 

6 -
099 

×
বরফ্াদক্সর োরদণ মূত্রোেীর ্সিংরিমণ প্রবৈদরাধ্ েরার জে্য মূত্র ্সিংগ্রদির ব্যাগ ্সব্কো 

মূত্রাশদয়র েীদি রাো উবিৈ। ববদশষ েদর স্াোন্তদরর োর্্সসিিং কেয়াদরর কক্দত্র ্সৈে্ক ৈা 

অবেম্বদের প্রদয়াজে রদয়দে।  

6 -
100 

×
ে্যাদথোর অপ্সারণ বিবেৎ্সাববে্যার অেুশীেে বি্সাদব ববদববিৈ িয় ববধ্ায় োর্্সসিিং 

কেয়ার েমীমী র েরার অেুমবৈ কেই। প্রস্াব ঝদর পড়া আববষৃ্ৈ িদে বিবেৎ্সা ক্সবার 

কপশাোদরর ্সাদথ ক�াগাদ�াগ েরা। 

6 -
101 

×
পবরবমৈ ব্যায়াম শারীবরে অবস্ার ব্যবস্াপো এবিং কমজাজ পবরবৈ্ক দের জে্য েরোরী। 

করবডও বজমে্যাস্টিে্স এক্সার্সাইজ কথদে ববরৈ থাোর পবরবদৈ্ক , অদে্যর ্সাদথ ধ্াক্া 

োগার মদৈা ব্যায়াম এবড়দয় িদে, ব্যায়াম েরার আদগ মেমূত্র বেষ্পবত্ত েরা এবিং মদে 

রাোর ববষয় কিে েরার জে্য পরামশ্ক প্রোে েরা িয়।  
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6 -
102 

○○

বেডবে শরীদর জদম থাো বজ্ক ্য পোথ্ক কবর েদর কেয়া বা অবৈবরতি পাবে অপ্সারণ েরার 

োজ েদর। তেেবদিে জীবদে বববভন্ন মদোদ�াগ প্রোদের ববষয় রদয়দে ববধ্ায় প্রস্াদবর পবরমাণ 

কবাঝা েুবই গুরুত্বপূণ্ক। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  বিবেৎ্সার ববষয়বস্তু উপেবধি েদর, বিবেৎ্সা ক্সবা 

েমীমী র ্সাদথ ্সিদ�াবগৈা েরার মাধ্্যদম েক্ণ উপেবদ্ধ েরা এবিং ্সিায়ৈা েরার কিষ্া েদর।  

6 -
103 

○○

গ্যাদ্সর িুো ব্যবিার েরার ্সময়, োইে-বফটিিং কপাশাে পদর আগুদের ঝঁুবে এড়াদো 

�ায়। এোড়া গ্যাদ্সর িুো ও িারপাশ ্সিংগঠিৈ েরা এবিং পবরষ্ার েরার কিষ্া েরাও 

গুরুত্বপূণ্ক। 

6 -
104 

×
কধ্ঁায়া এবিং ৈাপ দ্রুৈ ্সোতি েরদৈ, ব্সবেিং বা কেয়াদে ফায়ার অ্যাোম্ক স্াপে েরা। 

আগুে কথদে উৎপন্ন িওয়া কধ্ঁায়া ৈাদপর োরদণ বাৈাদ্সর কিদয় িােো িদয় উপদর 

উঠদৈ শুরু েদর ববধ্ায়, কমদঝর োোোবে স্াপে েরা ো�্কের েয়।  

6 -
105 

○○

ৈাৈাবমর েঁাজ বরাবর মুেদে ফঁাে কথদে ধ্ুদো অপ্সারণ েরা ্সিজ িয়।

6 -
106 

○○

উঁিু জায়গা কথদে পবরষ্ার েরা শুরু েদর, ৈারপদর কমদঝদৈ পড়া ধ্ুদো পবরষ্ার েরা 

6 -
107 

○○

ভ্যােুয়াম েীদের মৃৈদেি বা পরাগ কশাষণ েরদৈ পাদর। 
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6 -
108 

×
েীে শুষ্ৈার প্রবৈ েবু্কে ববধ্ায় কভজা কৈায়াদে বেদয় মুদে কফো �ায় ো।

6 -
109 

×
োে্য গ্রিদণর পর িজম ও কশাবষৈ িদয় র্ুমদে প্রভাববৈ েদর। এই োরদণ, িজম প্রশবমৈ 

িওয়ার জে্য র্ুদমর 3 র্ন্টা আদগ রাদৈর োবার কশষ েরা উবিৈ।  

6 -
110 

○○

িােো কট্ি প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ু ্সবরিয় েদর, উদত্তজো উপশম েদর র্ুদমর জে্য 

প্রস্তুৈ েদর।

6 -
111 

×
ে্যাদফইে�ুতি পােীয় র্ুদমর ব্যার্াৈ র্োয় ববধ্ায়, ে্যাদফইে মুতি পােীয় ্সবদিদয় ভাদো।

6 -
112 

○○

রাদৈ োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র পাদয়র শব্ বা েদথাপেথে, েরজা কোো, বন্ েরার শদব্র 

বেদেও মদোদ�াগ কেয়া প্রদয়াজে। 

6 -
113 

○○

র্ুম কথদে ওঠার পর ্সূদ�্কর আদো গ্রিণ েরার মাধ্্যদম তেেবদিে েদি বা ্সাে্ক াবডয়াে 

বরেম বরদ্সে িদয় রাদৈর র্ুদমর ্সাদথ �ুতি িয়। 
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6 -
114 

○○

তেেবদিে জীবদে বেরাপত্তা বেবচিৈ েরার ব্যবস্া বি্সাদব, ফুে ে্যাম্প প্রস্তুৈ রাো ো�্কের 

িদয় থাদে। কবৈ ব্যবিার েদরে িঁাো ব্যবতির িঁাোর কক্দত্র বেেুো উদদ্গ থাদে ববধ্ায়, 

কিঁািে োওয়ার োরদণ পৈে করাধ্ েদর, কমদঝ তৈবরর উপাোে পবরবৈ্ক ে েদর িঁাোর 

জে্য ্সিজ পবরদবশ তৈবর েরদৈ িদব।  

6 -
115 

×
কিাদিে এবিং ইয়াির (Hoehn & Yahr) এর ৈীরেৈার মাত্রার কশ্রণীববভাগ 3 এর প�্কাদয় কপাসু্টরাে 

বরদফ্ক্স প্রবৈবন্েৈার প্রাথবমে েক্ণ পবরেবক্ৈ িয়। শারীবরে ো�্কোবরৈা বা ফািংশে িােো 

কথদে মাঝাবর মাত্রায় হ্া্স কপদেও, তেেবদিে জীবদের ো�্কেোদপর জে্য োর্্সসিিং কেয়াদরর প্রদয়াজে 

িয় ো ববধ্ায়, ববোো পবরি�্কাোরীর জে্য েয়, ক্সই বয়স্ক ব্যবতির ্সাদথ বমবেদয় ক্সে েরা িয়। 

6 -
116 

○○

ওষুধ্ গ্রিদণর প্রায় 30 বমবেদের পদর, ওষুদধ্র প্রভাব প্রের্শসিৈ িদৈ শুরু েদর। ক্সজে্য 30 

বমবেদের মদধ্্য, ববোোয় বগদয় র্ুমাদোর জে্য প্রস্তুবৈ গ্রিণ েরা। 

6 -
117 

○○

র্ুদমর ওষুদধ্র কোদো পাশ্্কপ্রবৈবরিয়া অেুভব েরদে অববেদম্ব বিবেৎ্সেদে অববিৈ 

েরা। এটি �থা�থভাদব মুদে গ্রিণ েরার ্সাদথ �ুতি িদব। 

6 -
118 

×
র্ুদমর ওষুধ্ োওয়া বয়স্ক ব্যবতির েথা বিবেৎ্সেদে অববিৈ েদর, মুদে গ্রিণ েরার 

ববষয়বস্তু প�্কাদোিো েরদৈ বো। োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র বের্বসিিাদর ব্সদ্ধান্ত কেওয়া উবিৈ 

েয়। 

6 -
119 

○○

িঁাোর মদৈা িােো ব্যায়াম,মাঝাবর মাত্রার ক্াবন্তর ্সাদথ �ুতি িদয় 

র্ুম ত্বরাববিৈ েদর। 
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6 -
120 

×
গরম পাবের কগা্সদে ্সিােুভূবৈশীে স্ায়ুৈন্ত্র ্সবরিয় িদয় ওদঠ, উদত্তজোর ্সৃষ্টি িয় 

ববধ্ায় িােো গরম পাবে ব্যবিার েরা।

6 -
121 

○○

মূে ব্যবতির ইছো অেু�ায়ী ব্যবস্া গ্রিণ েরা অথবা ্সুববধ্ার োর্্সসিিং কেয়ার েীবৈ 

অববিৈ েদর, িূড়ান্ত অবভপ্রায় বেবচিৈ েরা। অবভপ্রায় পবরবৈ্ক ে িদৈ পাদর ববধ্ায় 

বারবার বেবচিৈ েরা। 

6 -
122 

×
ব্যবতির ইছো ্সব্সময় অগ্রাবধ্োর পায়।

6 -
123 

○○

শুধ্ুমাত্র কমৌবেেভাদব কশয়ার েরা ৈথ্য আোে-প্রোদের জে্য �দথষ্ েয় ববধ্ায় 

অবশ্যই বেবেৈভাদব কশয়ার েরা।

6 -
124 

○○

জীবদের কশষ প�্কায় কথদে পবরবাদরর জে্য বগ্রফ কেয়ার শুরু িয়। পবরবার েৈৃ্ক ে েরদৈ 

পারা ববষয় প্রস্তাব েরার মাধ্্যদম, মৃৈু্যর পদর েঃুে হ্া্স েরার ্সাদথ �ুতি িয় ববধ্ায় 

ইছোর েথা কশাোর পাশাপাবশ এে্সাদথ োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েরা।  

6 -
125 

×
জীবদের কশষ প�্কাদয়র ব্যবিারোরী ব্যবতির পবরবাদরর প্রৈ্যাবশৈ েঃুদের মুদোমুবে 

িওয়া। উদদ্গ এবিং েঃুদের মদৈা আদবগ ধ্দর ো করদে প্রোশ েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য 

পরামশ্ক প্রোে েদর জবড়ৈ িওয়া প্রদয়াজে।  
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6 -
126 

○○

পবরবাদরর ইছো অেু�ায়ী ববোয় জাোদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য, পবরবাদরর ইছো বেবচিৈ 

েরা। এে্সাদথ েরা (ববোয় জাোদো) পবরবাদরর জে্য বগ্রফ কেয়ার বি্সাদব োজ েদর।  

6 -
127 

○○

কপাস্টমদে্ক ম প্রবরিয়া বি্সাদব, বেদমাদোর কক্দত্র, ওদয়ববিং ট্্যাপ উলেম্বভাদব কবঁদধ্ কেওয়া 

িয়।

6 -
128 

×
কপাস্টমদে্ক ম প্রবরিয়া কপাস্টমদে্ক ম বরবজবডটির আদগ পবরিােো েরা িয়। কপাস্টমদে্ক ম 

বরবজবডটি ্সাধ্ারণৈ মৃৈু্যর 2 র্ন্টা পদর শুরু িয় ববধ্ায় ৈার আদগ পবরিােো েরা িয় । 



লা�ন�ং পেয়�

■খাও়োর ভবগি

বিবুে োোএেেু ্সামদে ঝঁুো

পাদয়র ৈোয় কমদঝদৈ রাো

■2 যোমাশযোন হা াো এবং 3 যোমাশযোন হা াো

2 কমাশদে িঁাো 3 কমাশদে িঁাো

G 005



োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়া
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উ�র / ব্যাখ্যা

7 -
001 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়া, ব্যবিারোরী ব্যবতির োবঙ্কৈ "আদরা ভাে জীবে�াপে" "আদরা 

ভাে জীবে" অজ্ক ে েরার জে্য, ববদশষ জ্ঞাে /প্র�ুবতি ব্যবিার েরা বস্তুবেষ্, তবজ্ঞাবেে 

বিন্তা প্রবরিয়া দ্ারা িাবেৈ িয় ( G006 কেেুে)। 

7 -
002 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পোর তৈবরর েক্্য, ্সম্স্যার ববদলেষণ (এদ্স্সদমন্ট) দ্ারা পবরষ্ার িওয়া 

ব্যবিারোরী ব্যবতির িাবিো বা জীবদের ্সম্স্যার উপর বভবত্ত েদর বেধ্্কারণ েরা িয়। েক্্যটি 

ব্যবিারোরীর েক্্য "আদরা ভাে জীবেদে" প্রবৈবেবধ্ত্ব েদর ববধ্ায়, ব্যবিারোরীর ইছো 

প্রবৈফবেৈ েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ ো�্কের েরা ( G006 কেেুে)। 

7 -
003 

×
োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পো ব্যবিারোরী ব্যবতির মেূ্যদবাদধ্র ্সাদথ ্সামঞ্জ্স্য করদে বাস্তবাবয়ৈ েদর, 

ব্যবিারোরী ব্যবতিরর ম�্কাো রক্া েরা গুরুত্বপূণ্ক। বাস্তবায়দের েদক্্যর ব্যবিারোরী 

ব্যবতি এবিং পবরবাদরর প্রবৈবরিয়া ইৈ্যাবে বস্তুবেষ্ভাদব প�্কদবক্ণ েদর, ক�াগাদ�াদগর মাধ্্যদম 

মূে্যদবাধ্ কবাঝার কিষ্া েরার প্রদয়াজে রদয়দে।  

7 -
004 

×
োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়ার েক্্য িে প্রবৈটি ব্যবিারোরীর স্-বাস্তবায়ে ববেবশৈ েরা। 

অবভন্নৈার মাদে "্সব এেই" এবিং ্সমস্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য এেইভাদব োর্্সসিিং 

কেয়ার অেুশীেে েরা উপ�ুতি েয়।  

7 -
005 

×
োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়াটি োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র আেশ্ক জীবে অজ্ক ে েরার েদক্্য েয়, 

ব্যবিারোরীর োবঙ্কৈ জীবে অজ্ক ে েরার জে্য তৈবর েরা িয়। 
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7 -
006 

×
অগ্রাবধ্োদরর রিম বেধ্্কারণ েরার ্সময়, ব্যবিারোরী ব্যবতির জে্য জরুরী জীবদের 

্সম্স্যাদে অগ্রাবধ্োর কেওয়া িয়। ব্যবিারোরী ব্যবতির অেুদরাধ্ বা বিন্তাভাবো গ্রিণ 

েদর ্সম্াে েরা গুরুত্বপূণ্ক িদেও অপবরিা�্কভাদব জীবদের ্সম্স্যা েয়। 

7 -
007 

○○

এদ্স্সদমদন্টর কক্দত্র, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  বি্সাদব ববদশষ জ্ঞাে ব্যবিার েদর, প্রবৈটি 

ৈদথ্যর অথ্ক অেুধ্াবে েদর, ৈথ্য ্সিংগঠিৈ েদর, �ুতি েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির 

জীবদের ্সম্স্যা স্পষ্ েরা প্রদয়াজে ( G006 কেেুে)।

7 -
008 

×
এদ্স্সদমদন্টর েক্্য িে, উদদেশ্যমূেে প�্কদবক্ণ বা ক�াগাদ�াগ েক্ৈার পূণ্ক ব্যবিার 

েরার ্সময় ব্যবিারোরী ব্যবতির জীবদের ্সামবগ্রে বিত্র ে্যাপিার েরা।

7 -
009 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতিদে ্সিায়ৈা েরার জে্য প্রদয়াজেীয় ৈথ্য এবিং 

প্রদয়াজেীয় েয় এমে ৈথ্য পবরৈ্যাগ / বেব্কািে েদর করেড্ক  েদর। ৈথ্য পবরৈ্যাগ / 

বেব্কািে শুধ্ুমাত্র ৈথ্য ্সিংগ্রদির প�্কাদয় েয়, ৈদথ্যর ব্যাে্যা, বেঙ্ক / এেীেরণ েরার 

প্রবরিয়াদৈও পবরিাবেৈ িয়।  

7 -
010 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির ৈদথ্য ব্যবিারোরীর বিন্তাভাবো বা ৈার অৈীৈ জীবদের ্সাদথ 

্সম্পর্েসিৈ ববষয় অন্তভু্কতি েরা িয়৷ ক�াগাদ�াদগর মাধ্্যদম ব্যবিারোরী ব্যবতির পেভূবম 

জােদৈও ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ আস্ার ্সম্পে্ক  গদড় কৈাো জরুবর।  

7 -
011 

○○

ববষয়গৈ ৈদথ্যর মদধ্্য ক্সই ব্যবতির েষৃ্টিভবঙ্গ বা অেুভূবৈ, বিন্তাভাবো, প্রৈ্যাশা ইৈ্যাবে 

অন্তভু্কতি থাদে। উপরন্তু, ববষয়গৈ ৈথ্য িে োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র ব্যবিারোরী ব্যবতির 

্সাদথ ক�াগাদ�াদগর মাধ্্যদম বার েদর আো ৈথ্য। 



A 075

7 -
012 

×
পূব্ক ধ্ারণার োরদণ, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  অবেবচিৈ অেুমাদের উপর বভবত্ত েদর ৈথ্য 

্সিংগ্রি েরদৈ পাদর বা প্রদয়াজেীয় ৈথ্য ভুে বুঝদৈ পাদর। পূব্ক ধ্ারণা কথদে মুতি িওয়ার 

জে্য, োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র বেদজর মূে্যদবাধ্ বা আদবগ, আিরদণর প্যাোে্ক ্সম্পদে্ক  

্সদিৈে িওয়া প্রদয়াজে।  

7 -
013 

○○

্সিংগ্রি েরা ৈদথ্যর মদধ্্য ববষয়গৈ ৈথ্য এবিং বস্তুবেষ্ ৈথ্য অন্তভু্কতি। োর্্সসিিং কেয়ার 

েমীমী  কজারপূব্কে োর্্সসিিং কেয়ার এড়াদৈ ্সব্কো ববষয়গৈ ৈথ্য পরীক্া েদর। এোড়াও, 

ববষয়গৈ ৈথ্য এবিং বস্তুবেষ্ ৈথ্য পৃথেভাদব করেড্ক  েরা গুরুত্বপূণ্ক।  

7 -
014 

×
ৈথ্য ্সিংগ্রি েরার কক্দত্র, ব্যবিারোরী ব্যবতির েরদৈ ো পারা ববষয় োড়াও (কেবৈবািে 

বেে), ব্যবিারোরী ব্যবতির েরদৈ পারা ববষয় বা "কোদো বেেু েরার কিষ্া েরার" 

অেুভূবৈ (ইবৈবািে বেে) ইৈ্যাবের মদৈা ্সাধ্ারণ জীবে�াপদে কে উপেবদ্ধ েদর ৈথ্য 

্সিংগ্রি েরা । 

7 -
015 

○○

এদ্স্সদমন্ট িে, ব্যবিারোরী ব্যবতি ্সম্পদে্ক  "ৈথ্য ্সিংগ্রি" "ৈদথ্যর ব্যাে্যা / ্সিং�ুবতি 

/ এেীেরণ" "্সম্স্যা পবরষ্ার েরা" পবরিােো েরা। এই প�্কাদয় োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  

বি্সাদব কপশাগৈ জ্ঞাে, অবভজ্ঞৈা এবিং ব্সদ্ধান্ত ্সবদিদয় কববশ প্রদয়াজে। 

7 -
016 

○○

ICF গঠেোরী উপাোদের "ব্যবতিগৈ োরণ" এর মদধ্্য বয়্স, বেঙ্গ, মূে্যদবাধ্ োড়াও 

জীবে ইবৈিা্স এবিং োইফ স্টাইে ইৈ্যাবে অন্তভু্কতি রদয়দে ( G006 কেেুে)।

7 -
017 

○○

পঁািটি ইব্রিয় িে েষৃ্টিশবতি, শ্রবণশবতি, স্পশ্ক অেুভূবৈ, স্াে অেুভূবৈ এবিং ঘ্াণশবতি। 

প�্কদবক্দণর ক্মৈাদে আরও উন্নৈ েরদৈ, বেয়বমৈভাদব ব্যবিারোরী ব্যবতির মদধ্্য 

পবরবৈ্ক ে করেড্ক  েদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ ্সবরিয়ভাদব ক�াগাদ�াগ েরা গুরুত্বপূণ্ক।  



A 076

7 -
018 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়ার েক্্য ব্যবিারোরীর েক্্য "আদরা ভাে জীবেদে" প্রবৈবেবধ্ত্ব 

েদর ববধ্ায়, ব্যবিারোরী বেদজ ক্সই েক্্য বেদয় ্সন্তুষ্ িওয়ার জে্য, ব্যবিারোরী 

ব্যবতির মৈামৈ প্রবৈফবেৈ েরার পাশাপাবশ বেধ্্কারণ েরা। 

7 -
019 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়ার েদক্্যর প্রোশ, ব্যবিারোরী বেদজ ্সবরিয়ভাদব উদে্যাগ বেদৈ 

্সক্ম িওয়ার জে্য ব্যবিারোরীর ববষয় িওয়া উবিৈ। 

7 -
020 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়া িে, ব্যবিারোরী ব্যবতির বেদজ ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরাদে ্সম্াে েদর, 

ক্সই ব্যবতির েদক্্যর জীবে�াপে বা ব্যবতিগৈ অজ্ক দের জে্য, জীবে�াপে েরা মূে 

ব্যবতি বি্সাদব ব্যবিারোরী ব্যবতির ্সাদথ এে্সাদথ োজ েরার এেটি প্রবরিয়া। প্রোদশর 

ববষয়বস্তু, ব্যবিারোরী বা ৈার পবরবাদরর জে্য উপেবধি েরা ্সিজ িওয়া গুরুত্বপূণ্ক ।  

7 -
021 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়ার েীর্্কদময়ােী েক্্য িে, ্সবদশদষ কোে ধ্রদের জীবদের পবরবস্বৈ 

েক্্য বি্সাদব কেয়া িদব, ক্সই পবরবস্বৈর বিত্র প্রোশ েরা। 

7 -
022 

×
ফ্যাক্টর বা োরণ দ্ারা অগ্রাবধ্োদরর ববষয় বেধ্্কারণ েরা িয় ো। ্সম্স্যার ৈীরেৈা বা 

জরুবরৈা ববদবিো েদর অগ্রাবধ্োদরর ববষয় বেধ্্কারণ েরা িয়।  

7 -
023 

×
োর্্সসিিং কেয়ার প্রবরিয়ায় জীবদের ্সম্স্যা, ব্যবিারোরী ব্যবতির োবঙ্কৈ জীবে�াপে 

অজ্ক ে েরার জে্য ্সমাধ্াে েরা উবিৈ। 



A 077

7 -
024 

×
োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পোর ো�্কোবরৈার িাইদৈ বেরাপত্তাদে অগ্রাবধ্োর প্রোে েরা 

িয়। অগ্রাবধ্োদরর রিম বেধ্্কারদণর কক্দত্র ্সদব্কাচ্চ অগ্রাবধ্োদরর ববষয় িে "জীবদের 

বেরাপত্তা", ৈারপদর "জীবদের বস্বৈশীেৈা" জীবদের ্সমৃবদ্ধ"।  

7 -
025 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী র েৈৃ্ক ে পবরিাবেৈ ভববষ্যৈ োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো P এর অধ্ীদে 

পদড়। অগ্রগবৈর করেদড্ক র মদধ্্য এেটি িে SOAP পদ্ধবৈ। S (Subjective Data) 

ববষয়গৈ ৈথ্য, O (Objective Data) বস্তুবেষ্ ৈথ্য, A (Assessment) মূে্যায়ে, P 

(Plan) পবরেল্পোদে কবাঝায়।   

7 -
026 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো প্রণয়দের প�্কাদয়, ্সমস্ত ্সম্ভাব্য েশৃ্যপে অেুমাে েদর 

ব্যবিারোরীর উপর প্রভাব ভববষ্যদ্াণী েরা প্রদয়াজে। 

7 -
027 

○○

েদের মদধ্্য ্সাধ্ারণ কবাঝাপড়া থাোর জে্য োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো ্সুবের্েসিষ্ ভাষায় 

বণ্কো েরা। োর্্সসিিং কেয়াদরর ্সাদথ জবড়ৈ প্রবৈটি ব্যবতি োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পোর 

ববষয়বস্তু ্সম্পদে্ক  ্সদিৈে িদয় োর্্সসিিং কেয়ার অেুশীেদে জবড়ৈ িদে, এেীভূৈ োর্্সসিিং 

কেয়ার প্রোে েরা ্সম্ভব।  

7 -
028 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো প্রণয়দে, স্ল্পদময়ােী েদক্্যর অজ্ক ে েীর্্কদময়ােী েদক্্যর ্সাদথ 

�ুতি েরার জে্য, েীর্্কদময়ােী েক্্য এবিং স্ল্পদময়ােী েদক্্যর মদধ্্য বেঙ্ক েরা প্রদয়াজে। 

7 -
029 

○○

ব্যবিারোরী ব্যবতির শারীবরে অবস্া এবিং বিন্তাধ্ারা পবরবর্ৈসিৈ িয়। োর্্সসিিং কেয়ার 

েমীমী র ব্যবিারোরী ব্যবতির অবভব্যবতি এবিং অঙ্গভবঙ্গ ববশেভাদব প�্কদবক্ণ েরার 

প্রদয়াজে রদয়দে।  



A 078

7 -
030 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার করেদড্ক র কক্দত্র, ্সঠিে ও বস্তুবেষ্ করেড্ক  বেবচিৈ েরার জে্য ্সৈ্য র্েো 

কেো গুরুত্বপূণ্ক। 

7 -
031 

×
োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো বাস্তবায়ে েরার ্সময়, ব্যবিারোরী ব্যবতির অবস্া/পবরবস্বৈর 

পবরবৈ্ক ে অেু�ায়ী োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পো পবরবৈ্ক ে েরা ( G006 কেেুে)। 

7 -
032 

○○

বববভন্ন কপশার ্সাদথ ্সম্পে্ক  এবিং ঐ ্সমদয় ব্যবিারোরীর প্রবৈবরিয়া োর্্সসিিং কেয়ার 

করেদড্ক  বেবপবদ্ধ েরার মাধ্্যদম, ্সিায়ৈার প্রভাব এবিং বাস্তবায়দে েৈুে ববষদয়র 

্সম্ভাবো কববরদয় আদ্স। 

7 -
033 

○○

বস্তুবেষ্ভাদব মূে্যায়ে েরার জে্য মূে্যায়দের মােেণ্ড �ৈো ্সম্ভব বের্েসিষ্ এবিং 

পবরমাপদ�াগ্য অবভব্যবতি ব্যবিার েদর। 

7 -
034 

○○

মূে্যায়দের কক্দত্র, ব্যবিারোরী ব্যবতি বা পবরবাদরর মৈামৈ অেুভূবৈ অন্তভু্কতি েদর 

ব্সদ্ধান্ত গ্রিণ েরা িয়। উপরন্তু, ব্যবিারোরী এবিং পবরবারদে মূে্যায়দের ববষয়বস্তু 

্সম্পদে্ক  অববিৈ েদর, প্রেত্ত পবরদষবা ো�্কের বেো ৈা বেবচিৈ েরা িয় 

( G006 কেেুে)।  

7 -
035 

×
োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পোর েক্্য অর্জসিৈ িদে এেই োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পো ভববষদৈও 

িাবেদয় �াওয়া িদব োবে বন্ েরা িদব ৈা বেরূপণ েরার প্রদয়াজে রদয়দে। স্ল্পদময়ােী 

এবিং েীর্্কদময়ােী উভয় েক্্যই অর্জসিৈ িদয়, প্রদয়াজেও েরূ িদয় কগদে, ্সিায়ৈা বন্ 

েদর, েৈুে োর্্সসিিং কেয়ার পবরেল্পোর ে্সড়া তৈবর েরা।  



A 079

7 -
036 

○○

েেটি শুধ্ুমাত্র ববদশষজ্ঞদের মদধ্্য ্সীমাবদ্ধ ো করদে,বববভন্ন ্সিংবলেষ্ ব্যবতি েৈৃ্ক ে 

ব্যবিারোরীর িাবিো অেু�ায়ী ্সিায়ৈা ব্যবস্া তৈবর েরার মাধ্্যদম, ব্যবিারোরীর 

"আদরা ভাে জীবে" অজ্ক দের েদক্্য বড় প্রভাব প্রৈ্যাশা েরা �ায়।

7 -
037 

○○

ক্সবা প্রোদের োবয়দত্ব থাো ব্যবতির ্সভার আদয়াজে েরা োর্্সসিিং কেয়ারদে ্সিায়ৈাোরী 

ববদশষদজ্ঞর োবয়ত্ব। ক্সবা প্রোদের োবয়দত্ব থাো ব্যবতির ্সভায়, ব্যবিারোরী বা 

পবরবাদরর ্সাদথ পবরেল্পোর ববষয়বস্তু বেদয় আদোিো েরা। 

7 -
038 

○○

ব্যবিারোরীর োবঙ্কৈ জীবেধ্ারা অজ্ক ে েরার জে্য, প্রবৈটি কপশাোর এদে অপদরর 

োদজর কক্ত্র বা োবয়ত্ব উপেবধি েদর, এদে অপরদে ্সম্াে জাবেদয়, অে্যাে্য কপশার 

্সাদথ ্সিদ�াবগৈা েরা গুরুত্বপূণ্ক। 

7 -
039 

○○

কেয়ার েেফাদরন্স িে, ্সিংবলেষ্ কপশা এেবত্রৈ িদয় আদোিো েদর, োর্্সসিিং কেয়াদরর 

ববষয়বস্তু বেধ্্কারণ / মূে্যায়ে েরার এেটি জায়গা। এদে অপদরর োে কথদে কশোর 

ৈত্ত্বাবধ্াদের ্সুদ�াগ বিদ্সদব ো�্কেরভাদব ব্যবিার েরা ক�দৈ পাদর। 

7 -
040 

×
ব্যবিারোরী ব্যবতি বেদজই কেয়ার টিদমর কে্রি । কেয়ার টিম ব্যবিারোরীর আদশপাদশর 

কপশাোরদের মদধ্্য প�্কাপ্ত ৈথ্য কশয়ার েদর, প্রদৈ্যদের েক্ৈা প্রেশ্কে েরার মাধ্্যদম, 

ো�্কেরভাদব টিম এদপ্রািদে বাস্তবায়ে েরদৈ ্সক্ম িয়। 

7 -
041 

○○

্সমাজ ক্সবী এবিং োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার আইদের 47 ধ্ারায়, োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার 

ও েে্যাণ পবরদষবার ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ ব্যবতি ইৈ্যাবের মদধ্্য ্সিদ�াবগৈার বেদে্ক শ প্রোে 

েরা িদয়দে৷
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7 -
042 

○○

এোবধ্ে কোদের এেবত্রৈ িদয় গঠে েরা েদে, পারস্পবরে ্সম্পে্ক  তৈবর িওয়ার 

মাধ্্যদম আত্ম -্সদিৈেৈা, ক�াগাদ�াগ েক্ৈা ইৈ্যাবে কশোর ্সিজ পবরদবশ তৈবর িয় 

(গ্রুপ ডায়োবমক্স)।



লা�ন�ং পেয়�

■ইন্ারন্যাশনাল ক্াবসবেযোর্শন অে োংশবনং, বিযোসবববলটি এন্ড যোহলথ (ICF) এর র্াঠাযোমা

মােব্সে এবিং শারীবরে ফািংশে / শরীদরর গঠে

ফািংশদের র্ােবৈ

ো�্করিম

ো�্কেোদপর ্সীমাবদ্ধৈা

স্াদস্্যর অবস্া

অিংশগ্রিণ

অিংশগ্রিদণর ্সীমাবদ্ধৈা

পবরদবশগৈ োরণ ব্যবতিগৈ োরণ

■নার্সসিং যোর়্োর প্রবরি়ো

 ব্যবিাzরোরী ব্যবতি ্সম্পদে্ক  ৈথ্য ্সিংগ্রি েদর

     জীবদের ্সম্স্যাগুবে ববদলেষণ েরা িয়।

োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পোর ববষয়বস্তু ব্যবিারোরী

        ব্যবতির জে্য উপ�ুতি বেো ৈা মূে্যায়ে েরা িয়।

① মূে্যায়ে 

④ মূে্যায়ে 

ব্যবিারোরী ব্যবতিদে প্রোে েরার 

      জে্য োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পোর ববষয়বস্তু তৈবর েরা।

োর্্সসিিং কেয়াদরর পবরেল্পোর উপর বভবত্ত

     েদর ব্যবিারোরী ব্যবতিদে োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েরা।

② পবরেল্পো তৈবর 

③ বাস্তবায়ে 

G 006



ববোশ এবিং বাধ্্কে্য কবাঝা
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উ�র / ব্যাখ্যা

8 -
001 

×
অসু্েবাে িে "বা-বা" এবিং "ো-ো-" এর মদৈা স্পষ্ শব্ উচ্চারণ েরা, �া প্রায় 6 মা্স 

শুরু িয়। জদন্মর প্রায় 2 মা্স পদর, বশশুরা "আ-" "েু-" এর মদৈা অস্পষ্ এেে শব্ 

েরদৈ শুরু েদর �াদে েুইিং বো িয় ।  

8 -
002 

○○

্সামাবজে করফাদরন্স িে ববশ্স্ত প্রাপ্তবয়স্কদের মুদের অবভব্যবতি এবিং প্রবৈবরিয়া কেদে 

ক্সই অেু�ায়ী েী পেদক্প কেওয়া উবিৈ ৈা বেধ্্কারণ েরা। এই ব্যাপারটি প্রায় 1 বের 

বয়্স কথদে কেো �ায়।  

8 -
003 

×
প্রায় 10 কথদে 12 মা্স বয়দ্স আঙ্গেু ব্যবিার েদর ববব্ডিিং ব্লে আঁেদড় ধ্রদৈ ্সক্ম িয় 

। প্রায় 6 মা্স বয়দ্স, পুদরা িাৈ বেদয় আঁেদড় ধ্রদৈ ্সক্ম িয় । 

8 -
004 

×
জদন্মর প্রায় 9 মা্স পদর এেটি বশশু কোে বেেু ধ্দর েঁাড়াদৈ পাদর। জদন্মর প্রায় 6 মা্স 

পদর, কোে বেেুর ্সিায়ৈায় বা বেদজ বেদজই ব্সদৈ পাদর। 

8 -
005 

○○

"ওয়ােওয়ািংবেৈা " "পাপা্সুওয়ারু" এর মদৈা েৈ্ক া + েম্ক বা বস্তু + েম্ক ইৈ্যাবের আোর 

গ্রিণ েদর। অপ্রধ্াে পে ইৈ্যাবে বাে কেওয়া িয়। বেেু বশশু প্রায় কেড় বের বয়্স কথদে 

েথা বেদৈ পাদর।  
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8 -
006 

×
অেুরাগ িে, বের্েসিষ্ প্রাপ্তবয়স্কদের ্সাদথ আদবদগর বন্দের উপর বভবত্ত েদর ্সম্পে্ক  

তৈবর েরা। অেুরাদগর আিরণ জদন্মর পরপরই কেো �ায়, িারপাদশর কোদেদের 

গবৈবববধ্ কিাে বেদয় অেু্সরণ েরা, মদোদ�াগ আেষ্কদণর জে্য োন্নাোটি েরার মদৈা 

অেুরাদগর আিরণ প্রায় 3 মা্স বয়্স প�্কন্ত পবরেবক্ৈ িয়।  

8 -
007 

○○

বয়স্ক বে�্কাৈে প্রবৈদরাধ্ আইে, অপব্যবিাদরর বশোর বয়স্ক ব্যবতির ্সুরক্া বা োর্্সসিিং কেয়ার 

প্রোেোরী ব্যবতির উপর কবাঝা েমাদৈ, ব্যবস্া স্াপে ইৈ্যাবে বেধ্্কারণ েদর, বয়স্ক বে�্কাৈে 

প্রবৈদরাধ্, বয়স্ক ব্যবতির অবধ্োর ও স্াথ্ক রক্া েরার উদদেদশ্য প্রণয়ে েরা িদয়দে। ৈার 

মদধ্্য "বয়স্ক" বেদৈ 65 বেদরর কববশ বয়্সী ব্যবতি বি্সাদব ্সিংজ্ঞাবয়ৈ েরা িদয়দে।  

8 -
008 

×
প্রারবম্ভে বয়স্কদের 65 কথদে 75 বের বয়্সী এবিং কশষ প�্কাদয়র বয়স্কদের 75 বা ৈার কববশ বয়্সী 

ব্যবতি বি্সাদব ্সিংজ্ঞাবয়ৈ েরা িদয়দে। বয়স্কদের জে্য বিবেৎ্সা ক্সবা ্সুরবক্ৈ েরা ্সম্পর্েসিৈ 

আইদের অধ্ীদে, ্সেদে মদের শাবন্তদৈ বিবেৎ্সা ক্সবা গ্রিণ েরদৈ ্সক্ম ্সমাদজর জে্য, প্রবীণদের 

কক্দত্রও প্রজদন্মর মদধ্্য ে্যা�্যৈা বেবচিৈ েরার জে্য, ্সামথ্ক্য অেু�ায়ী কবাঝা বেধ্্কারণ েরা িয়।  

8 -
009 

×
োইদ্সন্স েবায়দের জে্য ব্যবৈরিম িে, 70 বেদরর কববশ বয়্সী ব্যবতির োইদ্সন্স 

েবায়দের ্সময়, বাধ্্কদে্যর ্সাদথ ্সাদথ শারীবরে ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়া, গাড়ী িােোর 

কক্দত্র প্রভাব কফেদৈ পারার ববষয়টি বুঝদৈ ্সািা�্য েরার জে্য প্রবশক্ণ প্রোে েরার 

ববষয়। 

8 -
010 

×
বরি করবডে্যাে ৈত্ত্ব িে, করবডে্যাে অবক্সদজদের (বরি করবডে্যাে) দ্ারা ্সৃষ্ কোদষর 

ক্বৈর োরদণ বাধ্্কে্য র্ো ্সম্পর্েসিৈ ৈত্ত্ব। বাধ্্কে্যজবেৈ োরদণ, কেদির অঙ্গ বা 

অিংদশর অ্যাদট্াবফ বা ্সিংদোিদের জে্য ক্বৈপূরদণর পুেরুৎপােে ফািংশে হ্া্স 

পাওয়ার োরদণ, বাধ্্কদে্য পবরণৈ িওয়াদে অব্সাে ৈত্ব বো িয়। 

8 -
011 

○○

েুবোর-রদ্সর মৃৈু্যদে কমদে কেওয়ার কক্দত্র, অস্ীোর, করিাধ্, ের েষােবষ, ববষণ্ণৈা 

এবিং কমদে কেওয়ার রিমােু্সাদর বববভন্ন প�্কায় রদয়দে ( G014 কেেুদে)।
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8 -
012 

×
বয়্স বাড়ার ্সাদথ ্সাদথ িায়দয়ড বা বেঙ্গয়ুাে িাড়দে ্সামদে ও উপদরর বেদে কেদে 

কেওয়া কপবশর গ্রূপ েবু্কে িদয় পদড়। এোড়াও, বেগাদমন্ট বশবথে িদয় �াওয়ার োরদণ 

িাইদয়ড িাদড়র অবস্াে প্রায়শই ৈরুণ বয়দ্সর ৈুেোয় বেিু িদয় �ায় ।  

8 -
013 

○○

ক্মৈায় (বুবদ্ধমত্তা) ৈরে বুবদ্ধমত্তা এবিং স্টিদে পবরণৈ িওয়া বুবদ্ধমত্তা অন্তভু্কতি 

রদয়দে। ৈরেৈাদে গবৈশীেৈাও বো িয়, �া বয়দ্সর ্সাদথ হ্া্স কপদয় থাদে। স্টিদে 

পবরণৈ িওয়াদে ভাবষেৈাও বো িয়, �া বয়দ্সর ্সাদথ ্সিদজ হ্া্স পায় ো।   

8 -
014 

×
্সিংদবেেশীে অদঙ্গর শ্রবণশবতি বয়দ্সর ্সাদথ ্সিদজই হ্া্স পায়। কোোিেপূণ্ক জায়গায় 

োজ েরদে শুেদৈ অ্সুববধ্া িয় ববধ্ায় োদজর েক্ৈা হ্া্স পায়। 

8 -
015 

×
এবপদ্সাড কমমবর বেদৈ "গৈ রাদৈ আপবে বডোদর েী কেদয়বেদেে?" এর মদৈা 

অবভজ্ঞৈা বি্সাদব স্রণ েরা স্ৃবৈদে কবাঝায়। এবপদ্সাড কমমবরর পুেরুৎপােে ক্মৈা 

বাধ্্কে্য দ্ারা ্সিদজই প্রভাববৈ িয়। 

8 -
016 

×
অবক্পদের(করটিো) স্ায়ু কোষ হ্া্স পাওয়ার োরদণ ্সিংদবেেশীেৈা হ্া্স কপদয়, িাকু্ষ 

(বভজ্ুযয়াে) পদথর ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়ার োরদণ, কপবরদফরাে (প্রান্তস্) েষৃ্টির কক্ত্র 

্সিংেীণ্ক িদয় পদড়।

8 -
017 

×
্সবদিদয় উদলেেদ�াগ্য বয়্স ্সম্পর্েসিৈ পবরবৈ্ক ে, অন্তঃেদণ্ক পবরেবক্ৈ িদয়, শুধ্ুমাত্র 

শুেদৈ পাওয়াই েঠিে িদয় পদড় ো ,বরিং শব্ ববেৃৈ িদয় স্পষ্ভাদব শুেদৈ পাওয়া �ায় 

ো। ববদশষ েদর উচ্চ বরিদোদয়বন্সদৈ শ্রবণশবতির হ্া্স উদলেেদ�াগ্যভাদব পবরেবক্ৈ 

িয়।  



A 085

8 -
018 

○○

স্াে অেুভব েরা স্াে েঁুবড় বয়দ্সর ্সাদথ হ্া্স পাওয়ায়, স্াে অেুভূবৈর পবরবৈ্ক ে 

পবরেবক্ৈ িওয়ার পাশাপাবশ স্াে অেুভূবৈও হ্া্স পায় ।

8 -
019 

×
োদের বভৈদর ঘ্াণজবেৈ এবপদথবেয়াদম ঘ্াণজবেৈ কোষ রদয়দে, �া গন্ গ্রিণ েদর। 

বাধ্্কদে্যর ্সাদথ কোষগুবের ো�্কোবরৈা হ্া্স বা ্সিংে্যা হ্া্স পাওয়ার ফদে, পিা গন্ বা 

গ্যাদ্সর গদন্র মদৈা গন্ কের পাওয়া েঠিে িদয়, ্সিংদবেেশীেৈা থাদে ো। 

8 -
020 

×
বডদমেবশয়ার মদৈা করাদগর োরদণ র্ো প্রস্াদবর অ্সিং�মদে বরিয়ামূেে প্রস্াব 

(ফািংশোে ইউবরোবর ইেেন্টিদেন্স) বি্সাদব ্সিংজ্ঞাবয়ৈ েরা িয়। 

8 -
021 

○○

মূত্রাশদয়র কপশী অবৈবরতি ্সবরিয় িদয় উঠা, মূত্রাশদয়র ্সিংদোিে ক্মৈা েবু্কে িওয়ার 

োরদণ মূত্রৈ্যাগ েমদের ো�্কোবরৈা �দথষ্ োজ েরদৈ ো পারার োরদণ র্ো প্রস্াদবর 

অ্সিং�ম িয়।

8 -
022 

×
বর্ধ্সিৈ কপ্রাদস্টদের কক্দত্র অল্প পবরমাদণ প্রস্াব অবেছোেৃৈভাদব কববরদয় �ায়। এমে 

পবরবস্বৈদৈ প্রস্াদবর অ্সিং�মদে উপদি পড়া প্রস্াদব অ্সিং�ম (ওভারদফ্া ইেেন্টিদেন্স) 

বদে। 

8 -
023 

×
বয়স্ক ব্যবতি এেবার অ্সুস্ িদয় পড়দে পুদরাপুবর আদরাগ্য োভ েরদৈ প্রায়শই েীর্্ক ্সময় 

োদগ। আদরাগ্য োভ েরা েঠিে িদয়, েীর্্ক ্সময় ধ্দর অেু্সরে েরা ্সিজ িদয়, প্রায়ই 

এেই ্সমদয় এোবধ্ে করাগ কেো কেয়। েীর্্কবেে ধ্দর অ্সুস্ থাোদে েীর্্কস্ায়ী করাগ বো 

িয়।   
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8 -
024 

×
বয়স্ক ব্যবতির প্রায়ই এোবধ্ে করাগ িদয়, প্রবৈটি করাদগর জে্য ঔষুধ্ও গ্রিণ েরদৈ িয় 

এবিং অল্পবয়্সীর িাইদৈ ঔষুদধ্র ধ্রণ কববশ িওয়ার প্রবণৈা থাদে। 

8 -
025 

○○

�েৃদৈ ওষুধ্ কভদঙ্গ কগদেও, বয়স্ক ব্যবতির কক্দত্র, ক্স ক্মৈা ্সিদজই হ্া্স পাওয়ায়, 

উপরন্তু,বেডবে কথদে শরীদরর বাইদর বেগ্কৈ েরার ক্মৈাও হ্া্স পাওয়ার োরদণ,শরীদরর 

বভৈর ্সিদজই ওষুধ্ জমদৈ থাদে। ফেস্রূপ, ওষুধ্টি েুব ো�্কের িদয় পাশ্্কপ্রবৈবরিয়া িওয়ার 

্সম্ভাবো কববশ থাদে। 

8 -
026 

×
জীবে�াপদের অভ্যাদ্সর োরদণ উচ্চ রতিিাদপর ্সম্ভাবো কববশ িদয় থাদে এবিং 

বয়্স বাড়ার ্সাদথ ্সাদথ ক্সই অেু�ায়ী ব্যবস্া গ্রিদণর প্রদয়াজে রদয়দে। ্সাধ্ারণভাদব 

বিবেৎ্সার েক্্যদে ৈরুণ ও বয়স্কদের জে্য ্সমাে েরা ববপজ্েে। 

8 -
027 

○○

বয়স্কদের কক্দত্র, �েৃদৈর ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়ার মাধ্্যদম ববপােীয় ো�্কোবরৈাও 

হ্া্স পায় এবিং ওষুদধ্র প্রবৈদষধ্ে বরিয়া ধ্ীর িদয় �াওয়ায় ওষুধ্ আরও ো�্কের িদয় ওদঠ 

এবিং প্রভাব আরও শবতিশােী িদয় ওদঠ। 

8 -
028 

×
ে্যােব্সয়াম িাদড়র প্রধ্াে উপাোে িদেও মােুদষর বয়্স বাড়ার ্সাদথ ্সাদথ ে্যােব্সয়াম 

এবিং কপ্রাটিে গ্রিদণর পবরমাণ েদম �ায় উপরন্তু শারীবরে ো�্কেোপ হ্াদ্সর োরদণ 

িাদড়র র্েত্ব (িাদড়র ভর) হ্া্স পায়, ফদে িাড় েবু্কে িদয় �ায় ( G007 কেেুে)।

8 -
029 

×
োো গ্রবথির মদধ্্য ্সাববেঙ্গয়ুাে গ্রবথি, ্সাবম্যাবডিবুোর গ্রবথি এবিং প্যাদরাটিড গ্রবথি; এই 

বৈেটি োো গ্রবথি রদয়দে। এগুবে কথদে োো বেঃ্সৃৈ িদেও বো িদয় থাদে ক� প্রবৈটি 

ফািংশদের ো�্কোবরৈা বাধ্্কদে্যর ্সাদথ হ্া্স কপদয় োো বেঃ্সৃৈ িওয়ার পবরমাণ হ্া্স 

পায়।  
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8 -
030 

×
ফু্সফুদ্সর ক্মৈা িে, ্সদব্কাচ্চ পবরমাদে শ্া্স গ্রিণ েদর, এর পদর, ্সমস্ত শবতি বেদয় 

ৈ্যাগ েরা পবরমাণ। বাধ্্কে্য ফু্সফুদ্সর টি্সু্যদৈ কোদষর ্সিংে্যা হ্া্স েদর, ফু্সফুদ্সর 

বস্বৈস্াপেৈা হ্া্স েদর, �ার ফদে ফু্সফুদ্সর ক্মৈা উদলেেদ�াগ্যভাদব হ্া্স পায়।  

8 -
031 

○○

অবস্ মজ্াদৈ রতি তৈবর িদেও বাধ্্কদে্যর ্সাদথ কিমাদোপদয়টিে ফািংশদের োে অবস্ 

মজ্া হ্া্স পায়। কোবিৈ রতিেবণোর ্সিংে্যা হ্া্স েক্্য েরা �ায় এবিং বিদমাদগ্াববেও 

হ্া্স পাওয়ার ফদে রতিশূে্য িওয়া ্সিজ িয়। 

8 -
032 

×
িামড়ার আদ্র্কৈা ধ্দর রাোর ো�্কোবরৈা এবিং বাধ্া কেওয়ার ো�্কোবরৈাও রদয়দে। 

বয়্স বাড়ার ্সাদথ ্সাদথ িামড়া পাৈো িদয় �ায় এবিং বস্বৈস্াপেৈা িারায়। র্াম গ্রবথির 

্সিংে্যা হ্া্স িামড়াদে ্সিদজ শুষ্ েদর কৈাদে।  

8 -
033 

○○

গেঃধ্রে িে োবার বা পাবে বগদে কফো। ্সাধ্ারণভাদব গেদেশ কথদে োে্যোেীদৈ 

ম্সৃণভাদব এবগদয় কগদেও বৃদ্ধ িদে েরু্্কেোরিদম গেদেশ কথদে েণ্ঠোেীদৈ প্রদবশ 

েরার র্েো বৃবদ্ধ পায়। শ্া্সদরাধ্ বেদৈ এই অবস্ায় োবশ কেওয়াদে বুঝায়।   

8 -
034 

×
িাে্ক  কফইবেউদরর কক্দত্র, অগ্রগবৈ র্েদে ববশ্রাদমর ্সময়ও শ্া্সেষ্ কেো কেয়। 

8 -
035 

○○

িাে্ক  কফইবেউদরর েক্দণর মদধ্্য শ্া্সেষ্ বা কশাথ পবরেক্বৈ িদয়, মুে ও কঠাঁদের 

্সায়াদোব্স্সও উদলেেদ�াগ্যভাদব পবরেক্বৈ িয়। 
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8 -
036 

×
িাে্ক  কফইবেওদরর োরদণ শ্া্সপ্রশ্া্স বেদৈ েষ্ িদে, বিৎ িদয় কশায়া অবস্ায় ফু্সফুদ্সর 

রতিজমা বৃবদ্ধ পাওয়ার োরদণ, শ্া্সেষ্ কবদড় �ায়। আরামোয়ে কেি ভবঙ্গ িে 

অদথ্কাপবেে অবস্াে।  

8 -
037 

×
বয়স্কদের িাে্ক  কফইবেউদরর কক্দত্র, িাে্ক  কফইবেউদরর অগ্রগবৈর ্সাদথ ্সাদথ ্সাধ্ারণীেৃৈ 

কশাথ পবরেবক্ৈ িয়। 

8 -
038 

○○

কপ্র্সার আে্সাদরর (কবডদ্সার) োরণ বি্সাদব েীর্্কদময়ােী িাদপর োরদণ রতি প্রবাদির 

স্ববরৈা, ত্বেবেম্স্ কোষ ও িাদড়র মদধ্্য অ্সিংেনিৈা, েম োে্য গ্রিদণর োরদণ অপুষ্টি, 

ডায়াপার ইৈ্যাবে ব্যবিাদরর োরদণ িামড়ার আরিমণ ইৈ্যাবে রদয়দে। 

8 -
039 

×
বিৎ িদয় কশায়া অবস্াদে, অবদরাি রিদম ওজে বিেোরী স্াে িে ্স্যারিাে অঞ্চে, 

মাথা, স্ক্যাপুো (অিং্সফেে) এবিং কগাড়াবের অঞ্চে। পাদশ কশায়া অবস্ায় ইবেয়াে 

অঞ্চদে ্সিদজই কপ্র্সার আে্সার (কবডদ্সার) িওয়ার প্রবণৈা থাদে ( G007 কেেুে)।  

8 -
040 

○○

ভাে মাদের কপ্রাটিদে উচ্চ মাদের অ্যাবমদো অ্যাব্সড কস্কার অন্তভু্কতি থাদে এবিং োে্য 

পদণ্যর মদধ্্য ্সয়াববে, বডম, েধু্, গরুর মািং্স, শূেদরর মািং্স, মুরবগর মািং্স এবিং মাে 

ইৈ্যাবে রদয়দে। 

8 -
041 

×
গৃিীৈ োবার িজম ও কশাবষৈ িদয় মদে পবরণৈ িদৈ 1 কথদে 3 বেে ্সময় োদগ। 

কোষ্োঠিে্য বেদৈ কোদো ব্যবতির 3 বেদের জে্য মে বেগ্কৈ ো িওয়ার ফদে ঐ ব্যবতি 

তেেবদিে জীবদে অ্সুববধ্া অেুভব েরার পবরবস্বৈদে বুঝায়। 
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8 -
042 

○○

পািেৈন্ত্র এবিং ্সিংবিেৈন্ত্র ইৈ্যাবের বববভন্ন করাদগর োরদণ প্রায়শই কোষ্োঠিে্য িদয় 

থাদে। 

8 -
043 

○○

মে বেগ্কমদের জে্য, মেৈ্যাদগর ্সময় ব্সার ভবঙ্গ এবিং কপদের কপশীর োজ এবিং 

িাপ কেওয়ার শবতির প্রদয়াজে রদয়দে। কপদের কপবশর ক্মৈা হ্া্স পাওয়ার োরদণ 

কোষ্োঠিে্য িদৈ পাদর। 

8 -
044 

×
ওষুদধ্র োরদণ ্সাধ্ারণৈ কোষ্োঠিদে্যর মদৈা পাশ্্কপ্রবৈবরিয়া েক্্য েরা �ায়।

8 -
045 

×
অববেদম্ব করিে ঔষধ্ বেধ্্কারদণর পবরবদৈ্ক , োদে্য ফাইবাদরর পবরমাণ বাবড়দয়, শরীরদে 

োড়ািাড়া েদর এবিং প্রিুর পবরমাদণ ৈরে পাে েদর কোষ্োঠিে্য েরূ েরার কিষ্া েরা।

8 -
046 

×
েীর্্ক ্সময় ধ্দর িঁাো বা স্সসিবড় কবদয় ওঠার মদৈা অৈ্যবধ্ে ব্যায়াদমর ফদে িঁােুদৈ িাপ 

পড়দেও বেদির অদঙ্গ কপশী শবতি তৈবর েরার জে্য িঁাো এড়াদো উবিৈ েয়। 

8 -
047 

×
িঁােুর জদয়দন্ট কবাঝা িাপাদো এবড়দয় িো। পাদয়র কগাড়াবেদৈ বদ্স থাো অবস্ায় 

জদয়দন্টর ্সব্কাবধ্ে বঁাে ব্যথা বৃবদ্ধর োরণ িয়। 
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8 -
048 

×
্সাধ্ারণৈ ্সিংরিমদণর োরদণ জ্র ও ব্যথা িদে ঠাডিা প্রদয়াগ েরা িদেও িঁােুর 

অস্টিওআথ্কারাইটি্স েীর্্কস্ায়ী িয় ববধ্ায়, গরম ক্সে প্রোে েরা িয়।

8 -
049 

○○

িঁােুর উপর কবাঝা েমাদৈ ্সবরিয়ভাদব কবৈ এবিং ওয়াোদরর মদৈা ্সিায়ে বডভাই্স 

ব্যবিার েরা িয়।

8 -
050 

×
পারবেে্সে করাদগ, কডাপাবমে েদম �াওয়ার ফদে েড়ািড়ার ব্যাবধ্ কেো কেয়। শরীদরর 

ভার্সাম্য বজায় রাোর কিষ্া েরা বরদফ্ক্স বড্সঅড্ক াদরর োরদণ, ্সামদের বেদে ঝঁুদে 

পড়ার মদৈা ভবঙ্গ িয়। 

8 -
051 

×
পারবেে্সে করাদগ, েড়ািড়া ্সম্পর্েসিৈ এক্সট্াবপরাবমডাে ব্সদস্টদমর বাধ্া বা শরীদরর 

কপশী শতি িওয়ার োরদণ, অঙ্গ-প্রৈ্যদঙ্গর েড়ািড়া এদোদমদো িদয় �ায়। িঁাোর ্সময় 

পেদক্প ্সিংেীণ্ক িদয়, পড়া �াওয়া ্সিজ িয় (বিমাবয়ৈ, এদোদমদো, রে্যাবিবাব্সয়া)। 

8 -
052 

×
পারবেে্সে করাদগর অে্যৈম েক্ণ িে অদথ্কাস্ট্যাটিে িাইদপাদেেশে। অদথ্কাস্ট্যাটিে 

িাইদপাদেেশে বেদৈ েঁাড়াদোর ্সময় েেমে েরা বা মাথা কর্ারা কবাঝায়। 

8 -
053 

○○

পারবেে্সন্স করাদগ আরিান্ত ব্যবিারোরী ব্যবতির মদধ্্য পবরেবক্ৈ িওয়া 

অবভব্যবতিিীেৈা (মুদোদশর মদৈা মুে) িে এমে এেটি অবস্া, ক�োদে কপশীর 

অেমেীয়ৈার োরদণ মুদের অবভব্যবতির পবরবৈ্ক ে েবু্কে িদয় পদড়।
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8 -
054 

×
বেউদমাবেয়া ্সিংরিাবমৈ িওয়ার োরদণ শ্া্স�দন্ত্রর ো�্কোবরৈা বা করাগ প্রবৈদরাধ্ 

ক্মৈা (অোরিম্যৈা) হ্া্স কপদয় অে্যাে্য ভাইরা্স এবিং ব্যােদেবরয়া দ্ারা ্সিংরিবমৈ 

িওয়া ্সিজ িদয় �ায়। ্সিদজই অদেে জটিেৈার কেো বেদয় ইেফু্দয়ঞ্জার ্সাদথ ্সিদজই 

�ুতি িদৈ পাদর। 

8 -
055 

×
বয়স্ক ব্যবতির কক্দত্র করাদগর েক্ণ অস্াভাববে িয় এবিং বেউদমাবেয়ায় আরিান্ত িওয়ার 

বেেু কক্দত্র উচ্চমাত্রার জ্র িয় ো। েক্ণগুবের ্সূত্রপাৈ ববেবম্বৈ িওয়ার প্রবণৈা 

থাদে এবিং ্সবদক্দত্রই প্রথম কথদে উচ্চমাত্রার জ্র পবরেবক্ৈ িয় ো।  

8 -
056 

○○

বডস্টাইবরওব্স্স এর েক্দণর মদধ্্য কফাোভাব, েে্ক শ েণ্ঠস্র, ববশাে বজহ্া রদয়দে। 

8 -
057 

×
কমবডদেে প্র্যােটিশোর অ্যাক্ট এবিং কডন্টিস্ট অ্যাক্ট, ডাতিার বা কডন্টিস্ট ওষুদধ্র জে্য 

কপ্র্সবরিপশে প্রোে েরদৈ পারার েথা ব্যতি েরা আদে। স্াস্্য ক্সববো এটি েরদে ৈা 

আইদের পবরপথিী িদব।  

8 -
058 

×
কিাম ্সার্ভসি্স লে্যাে মূে ব্যবতি বা ঐ ব্যবতির পবরবার েৈৃ্ক ে তৈবর েরা কগদেও, অবধ্োিংশ কক্দত্র আঞ্চবেে 

ব্যাপে ্সিায়ৈা কেদ্রি বা বাবড়দৈ েীর্্কদময়ােী োর্্সসিিং কেয়ারদে ্সিায়ৈা প্রোেোরী ্সিংস্ার বেেে অেুদরাধ্ 

েদর, োর্্সসিিং কেয়ারদে ্সিায়ৈাোরী ববদশষজ্ঞ (কেয়ার ম্যাদেজার) েৈৃ্ক ে প্রস্তুৈ েরা িয়। বাবড়দৈ েীর্্কোেীে 

োর্্সসিিং কেয়াদরর েমীমী  উতি কিাম ্সার্ভসি্স লে্যাদের উপর বভবত্ত েদর োর্্সসিিং কেয়ার পবরদষবা ববোশ েদর।  



লা�ন�ং পেয়�

■কপ্র্সার আে্সার (কবডদ্সার) প্রবণ এোো

েদরাটির িাড়কগাড়াবের অঞ্চে েেুইদয়র জদয়ন্ট

স্ক্যাপুো (অিং্সফেে)্স্যারিাে অঞ্চে

■বয়স্কদের মদধ্্য ্সাধ্ারণ িাড় ভাঙ্গার স্াে
কমরুেণ্ড

কফদমারাে কেে (র্াড়)

প্রগণ্ডাবস্ (বিউমারা্স)

ববি:প্রদোষ্াবস্ (করবডয়া্স)
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স্ৃবৈভ্িংশ (বডদমেবশয়া) কবাঝা
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উ�র / ব্যাখ্যা

9 -
001 

○○

বডদমেবশয়ার েক্ণগুবেদৈ মদোদ�াগ কেয়ার পবরবদৈ্ক , ক্সই ব্যবতির িাবরবত্রে প্রবণৈা 

বা জীবদের ইবৈিাদ্সর বেদে মদোদ�াগ বেদয়, মূেৈ ক্সই ব্যবতির "ব্যবতিত্বদে" কে্রি েদর, 

ক্সই ব্যবতির োে কথদে কেো পবরবস্বৈ কবাঝার কিষ্া েরার বিন্তাধ্ারা । 

9 -
002 

×
2017 ্সাদের বয়স্ক ্সমাদজর কশ্ৈপত্র অেু্সাদর, 2012 ্সাদে বডদমেবশয়া আরিান্ত 

মােুদষর ্সিংে্যা প্রায় 4.62 বমবেয়ে জে িদেও 2025 ্সাদের মদধ্্য প্রায় 7 বমবেয়ে জে 

িওয়ার অেুমাে েরা িদয়দে।

9 -
003 

○○

েীবৈগৈভাদব, অঞ্চে বভবত্তে পবরদষবাটি শুধ্ুমাত্র কপৌঁর্সভার বাব্সদিারা ব্যবিার েরদৈ 

পাদরে। 

9 -
004 

○○

"বেউ অদরঞ্জ লে্যাে" এর ্সাৈটি স্তম্ভ িে; ①বডদমেবশয়া ্সম্পদে্ক  কবাঝাপড়া জেবপ্রয়েরণ · 
জ্ঞােোে, ②্সময়মৈ এবিং উপ�ুতি বিবেৎ্সা / োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে, ③প্রাথবমেভাদব শুরু িওয়া 
বডদমেবশয়ার জে্য ব্যবস্া কজারোর েরা, ④পবরি�্কাোরীর জে্য ্সিায়ৈা, ⑤বডদমেবশয়ায় 
আরিান্ত বয়স্ক ব্যবতির জে্য বনু্ত্বপূণ্ক অঞ্চে তৈবর েরা, ⑥বডদমেবশয়া ্সম্পর্েসিৈ গদবষণা উন্নয়দের 
প্রিার, ⑦বডদমেবশয়ায় আরিান্ত বয়স্ক ব্যবতি এবিং ৈার পবরবাদরর েষৃ্টিভবঙ্গদে গুরুত্ব প্রোে েরা।

9 -
005 

○○

প্রাপ্তবয়স্কদের অবভভাবেত্ব ব্যবস্ার মদধ্্য কস্ছোেৃৈ অবভভাবেত্ব ব্যবস্া এবিং আইবে 

অবভভাবেত্ব ব্যবস্া রদয়দে।
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9 -
006 

○○

তেেবদিে জীবদের আত্মবেভ্ক রৈাদে ্সিায়ৈা প্রোে েরা প্রেদল্পর কক্দত্র , বপ্রদফেিারাে 

োউবন্সে অফ ক্সাশ্যাে ওদয়েদফয়ার বা মদোেীৈ ব্সটি ্সমাজেে্যাণ পবরষে, 

বাস্তবায়েোরী ্সিংস্া বি্সাদব োবয়ত্ব পােে েদর, ্সমাজেে্যাদণর বমউবেব্সপ্যাে 

োউবন্সে োউন্টার ্সার্ভসিদ্সর োবয়ত্ব পােে েদর। 

9 -
007 

×
বডদমেবশয়ার জে্য আঞ্চবেে ্সিায়ৈার জে্য এদজন্ট প্রবৈটি কপৌঁর্সভার জে্য 

আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা কে্রি, কপৌঁর্সভা, বডদমেবশয়া করাদগর বিবেৎ্সা কে্রি 

ইৈ্যাবেদৈ বেদয়াগ েরা িয়। 

9 -
008 

○○

বডদমেবশয়ার মূে েক্দণর মদধ্্য স্ৃবৈশবতির হ্া্স, জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা 

(বড্সঅবরদয়দন্টশে), গণো েরার ক্মৈা হ্া্স, ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর ক্মৈা হ্া্স, 

অ্যাদফব্সয়া, অ্যাদনিাব্সয়া, অ্যাপ্রাবক্সয়া, এবিং বেব্কািী োদ�্ক র্ােবৈ অন্তভু্কতি রদয়দে 

( G008 কেেুে) । 

9 -
009 

×
বয়দ্সর ্সাদথ ভুদে �াওয়ার ৈুেোয় বডদমেবশয়ার োরদণ ভুদে �াওয়ার তববশষ্্য িে, 

পুদরা অবভজ্ঞৈা ভুদে বগদয়, কববশরভাগ কক্দত্র ভুদে �াওয়া ্সম্পদে্ক  ্সদিৈেৈা ো থাো 

এবিং ভুদে �াওয়া বৃবদ্ধ পাওয়ার ফদে তেেবদিে জীবদে বাধ্া প্রোে। 

9 -
010 

○○

বয়দ্সর ্সাদথ ভুদে �াওয়ার তববশষ্্য িে, অবভজ্ঞৈার এেটি অিংশ ভুদে বগদয়, ভুদে 

�াওয়া ্সম্পদে্ক  ্সদিৈেৈা থাো। ্সাধ্ারণভাদব, ভুদে �াওয়া বৃবদ্ধ পায় ো, এবিং তেেবদিে 

জীবদে বাধ্া প্রোে েদর ো।  

9 -
011 

×
অ্যাগদোব্সয়া িে, ্সিংদবেী ফািংশে ক্বৈগ্রস্ত ো িদেও, কেো বা কশাো ববষয় ্সঠিেভাদব 

বুঝদৈ ো পারার অক্মৈা। অ্যাপ্রাবক্সয়া িে েড়ািড়ার (কমাের) ফািংশে ক্বৈগ্রস্ত ো 

িদেও, উদদেদশ্য অেু�ায়ী �থা�থ আিরণ েরদৈ ো পারা। 
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9 -
012 

○○

বেব্কািী োদ�্ক র্ােবৈ িে, পবরেল্পো েদর বাস্তবায়ে েরদৈ ো পারার োরদণ, 

ADL（Activities of Daily Living：তেেবদিে জীবদের ো�্কেোপ）বাধ্াগ্রস্ত 

িওয়া।

9 -
013 

○○

জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা (বড্সঅবরদয়দন্টশে) বেদৈ তেেবদিে জীবদের জে্য প্রদয়াজেীয় 

্সময়, স্াে এবিং ব্যবতির মদৈা ৈথ্য কবাঝার ক্মৈা িাবরদয় কফোদে কবাঝায়।

9 -
014 

×
অ্যাদফব্সয়া বা বােদরাধ্ িে, উচ্চারণ ্সম্পর্েসিৈ অঙ্গ বা শ্রবণশবতির কক্দত্র কোদো 

প্রবৈবন্েৈা ো থােদেও, বো, কশাো, কেো, পড়ার মদৈা ভাষার ফািংশদের বেব্কািেী 

ক্বৈ। েথা বোর ো�্কোবরৈা বা ফািংশে িারাদোর অবস্াদে কমাের অ্যাদফব্সয়া, 

কশাোর �্কোবরৈা বা ফািংশে িারাদোর অবস্াদে ্সিংদবেী অ্যাদফব্সয়া বো িয়। 

9 -
015 

○○

REM র্ুদমর আিরণগৈ ব্যাবধ্ িে েুই ববড বডদমেবশয়ায় (স্ৃবৈভ্িংশ) আরিান্ত ব্যবতির 

মদধ্্য পবরেবক্ৈ িওয়া েক্দণর মদধ্্য এেটি।

9 -
016 

×
স্ৃবৈশবতির হ্া্স ৈরাববিৈ িদেও িারপাদশর কোদেরা েীভাদব কেেদে ৈা কবাঝার 

ক্মৈা প্রায়শই ্সিংরবক্ৈ থাদে। এোড়াও, এেজে ব্যবতি বি্সাদব কমৌবেে মােব্সে 

প্রবরিয়ার পবরবৈ্ক ে িয় ো।  

9 -
017 

○○

প্রোদপর কক্দত্র কিৈোর ববশৃখিো পবরেবক্ৈ িয় এবিং ি্যােুব্সদেশদের ্সাদথ এে্সাদথ 

কেো বেদৈ পাদর। ্সূত্রপাৈ ৈীরে িয় এবিং উপ্সগ্ক ্সারা বেে পবরবর্ৈসিৈ িয়। রাদৈর প্রোপ 

রাদৈ ্সবদিদয় কববশ পবরেবক্ৈ িয়।  
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9 -
018 

○○

ববষণ্েৈা প্রায়ই ্সারা বেে পবরবর্ৈসিৈ িয়। ্সাধ্ারণভাদব, ৈারা ্সোদে ভাদো কবাধ্ ো 

েদর, ববদেদে প্রায়ই ্সবরিয়ৈা বৃবদ্ধ পায়। 

9 -
019 

○○

আেদঝইমার বডদমেবশয়ার কোে ্সুস্পষ্ শুরু িওয়ার ্সময় কেই এবিং আেবস্ে ভুদে 

�াওয়া শুরু িদয়, ধ্ীদর ধ্ীদর অগ্র্সর িয় ( G008 কেেুে)।

9 -
020 

×
আেদঝইমার বডদমেবশয়ার (স্ৃবৈভ্িংশ) কক্দত্র, কেদম্পারাে কোদবর (োদের েবৈ) 

বভৈদর অববস্ৈ বিদপাে্যাম্পা্স, বেবম্বে েদে্ক দক্স স্পষ্ ক্ৈ কেো �ায় এবিং প্রথম বেে 

কথদেই স্ৃবৈশবতির হ্া্স পবরেবক্ৈ িয় ( G008 কেেুে)।

9 -
021 

○○

ক্সবরদরোভা্সেুোর ব্যাবধ্র কক্দত্র, মবস্তদষ্ রতিক্রণ, ্সাবঅ্যারােেদয়ড রতিক্রণ, 

ক্সবররোে ইেরিােশে ইৈ্যাবে রদয়দে এবিং ক্বৈগ্রস্ত অিংদশর উপর বেভ্ক র েদর বববভন্ন 

ব্যাবধ্র ্সৃষ্টি িয়। ক্সবরদরোভা্সেুোর ব্যাবধ্ জীবেধ্ারা ্সম্পর্েসিৈ করাদগর োরদণ িয়। 

9 -
022 

×
ভাসু্কোর বডদমেবশয়া (রতিোেীর স্ৃবৈভ্িংশ), ক্বৈগ্রস্ত িওয়া মবস্তদষ্র স্াদের উপর বেভ্ক র েদর, প্রায়ই 

েড়ািড়ার ব্যাবধ্র ্সাদথ এে্সাদথ পবরেবক্ৈ িয়। স্ৃবৈশবতির হ্া্স বা জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা (বড্সঅবরদয়দন্টশে) 

োড়াও মােব্সে অ্সিং�ম, মবৈভ্ম, প্রোপ, ববষণ্েৈার েক্ণ, ভাষার প্রবৈবন্েৈা, উপেবধির ব্যার্াৈ, 

কিবমদলেবজয়ার মদৈা স্ায়ববে েক্দণর ্সাদথ পবরেবক্ৈ িদৈ পাদর ( G008 কেেুে) । 

9 -
023 

○○

েুই ববড বডদমেবশয়া (স্ৃবৈভ্িংশ) এর কক্দত্র পারবেে্সদন্সর েক্ণ পবরেবক্ৈ িদয় ্সমস্ত 

শরীদরর েড়ািড়া েরা োরাপ িদয় �ায়। িঁাোিো জদম �াওয়া, কোে কোে পাদয় িঁাো, ্সামদে 

ঝুদে ব্সার ভবঙ্গ, িঠাৎ থামদৈ ো পারার মদৈা েক্ণ রদয়দে এবিং পদড় �াওয়ার পুেরাবৃবত্ত র্দে। 

উপরন্তু েল্পোময় অবভজ্ঞৈার ্সাদথ ্সিদজ �ুতি িদৈ পাদর ( G008 কেেুে)।  
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9 -
024 

×
েুই ববড বডদমেবশয়াদৈ (স্ৃবৈভ্িংশ), অজ্ঞাে িওয়া, উপ্সদগ্কর তেবেে পবরবৈ্ক ে, 

কিৈোর ক্ণস্ায়ী ব্যার্াৈ ইৈ্যাবের মদৈা তববশষ্্য পবরেবক্ৈ িয় ( G008 কেেুে)।

9 -
025 

○○

ব্যবতিত্ব পবরবৈ্ক দের েক্ণ বি্সাদব, বেদে �াওয়া মােুদষর মৈ অদু্ৈ আিরদণর 

পুেরাবৃবত্ত েরা। আিরদণর কক্দত্র, এেই প্যাোে্ক পুেরাবৃবত্ত েরার প্রবণৈা পবরেবক্ৈ 

িয়। 

9 -
026 

○○

রিদন্টাদেদম্পারাে বডদমেবশয়ার (স্ৃবৈভ্িংশ) অে্যৈম তববশষ্্য বি্সাদব, মধ্্যম প�্কাদয় 

কস্টবরওোইবপে্যাে আিরণ পবরেবক্ৈ িয়। কস্টবরওোইবপে্যাে আিরণ বেদৈ, 

প্রবৈবেে এেই আিরণ েরদৈ ো পারদে অ্সন্তুষ্ িওয়ার উপ্সগ্কদে বুঝায় ( G008 

কেেুে)। 

9 -
027 

○○

রুিজদফ্ডি - কজেব করাগ, ্সাধ্ারণৈ 50 কথদে 60 বের বয়দ্সর মদধ্্য শুরু িয় এবিং 

েক্ণ শুরু িওয়ার 6 কথদে 12 মা্স পদর মৃৈু্য র্দে।

9 -
028 

○○

রিবেে ্সাবডুরাে কিমাদোমার কক্দত্র, আর্াদৈর প্রায় 1 কথদে 3 মা্স পর, রদতির 

টিউমার ধ্ীদর ধ্ীদর বৃবদ্ধ কপদয়, মাথাব্যথা এবিং ভুদে �াওয়া ভয়ােে িদয় ওদঠ। মবস্তদষ্র 

অদস্তাপিাদরর মাধ্্যদম রদতির টিউমার অপ্সারণ েরা ্সম্ভব িওয়ায়, এটি বেরাময়দ�াগ্য 

বডদমেবশয়ার ্সাধ্ারণ করাগ। 

9 -
029 

○○

েরমাে কপ্র্সার িাইদড্রাদ্সফােুদ্সর প্রধ্াে েক্দণর মদধ্্য জ্ঞােীয় প্রবৈবন্েৈা, িঁাোর 

ভবঙ্গর ব্যাবধ্ এবিং প্রস্াদবর অ্সিং�ম পবরেবক্ৈ িয়। বিবেৎ্সার মাধ্্যদম বেরাময় েরা 

�ায় এমে বডদমেবশয়া।  
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9 -
030 

○○

থাইরদয়ড ফািংশদের উন্নবৈর মাধ্্যদম বডদমেবশয়ার েক্ণ অেশৃ্য িদয় �ায়। বিবেৎ্সার 

মাধ্্যদম বেরাময় েরা �ায় এমে বডদমেবশয়া।  

9 -
031 

×
অোে বাধ্্কে্য, ো�্কোরে করাগ বের্বসিদশদষ 65 বের বয়দ্সর আদগ ববোশ োভ েরা 

বডদমেবশয়াদে কবাঝায়। অবধ্েন্তু18-39 বের বয়্সদে জীবদের প্রথমাধ্্ক, 40-64 বের 

বয়্সদে শরৎোে বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়।  

9 -
032 

○○

বাধ্্কে্যজবেৈ বডদমেবশয়ার ৈুেোয়, অোে বাধ্্কদে্যর বডদমেবশয়ার প্রদোপ 

উদলেেদ�াগ্যভাদব েম িদয় থাদে এবিং দ্রুৈ অগ্রগবৈ র্দে। পুরুষদের মদধ্্য ্সাধ্ারণৈ 

কববশ র্দে।  

9 -
033 

○○

HDS-R বা MMSE, জে্সিংে্যা কথদে বডদমেবশয়ার ্সদদিি�ুতি ব্যবতিদে কবর েরার 

জে্য এেটি ্রিীবেিং পরীক্া বি্সাদব ব্যবহৃৈ িয় এবিং শুধ্ুমাত্র HDS-R বা MMSE বেদয় 

আেুষ্াবেে করাগ বেণ্কয় েরা �ায় ো।

9 -
034 

○○

বডদমেবশয়ার প্রাথবমে প�্কাদয়, জীবে পবরিােোর ক্মৈা IADL হ্া্স পাওয়ার োরদণ, 

অথ্ক ব্যবস্াপো, কেোোো, এো কবর িওয়া, োবাদরর কমেু পবরেল্পো কথদে রান্না প�্কন্ত, 

বা্সস্াে গুবেদয় রােদৈ পারা ো পারা ইৈ্যাবের মদৈা জীবে�াত্রার অবস্া মূে্যায়ে েরা 

িয়। 

9 -
035 

×
বডদমেবশয়ার জে্য ড্রাগ কথরাবপ, করাদগর অগ্রগবৈ ্সম্পূণ্করূদপ বন্ েরদৈ ো পারদেও 

করাদগর অগ্রগবৈদে েমে েদর। 
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9 -
036 

○○

ডদেদপবজে িাইদড্রাদক্ারাইদডর পাশ্্কপ্রবৈবরিয়ার মদধ্্য কু্ধ্ামাদি্য, বেিজম, ডায়বরয়া 

ইৈ্যাবের মদৈা কপদের অ্সুে রদয়দে।

9 -
037 

○○

বডদমেবশয়ার প্রবৈদরাধ্ বি্সাদব পবরিােো েরা পপুদেশে এদপ্রাি বি্সাদব, কেেিার 

ইৈ্যাবের মাধ্্যদম বডদমেবশয়া প্রবৈদরাধ্ েরার বিন্তাধ্ারা প্রিার এবিং জ্ঞােোে েরার 

মদৈা ববষয় রদয়দে। িাই বরস্ক এদপ্রাি বি্সাদব, ্সবৈ্যোর অদথ্ক োবাদরর উন্নবৈ ইৈ্যাবের 

মদৈা স্াস্্য বেদে্ক শো রদয়দে।  

9 -
038 

○○

িােো মাত্রার জ্ঞােীয় প্রবৈবন্েৈা বেদৈ আেদঝইমার বডদমেবশয়ার (স্ৃবৈভ্িংশ) প্রাে-প�্কায় 

বি্সাদব, ভুদে �াওয়ার অবভদ�াগ কথদে, স্ৃবৈশবতি হ্া্স েক্্য েরা কগদেও ADL（তেেবদিে 

জীবদের ো�্কেোপ) বা ্সাধ্ারণ জ্ঞােীয় ো�্কোবরৈার স্াভাববে অবস্াদে বুঝায়। এই প�্কাদয় 

মবস্তদষ্র ো�্কেোদপর পুেব্কা্সে পবরিােো েরা ো�্কের িদয় থাদে ।  

9 -
039 

×
মােব্সে অ্সিং�ম আদবগ বেয়ন্ত্রণ েরদৈ অক্ম িওয়ার অবস্াদে বণ্কো েদর। প্রায়ই 

ভাসু্কোর বডদমেবশয়ার (রতিোেীর স্ৃবৈভ্িংশ) কক্দত্র পবরেবক্ৈ িদয় থাদে।  

9 -
040 

○○

ি্যােুব্সদেশদের মদধ্্য, অবস্তত্বিীে বস্তু বা মােুষ কেেদৈ পাওয়ার েষৃ্টি ভ্ম বা ি্যােুব্সদেশে, 

শুোর েথা েয় এমে েণ্ঠস্র শুেদৈ পাওয়ার শ্রবণ ি্যােুব্সদেশে রদয়দে। েষৃ্টি ভ্ম বা 

ি্যােুব্সদেশে িে েুই ববড বডদমেবশয়ার (স্ৃবৈভ্িংশ) অে্যৈম তববশষ্্য। 

9 -
041 

○○

মবৈভ্দমর মদধ্্য,"আমার োো িুবর িদয়দে" ইৈ্যাবের মদৈা িুবর িওয়ার মবৈভ্ম, অথবা, 

"োবাদর ববষ আদে" ইৈ্যাবের মদৈা বেপীবড়ৈ িওয়ার মবৈভ্ম রদয়দে।
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9 -
042 

○○

্সন্্যার বেদে , "বাবড় �াদবা", বদে অেুেয় েরাদে বাবড়দৈ �াওয়ার ইছো বো িয়। 

বেদজর বাবড়দৈ থােদেও এই ধ্রদণর ভাষা এবিং আিরণ পবরেবক্ৈ িয়। 

9 -
043 

×
কস্টবরওোইবপে্যাে আিরণ বেদৈ এেই আিরদণর পুেরাবৃবত্তদে কবাঝায় এবিং প্রায়শই 

রিদন্টাদেদম্পারাে বডদমেবশয়া (স্ৃবৈভ্িংশ) কক্দত্র পবরেবক্ৈ িদয় থাদে। 

9 -
044 

○○

মাঝাবর বা উচ্চমাত্রার আেদঝইমার বডদমেবশয়া (স্ৃবৈভ্িংশ) বা েুই ববড বডদমেবশয়ার 

(স্ৃবৈভ্িংশ) কক্দত্র অোে্য বস্তু ভুে বুদঝ কেদয় কফোর ্সম্ভাবো থাদে। 

9 -
045 

○○

ডায়াপার ব্যবিার েরার কক্দত্র, ডায়াপাদর মে জমা িদে, অস্বস্ত কবাধ্ েদর ডায়াপার 

অপ্সারণ েরার ্সম্ভাবো থাদে। টিদে প্রোে েরা োর্্সসিিং কেয়াদরর পদ্ধবৈ কথদে উদূ্ৈ 

আিরণ বো িদয় থাদে। 

9 -
046 

○○

এোেীত্ব বা বববছেন্নৈার অেুভূবৈ শবতিশােী িদয় উঠদে, ক্সই পবরবস্বৈ ্সম্পদে্ক  বেেু 

েরার েথা বিন্তা েদর, বজবে্সপত্র ্সিংগ্রি েদর িারপাদশ রাোর মাধ্্যদম বেরাপে কবাধ্ 

েরার কিষ্া েরা িদয় থাদে। 

9 -
047 

×
আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণ িে, বডদমেবশয়ার প্রদোপ বৃবদ্ধ পাওয়ার ্সাদথ 

্সাদথ, জ্ঞােীয় ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়ার মাধ্্যদম পবরেবক্ৈ িওয়া মূে েক্ণ োড়াও, 

পবরদবশ বা িারপাদশর মােুদষর ্সাদথ ্সম্পদে্ক র দ্ারা প্রভাববৈ িদয়, ্সদিৈেৈা বা বিন্তা, 

কমজাজ বা আিরদণর েক্ণ বি্সাদব আববভু্কৈ িওয়া ববস্য় ( G008 কেেুে)।
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9 -
048 

○○

বডদমেবশয়ার আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণ, অদেে ধ্রদণর োরণবশৈ উদূ্ৈ 

িওয়া েক্ণ ববধ্ায় ্সমস্ত বডদমেবশয়া করাগীদের মদধ্্য পবরেবক্ৈ িয় ো। উপরন্তু, ক্সই 

ব্যবতিদে প্রোে েরা ্সিায়ৈার পদ্ধবৈর উপর বেভ্ক র েদর বৃবদ্ধ বা হ্া্স কপদৈ পাদর।  

9 -
049 

○○

আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণদে েমে বা বেবষদ্ধ েরা, প্রায়ই বডদমেবশয়া 

আরিান্ত ব্যবতির বেেে "অস্ীোর বা অগ্রাি্য েরা" িদয়দে মদে িওয়ায়, উদল্টা ্সিদজই 

কেবৈবািে আদবগদে শবতিশােী েদর। অৈএব, েমে / বেদষদধ্র ববেল্প পথিা অবেম্বে 

েরা প্রায়শই কববশ ো�্কের িদয় থাদে।  

9 -
050 

○○

েবুচিন্তা, বডদমেবশয়ায় আরিান্ত প্রবৈটি ব্যবতি েৈৃ্ক ে, বববভন্ন আোদর প্রোশ েরা িয়। 

বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতিরা প্রায়শই ৈাদের উদদ্দগর োরণ বেদজ ববদলেষণ েরদৈ পাদর 

ো।  

9 -
051 

○○

বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতির আত্ম্সম্ােদে গুরুত্ব প্রোে েরার জে্য, কেবৈবািে 

শব্ এবড়দয় িো, ব্যথ্কৈার জে্য কোষাদরাপ েরা এবড়দয় িো। ববষয়গৈ জগৈদে গ্রিণ 

েরার জে্য, ব্যবতির জীবে ইবৈিা্সদে উপেবধি েদর বাস্তব জগৈ কথদে বভন্ন িদেও ৈা 

অস্ীোর ো েরা।  

9 -
052 

×
বৈরস্কার, অস্ীোর ইৈ্যাবের মাধ্্যদম ্সাড়া প্রোে েরা, বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতির 

আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণ (BPSD) উন্নৈ েরদৈ ্সািা�্য ো েদর, উদল্টা 

ববভ্াবন্ত এবিং উদত্তজো ্সৃষ্টি েদর এবিং আরিমণাত্মে ভাষা ও আিরণদে ্সিদজই 

প্রদরাবিৈ েদর।

9 -
053 

○○

বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতিদে ্সিায়ৈা েরার গুরুত্তপূণ্ক ববষয় িে, মূে ব্যবতি বেদজ 

"এেেও েরদৈ পারা ববষয়" এবিং "আর েরদৈ ো পারা ববষয়" বুদঝ, "আর েরদৈ ো 

পারা ববষদয়র" জে্য বশবথেভাদব ক্সই অিংশটি পবরপূণ্ক েদর, মূে ব্যবতি ব্যথ্ক ো িওয়ার 

জে্য প্রবৈদরাধ্মূেেভাদব জবড়ৈ িওয়া। 
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9 -
054 

×
বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতিরা ্সিদজই ৈাদের আদশপাদশর দ্ারা প্রভাববৈ িয়। কগােমাে 

্সি অদেে উদেীপদের ্সিংস্পদশ্ক আ্সদে প্রায়শই ক্ান্ত িদয় ববভ্ান্ত িদয় পদড়। উদেীপদের 

পবরমাণ এবিং গুণমাে বেয়ন্ত্রণ েদর আরামোয়ে পবরদবশ তৈবর েরা গুরুত্বপূণ্ক।   

9 -
055 

○○

জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা (বড্সঅবরদয়দন্টশে) ্সি বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতিরা ্সিদজই 

স্াদের ্সাদথ ্সিংদ�াদগর অেুভূবৈ িাবরদয় কফদে। ৈাই েৈুে জায়গা মদে করদে, বেদজর 

ব্সবাদ্সর জায়গা বদে অেুভূৈ েরা েঠিে িদয় �ায়। পবরদবশগৈ পবরবৈ্ক দের ব্যবধ্াে 

পূরদণর জে্য ববদবিো েরা প্রদয়াজে।  

9 -
056 

○○

স্ৃবৈশবতির হ্া্স বা জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা (বড্সঅবরদয়দন্টশে) ্সি বডদমেবশয়ায় আরিান্ত 

ব্যবতি অপবরবিৈ স্াদে এোেী অস্বস্ত কবাধ্ েরার ্সময়, বেভ্ক রদ�াগ্য ব্যবতির উপবস্বৈদৈ 

উদদ্গ হ্া্স কপদৈ পাদর। বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতির জে্য বেভ্ক রদ�াগ্য উপবস্বৈ বি্সাদব 

অেুভূৈ িওয়া োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  বেেে প্রৈ্যাশা েরা িয়।  

9 -
057 

×
আঞ্চবেে কেয়ার োউবন্সে কপৌঁর্সভা বা আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা কেদ্রি স্াপে েরা 

িয়। 

9 -
058 

○○

আঞ্চবেে ব্যাপে ্সিায়ৈা কে্রি বৈেজে ববদশষজ্ঞ বেদয়াগ েরা িদয়দে এবিং ব্যাপে 

্সিায়ৈা প্রেল্প বি্সাদব, ①প্রাথবমে োর্্সসিিং কেয়ার প্রবৈদরাধ্ ্সিায়ৈা প্রেল্প, ② ব্যাপে 

পরামশ্ক ্সিায়ৈা প্রেল্প, ③অবধ্োদরর জে্য ওোেবৈ েরা প্রেল্প এবিং ④ব্যাপে ও 

বেরবববছেন্ন �দত্নর ব্যবস্াপো ্সিায়ৈা প্রেল্প পবরিােো েরা িদছে। 

9 -
059 

○○

বডদমেবশয়া ে্যাদফ িে বডদমেবশয়ায় আরিান্ত ব্যবতি এবিং ৈার পবরবাদরর স্ােীয় 

বাব্সদিা বা কপশাোরদের ্সাদথ ৈথ্য কশয়ার েরা এবিং এদে অপরদে কবাঝার জে্য 

জায়গা। পবরিােোর কোে বের্েসিষ্ মােেণ্ড কেই, বববভন্ন উদদেশ্য এবিং আোদরর 

বডদমেবশয়া ে্যাদফ ্সারা কেদশ েবড়দয় পড়দে।  
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9 -
060 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার ক্া্সরুম, শুধ্ুমাত্র শারীবরে োর্্সসিিং কেয়ার ্সম্পর্েসিৈ কেৌশে কশোর 

জে্য েয়, বডদমেবশয়া ্সম্পর্েসিৈ জ্ঞাে বা কমাোদবো েরার পদ্ধবৈ ্সম্পদে্ক ও বশদে, 

ক� োদরা জে্য ্সিদজ ৈথ্য পাওয়ার ্সুদ�াদগ পবরণৈ েরার জে্য, বডদমেবশয়া আরিান্ত 

ব্যবতির পবরবাদরর ্সে্স্যদের জে্যও ্সিায়ে িদয় থাদে। 

9 -
061 

×
বডদমেবশয়া ্সাদপাে্ক ার িে, বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতির এবিং ৈার পবরবারদে স্ােীয় এোোয় 

এবিং েম্কদক্দত্র বডদমেবশয়া ্সম্পদে্ক  ্সঠিে জ্ঞাে বেদয় ্সািা�্য েরার জে্য কস্ছোয় ক্সবা প্রোে 

েরা ব্যবতি। বপ্রদফেিার এবিং কপৌঁর্সভার মদৈা স্ােীয় ্সরোর, জাৈীয় কপশাগৈ ্সিংস্া, কোম্পাবের 

মদৈা ্সিংগঠে েৈৃ্ক ে বাস্তবাবয়ৈ বডদমেবশয়া ্সাদপাে্ক ার প্রবশক্ণ কোদ্স্ক ক�াগোে েরা প্রদয়াজে।  

9 -
062 

○○

বডদমেবশয়ার প্রাথবমে বেববড় ্সিায়ৈা েদে, শুধ্ু বিবেৎ্সা ্সম্পর্েসিৈ কপশাোর েয়, 

োর্্সসিিং কেয়ার ওয়াে্ক ার, ্সমাজ ক্সবী, মােব্সে করাদগর জে্য ্সামাবজে েমীমী র মদৈা 

জাৈীয়ভাদব বেববন্ৈ ্সমাজ ক্সবীদেও ্সিংবলিষ্ েদর, বহু-কপশাগৈ ্সিদ�াবগৈার 

মাধ্্যদম ্সিায়ৈা প্রোে েরা িয়। 

9 -
063 

○○

বডদমেবশয়ায় আরিান্ত ব্যবতির পবরবাদরর ্সেদ্স্যর োর্্সসিিং কেয়ার ্সম্পর্েসিৈ ববষণ্ণৈায় 

পবৈৈ িওয়া অস্াভাববে েয়। এমে অবস্া কথদে, কেগদেক্ট (োর্্সসিিং কেয়ার পবরৈ্যাগ) 

কথদে শুরু েদর বে�্কাৈদে রূপ বেদৈ পাদর।  

9 -
064 

○○

বডদমেবশয়া আরিান্ত ব্যবতির �ত্ন কেওয়া পবরবারদে বেদে 24 র্ন্টার অবস্র জীবে�াপে 

অব্যািৈ রােদৈ িদৈ পাদর। এমেবে ্সামবয়েভাদব ববরবৈ কেওয়ার মাধ্্যদম, োর্্সসিিং 

কেয়াদরর কবাঝা বা িাপ হ্া্স েরা ক�দৈ পাদর।  

9 -
065 

○○

এেই পবরবস্বৈদৈ থাো ব্যবতির ্সাদথ েথা বো বপয়ার োউদন্সবেিং বি্সাদব োজ 

েরদৈ পাদর। বপয়ার এর অথ্ক িে "্সিেমীমী "। এেই ্সম্স্যার ্সম্ুেীে ব্যবতিরা এেবত্রৈ 

িদয়, উদদ্গ ব্যতি েদর, এদে অপরদে উৎ্সাবিৈ েদর, ্সম্স্যা োটিদয় ওঠার অবভজ্ঞৈা 

আদোিো েদর, ভাদো অেুভব েরা ক�দৈ পাদর।  



লা�ন�ং পেয়�

■বিযোমনবশ়োর প্রধান অন্তর্নসিবহত যোরাগ এবং উপসগ্য।
কশ্রণীববভাগ প্রধ্াে েক্ণ ইৈ্যাবে

① আেদঝইমার বডদমেবশয়া 

(স্ৃবৈভ্িংশ)

・ করাদগর আরিমণ / অগ্রগবৈ বশবথে িদয় থাদে।
・ স্ৃবৈশবতির হ্া্স বেদয় শুরু িয়।
・ কমজাজ প্রায়শঃই ভাদো থাদে।
・ অগ্রগবৈ ববেবম্বৈ েরার জে্য ওষুধ্ রদয়দে।

② ভাসু্কোর বডদমেবশয়া 

(রতিোেীর স্ৃবৈভ্িংশ)

・ প�্কায়রিদম অগ্রগবৈ র্দে।
・ কিবমদলেবজয়া এবিং ভাষার প্রবৈবন্েৈা।
・ েরদৈ পারা এবিং েরদৈ ো পারার ববষয় রদয়দে।

③ েুই ববড বডদমেবশয়া 

(স্ৃবৈভ্িংশ)

・ কেেদৈ ো পাওয়ার বস্তু কেেদৈ পাওয়া (বভজ্ুযয়াে ি্যােুব্সদেশে)।

・ কোে পেদক্দপর ্সাদথ পা কেদে কিঁিদড় িঁাো ইৈ্যাবে (পারবেে্সে করাগ)।

・ স্প্ন অেু�ায়ী েথা বো (র্ুদমর আিরদণর ব্যাবধ্)।

④ রিদন্টাদেদম্পারাে 

বডদমেবশয়া (স্ৃবৈভ্িংশ)

・ �ুবতি এবিং ্সিং�ম োজ ো েরা।
・ ব্যবতিদত্বর পবরবৈ্ক ে।
・ বের্েসিষ্ প্যাোদে্কর আিরণ।
・ উদত্তজো এবিং আগ্রা্সে।

■বিযোমনবশ়োর মূল লক্ষণ এবং আচরণগত / মনস্াব্বির্ লক্ষণ (BPSD)

আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণদে কপবরদফরাে েক্ণও বো িয়।

মবস্তদষ্
র কে

াষ মারা �ায়

িবরত্র / ্সামথ ্ক্য
পবরদবশগৈ / মেস্তাবত্ত্বে অবস্া

স্ৃবৈশবতির হ্া্স

বেব্কািী োদ�্ক র্ােবৈ

জ্ঞােীয় েম্কিীেৈা (বড্সঅবরদয়দন্টশে)

উপেবধি / ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর ক্মৈার র্ােবৈ

অে্যাে্য

উদদ্গ / অনধ্�্কৈা

উদত্তজো আরিমোত্মে আিরণ

ি্যােুব্সদেশে বা েষৃ্টিভ্ম / মবৈভ্ম

উদদেশ্যিীেভাদব র্ুদর কবড়াদো

অে্যাে্য

আিরণগৈ এবিং মেস্তাবত্ত্বে েক্ণ （BPSD） ◎ আিরণগৈ েক্ণমূে েক্ণ

G 008
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উ�র / ব্যাখ্যা

1 0 -
001 

×
ICIDH এর কক্দত্র, করাগ বা মডুদেশদের োরদণ ো�্কেরী ব্যাবধ্ বা অঙ্গ্সিংস্ােগৈ 

ক্বৈ িয় এবিং ক্সোে কথদে েক্ৈার ব্যাবধ্র ্সৃষ্টি িদয় ্সামাবজে অ্সুববধ্ার বেদে 

পবরিাবেৈ েদর বদে মদে েরা িয়।

1 0 -
002 

×
ICF এর ্সামাবজে মদডে অক্মৈাদে পবরদবশ দ্ারা ্সৃষ্ বস্তু বি্সাদব কেদে।

1 0 -
003 

○○

প্রবৈবন্ী ব্যবতির তবষম্য েরূ েরা আইদে, "অক্মৈার বভবত্তদৈ তবষম্য েরূীেরণ প্রিার 

েদর, ্সব োগবরেদে অক্মৈার উপবস্বৈ বা অেুপবস্বৈ বেদয় ববভতি ো েদর, কোদেরা 

এদে অপদরর ব্যবতিত্ব এবিং ব্যবতিত্বদে ্সম্াে েদর ্সিাবস্াে েরা ্সমাজ অজ্ক েদে 

েক্্য বি্সাদব" কেওয়া িদয়দে। 

1 0 -
004 

○○

্সামাবজে জীবে বজায় করদে েঠিে পবরবস্বৈদৈ থাো প্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য, ো�্কের, 

ঝাদমোববিীে ্সিায়ৈা প্রোে েরার জে্য অঞ্চদের ্সিংবলেষ্ ্সিংস্ার ্সাদথ ্সিদ�াবগৈা 

েরা �ায়।

1 0 -
005 

×
�ুবতি্সঙ্গৈ ্সুদ�াগ ্সুববধ্া প্রোে েরা িে, কেশ / স্ােীয় ্সরোদরর জে্য (আইবে 

বাধ্্যবাধ্েৈা), ব্যবতিগৈ বববজদে্স অপাদরেদরর জে্য (আন্তবরে প্রদিষ্া িাোদোর 

বাধ্্যবাধ্েৈা)। 
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1 0 -
006 

×
�ুবতি্সঙ্গৈ ববদবিোর বাস্তবায়দের জে্য ক্সই েশৃ্যপে, পবরবস্বৈর উপর বেভ্ক র েদর, 

প্রদৈ্যে ব্যবতির অক্মৈার তববশষ্্য অেু�ায়ী উপ�ুতি ববদবিোর প্রদয়াজে। 

1 0 -
007 

×
ব্যাঙ্ক-বমদেেদ্সে েরমাোইদজশদের ্সমথ্কে বেদেে এবিং বুবদ্ধবৃবত্তেভাদব অক্ম 

মােুদষর েে্যাদণ োজ েদরবেদেে। বেদজ্ক （Nirje,B.）8 টি েীবৈদৈ ্সিংবক্প্ত 

েদরদেে। 

1 0 -
008 

×
প্রবৈবন্ী ব্যবতির ব্সবা্স েরার জায়গাদে ্সুস্ মােুদষর মৈই, স্ােীয় এোোয় কবঁদি 

থাোর েদক্্যর ক্সটিিং এ বেধ্্কারণ েরা বাঞ্ছেীয়। 

1 0 -
009 

○○

ক্সাশ্যাে ইেকু্শে িে, প্রবৈবন্ী ব্যবতি, বৃদ্ধ, বশশু, অবভবা্সী ইৈ্যাবের মদৈা 

্সামাবজেভাদব েবু্কে ব্যবতি ্সি, ্সবাইদে ্সমাদজ জবড়ৈ েরার ধ্ারণা।

1 0 -
010 

○○

োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির ক্মৈা কবর েদর এদে, ব্যবিারোরী ব্যবতি 

বেদজ ্সম্স্যা ্সমাধ্াে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েদর (ক্মৈায়ে)। 

1 0 -
011 

×
োর্্সসিিং কেয়ার েমীমী  ব্যবিারোরী ব্যবতির েরদৈ পারা ববষদয়র উপর মদোবেদবশ েদর। 

ক্সটিদে শবতি (কট্িংথ) বি্সাদব বৃবদ্ধ েরদৈ ্সিায়ৈা েদর।  
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1 0 -
012 

○○

অ্যাডদভাদেব্স বা ওোেবৈ িে ব্যবিারোরী ব্যবতির পদক্ ব্যবিারোরী ব্যবতির 

অবস্াে কথদে রক্া ও ্সিায়ৈা েরা (অবধ্োদরর জে্য ওোেবৈ েরা)। বুবদ্ধবৃবত্তে 

অক্মৈা বা মােব্সে অ্সুদের োরদণ ব্সদ্ধান্ত কেওয়ার ক্মৈা হ্া্স কপদে বেদজর 

অবভপ্রায় বা অবধ্োর অববিৈ েরদৈ ো পারার ্সম্ভাবো রদয়দে। 

1 0 -
013 

○○

বিবেৎ্সাগৈ পুেব্কা্সদের কক্দত্র, অ্সুস্ৈার বিবেৎ্সা এবিং ো�্কোবরৈা পুেরুদ্ধাদরর 

প্রবশক্ণ ইৈ্যাবে পবরিােো েরা িয়। পক্ার্াৈ ইৈ্যাবের োরদণ প্রভাবশােী িাৈ 

ব্যবিার েরদৈ ো পারদে, প্রভাবশােী িাৈ পবরবৈ্ক ে েরার প্রবশক্ণ প্রোে েরা িয়।  

1 0 -
014 

×
"কপশাগৈ ্সিায়ৈা" অথ্কনেবৈে পুেব্কা্সদের আওৈায় পদড়। োদজর পবরবিবৈ, কপশাগৈ 

বেেবেদে্ক শো, কপশাগৈ প্রবশক্ণ ইৈ্যাবে প্রোে েরা িয়। 

1 0 -
015 

○○

ের্ুমবস্তষ্ (ক্সবরদবোম) ভার্সাদম্যর মদৈা গবৈবববধ্ ্সমবিয় েরার োজ েদর। স্ায়ু 

কোষ ধ্বিংদ্সর োরদণ অ্যাোবক্সয়া (েেমে েরা ইৈ্যাবে) পবরেবক্ৈ িয়।  

1 0 -
016 

×
বস্পদোদ্সদরদবোর অবক্দয়র প্রাথবমে েক্দণর মদধ্্য েেমে েদর িঁাো অন্তভু্কতি 

এবিং পদড় �াওয়ার ঝঁুবে থাদে। ৈদব িঁােদৈ পারদে বড্সইউজ ব্সেদড্রাম প্রবৈদরাধ্ েরদৈ 

োঠি ইৈ্যাবে ব্যবিার েরার েথা ববদবিো েরা।  

1 0 -
017 

○○

ক্সবররোে পেব্সর কক্দত্র, গভ্ক াবস্া কথদে 4 ্সপ্তাি বয়্স প�্কন্ত েবজাৈদের মবস্তদষ্র 

ক্বৈ িওয়ার ফদে প্যারাোইব্স্স, অনেবছেে েড়ািড়া এবিং কপশীদৈ োে ইৈ্যাবের মদৈা 

েড়ািড়ার ব্যাবধ্ পবরেবক্ৈ িয়। 
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1 0 -
018 

○○

ক্সবররোে পেব্সদে উপ্সদগ্কর উপর বভবত্ত েদর, স্পাস্টিে োইপ বা অ্যাদথেদয়ড োইপ, 

অেমেীয় োইপ, অ্যাোবক্সয়া োইপ, বমশ্র োইপ বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়। 

1 0 -
019 

×
্সুষুম্াোণ্ড বা কমরুরজ্রু (স্পাইোে েড্ক ) আর্াদৈর স্াে এবিং অবস্ার উপর বেভ্ক র 

েদর পক্ার্াদৈর ধ্রে আোো িয়। প্যারাবলেবজয়া, েটিদেশীয় েদড্ক র আর্াৈ, 

কথারাব্সে স্পাইোে েদড্ক র আর্াদৈর োরদণ র্দে। কেট্াদলেবজয়া ্সার্ভসিোে স্পাইোে 

েদড্ক র আর্াদৈর োরদণ র্দে।  

1 0 -
020 

○○

্সার্ভসিোে স্পাইোে েদড্ক র আর্াদৈর োরদণ, র্াদমর ো�্কোবরৈা োজ ো েরার 

োরদণ শরীদর ৈাদপর ্সৃষ্টি িয় (ৈাপ ধ্দর রাো)। এয়ার েবডিশোর ্সমবিয় েদর বা ঠাডিা 

কৈায়াদে শরীর বেদয় মুদে শরীদরর ৈাপমাত্রা হ্া্স েরা। 

1 0 -
021 

×
গুরুমবস্তদষ্র (ক্সদররোম) বাম মবস্তদষ্ েথা বো, কশাো, পড়া, কেোর মদৈা ভাষার 

্সাদথ জবড়ৈ ভাষার এোো রদয়দে। বাম মবস্তদষ্র ব্যাবধ্র োরদণ ভাষার প্রবৈবন্েৈা 

পবরেবক্ৈ িয়। 

1 0 -
022 

○○

গুরুমবস্তদষ্র (ক্সদররোম) আর্াদৈর োরদণ র্ো কিবমদস্পবশয়াে কেগদেক্ট এর কক্দত্র, 

বাম বেদের স্াবেে অবদিো কববশ পবরেবক্ৈ িয় । বাম বেদের স্াবেে অবদিোর 

কক্দত্র বাম বেদের স্াে বা বস্তুর প্রবৈ মদোদ�াগ বেদৈ ো পারার োরদণ বাম বেে কথদে 

েথা বেদেও ডাে বেদে ৈাোদোর কিষ্া েদর ( G009 কেেুে)। 

1 0 -
023 

×
গ্ুদোমা বাড়ার ্সাদথ ্সাদথ িাকু্ষ কক্দত্রর ্সিংদোিে, মাথাব্যথা এবিং ববম ববম ভাব 

পবরেবক্ৈ িয়। রাদৈর অন্ত্ব বা রাৈোো িে এমে এেটি অবস্া ক�োদে অন্োদর 

েষৃ্টির অবেবৈ র্দে, প্রধ্াে ব্যাবধ্র মদধ্্য করটিোইটি্স বপগদমদন্টা্সা রদয়দে ( G009 

কেেুে)।  
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1 0 -
024 

×
ডায়াদবটিে করটিদোপ্যাবথ িে, ডায়াদবটিদ্সর বৈেটি প্রধ্াে জটিেৈার (ডায়াদবটিে 

করটিদোপ্যাবথ, ডায়াদবটিে কেদরিাপ্যাবথ এবিং ডায়াদবটিে বেউদরাপ্যাবথ), এেটি এবিং অবক্পদের 

রতি ্সঞ্চােে ব্যািৈ িয়। প্রধ্াে উপ্সগ্ক িে ঝাপ্সা েষৃ্টি, এবিং েষৃ্টিশবতি িারাদোর ফদে অন্ত্ব িদৈ 

পাদর। গ্ুদোমা িে এেটি প্রধ্াে করাগ ক�দক্দত্র কিাদের িাপ বৃবদ্ধ কপদয় অপটিে স্ায়ু ্সিংেুবিৈ িয়।   

1 0 -
025 

○○

করটিোইটি্স বপগদমদন্টা্সা উত্তরাবধ্োর্সূদত্র প্রাপ্ত এেটি করাগ �ার ফদে আদো অেুভূৈ 

িদে অবক্পদের (করটিো) অস্াভাববেৈা পবরেবক্ৈ িয় । প্রধ্াে উপ্সদগ্কর মদধ্্য 

িাকু্ষ কক্ত্র রিমাবিদয় ্সিংেুবিৈ িওয়া এবিং েষৃ্টিশবতির হ্া্স পবরেবক্ৈ িয় । 

1 0 -
026 

×
্সাো োঠি, েষৃ্টিপ্রবৈবন্ী ব্যবতির জে্য িারপাশ ্সম্পদে্ক  ৈথ্য গ্রিণ, আদশপাদশর 

কোেদের েষৃ্টি প্রবৈবন্ী িওয়া ্সম্পদে্ক  অববিৈ েরদৈ প্রৈীে বিদ্সদব ব্যবহৃৈ িয়। 

1 0 -
027 

○○

্সিগামী ্সমথ্কে িে, েষৃ্টি প্রবৈবন্েৈার োরদণ বাইদর �াওয়া েঠিে ব্যবতির জে্য গাইড 

কিল্পার ইৈ্যাবে এে্সাদথ গমে েদর, প্রদয়াজেীয় িাকু্ষ ৈথ্য প্রোে, স্াোন্তদরর জে্য 

্সিায়ৈা, মেৈ্যাগ, োবার এবিং অে্যাে্য োর্্সসিিং কেয়ার প্রোে েরার ক্সবা । 

1 0 -
028 

×
্সিংরিমণ ববধ্রৈা, বাইদরর োে কথদে মধ্্যম োদের ব্যার্াদৈর োরদণ। অন্তঃেণ্ক কথদে 

শ্রবদণর স্ায়ু প�্কন্ত ব্যার্াদৈর োরদণ ্সিংদবেেশীে শ্রবণশবতি হ্া্স পায়। 

1 0 -
029 

×
করেইে (অন্দের স্পষ্ক দ্ারা পড়ার জে্য মুদ্রে পদ্ধবৈ) েয়টি উত্তে পৃষ্ ব্যবিার েদর 

অক্র উপস্াপে েদর, েষৃ্টি প্রবৈবন্ীদের ক�াগাদ�াদগর জে্য ব্যবহৃৈ িয়। 
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1 0 -
030 

×
ওয়ার্েসিে অ্যাদফব্সয়ার কক্দত্র েথা বেদৈ পারদেও েথা বুঝদৈ পাদর ো। করোোর 

অ্যাদফব্সয়াএর কক্দত্র েথার ববষয় বুঝদৈ পারদেও েথা বেদৈ পাদর ো। 

1 0 -
031 

○○

েবেিং এইড িে, বাে প্রবৈবন্ী ব্যবতির ্সাদথ ক�াগাদ�াদগর জে্য ব্যবহৃৈ েদথাপেথে 

্সিায়ে ্সরঞ্জাম। জাপাবে বিরাগাো ডায়াদের অক্দরর েী কিদপ বেদজর বিন্তা 

বেবেৈভাদব বা েদণ্ঠ প্রোশ েরা �ায়। 

1 0 -
032 

×
এেবজো বা েণ্ঠোেীর প্রোদির বুে ব্যাথা েদয়ে বমবেে স্ায়ী িওয়ার পদর, 

োইদট্াবগ্্সাবরে ব্যবিাদর উপশম িয়। 30 বমবেদের কববশ স্ায়ী বুদের ব্যথা িে িাে্ক  

অ্যাোে (মাদয়াোর্ডসিয়াে ইেফাে্ক শে)।  

1 0 -
033 

○○

কপ্সদমোর ধ্াৈু বেদয় তৈবর �া ্সিদজই ববে্ুযৎ ্সঞ্চােে েদর এবিং ইদেদট্াম্যাগদেটিে 

ৈরদঙ্গর ্সিংস্পদশ্ক এদে ববে্ুযৎ প্রবাবিৈ িদয়, ত্রুটি কেো বেদৈ পাদর।।

1 0 -
034 

○○

রিবেে অবট্ােটিভ পােদমাোবর বডবজদজর মদধ্্য এমবফদ্সমা এবিং রিবেে রেঙ্কাইটি্স 

রদয়দে। এর প্রধ্াে োরণ িে ধ্ূমপাে, �ার ফদে ফু্সফুদ্সর প্রোি কেো বেদয়, শ্া্সোেীর 

পথ অবরুদ্ধ িদয় শ্া্সেষ্ পবরেবক্ৈ িয়। 

1 0 -
035 

×
আঙুদে পাে্স অবক্সবমোর পবরধ্াে েদর, রদতি অবক্সদজে ্স্যািুদরশে (SpO2) 

পবরমাপ েরা িয়।
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1 0 -
036 

○○

বেডবের ো�্কোবরৈা হ্া্স কপদে শরীর কথদে বজ্ক ্য পোথ্ক বেগ্কৈ িদৈ পাদর ো। ক্সজে্য, 

িাে্ক  কফইবেউর এবিং উচ্চ রতিিাদপর মদৈা ইউদরবময়া পবরেবক্ৈ িয়। 

1 0 -
037 

○○

বেডবের ো�্কোবরৈা হ্া্স কপদে শরীর কথদে েবণ বেগ্কৈ িদৈ পাদর ো। অৈ্যবধ্ে েবণ 

গ্রিণ উচ্চ রতিিাপ এবিং কশাথ ্সৃষ্টি েদর ববধ্ায় েবণ ্সীবমৈ েরার প্রদয়াজে রদয়দে l 

1 0 -
038 

○○

কিদমাডায়াোইব্স্স ধ্মেী এবিং বশরাদে ্সিং�ুতি েদর শান্ট তৈবর েদর। শাদন্টর মদধ্্য 

এেটি ্সুই ঢুবেদয় শরীর কথদে রতি কবর েদর, পবরষ্ার, �াবন্ত্রেভাদব বফল্টার েরা রতি 

শরীদর বফবরদয় কেওয়া িয়। 

1 0 -
039 

×
বৃিেদন্ত্রর ে্যান্সার প্রায়শই ব্সগমদয়ড কোেে বা মেোেীদৈ র্দে। 

1 0 -
040 

×
কোেদে পাবে কশাষণ েরার োজ রদয়দে এবিং ব্সগমদয়ড কোেে কস্টামা কথদে বেগ্কৈ 

মে প্রধ্ােৈ েরম কথদে আেৃবৈর মে বেদয় গঠিৈ। 

1 0 -
041 

○○

করিাে্স বডবজজ িে কু্দ্রান্ত্র এবিং বৃিেদন্ত্রর প্রোদির োরদণ, র্া এবিং আে্সার ্সৃষ্টি 

িওয়া প্রোিজেে অদন্ত্রর করাগ। প্রধ্াে উপ্সগ্ক িে কপদে ব্যথা বা ডায়বরয়া, এোড়া জ্র, 

কমদেো, ওজে হ্া্স পবরেবক্ৈ িয়। 
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1 0 -
042 

×
প্যাদরদন্টরাে পুষ্টির জে্য, উচ্চ-ে্যাদোবরর ট্ান্সবফউশে ইেদজক্ট েরার জে্য, 

হৃৎবপদণ্ডর োদে এেটি বড় রতিোেী (কে্রিীয় বশরা) কথদে ৈরে প্রবৈস্াপে েরা িয়। 

অ্যান্টিরোবেয়াে অঞ্চদের রতিোেী বেদয় ইেদজেশে প্রোে েরা িদে বশরার প্রোদির 

োরণ িদৈ পাদর ববধ্ায় েরা উপ�ুতি েয়।  

1 0 -
043 

○○

এেটি ্সুববধ্াবােী ্সিংরিমণ িে, ্সুস্ৈার ্সময় পবরেবক্ৈ ো িওয়া করাগ ্সৃষ্টি েরার 

েম ক্মৈার অণুজীব, করাগ প্রবৈদরাধ্ ক্মৈা হ্া্স কপদে পবরেবক্ৈ িওয়ার ্সিংরিমণ। 

করাগ প্রবৈদরাধ্ ক্মৈা হ্া্স পায় ববধ্ায় HIV এর কক্দত্র ্সুববধ্াবােী ্সিংরিমদণর ঝঁুবে 

থাদে।  

1 0 -
044 

○○

বেভার ব্সদরাব্সদ্সর োরদণ �েৃদৈর ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়ার ফদে বববেরুববেদে 

ববষমুতি েরা �ায় ো ববধ্ায় জবডি্স িয় এবিং কপ্রাটিে (অ্যােবুবমে) হ্া্স পাওয়ার ফদে 

অ্যা্সাইে্স এবিং কশাথ কেো কেয়।

1 0 -
045 

○○

�েৃদৈর ো�্কোবরৈার প্রবৈবন্েৈার ্সময় অ্যােদোিে পাে েরা িদে অ্যােদোিে 

�েৃদৈ পদি বগদয়, কশাবষৈ িদৈ পাদর ো ববধ্ায় ির্বসি জদম, �েৃদৈর ো�্কোবরৈার আদরা 

োরাপ িদয় �ায়, ৈাই অ্যােদোিে গ্রিণ ্সীবমৈ েরা প্রদয়াজে।

1 0 -
046 

×
মােব্সে অ্সুদের কক্দত্র, মেস্তাবত্ত্বে োরদণ ্সৃষ্ ্সাইদোদজবেে মােব্সে ব্যাবধ্, বাবি্যে 

োরদণ ্সৃষ্ ববিরাগৈ মােব্সে ব্যাবধ্, কজদেটিে োরদণ ্সৃষ্ অন্তর্েসিবিৈ মােব্সে ব্যাবধ্ 

রদয়দে। অ্যােদোিে আ্সবতি, বাবি্যে মােব্সে অ্সুদের অন্তভু্কতি। 

1 0 -
047 

○○

ব্সদজাদরিবেয়ার েক্ণ ইবৈবািে এবিং কেবৈবািে েক্দণ ববভতি। ববভ্ম পবজটিভ 

ব্সম্পেদমর অন্তভু্কতি এবিং ববভ্দমর অবস্ায় বাস্তদব কেই এমে ববষয় েল্পো েরা িয়। 
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1 0 -
048 

×
আদবগ বেয়ন্ত্রণ েরার ক্মৈা হ্া্স পাওয়া, ক্সাশ্যাে ববদিবভয়ার বড্সড্ক াদরর অন্তভু্কতি 

এবিং এটি আদবগ দ্রুৈ ববদস্াবরৈ িওয়ার মদৈা এেটি অবস্া। স্ৃবৈশবতির হ্া্স িে, 

েৈুে বেেু মদে েরদৈ ো পারা বা এেই েথা বারবার বোর মদৈা অবস্া।  

1 0 -
049 

○○

গুরুৈর মােব্সে বা শারীবরে অক্মৈার োরণদে জদন্মর আদগর ্সময়োে, জদন্মর 

্সময়োে, েবজাৈদের ্সময়োে, গভ্ক াবস্ার পদরর ্সময়োদের োরদণর মদধ্্য ববভতি 

েরা �ায়। জদন্মর ্সময়োে, েবজাৈদের ্সময়োদের োরদণর মদধ্্য অস্াভাববে 

কডবেভাবর, অোে প্র্সব এবিং অৈ্যন্ত েম ওজদের বশশু ইৈ্যাবে রদয়দে। 

1 0 -
050 

○○

মৃগী করাদগর কক্দত্র,েদরাটিো স্ায়ু কোদষর তবে্ুযবৈে ো�্করিম ্সবরিয় িদয় উঠার ফদে 

সেসিিুবে এবিং কিৈোর ব্যার্াৈ র্দে। বুবদ্ধবৃবত্তে অক্মৈার কক্দত্র, মৃগী করাগ প্রায়ই �ুতি 

িয় ববধ্ায়, ব্যাবধ্ আরও গুরুৈর িদয় উঠদে, জটিেৈার িার বৃবদ্ধ পায়। 

1 0 -
051 

×
োর্্সসিিং কোেবুে, আদবেে েরা িদে মদোববজ্ঞােী বা বশশু ববদশষজ্ঞ দ্ারা ববিার েদর, 

বপ্রদফেিার বা অধ্্যাদেশ-বেধ্্কাবরৈ শির দ্ারা জাবর েরা িয়। 

1 0 -
052 

×
অটিজদমর তববশষ্্য িে, ভাষার ববোদশর ববেম্ব বা কর্াদরর মদৈা ্সামাবজে 

প্রবৈবন্েৈা। পড়দৈ, বেেদৈ বা গণো েরদৈ অ্সুববধ্া িওয়া কশোর প্রবৈবন্েৈার 

(LD)তববশষ্্য।  

1 0 -
053 

×
এদেেশে কডবফব্সে িাইপারঅ্যােটিবভটি বড্সঅড্ক াদরর তববশষ্ িে, বস্র থােদৈ ো 

পারা, মদোবেদবশ েরদৈ ো পারা। বেদে্ক শাবেী ্সিংবক্প্ত এবিং স্পষ্ভাদব প্রোে েরা।  
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1 0 -
054 

×
অ্যাবমওট্বফে ে্যাোরাে ক্লেদরাব্স্স িে স্ায়ুৈদন্ত্রর এেটি করাগ, �ার োরদণ 

েদরাটিো স্ায়ু কথদে কপশীদৈ কপ্ররণ েরা কমাের স্ায়ু ক্য়প্রাপ্ত িয়। 

1 0 -
055 

○○

অ্যাবমওট্বফে ে্যাোরাে ক্লেদরাব্সদ্সর কক্দত্র কপবশর ক্মৈা হ্া্স পাওয়ার ্সাদথ ্সাদথ 

বড্সফ্যাবগয়া এবিং শ্া্সেষ্ পবরেবক্ৈ িয়। েষৃ্টি এবিং শ্রবণশবতি ্সিংরবক্ৈ থাদে এবিং 

্সিংদবেেশীে প্রবৈবন্েৈাও েুব এেো পবরেবক্ৈ িয় ো ।  

1 0 -
056 

×
পারবেে্সে করাগ িে, কডাপাবমে হ্া্স পাওয়ার োরদণ কপশীদৈ গবৈ স্াোন্তর েরদৈ ো 

পারার ব্যাবধ্। প্রধ্াে উপ্সগ্ক িে েঁাপুবে, কপশীর অেমেীয়ৈা, অিেৈা এবিং কপাসু্টরাে 

বরদফ্ক্স প্রবৈবন্েৈা। প্যারাদলেবজয়া িে উভয় বেদির অদঙ্গর পক্ার্াৈ, প্রধ্ােৈ 

্সুষুম্াোণ্ড বা কমরুরজ্রু ((স্পাইোে েড্ক ) আর্াদৈর ফদে র্দে।  

1 0 -
057 

○○

কিাদিে এবিং ইয়াির (Hoehn & Yahr) এর ৈীরেৈার মাত্রার কশ্রণীববভাগ, পারবেে্সে 

করাদগর েক্ণগুবের অগ্রগবৈদে I কথদে V প�্কাদয় কশ্রণীবদ্ধ েদর তেেবদিে জীবদের 

প্রবৈবন্েৈা ববিার েরার জে্য এেটি মােেণ্ড বি্সাদব ব্যবিার েদর।

1 0 -
058 

×
ম্যাবেগে্যান্ট বরউমােদয়ড আরি্কাইটিদ্সর কক্দত্র ভাষার ো�্কোবরৈার প্রবৈবন্েৈা 

পবরেবক্ৈ িয় ো। বরউমােদয়ড আরি্কাইটিদ্সর প্রধ্াে েক্ণগুবের মদধ্্য জদয়দন্ট 

ব্যথা, কফাোভাব, ববেৃবৈ এবিং ক্সই্সাদথ রতিোেীর প্রোি এবিং অভ্যন্তরীণ অদঙ্গর করাগ 

রদয়দে। 

1 0 -
059 

×
ম্যাবেগে্যান্ট বরউমােদয়ড আরি্কাইটিদ্স আরিান্ত ব্যবতির জে্য, িাদৈর জদয়দন্টর ব্যথা, 

কফাোভাব, ববেৃবৈর োরদণ আঁেদড় ধ্রা, বিমটি োো, কর্ারাদোর মদৈা োজ েরদৈ 

অ্সুববধ্া িয়। বেভার-োইপ েরজার িাৈে উপ�ুতি। 
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1 0 -
060 

○○

মা্সেুোর বডদট্াবফর কক্দত্র বিংশগৈ োরদণ কপশীর ভাঙ্গে বা ক্য় র্দে। করাদগর 

ধ্রেদে ্সূিোর বয়্স, উপ্সগ্ক এবিং কজদেটিে প্যাোে্ক অেু্সাদর কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়, 

ক�োদে ডুদিে োইপ ্সবদিদয় কববশ পবরেবক্ৈ িয়। 

1 0 -
061 

×
মা্সেুোর বডদট্াবফ করাদগ কপশীগুবে ধ্ীদর ধ্ীদর কভদঙ �ায় এবিং প্রধ্াে উপ্সগ্ক িে 

কপবশর ক্মৈা হ্া্স পাওয়ার োরদণ কমাের ফািংশদের ব্যার্াৈ র্ো। আঙুে শতি িদয় 

�াওয়া বরউমােদয়ড আরি্কাইটিদ্সর প্রাথবমে েক্ণ। 

1 0 -
062 

○○

গুরুৈর প্রবৈবন্ী ব্যবতির বাবড়দৈ েীর্্কোেীে োর্্সসিিং কেয়াদর, ব্যবিারোরী ব্যবতির 

বাবড়র বাইদর অবস্াদের ্সময় স্াোন্তদরর জে্য ্সিায়ৈা প্রোে েরা অন্তভু্কতি রদয়দে। 

ব্যবিারোরী ব্যবতি বেদজ জীবে�াপে েরদৈ ্সক্ম িওয়ার জে্য বাইদর কবদরাদোর 

জে্য ্সিায়ৈা গুরুত্বপূণ্ক।  

1 0 -
063 

○○

্সাদৈাবশ উদয়ো পঁািটি ধ্াদপ অক্মৈা গ্রিদণর মদডে উপস্াপে েদরদে। ①শে বা 

অবভর্াদৈর ্সময়োে, ②অস্ীোদরর ্সময়োে, ③ববভ্াবন্তর ্সময়োে, ④্সমাধ্াদের 

জে্য প্রদিষ্ার ্সময়োে, ⑤গ্রিদণর ্সময়োে।  

1 0 -
064 

×
অস্ীোদরর ্সময়োদে, অক্মৈা স্ীোর েরদৈ ো িাওয়ার মেস্তত্ত্ব কথদে অস্ীোর 

েরার ্সমবিয় প্রবরিয়া োজ েদর। এই প�্কাদয়, ব্যবিারোরী ব্যবতির আত্মরক্া েরাদে 

অেুদমােে েদর জবড়ৈ িওয়ার প্রদয়াজে রদয়দে।  

1 0 -
065 

×
"পচিােগবৈ" বেদৈ ববোদশর অপবরপক্ প�্কাদয় বপেদে বফদর বগদয় বেদজদে রক্া 

েরার কিষ্া েরার অবস্াদে কবাঝায়। স্ীোর েরদৈ ো িাওয়া আোঙ্কাদে মদের 

বভৈর েবমৈ রাো িে "েমে"। 
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1 0 -
066 

○○

িাই্ডি কডদভেপদমন্ট ্সাদপাে্ক  ক্সন্টার (ওদয়েদফয়ার োইপ) িে, শারীবরে বা মােব্সে, 

বুবদ্ধবৃবত্তে অক্মৈার বপ্রসু্কে বয়দ্সর বশশুর প্রবশক্ণ ইৈ্যাবের জে্য ভ্াম্যমাে ্সুববধ্া। 

1 0 -
067 

○○

িােবরর ্সমবিয়দে ্সিায়ৈা প্রোেোরী ব্যবতি, প্রবৈবন্ী ব্যবতিদে উপ�ুতি িােবর েুঁদজ 

কপদৈ এবিং মােব্সে শাবন্তর ্সাদথ োজ েরদৈ ্সিায়ৈা েদর। 

1 0 -
068 

○○

্সমাজেে্যাণ েমীমী , ্সমাজেে্যাণ েমীমী  আইে অেু�ায়ী স্াস্্য, শ্রম ও েে্যাণ মন্ত্রীর 

পক্ কথদে বেদয়াগপ্রাপ্ত িদয় বশশুর ্সমাজ ক্সবী বি্সাদব এেই ্সাদথ োজ েদর। স্ােীয় 

বাব্সদিার জীবে�াত্রার অবস্া বুদঝ প্রদয়াজদে পরামশ্ক ও ্সিায়ৈা প্রোে েরা। 

1 0 -
069 

○○

পরামশ্ক ্সিায়ৈা ববদশষজ্ঞ, প্রবৈবন্ী ব্যবতি প্রদয়াজে অেু্সাদর পবরদষবা ব্যবিার েরদৈ 

্সক্ম িওয়ার জে্য ্সমবিয় েদর ব্যবিাদরর পবরেল্পো তৈবর েদর।



লা�ন�ং পেয়�

■দষৃ্টি প্রবতবন্ধর্তার দষৃ্টিযোগাচরতা

িাকু্ষ কক্দত্রর ্সিংদোিে কিবমদস্পবশয়াে কেগদেক্টক্সন্টাে কস্কাদোমা / িাকু্ষ কক্দত্রর ্সিংদোিে

■শ্রবণ প্রবতবন্ধী ব্যবক্তর সাযোথ যোর্াগাযোর্াযোগর পদ্ধবত

বেবেৈ বাৈ্ক া ইশারা বা আঙুদের ভাষা

উবতি পড়া (কমৌবেে ভাষা) শ্রবদণর �ন্ত্র
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মে এবিং শরীদরর গঠে
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উ�র / ব্যাখ্যা

1 1 -
001 

×
স্ীেৃবৈ পাওয়ার আোঙ্কা বেদৈ অে্যদের োে কথদে প্রশিং্সা পাওয়ার আোঙ্কা, 

েম্কদক্দত্র উধ্ব্কৈেদের দ্ারা স্ীেৃৈ িওয়ার আোঙ্কাদে কবাঝায়। বেদজ উন্নবৈ 

প্রেশ্কে েরা িে স্-বাস্তবায়দের আোঙ্কা। স্-বাস্তবায়দের আোঙ্কা িে, মা্সদোর 

িাবিোর ক্সাপাে ৈদত্ত্বর ্সদব্কাচ্চ আোঙ্কা ( G010 কেেুে)।   

1 1 -
002 

○○

শারীরবৃত্তীয় আোঙ্কা িে প্রজাবৈ ্সিংরক্দণর জে্য ্সিজাৈ ইছো (ক�ৌে ইছো) 

( G010 কেেুে)। 

1 1 -
003 

×
জীবে হুমবের মুদে ো পড়া এেটি কমৌবেে িাবিো। মা্সদোর িাবিোর ক্সাপাে ৈত্ত্ব 

অেু্সাদর, এগুদো িে শারীরবৃত্তীয় আোঙ্কা বা বেরাপত্তার জে্য আোঙ্কা। ্সদব্কাচ্চ 

স্তদরর আোঙ্কা িে স্-বাস্তবায়দের আোঙ্কা ( G010 কেেুে)।  

1 1 -
004 

○○

স্ীেৃবৈ পাওয়ার আোঙ্কা বেদৈ অে্যদের োে কথদে প্রশিং্সা পাওয়ার আোঙ্কা, 

েম্কদক্দত্র উধ্ব্কৈেদের দ্ারা স্ীেৃৈ িওয়ার আোঙ্কাদে কবাঝায় ( G010 কেেুে)। 

1 1 -
005 

×
বেদজর অৈীৈ ্সম্পদে্ক  কোষী কবাধ্ েরাদে বেদজদে কোষাদরাপ েরার ধ্রে বি্সাদব 

কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়। পবরপক্ োইপ বেদৈ বৃদ্ধ িওয়াদে ঠিে ঐভাদবই গ্রিণ েরা ইৈ্যাবেদে 

কবাঝায় ( G010 কেেুে)।  
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1 1 -
006 

×
ৈারুদণ্যর ্সবরিয় েম্কোণ্ড বজায় রাোদে প্রবৈরক্ামূেে ধ্রে বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ েরা 

িয়। বেভ্ক রশীে ধ্রদণর কক্দত্র, ক� কোদো ববষয় বেব্রিয়ভাদব গ্রিণ েরা বা কেবৈবািে 

মদোভাব পবরেবক্ৈ িয় ( G010 কেেুে)। 

1 1 -
007 

○○

পবরপক্ োইপ িে, বৃদ্ধ িওয়া বা মােব্সে দ্ন্দ্ব োড়া জীবেদে ক�মেটি আদে ঠিে 

কৈমেভাদব গ্রিণ েরার োইপ ( G010 কেেুে)। 

1 1 -
008 

×
স্ল্পদময়ােী স্ৃবৈ িে, কোে বেেু ো েরদে শীঘ্ই ভুদে �াওয়া স্ৃবৈ। পুেরাবৃবত্ত েরা 

ৈথ্য েীর্্কদময়ােী স্ৃবৈদৈ পবরণৈ িদয় ধ্দর রাো িয়।  

1 1 -
009 

○○

কমমবরদৈ বৈেটি প্রবরিয়া আদে; মুেস্ মাদে মদে রাো, ্সিংরক্ণ েরা মাদে কশো 

ববষয়বস্তু ভুদে ো �াওয়ার জে্য ধ্দর রাো, স্রণ েরা মাদে ধ্দর রাো বস্তু স্ৃবৈদৈ 

বফবরদয় আো বা পুেরুদ্ধার েরা ( G010 কেেুে)। 

1 1 -
010 

○○

ক্সমাটিে বা শাব্ার্থসিে কমমবর িে, ৈাবরে বা বজবেদ্সর োম, শব্ বা ধ্ারণা ্সম্পর্েসিৈ 

্সাধ্ারণ ৈথ্য ্সম্পর্েসিৈ কমমবর বা স্ৃবৈ।

1 1 -
011 

×
প�্কদবক্ণমূেে বশক্া বেদৈ, অদে্যর আিরণ প�্কদবক্ণ েরার মাধ্্যদম তৈবর িওয়া 

বশক্াদে বুঝায়।
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1 1 -
012 

○○

েমে েরা বেদৈ, কমদে কেয়া েঠিে ইছো বা আদবগদে, কিৈোর পৃদষ্ প্রের্শসিৈ ো েরার 

জে্য েমে েদর, অবদিৈেভাদব ভুদে �াওয়ার কিষ্া েরাদে বুঝায়।

1 1 -
013 

×
ক�ৌবতিেেরণ বেদৈ, বেদজর জে্য ্সুববধ্াজেে �ুবতি প্রোে ইৈ্যাবে েদর বেদজর 

োজদে ে্যায়্সঙ্গৈ েরাদে বুঝায়। জাোদৈ ো িাওয়া আদবগ ইৈ্যাবেদে ববপরীৈ েম্ক 

বেদয়, বেদজর আ্সে কিিারা আড়াে েরার কিষ্াদে, প্রবৈবরিয়া গঠে বি্সাদব কশ্রণীবদ্ধ 

েরা িয়।  

1 1 -
014 

×
বরফ্াক্স বা ববপরীৈ মুদে প্রবাবিৈ িওয়া প্রবৈদরাধ্ েরার জে্য ভােভ, কপবরদফরাে 

বশরার মদধ্্য অববস্ৈ । উপদরর অঙ্গ বা েীদির অদঙ্গর কপবরদফরাে বশরা অবভেদষ্কর 

ববরুদদ্ধ বশরাস্ রতিদে হৃৎবপদডি বফবরদয় কেয়ার োজ েদর। ভােভ রদতির বরফ্াক্স 

প্রবৈদরাদধ্ োজ েদর।  

1 1 -
015 

○○

ধ্মেী, হৃৎবপদণ্ডর স্পদিদের মাধ্্যদম শরীদর রতি কপ্ররণ েরার ভূবমো পােে েদর। শরীর 

কথদে হৃৎবপদণ্ড রতি কপ্ররণোরী বশরার স্পদিে অেুভব েরা �ায় ো।  

1 1 -
016 

×
প্যাবরোে কোব (োদের েবৈ) িামড়ার ব্যথার অেুভূবৈ গ্রিণ েরার ভূবমো পােে 

েদর। রিন্টাে কোব ব্সদ্ধান্ত গ্রিদণর ভূবমো পােে েদর।  

1 1 -
017 

○○

কেদম্পারাে কোদবর শ্রবণশবতি বা স্ৃবৈ োড়াও ভাষা কবাঝা বা আদবগ ্সম্পর্েসিৈ োজ 

রদয়দে।
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1 1 -
018 

○○

অবক্সবপোে কোব িাকু্ষ ৈথ্য শোতি েদর।

1 1 -
019 

○○

বেবম্বে েদে্ক ক্স িে গুরুমবস্তদষ্র(ক্সদররোম) অভ্যন্তরীণ পৃদষ্র বেবম্বে কোব এবিং 

অ্যাবমগডাো ্সামুবদ্রে কর্াড়া বা বিদ্পাে্যাম্পাদ্সর মদৈা অিংদশর জে্য কশ্রণীগৈ শব্। 

বিদ্পাে্যাম্পা্স স্ৃবৈর ্সাদথ জবড়ৈ, অ্যাবমগডাো আদবদগর ্সাদথ জবড়ৈ। 

1 1 -
020 

○○

�েৃৈ োে্য গ্রিণ কথদে গ্ুদোজদে গ্াইদোদজদে রূপান্তবরৈ েদর ্সিংরক্ণ েদর। রদতি 

গ্ুদোজ অপ�্কাপ্ত িদে, গ্াইদোদজে গ্ুদোদজ পবরণৈ েদর শবতি ্সরবরাদির জে্য রদতি 

কপ্ররণ েরা িয়। �েৃদৈর ো�্কোবরৈার মদধ্্য পুষ্টির ববপাে / ্সঞ্চয়, বপত্ত উত্পােে, 

প্রবৈদষধ্ে ো�্কোবরৈা, রদতির পবরমাণ বেয়ন্ত্রণ ইৈ্যাবে অন্তভু্কতি রদয়দে।  

1 1 -
021 

×
মূত্রাশয় প্রস্াব ্সঞ্চয় েরার োজ েদর। প্রস্াব র্েীভূৈ েরা বেডবের োজ। বাম ও 

ডাে বেডবেদৈ র্েীভূৈ িওয়া প্রস্াব, বাম ও ডাে বৃক্োেীদৈ (ইউদরোর) প্রবাবিৈ িদয় 

মূত্রাশদয় ্সিংগ্রি েরা িয়। প্রস্াব মূত্রাশয় কথদে মূত্রোেী িদয় শরীদরর বাইদর বেগ্কৈ িয়।   

1 1 -
022 

×
শ্া্সপ্রশ্াদ্সর কে্রি মবস্তষ্োদণ্ড রদয়দে। মবস্তষ্োণ্ড িে মধ্্য মবস্তষ্, পে্স, অধ্ঃ 

মবস্তদষ্র (কমডুো অবেিংগাো) কশ্রণীগৈ শব্। ের্ুমবস্তষ্ ক্সবররোে কিবমবস্য়াদরর 

েীদির অিংশ, মবস্তস্কোদণ্ডর পৃষ্ঠীয় অিংদশ অববস্ৈ। এর োজটি বেদজর কিৈো দ্ারা 

ঐবছেে েড়ািড়ার ্সিদ�াবগৈার ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ।    

1 1 -
023 

○○

অনি্যাশয় এদক্সারিাইে (ববিঃস্াব) অিংশ কথদে িজদমর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ অনি্যাশয় র্স 

বেঃ্সৃৈ েদর। এদডিারিাইে (অন্তঃস্াব) অিংদশর অন্তভু্কতি আইদেে্স অব ে্যাঙ্গারি্যান্স এর 

β (B) কোষ কথদে ইে্সুবেে (রদতি গ্ুদোদজর মাত্রা হ্া্স েরার োজ ), α (A) কোষ 

কথদে গ্ুোগে (রদতি গ্ুদোদজর মাত্রা বৃবদ্ধ েরার োজ ) ্সম্পন্ন িরদমাে বেঃ্সবরৈ িয়। 
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1 1 -
024 

×
হৃৎবপণ্ড ্সারা শরীদর রতি কপ্ররণ েরার এেটি অঙ্গ। ফু্সফু্স গ্যা্স বববেমদয়র োজ পবরিােো 
েদর। পুদরা শরীর কথদে বফদর আ্সা বশরাস্ রতি ডাে অবেদি কথদে ডাে বেেদয় প্রবাবিৈ িদয়, 
ফু্সফুদ্সর ধ্মেীর মধ্্য বেদয় ফু্সফুদ্স বিে েরার পর গ্যা্স বববেমদয়র োজ পবরিােো েরা িয়। 
গ্যা্স বববেমদয়র োজ পবরিােো েরা রতি ধ্মেীর রদতি পবরণৈ িদয়, ফু্সফুদ্সর বশরার মধ্্য বেদয় 

বাম অবেদি কথদে বাম বেেদয় প্রবাবিৈ িয় এবিং ্সারা শরীদর ্সঞ্চাবেৈ িয় ( G012 কেেুে)।   

1 1 -
025 

×
োো বেঃশ্াদ্স েগু্কন্ ্সৃষ্টি েদর ো। োোর বেদজ পবরষ্ার েরার ো�্কোবরৈা এবিং 

ব্যােদেবরয়া প্রবৈদরাধ্ী ো�্কোবরৈা রদয়দে ববধ্ায় েগু্কন্ করাধ্ েদর। োোর প্রায় 99% 

পাবে। প�্কাপ্ত পবরমাদণ পাবে পাে ো েরদে োোর উৎপােে েদম বগদয় বেঃশ্াদ্স েগূ্কদন্র 

োরণ িদৈ পাদর।    

1 1 -
026 

○○

বেঃশ্াদ্সর েগূ্কদন্ অে্যরা অস্বস্ত কবাধ্ েরদৈ পাদর। ক্সজে্য, েদথাপেথে কথদে ববরৈ 

থাোর মােব্সেৈা োজ েরার ফেস্রূপ, অদে্যর ্সাদথ ক�াগাদ�াগ এবড়দয় িোর 

োরণ িদৈ পাদর। বেঃশ্াদ্স েগু্কন্, শারীরবৃত্তীয় বস্তু, োবার, করাগ ইৈ্যাবে দ্ারা ্সৃষ্ িয়।   

1 1 -
027 

×
প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ু, োো বেঃ্সরণ ত্বরাববিৈ েরার োজ েদর। ্সিােুভূবৈশীে স্ায়ু 

(ব্সম্প্যাদথটিে োভ্ক ) োোর বেঃ্সরণদে েমে েদর। প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ু (ব্সম্প্যাদথটিে 

োভ্ক ) অগ্রাবধ্োর কপদে, আঠাদো োো অল্প পবরমাদণ বেঃ্সৃৈ িয় এবিং ্সিােুভূবৈশীে 

স্ায়ু (ব্সম্প্যাদথটিে োভ্ক ) অগ্রাবধ্োর কপদে, প্রিুর শুেদো োো বেঃ্সৃৈ িয়।  

1 1 -
028 

×
প্রধ্াে োো গ্রবথির মদধ্্য এেটি িে প্যাদরাটিড গ্রবথির োেী, �ার মুেটি মুে গহ্দরর 

উপদরর কিায়াদের বদ্ৈীয় কমাোর অিংদশ কোদে। কমৌবেে গহ্দরর বেদি ্সাববেঙ্গয়ুাে 

এবিং ্সাবম্যাবডিবুোর গ্রবথির মুে কোদে। 

1 1 -
029 

○○

ব্যােদেবরয়াদরাধ্ী ো�্কেোপ (অ্যান্টিব্যােদেবরয়াে অ্যােশে) িে ব্যােদেবরয়ার 

আরিমণ প্রবৈদরাধ্ েরার ক্মৈা। োো োড়াও, োদে্যর অববশষ্ািংশ ধ্ুদয় কফোর 

জে্য বেদজ পবরষ্ার েরার ো�্কোবরৈা, মুে গহ্দরর বভৈদরর োবাদরর আর্াৈ উপশম 

েরার জে্য বাফাবরিং ফািংশে, িজদমর ্সাদথ ্সম্পর্েসিৈ িজদমর ো�্কোবরৈা রদয়দে। 
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1 1 -
030 

×
্সাববেঙ্গয়ুাে গ্রবথি িে প্রধ্াে োো গ্রবথি। োো গ্রবথিদে কোে োো গ্রবথি এবিং প্রধ্াে 

োো গ্রবথিদৈ কশ্রণীবদ্ধ েরা িয়। প্রধ্াে োো গ্রবথির মদধ্্য ্সাববেঙ্গয়ুাে গ্রবথি োড়া 

্সাবম্যাবডিবুোর গ্রবথি এবিং প্যাদরাটিড গ্রবথি রদয়দে। কোে োো গ্রবথি িে কঠাঁে, গাে এবিং 

বজহ্ার তলেবমিে বঝবলেদৈ ববৈরণ েরা পাৈো টিউব।    

1 1 -
031 

○○

িামদির মদৈা েে (স্পুে কেইে) িে, েদের কলেে িামদির মদৈা বঁাো িওয়ার মদৈা 

অবস্া, �া বেো েদের অপ�্কাপ্ত পুষ্টির োরদণ েদের কলেে েবু্কে িওয়ার ফদে র্দে।

1 1 -
032 

×
আঙুদের ক্াববিং প্রধ্ােৈ হৃেদরাদগর কক্দত্র পবরেবক্ৈ িয়। আঙ্গদুের ডগা ড্রামদে 

আর্াৈ েরা ড্রামস্টদের মৈ িদয় ওদঠ। পুষ্টির ব্যার্াদৈর োরদণ পুদরা েে ্সাো কেোয়।  

1 1 -
033 

×
কভৈদরর বেদে বাড়ন্ত েে িে, েদের কলেদের পাদশর প্রান্তটি আঙুদে োমদড় ধ্রার মদৈা 

এেটি অবস্া। োরণ বি্সাদব, বহু বের ধ্দর বাধ্্কে্য এবিং পাদয়র ্সাদথ োপ ো োওয়া 

জৈুা পবরধ্াে েরা িাবেদয় �াওয়া, ভুেভাদব েে োো ইৈ্যাবে রদয়দে। 

1 1 -
034 

○○

ভাে অবস্াে িে, বেদজ কথদে বেদজর শরীর েড়ািড়া েরদৈ ো পারা ইৈ্যাবের কক্দত্র, 

আদরি্কাবগ্রদপাব্স্স তৈবর ো েরার প্রবৈদরাধ্মূেে ভবঙ্গ। এমেবে জদয়ন্ট বা ্সবন্স্ে 

েড়ািড়া েরদৈ ো পারদেও, ADL কে ্সবিাইদৈ েম বাধ্া প্রোেোরী এেটি ভবঙ্গ।  

1 1 -
035 

×
পাদয়র আঙুদের বেদির বেদের ভবঙ্গ ভাে অবস্াে েয়। পাদয়র আঙুদের বেদির বেদের 

ভবঙ্গদে ইেুইো্স ফুে বো িয়। 
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1 1 -
036 

×
িাড় মজবুৈ েরার জে্য, ্সূদ�্কর আদো গ্রিণ েরা প্রদয়াজে। িাড় মজবুৈ েরার জে্য, 

অনজব পোদথ্কর (েবেজ) ে্যােব্সয়াম প্রদয়াজেীয় এবিং ে্যােব্সয়াম অন্ত্র কথদে 

কশাবষৈ িওয়ার জে্য বভোবমে D প্রদয়াজে। বভোবমে D, োে্য গ্রিণ এবিং ্সূদ�্কর 

অবৈদবগুবে রবমির ্সিংস্পদশ্ক আ্সদে ্সবরিয় িদয় উদঠ  

1 1 -
037 

×
িাড় মজবুৈ েরার জে্য বভোবমে D গ্রিণ েরা প্রদয়াজে। বভোবমে E িে বেবপড 

দ্রবণীয় বভোবমদের এেটি, �া তজববে বঝবলে গঠে েদর এবিং বেবপদডর অবক্সদডশে 

প্রবৈদরাদধ্ ্সিায়ৈা েদর। 

1 1 -
038 

○○

ব্যায়াম িাদড়র উপর উপ�ুতি পবরমাদণ বে প্রদয়াগ েদর কোদষর োজদে ত্বরাববিৈ েদর। 

উপ�ুতি ব্যায়াম বেদৈ িঁাো এবিং কেোোোর মদৈা প্রবৈবেদের েম্কোণ্ডদে কবাঝায়। 

1 1 -
039 

○○

কফদমারাে কেদের (র্াড়) রি্যােিার োড়াও, অে্যাে্য ্সাধ্ারণ রি্যােিাদরর স্াে বি্সাদব, 

েরূবৈীমী  ব্যা্সাদধ্্কর (েবজি) রি্যােিার, প্রবক্সমাে বিউমারাে (েঁাদধ্র বেেেবৈীমী  বাহু) 

রি্যােিার, েদশরুোর (ব্যােদবাে) রি্যােিার রদয়দে ( G007 কেেুে)।

1 1 -
040 

×
িাড় ভাঙার (রি্যােিার) পরপরই কফদমারাে কেে (র্াড়) অবস্াে েরা ঊরু্সবন্দৈ 

�ন্ত্রণাোয়ে ব্যথা িয়। এোড়াও, কফদমারাে কেদের (র্াড়) রি্যােিাদর, েঁাড়াদো বা িঁাো 

েঠিে িদয় পদড়। 

1 1 -
041 

○○

কপ্রাটিে পঁািটি প্রধ্াে পুষ্টির এেটি। কপ্রাটিে িামড়া, েে, িুে, রতি, কপশী, িরদমাে এবিং 

এেজাইম গঠে েদর ( G014 কেেুে)। 
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1 1 -
042 

×
বিবে শরীদরর জে্য শবতির উৎ্স বিদ্সদব োজ েদর। বিবে পঁািটি প্রধ্াে পুষ্টি উপাোদের 

এেটি এবিং এটিদে োদব্কািাইদড্রেও বো িয়।। বেবপড, বেবপড দ্রবণীয় বভোবমদের 

কশাষদণ ্সিায়ৈা েদর ( G014 কেেুে)।  

1 1 -
043 

○○

বেবপড িে পঁািটি প্রধ্াে উপাোদের এেটি এবিং িরদমাে, রতি এবিং কোদষর বঝবলে 

তৈবরর েঁািামাে। বেবপড, বেবপড দ্রবণীয় বভোবমে A, D, E, এবিং K কশাষণ েরদৈ 

্সািা�্য েদর ( G014 কেেুে)।  

1 1 -
044 

○○

বভোবমে িে পঁািটি প্রধ্াে উপাোদের এেটি এবিং শরীদরর ববোশ এবিং ববপাে বা 

কমোববেজম প্রবরিয়ায় ভূবমো রাদে। বভোবমেদে বেবপড দ্রবণীয় বভোবমে A, D, E, K এবিং 

পাবেদৈ দ্রবণীয় বভোবমে B, C কৈ কশ্রণীবদ্ধ েরা ক�দৈ পাদর। বভোবমে শরীদর উৎপাবেৈ 

িদৈ পাদর ো ববধ্ায় ক্সগুবে অবশ্যই োে্য কথদে গ্রিণ েরা প্রদয়াজে ( G014 কেেুে)।  

1 1 -
045 

×
পঁািটি প্রধ্াে পুষ্টির এেটি অনজব পোথ্ক (েবেজ পোথ্ক), শরীদর উৎপাবেৈ িদৈ পাদর 

ো। োে্য কথদে গ্রিণ েরার প্রদয়াজে রদয়দে। প্রধ্াে েবেজ পোদথ্কর মদধ্্য ক্সাবডয়াম 

(Na) এবিং ে্যােব্সয়াম (Ca) রদয়দে ( G014 কেেুে)।   

1 1 -
046 

○○

পূব্কবৈীমী  প�্কায় (জ্ঞােশীে প�্কায়) িে, 5 প�্কাদয় ববভতি োবার গ্রিণ / গেঃধ্রে প্রবরিয়ার 

প্রথম প�্কায়। পূব্কবৈীমী  প�্কায় (জ্ঞােশীে প�্কায়) িে, োবাদরর আেৃবৈ এবিং রঙ শোতি 

েরদৈ পারার ্সময়োে, �েে শৈ্ক ্সাদপক্ বরদফ্বক্সভ োো বৃবদ্ধ পায় ( G014 

কেেুে)। 

1 1 -
047 

×
বডগ্ুটিশে অ্যাপবেয়া ফ্যাবরবঞ্জয়াে প�্কাদয় পবরেবক্ৈ িয়। ফ্যাবরবঞ্জয়াে প�্কায় 

িে, 5 প�্কাদয় ববভতি োবার গ্রিণ / গেঃধ্রে প্রবরিয়ার িৈুথ্ক প�্কায়। গেদেদশর প�্কাদয় 

(ফ্যাবরবঞ্জয়াে কস্টজ), োদের গহ্র / েণ্ঠোেী বন্ থাদে ববধ্ায় অ্যাপবেয়া পবরেবক্ৈ 

িয় ( G014 কেেুে)।   
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1 1 -
048 

×
মুে গহ্দরর প�্কায় িে, পঁাি প�্কাদয় ববভতি োে্য গ্রিণ / গেঃধ্রে প্রবরিয়ার ৈৃৈীয় 

প�্কায়, ক� প�্কাদয় োবাদরর বপণ্ড মুে গহ্র কথদে গেদেদশ স্াোন্তবরৈ িয়। োবার গ্রিণ 

/ গেঃধ্রে প্রবরিয়ার িৈুথ্ক প�্কায়, গেদেদশর প�্কাদয় (ফ্যাবরবঞ্জয়াে কস্টজ), স্র�ন্ত্র বন্ 

িয় ( G014 কেেুে)। 

1 1 -
049 

×
গেদেদশর প�্কায় (ফ্যাবরবঞ্জয়াে কস্টজ) িে, োবাদরর বপণ্ড গেদেশ অবৈরিম েরার প�্কায়। 

গেদেদশর প�্কাদয় (ফ্যাবরবঞ্জয়াে কস্টজ), এবপদগ্াটি্স স্র�দন্ত্রর প্রদবশদ্ার বন্ েদর কেয়। 

প্রস্তুবৈমূেে প�্কাদয় (বিবাদোর ্সময়) োবাদরর বপণ্ড গঠিৈ িয়। প্রস্তুবৈমূেে প�্কায় (বিবাদোর 

্সময়) িে, 5 প�্কাদয় ববভতি োবার গ্রিণ / গেঃধ্রে প্রবরিয়ার বদ্ৈীয় প�্কায় ( G014 কেেুে)।   

1 1 -
050 

×
োে্যোেীর প�্কায় িে, বেদজর ্সিৈেৈা োড়া অনেবছেে েড়িড়ার প�্কায়। োে্যোেী 

প�্কায় িে, োে্যোেীদৈ কপ্ররণ েরা োবাদরর বপণ্ড পােস্েীদৈ পবরবাবিৈ িওয়ার 

প�্কায়। োে্য বপণ্ড োে্যোেীদৈ প্রদবশ েরদে কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট এবিং মাধ্্যােষ্কণ 

দ্ারা কপদে পবরবাবিৈ িয়। ( G014 কেেুে)   

1 1 -
051 

○○

বৃিেন্ত্র িে কু্দ্রান্ত্রদে অেু্সরণোরী পবরপাে অঙ্গ এবিং ক্সোম, আদরািী কোেে, 

ট্ান্সভা্স্ক কোেে, অবদরািী কোেে, ব্সগমাদয়ড কোেে এবিং মেোেীদৈ ববভতি। 

বৃিেন্ত্র পাবে কশাষণ েরা বৃবদ্ধ েদর মেদে শতি েদর।  

1 1 -
052 

○○

কু্দ্রাদন্ত্র ডুদডোম, কজজেুাম এবিং ইবেয়াম থাদে। কু্দ্রান্ত্র পুষ্টি এবিং পাবে কশাষণ েরার 

োজ েদর। 

1 1 -
053 

○○

শরীদরর ওজদের প্রায় 2% ্সমাে পাবে িারাদে পাবেশূে্যৈা বা বডিাইদড্রশদের েক্ণ 

কেো কেয়। পাবেশূে্যৈা বা বডিাইদড্রশে ্সাধ্ারণ অস্াছেদি্য কবাধ্ ্সৃষ্টি েরার ফদে 

ো�্কেোপ হ্া্স পায়। 
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1 1 -
054 

×
পাবেশূে্যৈা বা বডিাইদড্রশদের ্সাদথ �ুতি উপ্সগ্ক িে শুষ্ িামড়া। িামড়ার শুষ্ৈা 

োড়াও, প্রস্াদবর পবরমাণ হ্া্স পাওয়া এবিং কু্ধ্া হ্া্স পাওয়া ইৈ্যাবে রদয়দে। বয়স্কদের 

মদধ্্য উপ্সগ্ক েম কেো কেওয়ার তববশষ্ রদয়দে।  

1 1 -
055 

×
ে্যাদথোর বেয়বমৈভাদব প্রবৈস্াপদের প্রদয়াজে রদয়দে। েটুি ধ্রদণর ে্যাদথোর রদয়দে; 

প্রায় প্রবৈ মাদ্স প্রবৈস্াপে েরার কবেুে োইপ এবিং প্রায় প্রবৈ েয় মাদ্স প্রবৈস্াপে েরার 

বাম্পার োইপ। প্রবৈস্াপে েরা িে বিবেৎ্সদের োজ।  

1 1 -
056 

○○

িাইদপাগ্াইদ্সবময়ার েক্ণ বি্সাদব র্াম, বুে ধ্ড়ফড় েরা, কিৈোর ব্যার্াৈ, সেসিিুবে এবিং অঙ্গ-

প্রৈ্যদঙ্গ েঁাপুবে ইৈ্যাবে রদয়দে । েইু ধ্রদের ডায়াদবটি্স আদে, োইপ 1 এবিং োইপ 2। োইপ 1 তশশব 

কথদে তেদশার প�্কন্ত ববোশ োভ েদর এবিং ইে্সুবেে কথরাবপর প্রদয়াজে িয়। োইপ 2 ডায়াদবটি্স 

মধ্্য বয়দ্সর পদর ববোশ োভ েদর এবিং ইে্সুবেে বিবেৎ্সা উপ্সগ্ক অেু�ায়ী পবরিােো েরা িয়।  

1 1 -
057 

○○

38-41°C ৈাপমাত্রার গরম পাবে কগা্সদের জে্য ্সদব্কাত্তম ৈাপমাত্রা বি্সাদব ববদববিৈ িয় এবিং প্যারা্সাইমপ্যাটিে 

স্ায়ুদে উদেীবপৈ েদর, িজদমর ো�্কোবরৈা বৃবদ্ধ েদর, হৃেস্পদিে হ্া্স েদর, রতিিাপ হ্া্স েদর এবিং কপশীর 

িাপ বশবথে েদর। 42 বডবগ্র ক্সেব্সয়া্স বা ৈার কববশ ৈাপমাত্রার গরম পাবেদৈ কগা্সে েরা, ্সিােুভূবৈশীে 

স্ায়ুদে (ব্সম্প্যাদথটিে োভ্ক ) উদেীবপৈ েদর এবিং রতিিাপ এবিং হৃেস্পদিদের বৃবদ্ধ পবরেবক্ৈ িয়। 

1 1 -
058 

×
অ্সিংরিবমৈ িামড়ার ক্ৈ বেরাময় ৈরাববিৈ েরার এেটি পদ্ধবৈ িে আদ্র্ক েরা। 

শুোদো িদে িামড়ার আদ্র্কৈা হ্াদ্সর বেদে পবরিাবেৈ িদয়, কোদষর বৃবদ্ধদে বাধ্া কেয় 

ববধ্ায় ক্ৈ বেরামদয়র জে্য উপ�ুতি েয়। 

1 1 -
059 

○○

িামড়ার পৃষ্দে বেেুো অলেীয় করদে, বাবি্যে উদেীপো এবিং ব্যােদেবরয়ার বৃবদ্ধ েমে 

েরা ্সম্ভব। গরম পাবে বেদয় র্ে র্ে কধ্ায়া িদে ক্সবাম হ্া্স পায় এবিং িােো অলেৈার 

কমোবেজমদে ধ্বিং্স েদর জীবাণুমুতিেরণ ো�্কোবরৈাদে েবু্কে েদর কেয়। 
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1 1 -
060 

×
বাবড়দৈ অবেছোেৃৈ েরু্্কেোর মদধ্্য কগা্সদের ্সময় েরু্্কেো কববশ র্দে। কগা্সে েরার 

্সময় োপড় েুদে কফো িয় ববধ্ায় শরীর রক্া েরার েুব বেেু এেো থাদে ো এবিং 

রতি ্সঞ্চােদের পবরবৈ্ক ে ইৈ্যাবের োরদণ, অদেে েরু্্কেো র্োর মদৈা পবরদবশ এবিং 

শারীবরে অবস্ায় পবরণৈ িয়।  

1 1 -
061 

×
োে িুেোবের কিদয় কববশ কবেোোয়ে এেটি করাগ। োে বা বশঙ্গে্স কভবরদ্সো-

কজাস্টার ভাইরা্স দ্ারা ্সৃষ্ িয়। ফু্সেুবড় কভব্সেে িদেও বের্েসিষ্ স্ায়ুর গবৈপথ বরাবর 

আঞ্চবেেভাদব প্রের্শসিৈ িয়।   

1 1 -
062 

×
কো্স পঁািড়া িে, স্ক্যাব মাইে ত্বদে বা্স েরার ফদে ্সৃষ্ এেটি ্সিংরিামে িামড়ার করাগ। 

িাবরবত্রে েক্ণ িে ৈীরে িুেোবে। ্সাধ্ারণ স্াে িে বগে, আঙ্গদুের মাঝোে এবিং 

কগাপোঙ্গ। ফু্সেুবড় প্যাপুোর ফু্সেুবড় বা কোডাে ক্সে ইৈ্যাবে বি্সাদব পবরেবক্ৈ িয়।   

1 1 -
063 

○○

বাথোব কথদে উদঠ েঁাড়াদোর ্সময়, রতি বেদির অঙ্গ প্রবাবিৈ িয়, হৃৎবপদণ্ড বফদর 

আ্সা রদতির পবরমাণ হ্া্স কপদয় রতিিাপ হ্া্স পায়। ক্সটির মাধ্্যদম মবস্তদষ্ রতি প্রবাি 

হ্া্স পাওয়ার ফদে অদথ্কাস্ট্যাটিে িাইদপাদেেশে র্ো ্সিজৈর িয়। অদথ্কাস্ট্যাটিে 

িাইদপাদেেশে প্রবৈদরাধ্ েরদৈ ধ্ীদর ধ্ীদর উদঠ েঁাড়াদো।  

1 1 -
064 

○○

অধ্্কশরীদরর কগা্সদের মাধ্্যদম হৃৎবপদণ্ডর উপর কবাঝা হ্া্স েরা �ায়। কগা্সদের 

কক্দত্র, পাবের িাপ গ্রিণ েদর রতি ্সঞ্চােেদে ত্বরাববিৈ েরার িাইদড্রাস্ট্যাটিে কপ্র্সাদরর 

ো�্কোবরৈা রদয়দে। ইদড্রাস্ট্যাটিে কপ্র্সাদরর ো�্কোবরৈা হৃৎবপদণ্ড রতি   বফদর আ্সা 

্সিজ েদর কৈাদে হৃৎবপণ্ড এবিং ফু্সফুদ্সর োজ ত্বরাববিৈ েদর।  

1 1 -
065 

×
োওয়ার অন্তৈ এে র্ণ্া পর কগা্সে েরা বাঞ্ছেীয়। োওয়ার পর িজদমর জে্য, 

পবরপােৈদন্ত্র প�্কাপ্ত পবরমাদণ রতি   প্রবাদির প্রদয়াজে িয়। োওয়ার ্সাদথ ্সাদথ কগা্সে 

েরা িদে, পবরপােৈদন্ত্র রতি   প্রবাি অপ�্কাপ্ত িওয়ার ফদে িজদমর ো�্কোবরৈা বাধ্াগ্রস্ত 

িওয়ার ্সম্ভাবো থাদে ।।   
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1 1 -
066 

×
কগা্সদের পর প�্কাপ্ত পবরমাদণ ৈরে গ্রিণ েরা প্রদয়াজে। কগা্সদের ফদে র্াম কবর 

িয় ববধ্ায়, কগা্সদের আদগ এবিং পদর প�্কাপ্ত পবরমাদণ পাবে পূরণ েরার (িাইদড্রশদের) 

প্রদয়াজে িয়। প�্কাপ্ত পবরমাদণ পাবে পাে ো েরদে পাবেশূে্যৈা (বডিাইদড্রশে) কেো 

বেদৈ পাদর।   

1 1 -
067 

○○

ত্বদের শুষ্ৈা িামড়ার ো�্কোবরৈা হ্া্স েরায় িুেোবে কেো কেয় ববধ্ায়, েে কোে 

েদর ত্বে রক্া েরা �ায়। বয়স্কদের িামড়া ক্সবাম (কমে কথদে ক্বরৈ র্স) হ্াদ্সর 

োরদণ, ্সিদজই শুষ্ িদয় �ায়। 

1 1 -
068 

×
স্াভাববে প্রস্াদবর কক্দত্র, প্রস্াদবর পর পর প্রায় কোে গন্ থাদে ো। প্রস্াব বাৈাদ্সর 

্সিংস্পদশ্ক আ্সদে ব্যােদেবরয়া দ্ারা প্রস্াব কভদঙ বগদয় অ্যাদমাবেয়ার মদৈা গন্ কবর 

িওয়া শুরু িয়। প্রস্াদবর তববশষ্্য িে এটি িেুে বা িােো বাোমী স্ছে ৈরে এবিং 

জীবাণুমুতি িদয় থাদে।   

1 1 -
069 

×
্সিদজ মেৈ্যাগ েরার ভবঙ্গ িে, ব্সা অবস্ায় কগাড়াবে উঁিু েদর, এেেু ্সামদে ঝঁুদে থাোর 

ভবঙ্গ। এই কেি ভবঙ্গ গ্রিণ েরদে, মেোেী এবিং মেদ্াদরর মধ্্যবৈীমী  করদক্টাোে (মেদ্ার) 

কোণ সূ্ে কোদণ পবরণৈ িয় ববধ্ায়, মেৈ্যাগ েরা ্সিজ ভবঙ্গদৈ পবরণৈ িয়। বিৎ িদয় কশায়া 

অবস্াদে, করদক্টাোে (মেদ্ার) কোণ ৈীক্ষ্ণ কোদণ পবরণৈ িয় ববধ্ায়, মেৈ্যাগ েরা েঠিে িয়।  

1 1 -
070 

×
এটি িে প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ু �া মেোেীর কপবরস্টােটিে মুভদমন্টদে ত্বরাববিৈ 

েদর। স্য়িংবরিয় স্ায়ুর অন্তভু্কতি ্সিােুভূবৈশীে স্ায়ু এবিং প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ুর 

পরস্পরববদরাধ্ী ো�্ক রদয়দে। প্যারা্সাইমপ্যাটিে স্ায়ু পবরপাে োবের বরিয়াদে ৈরাববিৈ 

েদর এবিং ্সিােুভূবৈশীে স্ায়ু (ব্সম্প্যাদথটিে োভ্ক ) পবরপাে োবের বরিয়াদে েমে েদর।  

1 1 -
071 

×
োওয়ার ফদে মেৈ্যাগ েরার ইছো জাগ্রৈ িয়। োবার কপদে প্রদবশ েরদে ৈার উদেীপো 

কোেদে স্াোন্তবরৈ িদয় কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট ্সৃষ্টি েদর, �ার ফদে মেৈ্যাগ িয়। 

মেৈ্যাদগর ইছো থােুে বা ো থােুে, োওয়ার পর েয়দেদে �াওয়া এবিং পায়োোর 

পাদত্র ব্সা, কোষ্োঠিে্য েরূ েরার জে্য উপোরী।   
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1 1 -
072 

×
মেৈ্যাগদে ৈরাববিৈ েরদৈ, বেঃশ্া্স ধ্দর করদে কপদের িাপ বৃবদ্ধ েরা। বেঃশ্া্স ধ্দর করদে 

কপদের িাপ বৃবদ্ধ েরার মাধ্্যদম রতিিাপ কবদড় �ায় ববধ্ায় উচ্চ রতিিাদপর ব্যবিারোরী 

ব্যবতির জে্য, অে্য উপাদয় মেৈ্যাগ ৈরাববিৈ েরার জে্য ্সিায়ৈা প্রদয়াজে। 

1 1 -
073 

○○

মেদ্াদরর িারপাদশ অভ্যন্তরীণ মেদ্ার বস্ঙ্কোর কপশী এবিং বাবি্যে মেদ্ার বস্ঙ্কোর 

কপশী রদয়দে। ৈাদের মদধ্্য, বাবি্যে মেদ্ার বস্ঙ্কোর কপশী ্সদিৈে িদয় মেৈ্যাগ 

বেয়ন্ত্রণ েরদৈ পাদর। মেৈ্যাদগর প্রস্তুবৈ বি্সাদব েয়দেদে বদ্স ্সদিৈেভাদব বশবথে িদয় 

্সিদজ মেৈ্যাগ েরা �ায়।  

1 1 -
074 

○○

অ্যাদোবেে কোষ্োঠিে্য িদে বৃিেদন্ত্রর কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট হ্া্স কপদয়, মদের পাবে 

কশাবষৈ িদে মে শতি িদয় �ায়। এেটি োরণ বি্সাদব অপ�্কাপ্ত পবরমাদণ ফাইবার গ্রিণ 

রদয়দে। পুষ্টিের ফাইবার অদন্ত্রর োেীদে (ইদন্টস্টিোে ট্াক্ট) উদেীবপৈ েদর ববধ্ায় 

কোষ্োঠিে্য েরূ েরদৈ ো�্কেরী িদয় থাদে।   

1 1 -
075 

○○

মেোেীর কোষ্োঠিে্য িে, মেদ্াদর মে থােদেও মেৈ্যাদগর প্রবৈবৈীমী  বরিয়া 

বা বরফ্াক্স েবু্কে িওয়ায়, মেৈ্যাগ েরার ইছো ো িওয়ার কোষ্োঠিে্য। ্সাধ্ারণ 

কোষ্োঠিে্য প্রবৈদরাধ্ েরার জে্য ব্যায়াম, পাবে গ্রিণ,পুষ্টিের ফাইবার গ্রিণ েরা 

প্রদয়াজে। 

1 1 -
076 

×
শ�্যাশায়ী িদে,কোষ্োঠিে্য িওয়ার প্রবণৈা কববশ থাদে। শ�্যাশায়ী িদে, শারীবরে 

ো�্কেোপ হ্াদ্সর োরদণ ব্যায়াদমর অভাব, অদন্ত্রর োজ বা কপদের কপশী হ্া্স পাওয়া, 

অপ�্কাপ্ত োবার ও পাবে োওয়ার োরদণ, কোষ্োঠিে্য িওয়ার ্সম্ভাবো কববশ থাদে। 

1 1 -
077 

○○

মােে জাৈীয় ব্যথাোশে ওষুধ্ ব্যবিার েরা িদে, অদন্ত্রর কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট 

েমে েরা িয় ববধ্ায় গুরুৈর কোষ্োঠিে্য কেো বেদৈ পাদর। 
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1 1 -
078 

○○

বরিয়ামূেে প্রস্াদব অ্সিং�ম (ফািংশোে ইউবরোবর ইেেন্টিদেন্স) িে, জ্ঞােীয় 

ো�্কোবরৈা হ্া্স পাওয়া বা জ্ঞােীয় েম্কিীেৈার (বড্সঅবরদয়দন্টশে) োরদণ েয়দেে 

েুঁজদৈ ো পারা, অ্যাগেব্সয়ার োরদণ েয়দেে বিেদৈ ো পারার ফদে র্ো প্রস্াদবর 

অ্সিং�ম ( G014 কেেুে)। 

1 1 -
079 

○○

কপে িাদপর অ্সিং�ম (কট্্স ইউবরোবর ইেেন্টিদেন্স) িে এে ধ্রদের অ্সিং�ম, ক� 

কক্দত্র মূত্রোেী ্সিংেুবিৈ িদয়, অভ্যন্তরীণ অঙ্গদে ্সমথ্কে েরা কপেবভে কফ্ার মা্সে 

বা কপশীর ো�্কোবরৈা হ্া্স কপদয়, িঁাবির মদৈা কপদের বভৈদরর িাদপর োরদণ প্রস্াব কবর 

িয়। োরীর মদধ্্য কববশ পবরেবক্ৈ িওয়া এেটি অ্সিং�ম ( G014 কেেুে)। 

1 1 -
080 

○○

ব্সস্টাইটি্স বা মূত্রাশয় প্রোদির অে্যাে্য েক্দণর মদধ্্য অববশষ্ প্রস্াদবর অেুভূবৈ, 

র্ে র্ে প্রস্াব, িােো জ্র পবরেবক্ৈ িয়। ব্সস্টাইটি্স বা মূত্রাশয় প্রোি িে, মূত্রাশদয় 

ব্যােদেবরয়া প্রদবশ েরার ফদে ্সৃষ্ িওয়া মূত্রোেীর ্সিংরিামে করাগ। পুরুদষর ৈুেোয় 

োরীর মূত্রোেী কোে িওয়ায় ্সিদজই ব্যােদেবরয়া প্রদবশ েদর।  

1 1 -
081 

×
বয়দ্সর ্সাদথ ্সাদথ র্ুমাদোর ্সময় হ্া্স পায়। র্ুদমর কক্দত্র, REM র্ুম (িােো র্ুম 

ক�োদে শরীর ববশ্রাম কেয়) এবিং অ-REM র্ুদমর (গভীর র্ুম ক�োদে মবস্তষ্ ববশ্রাম 

কেয়) প�্কায়রিদম পুেরাবৃবত্ত র্দে। ব্যায়াদমর অভাদবর মদৈা োরদণ র্ুমাদোর ্সময় হ্া্স 

পাওয়ার প্রবণৈা থাদে।   

1 1 -
082 

×
ব্যায়াম র্ুদমর গুণমােদে প্রভাববৈ েদর, বেন্তু শরীদরর র্বড়র োদজর প্রবরিয়ায় কোদো 

প্রভাব কেই। শরীদরর র্বড় ঠিে েরার জে্য ্সূদ�্কর আদো ্সবদিদয় শবতিশােী ফ্যাক্টর বদে 

ববদববিৈ িয়। । ্সূদ�্কর আদো গ্রিণ েরা িদে, র্ুমদে প্রদরাবিৈোরী িরদমাে কমোদোবেে 

বেঃ্সরণ হ্া্স পায় এবিং 15-16 র্ন্টা পদর বেঃ্সৃৈ িয় ববধ্ায় র্ুমদে ত্বরাববিৈ েদর।  

1 1 -
083 

×
করস্টদে্স কেগ্স ব্সদড্াদমর কক্দত্র, বেদির অঙ্গ েড়ািড়া েরার মাধ্্যদম উপ্সগ্ক উপশম 

িয়। করস্টদে্স কেগ্স ব্সেদড্রামদে "অবস্র পাদয়র ব্সেদড্রাম"ও বো িয় এবিং র্ুদমর ্সময় 

অনেবছেে েড়ািড়া প্রধ্ােৈ বেদির অদঙ্গ র্দে। অপ্রীবৈের অেুভূবৈ অবেদ্রার োরণও 

িদৈ পাদর।  
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1 1 -
084 

○○

র্ুদমর ব্যার্াৈ ্সাধ্ারণৈ বয়স্কদের মদধ্্য পবরেবক্ৈ িয় । প্রধ্াে অবেদ্রার মদধ্্য "বলিপ 

অেদ্সে বড্সঅড্ক াদরর" কক্দত্র র্ুবমদয় পড়া েঠিে এবিং র্ুবমদয় পড়দৈ অদেে ্সময় োদগ। 

"র্ুম শুরু িওয়ার পদর কজদগ ওঠার" কক্দত্র মাঝরাদৈ অদেেবার কজদগ ওঠা িয়। "েুব 

্সোদে কজদগ ওঠার" কক্দত্র েুব ্সোদে র্ুম কথদে কজদগ ওঠার পদর আর র্ুমাদো �ায় ো।   

1 1 -
085 

×
মৃৈু্য শ�্যায়, কশাথ পবরেবক্ৈ িয়। কশাথ িে, ত্বেবেম্স্ কোদষর পাবে ধ্দর রাোর এেটি 

অবস্া, �া বেো জীবদের কশষ প�্কাদয় ্সারা শরীদরর ্সঞ্চােে ো�্কোবরৈা বা ফািংশে হ্াদ্সর 

োরদণ আববভু্কৈ িাওয়া পবরেবক্ৈ িয়। অে্যাে্য উপ্সগ্ক বি্সাদব িাৈ পা ঠাডিা িদয় �াওয়া, 

েে বা কঠাঁদে ্সাইয়্যােব্স্স কেো কেওয়া, প্রস্াদবর পবরমাণ েদম �াওয়া ইৈ্যাবে অন্তভু্কতি রদয়দে।   

1 1 -
086 

○○

ম্যাবডিবুোর বরেবথিং বা মুে কোো করদে শ্া্স-প্রশ্া্স কেওয়া িে, শ্া্সেদষ্র ্সময় 

পবরেবক্ৈ িওয়া শ্া্স-প্রশ্া্স, ক� কক্দত্র প্রবৈবার বায়ু গ্রিদণর ্সময় বেদির কিায়াে 

বেদির বেদে িদে �ায়। বো িদয় থাদে ক�, মৃৈু্য ্সবন্নেদে িদে মুে কোো করদে শ্া্স-

প্রশ্া্স কেয়া িয় । শ্া্সেদষ্র অে্যাে্য উপ্সদগ্কর মদধ্্য গোয় গড়গড় শব্ (গজ্ক ে) রদয়দে।   

1 1 -
087 

×
েুবোর র্স েৈৃ্ক ে প্রস্তাববৈ মােব্সে প্রবরিয়ার 5 টি প�্কায় বা ধ্াপ অেু্সাদর, প্রথম 

প�্কায়টি িে অস্ীেৃবৈ। অস্ীেৃবৈ িে মৃৈু্যদে কমদে ো কেওয়ার প�্কায় । রাগ, কেে শুধ্ু 

আবম এর আদবগ প্রেশ্কে েদর ( G014 কেেুে)।  



লা�ন�ং পেয়�

■মাসযোলার চাবহদার যোসাপান ত্বি
স্-বাস্তবায়দের 
আোঙ্কা

শারীরবৃত্তীয় আোঙ্কা

বেরাপত্তার জে্য আোঙ্কা

অঙ্গীভূৈ িওয়ার অেুভুবৈ / ভােবা্সার আোঙ্কা

স্ীেৃবৈ পাওয়ার আোঙ্কা ্সামাবজে িাবিো

কমৌবেে িাবিো

বৃবদ্ধর ইছো

অভাদবর আোঙ্কা

■রাইর্াযোি্য র (Reichard) মতানমুসাযোর বাধ্যযোর্্যর ব্যাবক্তযোবের ধরণ

পবরপক্ োইপ (্সমববিৈ ধ্রণ) বেদজদে এবিং বেদজর জীবেদে ক�মেটি আদে ঠিে কৈমেভাদব গ্রিণ েরা। 

আরাম কিয়ার ধ্রে 

(বেভ্ক রশীে ধ্রণ)

বেদজর অবস্া কমদে বেদেও অদে্যর উপর বেভ্ক রশীে িদয় প্রবৈবরিয়াশীে 

িওয়া। 

প্রবৈরক্ামূেে ধ্রে 

(্সঁাদজায়া ধ্রদের)
বাধ্্কে্য ্সম্পর্েসিৈ উদদ্গদে, রিমাগৈ ্সবরিয় কথদে েমে েদর আত্মরক্া েরা। 

অে্যদে শাবস্ত প্রোদের 

ধ্রণ (িরম ববরবতির ধ্রণ)
বেদজর অৈীৈ এবিং বাধ্্কে্যদে কমদে বেদৈ ো পারা। 

বেদজদে শাবস্ত প্রোদের ধ্রণ 

(বেদজদে কোষাদরাপ েরার ধ্রণ)
বেদজর জীবেদে ব্যথ্কৈা বি্সাদব কেদে ৈার জে্য বেদজদে োয়ী েরা। 

■যোমমবর বা সৃ্বতর প্রবরি়ো

মুেস্ েরা
(েৈুে বজবে্স মদে রাো)

ধ্দর রাো
(ৈথ্য ধ্দর রাো অব্যািৈ রাো)

স্রণ েরা
(ৈথ্য কবর েদর আো)
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■সমবি়ে প্রবরি়ো

পোয়ে
েবুচিন্তা, কেেশে বা উদত্তজো ইৈ্যাবে কথদে পাবেদয় বেদজর বস্রৈা ্সন্াে 

েরা। 

পচিােগবৈ
ববোদশর অপবরপক্ প�্কাদয় বপেদে বফদর বগদয় বেদজদে রক্া েরার কিষ্া 

েরা।

েমে
কমদে কেয়া েঠিে ইছো বা আদবগদে, কিৈোর পৃদষ্ প্রের্শসিৈ ো েরার জে্য 

েমে েরা।

ক্বৈ
মূে উদদেশ্য অর্জসিৈ ো িদে, অজ্ক ে েরা ্সিজ ববষদয় ইছোদে পবরবৈ্ক ে েদর 

তধ্�্ক ধ্রা।

ক্বৈপূরণ
িীেমে্যৈার অেুভূবৈর এেটি বেেদে, অে্য বেদে অগ্রাবধ্োর প্রোে েরার 

মাধ্্যদম পূরণ েরার কিষ্া েরা।

ক�ৌবতিেেরণ
বেদজর জে্য ্সুববধ্াজেে �ুবতি প্রোে েদর বেদজর োজ বা ব্যথ্কৈাদে 

ে্যায়্সঙ্গৈ েরাদে বুঝায়। 

ঊদধ্ব্ক আদরািে
আরিমোত্মে ইছো ইৈ্যাবেদে, কেোধ্ুো বা বশদল্পর মদৈা অথ্কপূণ্ক েম্কোডি 

বেদয় প্রবৈস্াপে েরার কিষ্া েরা।

আত্তীেরণ (্সমাে গণ্য েরা)
অদে্যর অেুভূবৈ এবিং বিন্তাভাবোদে বেদজর মদধ্্য প্রদয়াগ েদর, বেদজর 

বজবে্স মদে েদর ্সন্তুষ্ থাো। 

প্রদজেশে বা অবভদক্প
বেদজর কভৈদরর স্ীোর েরা েঠিে আদবগ অে্য োদরা মদধ্্য আদে বদে মদে 

েরা। 

প্রবৈস্াপে
কোে এেটি েদক্্যর ইছো বা আদবগদে (ভাদোবা্সা, র্ৃণা, ইৈ্যাবে) অে্যাে্য 

েদক্্য প্রোশ েরা।

প্রবৈবরিয়া গঠে
জাোদৈ ো িাওয়া আদবগ ইৈ্যাবের ববপরীৈ েম্ক বেদয় বেদজর আ্সে 

কিিারাদে আড়াে েরার কিষ্া েরা।

G 011



■মবস্যোকের গঠন

ের্ুমবস্তষ্ (ক্সবরদবোম)
(শরীদরর ভার্সাম্য ্সামঞ্জ্স্য েরা, 
কমাের েদন্টাে ইৈ্যাবে)

আন্তঃমবস্তষ্ 

(ইন্টারদরেইে)
(স্য়িংবরিয় স্ায়ুর কে্রি, 

শরীদরর ৈাপমাত্রা / র্ুম 

বেয়ন্ত্রণ, ইৈ্যাবে)

মবস্তষ্োণ্ড
জীবেদে ্সিায়ৈাোরী বরিয়া

(হৃেস্পদিদের িাদরর ্সামঞ্জ্স্য, শ্া্সপ্রশ্াদ্সর ্সমবিয়, গোধ্ঃেরণ ইৈ্যাবে)

গুরুমবস্তষ্ (ক্সদররোম)

মধ্্য মবস্তষ্ 
(কমদ্সেদ্সফােে)

পে্স

অধ্ঃ মবস্তষ্ 
(কমডুো অবেিংগাো)

েক্ 
(থ্যাোমা্স)

অবেক্ 
(িাইদপাথ্যাোমা্স)

■পালযোমানাবর সঞ্ালন এবং পদ্ধবতগত সঞ্ালন
শরীদরর উপদরর অিংশ

শরীদরর বেদির অিংশ

ফু্সফু্সঊধ্ব্ক মিাবশরা ফু্সফুদ্সর বশরা

প্রধ্াে ধ্মেী এবিং এর শাো

বাম অবেদি
বাম বেেয়

বেম্ মিাবশরা

ফু্সফুদ্সর ধ্মেী

ডাে অবেদি

ডাে বেেয়

পদ্ধবৈগৈ ্সঞ্চােে

পদ্ধবৈগৈ ্সঞ্চােে

পােদমাোবর ্সঞ্চােে
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■অভ্যন্তরীণ অযোগির নাম (সামযোনর)

থাইরদয়ড

বাম ফু্সফু্স

লেীিা

কু্দ্রান্ত্র (ইবেয়াম)

মূত্রাশয়

বৃিেন্ত্র (আদরািী কোেে)

গেব্লাডার

�েৃৈ

ডাে ফু্সফু্স

স্র�ন্ত্র

পােস্েী

হৃৎবপডি

েণ্ঠোেী

বৃিেন্ত্র (ট্ান্সভা্স্ক কোেে)

অনি্যাশয়

কু্দ্রান্ত্র (কজজেুাম)

বৃিেন্ত্র (অবদরািী কোেে)

■অভ্যন্তরীণ অযোগির নাম (বপছন)

থাইরদয়ড

ডাে ফু্সফু্স

পােস্েী

বৃক্োেী (ইউদরোর)

মেদ্ার

বৃিেন্ত্র (আদরািী কোেে)

অনি্যাশয়

�েৃৈ

অ্যাবড্রোে গ্রবথি

বাম ফু্সফু্স

গেদেশ

লেীিা

বৃিেন্ত্র (অবদরািী কোেে)
বেডবে

বৃিেন্ত্র (ব্সগমাদয়ড কোেে)

বৃিেন্ত্র (মেোেী)
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■5 টি প্রধান পমুষ্টি

বিবের উপাোে (োদব্কািাইদড্রে)

বেবপড

কপ্রাটিে

অনজব (েবেজ পোথ্ক)

বভোবমে   ・বেবপড দ্রবণীয় বভোবমে A・D・E・K
         ・পাবেদৈ দ্রবণীয় বভোবমে B・C

■খাও়ো এবং গলঃধরযোনর পাাচটি ববভাগ

পূব্কবৈীমী  প�্কায় (জ্ঞােশীে প�্কায়)

প্রস্তুবৈমূেে প�্কাদয় (বিবাদোর ্সময়)

মুে গহ্দরর প�্কায়

গেদেদশর প�্কায় (ফ্যাবরবঞ্জয়াে কস্টজ)

োে্যোেীর প�্কায়

■প্রস্াযোবর অসংর্যোমর প্রর্ার

বরিয়ামূেে প্রস্াব 
(ফািংশোে ইউবরোবর 

ইেেন্টিদেন্স)

্সময়মদৈা প্রস্াব েরদৈ ো পারা, বডদমেবশয়া ইৈ্যাবের োরদণ েয়দেদের অবস্াে ো কজদে 
কেবর িওয়ার োরদণ প্রস্াব েরা েদর কেয়া। 

অেুপ্রবণৈ প্রস্াদব 
অ্সিং�ম (আগ্ক ইউবরোবর 

ইেেন্টিদেন্স)
প্রস্াদবর ইছো থােদেও ্সময়মদৈা েয়দেদে ক�দৈ ো পারায় প্রস্াব ঝদর পড়া। 

কপে িাদপর অ্সিং�ম (কট্্স 
ইউবরোবর ইেেন্টিদেন্স) োবশ বা িঁাবির মদৈা কপদে িাপ প্রদয়াগ েরা িদে প্রস্াব কবর িয়

উপদি পড়া প্রস্াদব অ্সিং�ম 
(ওভারদফ্া ইেেন্টিদেন্স)

বর্ধ্সিৈ কপ্রাদস্টে (গ্রবথি) ইৈ্যাবের োরদণ প্রস্াদবর পথ বন্ িদয় বগদয় এেেু এেেু েদর প্রস্াব কবর 
িওয়া। 

প্রবৈবৈীমী  প্রস্াদবর অ্সিং�ম 
(ওভারদফ্া ইেেন্টিদেন্স)

্সুষুম্াোণ্ড বা কমরুরজ্ ু (স্পাইোে েড্ক ) ক্বৈগ্রস্ত িওয়ার োরদণ প্রস্াদবর ইছো ো কথদে 
প্রস্াব বেগ্কৈ িওয়া। 

■র্মু বলার রযোসর মৃতমু ্য যোমযোন যোনও়োর মানবসর্ প্রবরি়োর 5 টি পর্্যা়ে বা ধাপ

1 ম প�্কায় অস্ীোর 'আবম মরদৈ পাবর ো' বদে মৃৈু্যর বেয়বৈর ্সৈ্যদে প্রৈ্যাে্যাে ও অস্ীোর েরার প�্কায়।

2 য় প�্কায় রাগ মৃৈু্যর ববরুদদ্ধ রাদগর ৈীরে অেুভূবৈ প্রের্শসিৈ িওয়ার প�্কায়।

3 য় প�্কায় কেেদেে মৃৈু্যর বাস্তবৈা এড়াদো �ায় ো বদে আলোির োদে আেুবৈ প্রোদশর প�্কায়।

4 য় প�্কায় ববষণ্ণৈা "�াই েরা কিাে ো কেে বঁািার উপায় কেই" এর িৈাশা অেুভব েরার প�্কায়।

G 014





বিবেৎ্সা ক্সবার জে্য �ত্ন
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উ�র / ব্যাখ্যা

1 2 -
001 

×
বিবেৎ্সা ক্সবার �দত্নর মদৈা িােবরোেীে প্রবশক্ণ ্সম্পন্নোরী োর্্সসিিং কেয়ার 

ওয়াে্ক ার ইৈ্যাবে, বপ্রদফেিারাে গভে্করদের েৈৃ্ক ে প্রৈ্যবয়ৈ/ বেববন্ৈ ্সুববধ্া / ব্যব্সা 

প্রবৈষ্াদে স্পুোম ্সােশে েরার মদৈা োজ ্সম্পােে েরদৈ পারদব। 

1 2 -
002 

○○

গেদেশ িে ববম প্রদরাবিৈ েরার স্াে। ৈাই, টিউব গেদেদশর কিদয় গভীদর কঢাোদো 

িদে উদেীপ্ত িদয় োবশ এবিং ববম েদর গুরুৈর েরু্্কেোর োরণ িদৈ পাদর।। 

1 2 -
003 

○○

েরু্্কেোর ঠিে আদগ ববপজ্েে পবরবস্বৈর র্োর প্রবরিয়া েবথভুতি েরা, অেুরূপ ববপে 

বা েরু্্কেো আদগ কথদে প্রবৈদরাদধ্র প্রদিষ্ার বেদে পবরিাবেৈ েদর। েরু্্কেোর বরদপাে্ক  

ইবন্সদডন্ট বা এেব্সদডন্ট বরদপাদে্ক  করেড্ক  েরা িয়। 

1 2 -
004 

○○

স্ট্যাডিাড্ক  বপ্রেউ্সে, ্সেে রতি, শরীদরর ৈরে, ব্সদরিশে (থুথু, োো, ববম), মেমূত্র 

(মে, প্রস্াব), ক্বৈগ্রস্ িামড়া, তলেবমিে বঝবলে ইৈ্যাবেদে ্সিংরিমদণর ঝঁুবে থাো বস্তু 

বি্সাদব ববদবিো েদর অবশ্যই ব্যবস্া গ্রিণ েরার ধ্ারণাদে বভবত্ত বি্সাদব বেদয়দে।

1 2 -
005 

×
োদের মধ্্য বেদয় টিউব বেদয় োওয়াদোর জে্য ব্যবহৃৈ বস্তু, কধ্ায়ার (বা্সেপদত্রর বেরদপক্ 

বডোরদজন্ট) পদর, প্রায় 1 র্ন্টা জীবাণুোশে ৈরদে (ক্সাবডয়াম িাইদপাদক্ারাইে) বভবজদয় করদে, 

েদের পাবে বেদয় ভাে েদর ধ্ুদয় কফদে শুবেদয় কেওয়া জীবাণুোশে ইথােে, ্সরঞ্জাম পবরষ্ার 

েদর জীবাণুমুতি েরার জে্য ব্যবহৃৈ িয়, বেমবজ্ৈ েদর জীবাণুমুতি েরার জে্য ব্যবহৃৈ িয় ো।  
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1 2 -
006 

×
পাে্স অবক্সবমোর িে, িামড়ার পৃষ্ কথদে োবড়র স্পদিদের (পাে্স) িার এবিং 

পারবেউদেবেয়া্স অবক্সদজে ্স্যািুদরশে (SpO 2 : ধ্মেী রদতি থাো অবক্সদজদের 

পবরমাণ) পবরমাপ েরার �ন্ত্র। পারবেউদেবেয়া্স অবক্সদজে ্স্যািুদরশদের করফাদরন্স 

মাে িে %। 

1 2 -
007 

×
্সাধ্ারণৈ র্দরর বভৈর আরামোয়ে আদ্র্কৈা প্রায় 50% বো িদয় থাদে। আদ্র্কৈা েম 

িদে, শুষ্ বাৈাদ্স শ্া্স কেওয়া িয় ববধ্ায়, কলেমিার ্সা্রিৈা বৃবদ্ধ কপদয় কলেমিা কবর িওয়া 

েঠিে িদয় পদড়। 

1 2 -
008 

×
শ্া্স কেওয়া বস্তুদৈ রতি থােদে, অববেদম্ব শ্া্স কেওয়া বন্ েদর মুে গহ্র এবিং োদের 

গহ্র প�্কদবক্ণ েরা। শ্া্স-প্রশ্াদ্সর অবস্া, বণ্ক ইৈ্যাবে পরীক্া েদর, শুদষ কেয়ার িাপ 

বেধ্্কাবরৈ মাত্রার বেে বেো ৈা পরীক্া েদর, বিবেৎ্সা ক্সবা েমীমী র ্সাদথ ক�াগাদ�াগ 

েরা।  

1 2 -
009 

○○

কগা্সে েরার ্সময়, আদ্র্কৈা বৃবদ্ধ পাওয়ার প্রভাদব কলেমিা েরম িদয়, কবর িওয়া ্সিজ 

িদয় ওদঠ। উপরন্তু, কলেমিা বৃবদ্ধ পাওয়ার ্সম্ভাবো থাদে ববধ্ায় কগা্সদের োর্্সসিিং কেয়াদরর 

আদগ ও পদর কলেমিা অপ্সারণ েরা প্রদয়াজে।  

1 2 -
010 

○○

শুদষ কেয়ার িাপ হ্া্স েরা এবিং বজ্ক ্য ৈরদের বরফ্াক্স বা ববপরীৈ মুদে প্রবাবিৈ িওয়া 

প্রবৈদরাধ্ েরদৈ ্সােশে কবাৈে 70 কথদে 80% ভর্ৈসি িওয়ার আদগই কফদে কেয়া িয়। 

উদলেে্য ক�, বেষ্াবশৈ ৈরদের পবরমাণ েম িদেও বেদে এেবার বা েবুার বেয়বমৈভাদব 

কফদে বেদয় বডোরদজন্ট / িেমাে পাবে বেদয় ভােভাদব ধ্ুদয় কফো িয়।  

1 2 -
011 

○○

মুে গহ্র / োে গহ্দরর বভৈদরর থুৈু শুদষ কেয়ার ্সােশে টিউব পবরষ্ার েরার জে্য 

েদের পাবে ব্যবিার েরা িয়। েণ্ঠোেী ে্যােুোদরর ্সােশে টিউব েদের পাবের 

পবরবদৈ্ক  জীবাণুমুতি ববশুদ্ধ পাবে শুদষ বেদয় পবরষ্ার েরা িয়। 
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1 2 -
012 

○○

এেবার শুদষ কেওয়ার ্সময় 10 কথদে 15 ক্সদেদডির মদধ্্য িওয়া উবিৈ। শুদষ কেয়ার ্সময় 

েীর্্ক িদে, শ্া্সেষ্ বা হৃেস্পদিে, রতিিাপ ইৈ্যাবে কবদড় �াওয়ার ্সম্ভাবো থাদে ববধ্ায়, 

এেবাদর �দথষ্ পবরমাদণ কলেমিা অপ্সারণ েরা ো কগদে, শ্া্স কেওয়ার পর আবার শুদষ 

কেওয়ার কিষ্া েরা। 

1 2 -
013 

×
পুষ্টি ্সম্পূরদের ৈাপমাত্রা েম িদে, অদন্ত্রর কপবরস্টােটিে মুভদমন্ট বৃবদ্ধ কপদয়, ডায়বরয়া 

এবিং কপদে ব্যথার মদৈা কপদের উপ্সগ্ক ্সিদজই কেো বেদৈ পাদর। িাইদপাগ্াইদ্সবময়া 

বেদৈ রদতি েুব েম গ্ুদোজ থাোর অবস্াদে বুঝায়। 

1 2 -
014 

×
টিউদব োওয়াদোর কক্দত্র, বিবাদো িয় ো ববধ্ায়, োোর বেঃ্সরণ েদম বগদয়, মুে 

গহ্দরর অদোবপউবরবফদেশে বা প্রােৃবৈে পবরদশাধ্ে হ্া্স কপদয় ্সিংরিমদণর ঝঁুবে বৃবদ্ধ 

পায় । মুদের �ত্ন বেদয়, ্সিংরিমণ প্রবৈদরাধ্ েরা বা োবার গ্রিণ / গেঃধ্রে ফািংশে 

বজায় রাো / উন্নবৈর জে্য কিষ্া েরা প্রদয়াজে। 

1 2 -
015 

○○

কিঁিবে, ডায়ারিাদমর সেসিিুবে দ্ারা ্সৃষ্ িদেও, ৈার োরণ টিউদব োওয়াদো পুষ্টি ্সম্পূরে 

ইেদজক্ট েরা বেো, ৈা বেধ্্কারণ েরার প্রদয়াজে আদে ববধ্ায়, অববেদম্ব ইেদজক্ট েরা 

বন্ েরা।

1 2 -
016 

×
আধ্া-েঠিে (কজবে) ধ্রদের পুষ্টি ্সম্পূরদের ্সা্রিৈা থাোয়, টিউদবর বভৈর পুষ্টি 

্সম্পূরে আেদে ক�দৈ পাদর ববধ্ায়, োদের মধ্্য বেদয় টিউব বেদয় োওয়াদোর জে্য 

ব্যবিার েরা িয় ো। প্রায়ই পােস্েীর বফসু্টো এবিং অদন্ত্রর বফসু্টোর কক্দত্র প্রদয়াগ 

েরা িয়। 

1 2 -
017 

○○

োদের মধ্্য বেদয় টিউব বেদয় োওয়াদোর কক্দত্র, ইবরদগের (ইরবরগাদৈার) এবিং ব্যবিারোরী ব্যাবতির 

পােস্েীর উচ্চৈার পাথ্কে্যদে োদজ োবগদয় ইেদজক্ট েরা িয়। উচ্চৈা 50 ক্সন্টিবমোদরর কববশ িদে কফাোয় 

কফাোয় পড়ার গবৈ বৃবদ্ধ পাদব, 50 ক্সন্টিবমোদরর েম িদে গবৈ হ্া্স পাদব। কফাোয় কফাোয় পড়ার (বড্রবপিং) 

গবৈর উপর বেভ্ক র েদর, বরফ্াক্স বা ববপরীৈ মুদে প্রবাবিৈ িওয়া, আেবস্েভাদব বগদে কফোর ঝঁুবে থাদে।   
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1 2 -
018 

×
েুদে পড়া োওয়াদোর টিউব শুধ্ুমাত্র ডাতিার বা োর্্সসিিং কপশা ঢুোদৈ পাদর।

1 2 -
019 

×
শুদষ কেয়ার িাপ থাো অবস্ায় ্সােশে টিউব কঢাোদো এবিং অপ্সারণ েরদৈ 

িয়। েণ্ঠোেী ে্যােুোর বভৈদরর অিংশ, তলেবমিে বঝবলের ক্বৈর কোে ঝঁুবে োড়া, 

েণ্ঠোেীদৈ থুৈু বা কলেমিা পড়া করাধ্ েদর।  





〈外国人向け介護学習テキスト検討委員会〉

五十嵐さゆり 福祉人材育成研究所 M&L

（委員長）   白  井  孝  子 東京福祉専門学校

髙  木  憲  司 和洋女子大学家政学部

橋 本 由 紀 江 国際交流 & 日本語支援 Y

〈外国人向け介護学習テキスト検討委員会（過去問）編集委員会〉

五十嵐さゆり 福祉人材育成研究所 M&L

木 林 身 江 子 静岡県立大学短期大学部

木  村  久  枝 元松本短期大学

午  頭  潤  子 白梅学園大学子ども学部

品  川  智  則 東京 YMCA 医療福祉専門学校

下  山  久  之 同朋大学社会福祉学部

白  井  孝  子 東京福祉専門学校

鈴 木 真 智 子 浦和大学短期大学部

髙  木  憲  司 和洋女子大学家政学部

髙  木  直  美 日本福祉大学中央福祉専門学校

髙  木  　  諒 愛知県立古知野高等学校

平  野  啓  介 旭川大学短期大学部

松  沼  記  代 高崎健康福祉大学健康福祉学部

（事務局） 公益社団法人 日本介護福祉士会  
国際介護人材支援チーム

検討委員会、編集委員会委員一覧　※五十音順



「外国人のための介護福祉士国家試験一問一答」
（令和 2 年度 介護の日本語学習支援等事業）

令和 2（2020）年 12 月発行
公益社団法人 日本介護福祉士会


